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1,本書は、県営田園整備事業瀬戸原地区に伴う、埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.調査委託者 長野県土地改良課

3.調査受託者 佐久市教育委員会

4.遺跡名及び発掘調査所在地

遺跡名  深堀遺跡群、人反田城跡、瀬戸狐塚古墳群350-4号壊 。350-5号墳、東千石平遺跡群

所在地  佐久市大字瀬戸

5.調査期間・面積

試掘調査 平成 9年H月 18日 ～12月 25日

平成10年 9月 28日 ～10月 23日

発掘調査

深堀Ⅱ 平成10年 8月 3日 ～12月 9日

深堀Ⅲ 平成H年 4月 26日 ～ 8月 9日

深堀V 平成12年 7月 11日 ～ 7月 27日

整理調査 平成11年 8月 10日 ～平成12年 1月 25日

平成12年 9月 26日 ～平成13年 2月 8日

平成13年

調査面積 49.400ば

6.試掘調査は平成 9年度は三石宗一、平成10年度は富沢―明が担当した。

発掘調査は平成10年度は羽毛田卓也・富沢一明が、平成11年度は小林員寿・出澤 力が、平成12年度は小林貫寿

が担当した。

整理調査は平成11年度は小林員寿・出澤 力が、平成12年度は小林員寿が担当した。

本書の執筆・編集は、付編の執筆を除き小林員寿が行った。

付編の執筆者は以下のとおりである。

深堀遺跡Ⅲ・V出土土器の胎上分析―lMl第四紀地質研究所 井上 巌

佐久市深堀遺跡の自然科学分析―棚古環境研究所

深堀遺跡出土人骨の鑑定―長野県看護大学社会経済学研究室 教授 多賀谷昭

7.出土土器の胎土分析は棚第四紀地質研究所に依頼 した。

出土人骨の鑑定は長野県看護大学社会経済学研究室荻授多賀谷昭氏に依頼 した。

出土炭化材 。種実の同定はlal古環境研究所に依頼 した。

8.航空写真撮影及び深堀 Ⅱの航空測量全体図作成、瀬戸狐塚350-4号墳の測量は輸こうそくが行った。

9。 人反田城跡の堀址=M12の 測量及び、調査全体の浪I量基準点の設定は翻浅間エンジニアリングが行った。

10,本書に使用した上器写真の一部はllklこ うそくが撮影した。

11.本書の挿図のほとんどは輸アースネットが トレース及び版下の作成を行った。

12。 本書及び深堀遺跡Ⅱ・Ⅲ・V出土遺物等のすべての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

13.山梨県明野村埋蔵文化財センターからは、当遺跡より出土した、甲斐系土器と思われる土師器の胎上分析試料の

比較試料を提供 して頂いたことを感謝いたします。



1,遺跡の略記号はSFHで ある。

2.遺構の略記号は、住居址一H、 掘立柱建物址―F、 土坑一D、 溝址一Mである。

3.挿図の縮尺は遺構-1/80、 遺物-1/4を基本としたが、該当しない場合は図中にスケールを示 してある。

4.遺構の海抜標高は各遺構毎に統一し、水糸標高を「標高」として示 した。

5,土層の色調は、1999年版『新版 標準土色帖』に基づいた。

6.挿図中の方位は真北を示す。

7.住居址の面積は床面積であり、カマ ド部分を含んでいる。掘立柱建物址の面積は、四隅の柱の芯により囲まれた

範囲である。

8.遺構図に01と表現されているものは、遺物実測図の 2(1)の ()内の番号と同一であり、遺物観察表備考欄に配

1と表記されている。

9。 写真図版の遺物の縮尺は、実潰I図の縮尺と基本的に同一である。

10。 本書に使用されているスクリーントーンの表現は以下のとおりである。

―――― 治山

一――― カマ ド構築粘土

―――― 堀方埋土

一一―― 柱痕

―――― 灰釉

―

断面墨ベタは

須恵器。

白ヌキ線は接合痕。―

焼き

―――― 赤彩

コ ー

石

―――― 黒色処理
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第

第

二早 調査の概要

1節 調査の経緯 と経過
深堀遺跡群は佐久市大字瀬戸に所在し、東方を志賀川、西方を田切谷に挟まれた台地上に展開する複数の遺跡によ

り構成され、標高670～ 690mを 波Iる 。また、東千石平遺跡群は志賀川により形成された、深堀遺跡群南隣の河岸段丘

状に展開し、標高は670m内 外を波1る 。

経緯は、両遺跡群内において佐久地方事務所による瀬戸原農村活性化住環境整備事業が計画されたため、平成 9年

度と平成10年度試掘調査を実施 し、遺構の分布状況が把握された。その結果をふまえた協議により、農地部分は削平

を行わないため調査の対象外とし、遺構が破壊される道路部分については、記録保存のための発掘調査を実施するこ

ととなり、平成10～ 13年度にかけて佐久地方事務所 。佐久市耕地課より委託を受けた佐久市教育委員会が実施した。

と`総

聾 孝
/｀ャツイツrr.

イ/

ノ イtⅢ

、

ズ

久 辛 ゴ,9
ドデ==

落I上
正
11.

照

Ｔ

ユ

一響
＼ れ

一～
．　
・

牲̈れ
＝

‥‥ｆｉｆ一

理

唸
／オ
ｉ

謂
鷺

小
Ⅸ
ｆ

勲

俄
第 1図 深堀遺跡群 。東千石平遺跡群位置図(1:50,000)
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第 3節 調査日誌
平成 9年度

試掘調査 (平成 9年 11月 18日 ～12月 25日 )

平成10年度 深堀Ⅱ

試掘調査 (平成10年 9月 28日 ～10月 23日 )

10年  8月 3日 ～12月 9日 一集落道 1号線と2号線部分の調査。

平成11年度 深堀Ⅲ

H年  4月 26日 一重機による表土の削平。

遺構の検出・掘 り下げ・記録。

5月 7日 一狐塚350-4号古墳着手。

5月 10日 ―中込史談会現場見学。

6月 3日 ―狐塚350-5号古墳着手。

6月 14日 一狐塚350-4号古墳写真測量。

現場終了部分の航空写真撮影

6月 15日 一狐塚350-4号古墳写真測量。

7月 9日 一深堀遺跡群、狐塚350-4・ 350-5号古墳調査終了。

東千石平遺跡群調査に着手。

8月 9日 一本年度の現場調査終了。

8月 10日 一土器洗浄・図面整理。

8月 17日 ―土器洗浄終了。注記開始。図面整理継続。

8月 25日 ―航空写真撮影。

9月 27日 一注記終了。遺物の接合・復元開始。

図面整理終了。図面修正及び版下作成開始。



12年  1月 25日 -11年度調査終了

平成12年度 深堀V
12年  7月 11日 ―調査範囲の確認及び草刈 り。

7月 12日 一重機による表土の削平。

プレハブ設置。

機材搬入。

7月 19日 ―測量基準点の設定。

7月 21日 ―遺構の検出・掘下げ・記録。
7月 27日 ―現場調査終了。

9月 26日 ―遺物洗浄・注記・遺物の接合・復元開始・写真撮影 。図面整理・修正・版下作成開始。
13年  2月 8日 -12年度の調査終了。

平成13年度 深堀Ⅱ・ Ⅲ・ V整理調査

13年 5月 15日 ～14年 3月 29日 ―整理調査・報告書刊行っ



第 4節 遺跡の位置と周辺遺跡
○位置―深堀遺跡群は佐久市瀬戸に所在 し、湯川と滑津川により区画された中込原台地の滑津川寄り先端部分に位置

する。東方は志賀川、西方は安原用水井尻下に発達し、滑津川まで延びる田切り谷により区画される。また、この台

地は浅間火山の火山灰流の最南端部分でもある。標高は670～ 690mを測 り、沖積地からの比高差は約10mである。

東千石平遺跡群も瀬戸に所在 し、志賀川と滑津ナIIに より形成された 2段 目の河岸段丘上に立地 し、深堀遺跡群の南

隣に位置する。深堀遺跡群が所在する台地とは10mほ どの断崖により隔絶 されているが、東千石平遺跡群の集落はこ

の断崖の直下にまで及んでいる。浅間火山の火山灰流の堆積はこの断崖が境界となっており、東千石平の地山は灰白

色～黄橙色を呈する粘質上である。この粘質土層は2m程の堆積が認められ、その下には樹木等の植物遺体の多く含

まれる堆積層が存在し、湧水が激しい。

○周辺遺跡―深堀遺跡群内には、 5基からなる狐塚古墳群と平安・古墳・弥生の集落址が包括されており、東千石平

遺跡群には奈良～平安時代の集落址と須恵器窯が存在すると言われている。昭和40冬 に国道141号線の新設工事に伴
い調査が実施されており、弥生時代中期の竪λ住居址が 2軒検出されている。このとき出土した土器群は、佐久地方
の弥生時代中期後半の土器編年において最古段階の土器として位置付けられている。

liifi:::li::i;;;;千
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第2図 深堀遺跡第1次調査出上の弥生土器

深堀遺跡群の西方には人反田城跡、東方には深堀城跡がそれぞれ隣接 している。この両城跡は平賀氏の支流である上

原氏の居城とされている。人反田城跡の主郭は現在八幡社が存在する部分であり、これを扇状に取り囲む 2つの郭が

2条の堀により区画され、更にその内部が区画されている様子が地表面から観察される。深堀城跡は様々な破壊によ

り現状では縄張りが判然としないが、 2条の空堀により台地から隔絶 し、その先端部分に主郭を設ける構成や縄張り

は人反田城と酷似 している。人反田城跡と東千石平遺跡群に挟まれて存在する人反田遺跡は、地形的つながりから見

て東千石平遺跡群に包括されて然るべき遺跡であるう。東千石平遺跡群の志賀川対岸には樋村遺跡群が展開しており、

弥生時代・古墳時代の総数300軒 を越える大規模な集落址が昭和57・ 58年 、平成11,12隼の調査で明らかとなってい

る。深堀遺跡群内の狐塚古墳群や屋敷古墳群、後家山古墳、東久保古墳群などの周辺に広がる古墳群の被葬者との関

係も注目される。深堀遺跡群の北西には志賀川を挟んで寄山遺跡群が存在する。平成 1年一平成 4年にかけて実施さ

れた調査により縄文時代中期の大規模な遺跡であることが判明した。出土した中期中葉の土器のなかには、当地方独

自の上器群が合まれており注目されている。また、浅間火山第 1軽石流により埋没した12.000～ 13.000前の立木が

炭化して発見されている。深堀遺跡群の北隣に存在する馬瀬口遺跡群や西方に展開する大塚遺跡群の内容は未調査の

ため不明である。
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第 5節 基本層序
深堀遺跡群 。東千石平遺跡群の基本層序は以下のとおりである。

深堀遺跡群

第4図 基本層序模式図

第 I層 耕作土。

第 I層 黒掲色土層 (10YR2/3)。 粘質土。

第Ⅲ層 灰黄褐色土層 (10YR4/2)。 粘質土。本層の上面が東千石平遺跡群の遺構検出面である。

第Ⅳ層 褐色土層 (10YR4/4)。 鉄分の沈殿層。

第V層 にぶい黄掲色土層(10YR73)。 粘土。

第Ⅵ層 浅間第 1軽石流 (Pl)の 堆積層。深堀遺跡群での遺構検出面は本層の上面である。

*  東千石平遺跡群の第V層下の第Ⅳ層下には再び第V層が堆積しており下層に植物遺体が多量に包含されてい

る。その下部は岩盤となる。

東千石平遺跡群

深堀遺跡群 東千石平遺跡群



第 6節 検出遺構・遺物の概要
検出された遺構・遺物の概要は以下のとおりである。

○遺構

竪穴住居址-73棟 (弥生中期・古墳後期・奈良～平安時代 )

掘立柱建物址-7棟 (奈良～平安時代 )

土坑-79基 (弥生・奈良～平安・不明)

溝址-69条

竪穴-1基
環状溝址-1基
柱列-1列
古損-2基 (後期)

P■-384基

○遺物

縄文時代―中期後半・後期の上器片、打製石斧、打製石鏃

弥生時代―中期の土器、磨製石斧

古損時代―土師器・須恵器・鉄器・鋼製品 。石器・石製品

奈良・平安時代一土師器・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器・鉄器・鋼製品・石器・人骨

中世以降―土器 。人骨

第

第

主早 遺構と遺物

1節 住居址
OHl号住居址 (第 5図、図版 1・ 93)

遺構―I区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。隅丸長方形の平面形態を呈 し、N-89° ―Eに長軸方位を

とる。長軸長2.92m×短軸長2.4m、 壁残高36cm、 面積7.6ドの規模を有する。主柱穴は均等位置に 4基が配されるが、

柱痕は確認できなかった。カマ ドは北壁中央に粘土と石で構築されていた。西半の壁下に周溝を有 し、主柱穴以外の

P■ が 3基が存在 した。

遺物―須恵器、土師器、石器、石製品が出土した。須恵器は全て邪で、底部には右回転糸切痕が残されている。また、

2・ 3に は火欅が認められる。土師器は全て甕である。 4は台付の武蔵甕、 5は武蔵甕である。共に「コ」字口縁を

呈する。 6・ 7はロクロ甕で、 6が「く」字状の回縁、 7が直立気味の口縁を呈 している。石器は 9の砥石が出土 し

ており、 3面に使用痕が認められた。石製品は 8の軽石製のもので、立方体状に研磨が加えられている。用途は不明

である。

OH2号住居址 (第 6図、図版 1・ 93)

遺構―I区で検出された。撓乱による破壊を受けている。隅丸長方形の平面形態を呈 し、N-79° 一Eに長軸方位をと

る。長軸長3.4m×短軸長2,72m、 壁残高36cm、 面積11,9ドの規模を有する。掘方を合め 6基の P■ が検出されたが、

主柱穴は判然としない。また、柱痕も確認されなかった。床面の中央西南には灰を多合する土坑が、床面構築後につ

くられ、再度床を貼り埋設されていた。このような床下の上坑は佐久市北部の遺跡では、平安時代の住居址に普遍的

に認められるが、その性格は不明である。ただ、住居完成後に構築されることや、灰が純白になるような燃焼や素材

が選択され、時間をおかずに埋め戻されていることから、宗貌的な行為を想像させられる。カマ ドは北壁の中央西寄

りに粘土と石で構築されていた。

遺物―土師器、灰釉陶器、石器、縄文土器が出土した。土師器には郭・碗・奏が認められる。邪は全て黒色処理が施

されているが、 2・ 3に暗文が認められる他は、ヘラミガキは施されていない。ロクロからの切離方法は 3が回転ヘ

ラケズリ調整により不明な他は、底部が残存するものは右回転糸切である。 2・ 3・ 7は体部に墨書が認められる。

8
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0  標高 68722m  2m

l.黒褐色土層 (10YR3/1)φ l～ 2 Hul白色粒子多含。
2.暗褐色土層 (10YR3/3)黒色土と褐色土の混在土層。
3 暗褐色土層 (10YR3/3)φ l～ 2 cmロ ーム粒子含。
4 黒色上層 (10YR2/1)白 色粒子極少含。
5.暗褐色土層 (10YR3/4)φ l～ 3 1ulパ ミス含。
6.にぶい責橙色土層 (10YR7/2)灰色粘土ブロックを含。
7.黒色土層 (10YR2/1)炭化物含。
8.灰白色土層 (10YR7/1)炭化物を下層に多含。カマ ド流出層。
9.明赤褐色土層 (25YR5/10)。
10.黒色土層 (10YR2/1)。
11.黒色土層 (10YR2/1)白色粘上含。
12.褐色土層 (10YR4/4)灰・粘土含。
13.責褐色土層 (10YRy8)灰 少含。
14.褐灰色土層 (10YR6/1)黒色土・白色粘土含。
15.黒色土層 (10YR2/1)粘土極少含。
16.黒褐色土層 (10YR3/2)黒色土 。ロームブロック含。
1盈 浅責橙色土層 (10YR3/3)。
こ 暗褐色土層 (10YR3/3)黒色土・ロームブロック含。

1鎌 灰黄褐色土層 (10YR5/2)。
20.黒色土層 (10YR2/1)ロ ームブロック含。
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第 5図 Hl号住居址
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ヽ

饗

反
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覇 Z(15)

0 め

中一　％
0  標高 68790m 2m

4

/ 7
(3・ 4・ 6・ 7)

影珍勿蒻%蒻易勿易勿霊

1.黒褐色土層 (XOYR3/1)φ l～ 2 clnパ ミス含。
2.褐灰色土層 (10YR6/X)φ 2～ 3 cnパ ミス・炭化物極少含。
3.黒褐色土層 (10YR2/2)炭 化物極少含。
4.黄褐色土層 (10YR5/6)。
5.掲灰色土層 (10YR4/1)炭 化物極少含。
6.黒褐色土層 (10YR3/2)。
7.黒色土層 (10YR2/1)。
鋒 掲色土層 (10YR4/6)10YR2/1ブ ロック・灰多含。床下土坑覆土。
磁 黒色土層 (10YR2/1)掘 方埋土。

韓 暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ームブロック・パミス多含。掘方埋土。
壌 灰黄掲色上層 (10YR4/2)床 下土坑覆土。
12 灰責褐色粘土 (10YR5/2)カ マド構築土。
13.暗褐色粘土 (10YR3/4)カ マド構築土。

・  焼土

[:こ と こ ,17

第6図 H2号住居址

碗も郭同様に内面黒色処理が施されている。 8は暗文、 9。 10はヘラミガキ調整が認められる。高台は付高台で、ロ

クロからの切離方法は 9が回転ヘラケズリにより不明な他は、方向不明の回転糸切痕が認められる。 9の内面には漆

状の付着物が残存 している。甕はすべてロクロ甕で14・ 15が小型、16は大型である。14の底部には方向不明の回転糸

切痕が認められる。15は受口状、16はやや外反する「く」字口縁を呈している。また、16の体部には縦位にヘラケズ

リが施されている。灰釉陶器はすべて碗である。つけがけの施釉や、高台の形状から3点共に大原 2号窯期の所産と

10



思われる。13は高台内に「木」の墨書が書され、内面には未墨が付着しており、円滑な器面を呈 していることから、

硯に転用されたものと推測される。石器は17の砥石と18の磨石が出土している。17は 4面、18は 2面が使用されてい

た。使用痕の差異から、18を磨石としたが、砥石としても支障はない。19の縄文土器は混入遺物である。底部には木

棄痕が認められる。器形から後期堀之内式の深鉢と思われる。

OH3号住居址 (第 7図、図版 2・ 94)

遺構―I区で検出された。撓舌しによる破壊により、平面形態、規模等は明確ではない。壁残高は28cmで あった。壁下

には周溝が巡り、その内側に 9基の Pitが巡らされていたが、柱痕は確認できなかった。カマ ドも残存部分には存在

しなかった。

遺物―土師器、石器、縄文土器が出土した。土師器には郷と甕が認められる。不はすべてのものに、内面ヘラミガキ

調整後、黒色処理が施されている。ロクロからの切離方法は回転糸切であるが、 3は底部全面ヘラケズリ、他は周縁

部にヘラケズリ調整が加えられている。また、 4は体部に墨書が書されている。甕は 6の 「コ」字回縁を呈する武蔵

甕が 1点出土 している。石器は8,9共に砥石である。 8は 4面、 9は 5面が使用されている。縄文土器 7は把手の

破片であるが、詳細は不明である。

OH4号住居址 (第 8図、図版 2・ 94)

遺構一N区で検出された。D5号土坑に切られる。隅丸長方形の平面形態を呈 し、N-71° 一Eに長軸方位をとる。
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1.黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ームブロック多含。
2.黒色土層 (10YR2/1)炭化物極少含。
3.暗褐色土層 (10YR3/3)。
4 褐色土層 (10YR4/4)。
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第 7図 H3号住居址



長軸長3.08m×短軸長2.64m、 壁残高28cm、 面積8,9∬ の規模を有する。P■ は北西隅に 2基確認されたが、主柱穴は

不明である。カマ ドは北壁の中央に粘土と石で構築されていた。壁下には周溝が巡らされ、北西から南壁の中央まで

は 2重に周溝が巡っていた。

遺物―土師器、須恵器が出土している。土師器にはイ・碗・甕が認められる。 1の邪は内面に放射状暗文と黒色処理

が施され、底部には右回転の糸切痕が残されている。碗 2はヘラミガキ調整後に内面黒色処理が施され、底部は回転
ヘラケズリ調整後に高台が貼付さている。甕は 3が不明な他はロクロ甕である。 6の体部には外面ヘラケズリ、内面

ナデ調整が施されている。須恵器は 7の甕が 1点出土 した。外面には平行叩目痕が認められる。

OH5号住居址 (第 9図、図版 3・ 94)

遺構―I区で検出された。H2号住居址に切 られるため、平面形状・規模等は不明である。壁残高36cmを 測る。掘方

から3基の Pitが 検出され、P2は主柱穴を構成する可能性を有するが、 3基共に柱痕は確認されなかった。カマ ド

は残存部分には存在 しない。壁下には周溝が巡る。

遺物一土師器の必が 1点出土している。完形品で内面にはヘラミガキ後黒色処理が施され、底部は手持ヘラケズリ調

整のため、ロクロからの切離方法は不明である。体部に「方」の墨書が書されている。

3  4

0  標高 68740m  2m

l 黒色土層 (10YR2/1)ψ 2～ 3 cnパ ミス少含。
2 黒色土層 (10YR2/1)。
3.黒色土層 (10YR2/1)パ ミス極少含Ь
■ 黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム・パ ミス含。掘方埋土。
5.黒褐色土層 (10YR3/2)φ 2～ 3 cmパ ミス含。
6.灰黄褐色土層 (10YR6/2)白色粘土プロック多含。
7.黒色土層 (10YR2/1)焼土粒子多含。
8.暗褐色土層 (10YR3/3)灰色粘土ブロック含。
,1明赤褐色土層 (25YR5/8)掘 方埋土。
10.褐灰色土層 (10YR4/1)粘土ブロック多含、焼土粒子含。
■.黒褐色土層 (10YR3/2)ク ミヾス含。
12 暗褐色土層 (10YR3/4)。
13 明責褐色土層 (10YR6/8)。
14 褐色土層 (10YR6/1)灰・粘土の混在。

第 8図 H4号住居址



褐色土層 (10YR4/4)φ 2～ 3 cmパ ミス含。
明黄褐色土層 (10YR7/6)。

灰黄掲色土層 (10YR4/2)炭化物極少含。
黄掲色土層 (10YR5/6)貼床。え化物極少含。

0  標高 68790m  2m

1(1)

H5号住居址

攪乱 による破壊 を受 けている。

OH6号住居址 (第 10図、図版 3・ 94)

遺構一N区で検出された。攪乱による破壊を受けている。

隅丸長方形の平面形態を呈 し、N-65° 一Eに 長軸方位

をとる。長軸長2.92m×短軸長2.4m、 壁残高32cm、 面

積7.7∬の規模を有する。東壁と西壁の中央に構築 され

た、Plと P2の 2基の P■ が主柱穴 と思われ るが、柱

痕は確認できなかった。掘方から検出された 2基の Pit

の性格はP3と共に不明である。カマ ドは北壁の中央部

に粘土と石で構築されていた①周清は有さない。

遺物―土師器が出土している。郭・甕が認められる。郷

1は、内面にヘラミガキ後黒色処理が施され、底部には

回転方向不明の糸切後、周縁部にヘラケズリ調整が施さ

れている。甕には 2の 「コ」字口縁を呈する武蔵甕と、

3・ 4の ロクロ甕が認められる。ロクロ甕は 2点共に体

部にはヘラケズリ調整が施されている。また、口縁部が

残存している3の形状は「く」字である。

OH7号住居址 (第 11・ 12図、図版 3・ 94・ 95)

隅丸方形の平面形態を呈し、N-90° 一Eに長軸方位をとる。

１

２

３

４

第9図

遺構一L区で検出された。
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0  標高 68790m  2m

l 黒褐色土層 (10YR3/1)ロ ームブロック含。
2 灰責褐色土層 (10YR4/2)パ ミス多含。
3.黒色土層 (10YR2/1)ロ ームブロック少含。
4 にぶい責褐色土層 (10YR4/3)ロ ームブロック・φ l～ 2 cnパ ミス・炭化物極少含。
5,にぶい責褐色土層 (10YR4/3)ロ ームブロック多含。
6.黒色土層 (10YR2/1)ロ ームブロック含。
7.にぶい責褐色土層 (10YR5/3)ゆ 1～ 2 cmパ ミス・ローム粒含。
8.黒色土層 (10YR2/1)φ 3～ 4 cmパ ミス少含。
9.にぶい責橙色土層 (10YRγ 3)。

10.黒 色土層 (10YR2/1)。
11.黄 橙色土層 (10YR8/8)ロ ーム主体。
12.褐 色土層 (10YR4/6)。
13.明 黄褐色土層 (10YR6/8)ロ ーム主体。

1争 暑包圭匡 |IIと 畳4チ8 ヵマ ド天丼崩落層。     第 10図  H6号 住 居址

16.焼土 (25YR4/8)。
17.褐 灰色粘土 (10YR4/1)カ マ ド構築粘土。
18.黒 褐色土層 (10YR3/1)掘方埋土。
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1 暗褐色土層 (10YR3/4)ロ ーム少含、パ ミス極少含。
2.暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム少含、パ ミス極少含。
3.黒褐色土層 (10YR2/3)ロ ーム・炭化物極少含。
4.黒褐色土層 (10YR2/2)ロ ーム・炭化物極少含。
5。 にぶい責褐色土層 (10YR4浴)ロ ーム多含、パ ミス極少含。
6.暗赤褐色土層 (5YR3/3)粘土粒子・ローム極少含。
7 にぶい赤褐色土層 (5YR4/4)粘土。焼土粒子極少含。
8 褐灰色土層 (5YR71)粘土多合、ローム極少含。
9 褐灰色土層 (5YR4/2)粘土多含、ローム少含。
10 褐灰色土層 (5YR5/1)粘土主体。
■ 黒褐色土層 (10YR2/3)。
12.暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム少合、粘土極少含。
l・3 褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム多含。掘方坦土。
繁.褐色土層 (10YR4/6)ロ ーム多含。掘方埋土。

0  標高 68880m  2m
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第11図  H7号住居址(1)
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第12図  H7号住居址(2)

長軸長3.88m×短軸長3.6m、 壁残高40cm、 面積16。 9下 の規模を有する。柱痕が確認された Pitは 1基 も存在 しない

が、床面及び掘方から検出された13基の Pitに より上屋を支えたものと推測 される。カマ ドは北壁の中央部分に粘土

と石で構築される。周溝は断続的に壁下を巡っている。

遺物一土師器、須恵器、灰釉陶器、鉄器、石器が出土している。土師器には郭・碗 。甕が認められる。郭 1～ 6は 6

が内面十字暗文で黒色処理が施される他は、ヘラミガキ調整後黒色処理が施されている。また、ロクロからの切離方

法はすべてのものが右回転の糸切である。碗12～16は 12・ 13・ 15が内面黒色処理で、13は内面口唇部のヘラミガキ調

整と十字暗文が施される。また、15は放射状暗文、16はヘラミガキ調整が認められる。ロクロからの切離方法は15が

回転方向不明糸切の他は、不明である。高台が残存するものは付高台である。なお、13の体部には「 ?」 の墨書が書

されている。甕は20～26の ロクロ甕と、27～30の武蔵甕が認められる。日縁部が残存するものは、ロクロ甕は「く」

字、武蔵甕は「コ」字である。須恵器には邪・有台邦・皿が認められる。郭 7～ 10はすべて回転糸切によリロクロか

ら切離されており、その方向は10が不明な他は右である。また、10に は火欅、その他のものには黒斑が認められる。

7の体部には「任」の墨書が書されている。有台不Hは底部を欠損するが、身の深い形態を呈 している。皿17は須恵

器としては特異な器形である。底部を欠損するため全容は不明である。灰釉陶器には碗・皿・壼が認められる。破片

のため詳細は不明である。32～34の鉄器は32が刀子 ?、 34が釘と思われるが、33は不明である。石器は35の砥石が 1

点出土しており、 2面が使用されていた。

OH8号住居址 (第 13図、図版 4・ 95)

遺構一M区で検出された。M7号溝址を切る。隅丸長方形の平面形態を呈 し、N-90° 一Eに長軸方位をとる。長軸

長3,4m×短軸長2.64m、 壁残高20cm、 面積9,2∬ の規模を有する。床面上に検出された 5基の Pた の配置には規則性

は見いだせないが、これらが上屋を支えたものと推測される。柱痕は確認されなかった。カマ ドは北壁の中央部分に

粘土と石で構築される。周溝は北西隅の壁下にだけ認められた。掘方からは 2基の土坑が検出されているが、住居中

央に構築された大きなものは、土坑範囲にだけ貼床が存在することから、本址より古いものではなく、本址の使用時

ｌ

ｏ

『
‐陣



に構築されたことが明らかである。 2基共に性格は不明である。

遺物―須恵器、土師器が出土している。須恵器には郭と邪蓋が認められる。郭 1は右回転の糸切によリロクロから切

離されており、「×」の窯印が底部に刻書されている。郭 2は回転ヘラ切 りによリロクロから切離され、その後手持

ちのヘラケズリ調整が施 されている。郭蓋 3は扁平な擬宝珠つまみが貼付されており、外面には 6 cmの重焼痕、内面

には火欅が認められる。土師器には甕・重が認められる。甕 4は底部片、 6は小型で外面にはヘラケズリ調整が施さ

れる。壼 5も 底部片で外面にはヘラミガキ調整が施されている。
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0  標高 68840m 2m

1.褐灰色土層 (10YR4/1)
2.黒褐色土層 (10YR3/1)φ 2mm大ローム粒子多含。
3.黒色土層 (10YR2/1)ロ ーム粒子 炭化物極少含。
4.灰黄褐色土層 (10YR4/2)φ l～ 2 cmパ ミス・ローム粒子含。
5 暗褐色土層 (10YR3/3)″ ミヾス ローム粒子多含。
6.黒色土層 (10YR2/1)パ ミス含。
7 黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム粒子含。
8.褐色土層 (10YR4/6)焼土粒子含、炭化物極少含。
9.褐灰色土層 (10YR4/1)灰・粘土ブロック含。
ュ0.焼土 (10YR4/8)。
11.暗掲色土層 (10YR3/4)炭化物極少含。
12.にぶい黄褐色土層 (10YR5/4)粘土・炭化物含。
13.赤褐色土層 (25YR4浴 )焼土主体。
14.黒褐色土層 (10YR3/1)ロ ーム粒子多含。
15,黒褐色土層 (10YR4/6)ロ ーム粒子少含。
筆.黄褐色土層 (10YR5/8)φ l～ 2 cmパ ミス・ロームブロック多含。
L7.暗 褐色土層 (10YR3/3)φ l～ 2 cmパ ミス 褐色土ブロック含。
雛 黒色土層 (10YR2/1)褐色土ブロック含。

*床下土坑部分のみ床が存在。

,                    第13図  H8号住居址

OH9号住居址 (第 14図、図版 4・ 96)

遣構一M区で検出された。M7号溝lllを 切る。隅丸長方形の平面形態を呈する。長軸長をN-80° 一Wに とり、長軸

長3.84m×短軸長2.64m、 壁残高32cm、 面積12.3ドの規模を有する。Pitは掘方から1基が検出されたが、柱穴は有

さない。カマ ドは北壁の中央に粘土と石で構築され、比較的長い煙道をもつ。周溝は有さない。

遺物―須恵器、土師器、縄文土器、石器、鉄器が出土している。須恵器は 1の邪蓋が 1点出土した。口縁部片で全容

は不明である。土師器は 2の鉢と、 3の甕が出土している。鉢は内面がヘラミガキ後黒色処理、外面はヘラケズリ後

にヘラミガキ調整が施されている。甕は武蔵甕で、「く」字口縁を呈し、最大径を口縁部に有している。縄文土器は

中期後半加曽利 E式の口縁部片である。石器 5は自然石を利用した砥石である。鉄器 6は性格不明である。

16
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1,灰黄褐色土層 (10YR4/2)φ 2～ 3 cmパ ミス含。
2.灰黄褐色土層 (10YR4/2)φ 2～ 3 cmパ ミス・ローム粒子含。
3.黒掲色土層 (10YR3/2)ロ ーム粒子多含。
4.暗掲色粘土 (10YR3々)黒色土ブロック・ 2～ 3 cmパ ミス含。
5.暗褐色土層 (10YR3/3)炭化物・焼土粒子含。
■.責褐色土層 (10YR5/6)ロ ームプロック・黒色土多含。
″1黒褐色上層 (10YR3/1)パ ミス極少含。
こ―褐灰色土層 (10YR5/1)。

, にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)ロ ームブロック・パミス多含。
10 灰責掲色上層 (10YR6/2)焼土少含。
11 暗褐色土層 (10YR3/3)焼土粒子・炭化物含。
12.焼土 (25YR4/8)。

1

0  標高 68840m 2m

琲

”

覇

， ‐

糊
第14図  H9号住居址
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0  標高 68870m  2m

1.黒褐色土層 (10YR3/1)パ ミス多含。
2.暗褐色土層 (10YR3/2)′ ミ`ス含。
3.暗褐色土層 (10YR3/3)φ 2～ 3 cm炭 化物多含。
4.黒褐色土層 (10YR3/1)パ ミス含。
5,にぶい責褐色土層 (10YR4/3)φ 2～ 3 cmパ ミス含。
6.暗褐色土層 (10YR3/3)φ 2～ 3 cmパ ミス 炭化物含。
7.暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム・パ ミス含。
8.暗褐色土層 (10YR3/4)
9.黒色土層 (10YR2/1)ロ ーム粒子少含。
10.灰黄褐色土層 (10YR4/2)。
ll.に ぶい責褐色土層 (10YR4/3)パ ミス・粘上プロック少含。
12.黒色土層 (10YR2/1)″ ミヾス極少含。
13.褐灰色土層 (10YR4/1)粘土・黒色土プロック・焼土含。
14.にぶい黄褐色土層 (10YR5/4)粘土と焼上の混在層。

距.焼土 (25YR4/8)。
16.にぶい黄褐色粘土 (10YRν3)パ ミス含。
17 にぶい黄褐色粘土 (10YR4/3)。
18 黒褐色土層 (10YR3/2)。
19.にぶい黄褐色土層 (10YR5/4)ロ ーム・黒色土ブロック含。

曲 明黄褐色土層 (10YR6/6)パ ミス多含。
2Fl.責褐色土層 (10YR5/8)粘土・ロームブロック含。
22.黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム・パミス多含。

鶏.黄橙色土層 (10YR7//8)ゆ 1～ 2 cmパ ミス多含。
244.明 黄褐色土層 (10YR6/6)。

第15図  H10号住居址(1)
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第16図  H10号住居址(2)

OH10号住居址 (第 15・ 16図、図版 5。 97)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。隅丸長方形の平面形態を呈 し、長軸方位 N-8° 一Wに
とる。長軸長3,92m×短軸長3.36m、 壁残高56cm、 面積16.8∬ の規模を有する。床面上で 8基検出された P■ のうち、

Pl～ P4が主柱穴を構成するものと推測 される。覆±19層が柱痕であり、12cm前後の規模である。カマ ドは北壁の

中央に粘土で構築されていた。壁下には周溝が巡っている。掘方から検出された 2基の上坑の性格は不明である。

遺物―土師器、鉄器、石器が出土している。土師器には甕 1～ 6、 羽釜 7・ 8が認められる。甕はすべて武蔵甕であ

り、口縁部が残存するものは「く」字である。また、最大径は回縁部に有 している。羽釜 7・ 8は同一個体と思われ

るが、接合はしない。所謂「ロクロ土師器」である。体部外面にはヘラケズリ、内面にはハケメ調整が認められる。

鍔のつくりはシャープであり、11世紀以降のものとは異なる。鉄器 9は長頸鏃の箆被部分である。石器10。 11は 2点

共に砥石である。10は携帯用であるう。10は 4面、11は 3面が使用されている。

OHll号住居址 (第 17図、図版 5。 97)

遺構―I区で検出された。D26号土坑に切 られる。耕作等により掘方の状態に削平 されていた。隅丸長方形の平面形

態を呈し、N-74° 一Eに長軸方位をとる。長軸長2,72m×短軸長2.24m、 壁残高20cm、 面積6.9Υ の規模を有する。

3基の Pitが検出されているが柱穴は判然としない。カマ ドは残存 していなかった。西壁下から南壁下の西半部に周

溝が認められた。

遺物―銅製の三累環頭大刀柄頭 1と鉄器 2が出土している。柄頭が本来付随する刀は存在 しないことから、柄頭だけ

が本来の用途とは別の性格を与えられ用いられていたと推測される。いずれにしても、住居址からの出土品としては

極めて特殊な遺物である。鉄器はコ字型を呈する金具と思われる。

OH12号住居址 (第 18図、図版 6・ 97)

遺構一N区で検出された。M3号溝址に切られるため、平面形態・規模等は判然としない。壁残高は44cmで あった。

東北隅に2基の mが検出された他は、Pitは存在 しないため、柱穴は有さない可能性が高い。カマ ドは北壁の東北

隅よりに 1基と、東南隅に 1基の計 2基が存在した。いずれも粘土と石で構築される。北壁のカマ ドの方が残存状況

は良好であったが、東南隅のカマ ドも稼働可能な状況であることから、 2基が同時に使用されていた可能性も存在す

る。周溝は存在しない。



0  標高 68790m  2m

l.灰黄褐色上層 (10YR4/2)ロ ーム粒子含。
2.黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム粒子と黒色上の混在土層。
3.暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ームブロック多含。
4.黒褐色土層 (10YR3/2)黒 色土主体。
5,黄褐色土層 (10YR5/8)ロ ームと黒色上の混在土層。

2(2)

第17図  H12号住居址

OH13号住居址 (第 18図、図版 6・ 97)

遺構一M区で検出された。攪乱による破壊を受けている。

隅丸方形の平面形態を呈 し、N-8° 一Eに 長軸方位をと

る。長軸長2.8m×短軸長2.6m、 壁残高20cm、 面積8.5∬

の規模を有する。Pitは掘方から1基検出されただけであ

り、本址は柱穴を有さない。カマ ドは、北壁の中央東より

に粘土と石で構築されていたが、大部分は攪乱により消滅

していた。壁下には周清が巡らされている。

遺物―須恵器と石器が出土している。須恵器 1・ 2は 2点

共に有台邦である。回転ヘラケズリ後高台が貼付されてお

り、ロクロからの切離方法は不明であるが、ヘラ切りであ

るう。石器は 3の砥石が 1点出上しており、 4面が使用さ

れていた。

遺物―土師器と須恵器が出土している。土師器には不、

碗、甕 1、 鉢が認められる。lTh lは内面にヘラミガキ後

黒色処理が施され、ロクロから右回転の糸切により切離

されている。碗 2も イ 1同様の成形・調整であり、高台

は付高台である。土師器甕の内、 7～ 10は武蔵甕である。

9が 「コ」字口縁の他 は、口縁部 が残存す るものは

「く」字口縁である。最大径も9を除き口縁部に有する。

甕11は ロクロ小型甕である。回縁部は「く」字を呈する。

鉢12は郭を大型化したもので、内面はヘラミガキ後黒色

処理、外面体部下半にはヘラケズリ調整が施されるが、

底部は欠損している。須恵器は 4点の邦が出土 している。

底部が残存するものの内、 3は右回転糸切、 4・ 5は手

持ヘラケズリ調整が認められる。また、 4・ 5に は火欅

が認められる。

標 高 68860m  2m

黒褐色土層 (10YR3/2)パ ミス極少含。
黒褐色土層 (10YR3/1)φ 2～ 3 cmの パミス・ローム粒子を含。
黒褐色土層 (10YR3/2)炭 化物・焼土粒子多含。
黒色土層 (10YR2/1)パ ミス少含。
褐灰色粘土 (10YR4/1)。
褐色土層 (10YR4/4)パ ミス含。掘方埋土
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第19図  H13号住居址
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以 0  標高 68870m  2m

1.灰黄褐色土層 (10YR4/2)φ 2～ 3 cmのパミス含。
2.黒褐色土層 (10YR3/1)φ 2～ 3 cmのパミス含。
3.黒褐色土層 (10YR3/1)パ ミス・ローム粒子含。
4.褐色土層 (10YR4/4)パ ミス・ローム粒子含。
5.褐色土層 (10YR4/4)パ ミス多含。
6 褐色上層 (10YR4/4)′ くミス・ロームプロック多含。
7 黒色土層 (10YR2/1)ロ ームブロック含。
8,責掲色土層 (10YR5/8)ロ ームブロック多含。
9,赤色土層 (10R5/8)。
10。 明責褐色粘上 (10YR6/6)。
11.暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム粒子・焼土粒子多含。
k2.黄褐色土層 (10YR5/8)ロ ームブロック含。
13.黒色土層 (10YR2/1)パ ミス多含。
14.にぶい責褐色土層 (10YR5/4)

焼土。
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第18図  H12号住居址



OH14号住居址 (第20図、図版 7・ 97)

遺構―L区で検出された。M4号溝址に切られるため、平面形態・規模等は不明である。壁残高は24cmで あった。P

l～P3の 3基の Pitが主柱穴と推測される。柱痕は確認されなかった。カマ ドは、北壁の中央と思われる位置に粘

土と石で構築される。周溝は西壁下に部分的に検出された。

遺物一土師器、須恵器、鉄器、石器、石製品が出土している。土師器には郭 1・ 2、 甕 3・ 4が認められる。邪は 2

点共に、内面に暗文と黒色処理が施されている。ロクロからの切離方法は、 1が手持ヘラケズリのために不明、 2は

右回転の糸切である。甕は 2点共に小型のロクロ甕である。 3は内外面共に黒色処理が施され、外面には部分的なヘ

ラミガキ調整も認められることから、鉢とした方が良いのかも知れない。 4は底部片で右回転の糸切痕が認められる。

須恵器は 5の壷の口縁部片が 1点出上している。鉄器は 6の釘と思われる破片が認められる。石器は 8の砥石が出土

している。 3面が使用されていた。石製品 7は軽石製である。円盤状に加工する過程の未製品と思われる。

F

鼻
／

Ｅ
一引

、ョ
呂
「ｇ
雲
〕

/
ザ
一　
Ｃ
ヽ

0  標高 68860m  2m

にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)ロ ーム少含。
暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム少含、パミス極少含。
灰掲色土層 (5YR4/6)粘 土粒子多含、ローム極少含。
暗褐色土層 (5YR3/3)粘 土粒子・ローム・焼土粒子極少含。
暗褐色土層 (75YR3/3)ロ ーム少含、粘土粒子極少含。
にぶい赤褐色土層 (5YR4/4)粘 土粒子少合、焼土粒子・ローム極少含。
暗赤褐色土層 (5YR3/4)粘 土粒子・焼土粒子少含。
暗赤褐色土層 (5YR3/6)粘 土粒子・焼土粒子少含。
焼      土 (5YR4/8)。
黒褐色粘土 (5YR3/1)。
掲灰色粘土 (5YR4/1)。
にぶい赤褐色土層 (5YR4/3)粘 土・ローム少含。掘方埋上。
暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム少含、粘土極少含。掘方埋土。

第20図 H14号住居址

OH15号住居址 (第21図 、図版 7・ 97)

遺構一M区で検出された。 D30・ 341こ 切られ、攪乱による破壊も受けている。隅丸方形の平面形態を呈 し、N-7°
一Eに長軸方位をとる。長軸長3.6m×短軸長3.44m、 壁残高 8 cm、 面積14.6∬の規模を有する。床面上に検出され

た 9基の P■ が上屋を支えていたものと推測される。柱痕は確認されていない。カマ ドは東F_tの 中央部分に粘土と石

で構築されていた。周溝は有さない。

遺物―土師器だけが出土している。 1・ 2は郭で、 2点共に底部には手持ヘラケズリ調整、内面には暗文と黒色処理

が施される。 3は碗と思われるが、底部を欠損するため判然とはしない。内面には黒色処理が施されている。また、
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体部には「 ?」 の墨書が書されている。 4は甲斐系の甕と思われる口縁部片である。 5～ 7はロクロ甕で、 7は小型、

他の 2点は大型である。 5・ 7の体部にはヘラケズリ調整が施されている。
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第21図 H15号住居址

OH16号住居址 (第22図、図版 8。 98)

遺構一M区で検出された。耕作による削平などの攪乱により、住居の大半は消滅 していた。そのため、平面形態・

規模等は不明である。壁残高は2.5cmで あった。 3基検出されている Pitの 性格と共に、その帰属もさだかではない。

カマ ドは北壁の中央部分に粘土と石で構築されていた。周溝は有さない。

遺物―土師器が出土 している。郭・碗・甕が認められる。郷は 1・ 2の 2点が出土 している。 2点共に内面は暗文と

黒色処理が施される。底部は欠損 しているためロクロからの切離方法は不明である。 1は体部に墨書が書 されている。

碗は 3が 1点出土している。ヘラミガキ後黒色処理が施されている。甕は、小型ロクロ甕 4と 、大型のロクロ甕 5、

甲斐系の甕と思われる6が出上している。ロクロ甕は外面体部～底部にヘラケズリ調整が施される。また、甲斐系の

6はハク
~メ

言周整カベ認呈めら″とる。

OH17号住居址 (第 23・ 24図、図版 8・ 98・ 99)

遺構一M区で検出された。撓乱による破壊を受けている。カマ ドに対峙する南壁に、長方形の張出部を有する隅丸

方形の平面形態を呈する。N-58° 一Eに長軸方位をとり、長軸長3.Om×短軸長2.8m、 壁残高44cm、 面積8.9♂ の規

模を有する。Pitは 2基検出されたが、性格は不明である。カマ ドは北壁の中央部分に、粘土と石と土器で構築 され

ていた。周溝は有さない。

遺物一土師器だけが出上している。 1～ 3は lTNで ある。 1は有段口縁邪で内面はナデ、外面にはヘラケズリが施 され

る。 2は須恵器邪蓋の模倣を原型とするもので、内面にはヘラミガキ、外面にはヘラケズリ後ヘラミガキ調整が施 さ
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L

パミス・ローム多含。

パミス・ローム多合。掘方埋上。
粘土・ローム少含。掘方埋上。

標高 68790m  2m

◎P5     ③Ptt     Pギ

1.暗褐色土層 (10YR3/3)
1扶 焼   土 (5YR4/2)。

al.黒褐色土層 (10YR2/3)
■.暗掲色土層 (ЮYR3/3)
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1 焼   上 (5YR4/4)。
2 黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム少含、粘土極少含。掘方jBI土。
3.暗掲色土層 (10YR3/3)ロ ーム多含、炭化物粒子極少含。掘方埋上。
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第22図  H16号住居址

れる。 3は半球状を呈 し、内面ナデ、外面にはヘラケズリ後ヘラミガキ調整が施される。 4は小型甕である。国縁部

には有段口縁邦と同様な手法による段が認められる。内面ナデ、外面ヘラケズリ調整が施される。 5は重である。 4

同様な段が口縁部に認められる。内面ハケメ、外面にはハケメ調整後ヘラケズリが施される。 6～Hは甕で、すべて

長胴である。11が底部に木葉痕、内面ハケメ、外面ハケメ後ヘラケズリ調整の他は、内面ナデ、外面ヘラケズリ調整

である。12・ 13は甑で 2点共に多孔である。

OH18号住居址 (第25図 、図版 9。 99)

遺構一M区で検出された。D42・ D43号土坑に切 られ、攪乱による破壊を受ける。隅丸長方形の平面形態を呈 し、N
-10° 一Eに長軸方位をとる。長軸長3。 72m× 短軸長3.28m、 壁残高32cm、 面積14.3だの規模を有する。 4基検出さ

れた Pit、 及び掘方から検出された土坑の性格は不明である。カマ ドは東壁の中央部分に粘土と石で構築される。周

溝は東南隅から東壁のカマ ドまでを除き巡らされている。また、北壁の西半中央部分から直角に、所謂「間仕切 り」

の溝が周溝から延びている。

遺物一土師器、土製品、鉄器が出土している。土師器には不、碗、甕が認められる。郭は 1,2の 2点であり、 2点

共に内面はヘラミガキ後黒色処理、底部はヘラケズリ調整が施されている。碗は 3～ 6の 4点である。 3は内面に放

射状ヘラミガキ、 4・ 5はヘラミガキ後黒色処理が施 される。ロクロからの切離方法が分かるのは、 4だけであり、

方向不明の回転糸切痕が残されている。 5・ 6は判読不明の墨書が体部に書されている。甕は 7～ 11ですべてロクロ

甕である。 7・ 8は小型、 9～ 11は大型である。 7・ 9が直立気味の回縁部を呈すのに対 し、他は「く」字である。

8は外面にカキメ、 9～ Hは体部にヘラケズリ調整が施される。上製品は12の羽口が 1点出土 している。鉄器は13の

釘と思われるものが 1点出土した。

OH19号住居址 (第26図 、図版 9・ 99)

遺構一M区で検出された。隅丸長方形の平面形態を呈 し、N-80° 一Wに長軸方位をとる。長軸長2.88m× 短軸長2.48

m、 壁残高42cm、 面積9.0∬ の規模を有する。掘方を含め 4基検出された Pitの 性格は不明である。カマ ドは北壁の

中央部分に粘土と石で構築されていた。周溝は壁下に巡らされているが、南西隅部分が断絶する。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土している。土師器には邪、有台郭、甕が認められる。郭は 1・ 2の 2点が出上し

ている。内面は 2点共にヘラミガキ後黒色処理、底部は 1が回転ヘラケズリ、 2は右回転糸切である。有台イ 3は須

恵器の模倣である。底部は回転ヘラケズリ後高台が貝占付 されている。甕は 5～ 8の武蔵甕と、混入と思われる 9が認

24
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1 褐灰色土層 (10YR4/2)ロ ーム粒子含。
2 黒色土層 (10YR2/1)ロ ーム粒子・パ ミス含。
3 褐灰色土層 (10YR4/2)ロ ーム粒子・パ ミス多含。
4 褐灰色土層 (10YR4/2)パ ミス多含。
5,褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム粒子 パ ミス多含、炭化物極少含◇
6.にぶい黄褐色土層 (10YR3/4)褐色土と黒色上の混在土層。
7.にぶい黄橙色土層 (10YR73)ロ ーム粒子多含、炭化物極少含。
8 黄褐色土層 (10YR5/8)ロ ームブロック多含。
9 黒褐色土層 (10YR3/2)褐色土と黒色上の混在土層。
10 灰責褐色土層 (10YR4/2)灰色粘土ブロック多含。
11 にぶい責掲色土層 (10YR73)ロ ーム・焼土粒子多含。
12 灰責褐色土層 (10YR5/2)粘土プロック含。
13.褐灰色土層 (10YR4/1)ロ ーム粒子含。
14.灰責褐色土層 (10YR4/2)。

お.褐色土層 (10YR4/4)ロ ームブロック・パミス多含。
1 焼土
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第23図 H17号住居址(1)
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第24図 H17号住居址(2)

められる。武蔵甕の内 5～ 7は「コ」字口縁を呈する大型のもの、 8は台付甕の台部である。 9は縦方向のヘラケズ

リが施される長胴甕であり、古墳時代後期の所産と思われる。須恵器は 4の郭が 1点だけ出上した。ロクロからは右

回転の糸切により切離され、内面には火欅が認められる。石器は10。 11の 砥石が 2点出土している。 2点共に 4面が

使用されている。

OH20号住居址 (第27図、図版10・ 100)

遺構一G区で検出された。北方向に調査区外にのびるため、平面形態 。規模等は判然とはしない。壁残高は36cmで

あった。P■ は 1基検出されたが性格は不明である。本址は柱穴を有さないと思われる。カマ ドは北壁の中央西寄り

に火床が検出されたが、袖等は調査範囲内には存在しなかった。そのため構築材は不明である。周溝は有さない。

遺物―土BIH器、須恵器、灰釉陶器が出土している。土師器には不、碗、甕が認められる。邪は 1～ 3の 3点である。

3点共に内面はヘラミガキ後黒色処理が施されている。ロクロからの切離方法は 3点共に回転糸切であるが、 2は欠

損のため、 1・ 3は周縁部に加えられたヘラケズリ調整により、方向は不明である。 1は外面口唇部にも横位のヘラ

ミガキ調整が施されている。碗は 4・ 5で内面はヘラミガキ後黒色処理、ロクロからの切離方法は 2点共に回転糸切

であるが、方向は 4は不明、 5は右である。高台は 2点共に付高台である。甕は 7が武蔵甕、 8が ロクロ甕である。

2点共に底部の破片であるため、回縁部の形態は不明である。 7が内面ナデ、外面ヘラケズリ、 8が内面ハケメ、外

面ヘラケズリ調整が施されている。須恵器は 9の壷の底部が出土 している。底部には方向不明の回転糸切痕が認めら

れる。高台は貼付されている。灰釉陶器は 6の碗が 1点出土している。底部は回転ヘラケズリ後に高台が貼付され、

内面には重焼痕が認められる。高台の形状等から大原 2号窯期の所産と思われる。

OH21号住居址 (第28図、図版10。 100)

遺構―G区で検出された。西方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は判然としない。壁残高24omを測る。

調査範囲内には、Pit・ カマ ド等は存在しない。調査部分の壁下には周溝が巡っていた。

遺物―灰釉陶器の小瓶が 1点出土している。底部には右回転糸切痕がのこされ、体部下半にはヘラケズリ調整が施さ

れている。

OH22号住居址 (第29図、図版10。 100)

遺構―G区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。隅丸方形の平面形態を呈 し、N-25° 一Eに長軸方位を

とる。長軸長2.8m×短軸長2.68m、 壁残高12cm、 面積9.7だの規模を有する。P■ は 7基検出され、この内の Pl～P
4の 4基が主柱穴である。φ20cm大 の柱痕が確認されている。主柱穴の位置は、佐久市内の他遺跡で検出される、東

南隅にカマ ドを有する住居址と同様な配置である。前記のようにカマ ドは東南隅に粘土と石で構築される。周溝は有
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1.褐灰色土層 (10YR4/1)ロ ーム粒子多含。
2.黒色土層 (10YR2/1)ロ ーム少合、パミス含。
3.褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム多含、炭化物極少含。
4 褐色土層 (10YR4/4)ロ ームブロック・焼土粒子少含。
5.黒褐色土層 (10YR3/2)褐 色土ブロック合、パミス ロームブロック少含。
6.褐灰色粘土 (10YR4/1)。
7.灰黄褐色粘土 (10YR6/2)。
8.黒褐色粘土 (10YR2/3)。

線.に ぶい黄褐色土層 (10YR4/3)掘 方埋土。
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第25図  H18号住居址
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灰黄褐色土層 (10YR4/2)φ l～ 2 cmパ ミス・礫含。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/4)ロ ームプロック含・粘土少含。
黒褐色土層 (10YR3/1)ロ ームブロック・パミス少含。
掲色土層 (10YR4/4)ロ ーム粒子・パミス多含。
黒掲色土層 (10YR3/2)ロ ーム粒子・パミス少含。
黒色土層 (10YR2/1)ロ ーム粒子・パミス少含。
褐色土層 (10YR4/6)ロ ーム粒子 パミス多含。
褐色土層 (10YR4/4)焼 土・粘土ブロック多含。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/4)粘 土ブロック少含。
暗褐色土層 (10YR3/3)焼 土・炭化物極少含。
明黄褐色土層 (10YR6/8)焼 土・粘土ブロック含。
焼土 (25YR4/8)。
黒色土層 (10YR2/1)。
にぶい黄褐色粘土 (10YR5/4)。
掲色粘土 (10YR4/6)。
黒掲色粘土 (10YR2/3)。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)ロ ーム粒子多含。掘方埋土。
にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)掘 方埋土。
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第26図 H19号住居址

さない。

遺物―土師器、灰釉陶器、弥生土器が出土 している。土師器は 1の 郭が出土 している。内面には暗文と黒色処理が施

され、底部には回転方向不明の糸切痕が残 されている。また、外面体部には判読不明な墨書が書 されている。灰釉陶

器は 2の皿が 1点出土 している。回転ヘラケズ リ後高台が貼付 されており、内面には重焼痕が認められる。施釉 はつ

けがけ施釉である。高台の形態等から大原 2号窯期の所産 と思われる。弥生土器は混入遺物である。甕の口縁部片で

あり、櫛歯状工具による刺突列が頸部に施文 されている。
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罷和国慧ca l

1.灰黄褐色土層 (10YR4/2)φ 5mm以 下パミス少含。
2.灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR6/6ロ ーム・φ5mm以下パミス含。

工 明黄褐色土層 (10YR6/6)ロ ーム主体。10YR4/2粒 子含。掘方埋土。

■|.黒掲色土層 (10YR3/2)10YR8/4ロ ーム少含。カマ ド掘方埋土。

● 娩土。

竹

標高 68950m  2m

第27図 H20号住居址

黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム粒子・φ lcm以下パミス少含。
浅黄橙色土層 (10YR8/4)10YR3/2・ φ2cm以 下パミス少含。掘方埋土。

OH23号住居址 (第30図 、図版11・ 100)

遺構―G区で検出された。隅丸長方形の平面形態を呈する。他遺構と

1(1)の重複関係は有 さない。N-2° 一Eに長軸方位 をとり、長軸長2.88

m×短軸長2.4m、 壁残高23cm、 面積8。 9ド の規模を有する。Pitは床

面上で 2基、掘方において 5基の計 7基検出されたが、柱痕は確認されておらず、柱穴

は判然としない。カマ ドは東壁の中央やや南寄 りに粘土と石で構築されていた。周溝は

北半部分の壁下を巡り、Plと P2を連結 している。

遺物一土師器、石器、縄文土器が出上している。土師器には不、碗、甕が認められる。

郷は 1～ 10、 9・ 13であり、H・ 15・ 16は郭なのか碗なのか判然としない。 7・ 10。 13

を除き内面はヘラミガキ後黒色処理が施 される。ロクロからの切離方法は1'2.7を
除き回転糸切であり、方向がわかるものは右である。 1。 2はヘラケズリ調整が施され、

ロクロからの切離方法は不明である。また、 1は外面体部に「生」の墨書が書されてい

る。墨書はこの他に13～ 16に 認められるが、判読できるものは14「南」、16「上」だけ

である。碗は12と 14で ある。12は内面ヘラミガキ後黒色処理、14は暗文と黒色処理が施

される。ロクロからの切離方法は12が回転方向不明糸切、14はヘラケズリ調整により不

明である。高台は 2点共に貼付されている。郷か碗かが判断できないH。 15。 16は内面ヘラミガキ後黒色処理が施さ

れている。甕は17の ロクロ甕が 1点出土している。内面にはハケメ、外面体部にはヘラケズリが施されている。石器

は19の編物石が 1点出土した。縄文土器18は混入遺物である。中期後半加曽利 E式土器であろう。

OH24号住居址 (第31図、図版11・ 101)

遺構一G区で検出された。Tal竪穴に切られる。隅丸方形の平面形態を呈 し、N-2° 一Eに長軸方位をとる。長軸

長3.44m×短軸長3.36m、 壁残高32cm、 面積15.1ドの規模を有する。 7基検出された Pitの 内、Plと P2の 2基が

主柱穴と思われるが、柱痕は確認 されていない。カマ ドは北壁の中央部に構築されていたが、掘方の状態に破壊され

0  標高 68940m  2m

第28図  H21号住居址

29



E
ており、構築材は石が確認された。周溝は北壁と西壁、

南壁の西半部の壁下に認められた。

遺物一土師器、須恵器、灰釉陶器、鉄器が出上 した。土

師器には郭と甕が認められる。lThは 1～ 8であり、内面

は 1・ 2がヘラミガキ後黒色処理、 7が放射暗文と黒色

処理、 4～ 5・ 8が黒色処理が施 されている。また、 3

は内外面に黒色処理が施される。底部が残存するものの

内、 1・ 4は右回転糸切痕が認められる。 5～ 8の外面

体部には墨書が認め られ るが、判読で きるのは 1の

「☆」 5の 「上」・ 6の 「万」だけである。甕 は12・ 13

の 2点が出土 している。 2点共にロクロ甕で、12は小型、

13は大型である。13の内面にはハケメ、外面体部にはヘ

ラケズリが認められる。須恵器は14の 壺と15～ 17の 甕が

出土 した。14の底部には回転方向不明の糸切痕が認めら

れる。15'17は外面に平行叩目とヘラケズリ調整、16は

ヘラケズリ調整が施される。また、17は硯に転用された

らしく、内面が極めて円滑であり、形態も長方形に整形

されている。灰釉陶器は 9～ Hの碗と、18の 長頸壺が出

土した。底部が残存する9と 11の 内、 9は回転ヘラケズ

リ調整後、高台が貼付されていることが観察できる。施

釉は 3点共につけがけであり、大原 2号窯期の所産と思

われる。鉄器は断面円形の棒状のものが 1点出土 してい

る。紡錘車の軸であろうか ?

OH25号住居址 (第32図 、図版 12・ 101)

遺構一G区で検出された。D49号土坑に切られ、攪乱に

よる破壊を受けている。また、西方向に調査区外に延び

るため、平面形態・規模等は判然としない。壁残高56cm

を測る。調査範囲内において Pitは検出されていない。

カマ ドは、北壁の北東隅寄 りに粘土と石で構築される。

調査範囲内においては、壁下に周溝が巡る。

遺物一土師器、灰釉陶器が出土 している。土師器は不が

2点出土 している。 1は内面ヘラミガキ後黒色処理、 2

はヘラミガキが施される。ロクロからの切離方法は 2点

共に右回転糸切である。また、 2の外底には墨書が認め

1 黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム少含。
2 灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR6/6ロ ーム少含。
3 灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR6/6ロ ーム多含。
4 柱    痕 (10YR3/2)。

鰯
第29図 H22号住居址

られるが、判読はできない。灰釉陶器は 3の段皿が 1点出土 した。外面底部には回転ヘラケズリ後高台が貼付されて

いるが、高台の断面形状は角高台である。また、内面には窯道具の痕跡が認められ、施釉 される。黒笹14号窯期の所

産と思われる。

OH26号住居址 (第33図 、図版12)

遺構一G区で検出された。攪乱による破壊のため、平面形態・規模等は不明である。壁残高は32cmを 測る。Pitは掘

方から2基検出されたが、性格は不明である。調査部分にはカマ ド・周溝共には存在 しなかった。

遺物―出土遺物は皆無である。

OH27号住居址 (第34図 、図版12・ 101)

遺構―G区で検出された。Pit50に 切られ、東方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は不明である。壁残

高44cmを 測る。調査範囲内には Pit・ カマ ドは存在 しなかった。周溝は南壁の一部を除き壁下を巡っている。

遺物―土師器、須恵器、土製品、鉄器、石器が出土 している。土師器には必と甕が認められる。邪 1は内面ヘラミガ
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0  標高 66890m  2m

1.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム・φ5mm以下パミス含。
2.黒掲色土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム・φ5mm以 下パミス少合。
3.褐灰色粘土 (10YR6/1)カ マ ド構築上。

■ 黒掲色土層 (10YR3/2)カ マ ド掘方埋土。

,.灰黄褐色土層 (10YR4/2)掘 方埋土。
←:黒褐色土層 (10YR3/2)10YR8/4ロ ーム含。
7.灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR6/6ロ ーム含。
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第30図 H23号住居址
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0  標高 68890m  2m
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l.掲色土層 (10YR4/3)10YR6/6ロ ーム少含。
2.灰責tB色 土層 (10YR5/2)10YRν 6ロ ーム・φ5mm以下パミス少含。
3 明黄掲色ローム (loYR6/6)と 黒褐色土 (10YR3/2)の 混在土層。

φ5mm大パミス少含。
4.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR6/6ロ ーム・loYR3/2土 少含。

'′

 焼土。

6%
ツじ

第31図 H24号住居址

⑤
19(2)



1.灰責褐色土 (10YR4/2)と 10YR8/4ロ ームの混在土層。φ5mm大 パミス少含。
2.明黄掲色土層 (10YR6/6)10YR5/3・ 10YR2/2粒 子・ブロック含。
議 黒褐色土層 (10YR2/2)貼 床。
奈.明責掲色土層 (10YR6/6)10YR3/4ロ ーム主体。掘方埋土。
|れ|.にぶい責掲色土層 (10YR4/3)カ マド掘方埋土。

褐灰色粘土 (10YR5/1)カ マ ド構築土。
焼土

-1

① 2

1 にぶい黄褐色土 (10YR5/3)と 黒褐色土 (10YR2/3)の 混在土層。φ lcm大 パミス含。
2.i表黄橙色土層 (10YR82)10YR4/2土 ・φ lcn以 下パミスを含。掘方坦上。
3.明黄褐色土層 (10YR6/6)10YR4/2土 含。掘方埋土。

0  標高 68880m  2m

第32図 H25号住居址

キ後黒色処理で、底部には回転方向不明糸切痕を残 して

いる。甕 2は ロクロ甕である。外面の体部下半にヘラケ

ズリ調整が施される。口縁部は「く」字である。須恵器

は 3の凸帯文付四耳壼が 1点出土している。耳の孔は貫

通している。外面に平行叩日、内面には当具痕が認めら

れる。土製品は 4・ 5の羽国が出土 している。本址を切

るPお0は内部に多量の鉄滓が包含 されていた。また、

本址からも未図化であるが鉄滓が出土しており、本址を

合めた周辺部で、鍛冶が行われていたものと推測される。

鉄器は 6の切先を欠損する刀子が 1点出土 している。石

器は 7の砥石が出土している。 4面が使用されていた。

第33図 H26号住居址

OH28号住居址 (第35図、図版13・ 102)

遺構一M区で検出された。攪乱による破壊を受け、調査区外に遺構が延びるため、平面形態・規模は不明である。

壁残高は54cmで あった。Pitは Plが 1基検出されたが柱穴ではなく、カマ ドに付随する施設のようである。カマ ド

は北壁の中央と思われる位置に、粘土と石で構築されていた。調査範囲においては壁下に周清が認められる。

遺物一土師器が出土 している。器種的には邦と甕が認められる。イは 1・ 2の 2点が出土している。 2点共にロクロ

からの切離は回転糸切であるが、 1は方向不明、 2は右回転である。内面は 1がヘラミガキ、 2は暗文と黒色処理が

施されている。甕は 3点出土 している。 3は小型のロクロ甕で、「く」字口を呈 し、内外面にロクロナデが施 される。

4イよ「コ」字口縁を呈する武蔵甕である。内面には部分的にハケメが認められ、外面にはヘラケズリ調整が施される。

5は ロクロ甕で、外面体部にヘラケズリが施される。
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黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム粒子 φ lcm以下パミス含。
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第34図 H27号住居址

OH29号住居址 (第36図 、図版13・ 14・ 102)

遺構一M区で検出された。M17号溝址に切 られ、攪乱による破壊を受ける。隅丸方形の平面形態を呈 し、長軸方位

をN-71° 一Wに とる。長軸長3.72m×短軸長3.48m、 壁残高39cm、 面積16.5∬ の規模を有する。Pitは 6基検出さ

れているが、柱穴は判然としない。ただ、Pl～P3,P6の 4基 を主柱穴と捉えることも可能かも知れない。カマ ド

は北壁の中央に粘土と石で構築されていた。周溝は北西隅から南西隅の間を壁下に巡らされている。

遺物―土師器、須恵器、鉄器、縄文土器が出土している。上師器には不 1～ 7、 碗 8～ 11、 甕13～16が認められる。

lThは 、 2を除き内面はヘラミガキ後黒色処理が施される。 2はヘラミガキ調整だけが施されている。ロクロからの切

離方法は 2・ 3・ 5が右回転の糸切りである。 3はその後周縁にヘラケズリを加えている。また、 1,7は 回転ヘラ

ケズリ、 4は手持ヘラケズリにより切離方法は不明である。 7は外面体部に「寺」の墨書が書されている。碗はすべ

てのものが内面ヘラミガキ後黒色処理である。ロクロからの切離方法は底部が残存する8,9は回転糸切である。 8

は右回転、 9は糸切後、回転ヘラケズリ調整が施されるため方向は不明である。高台は 2点共に貼付されている。 9

1よ 「生」、11は判読不明な墨書が外面体部に書されている。甕は13・ 14が ロクロ小型甕、15は 中型のロクロ甕である。

3点共に内外面にロクロナデが施される。16は「コ」字口縁を呈する武蔵甕である。内面にはハケメ、外面にはヘラ

ケズリ調整が施される。須恵器は12の 邦が 1点だけ出土している。ロクロからは右回転の糸切により切離されている。

鉄器は17・ 18の 2点が出土 しているが、性格は不明である。縄文土器は混入遺物である。中期後半加曽利 E式である。

OH30号住居址 (第37図 、図版 14・ 102)

遺構―B区で検出された。M23号溝址に切 られる。残存状況が良くないため、平面形態・規模等は不明である。壁残
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0  標高 68630m  2m

灰責褐色土層 (10YR4/2)10YR6/4不 定大ブロック・φ5mm大パミス少含。
にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)φ 5mm大パミス少含。
褐灰色粘土 (10YR6/1)カ マド構築土。

高は 8 cmで あった。本址は消失住居であり、

床面上には炭化材や灰が散乱 していた。 1基

検出された Pitは カマ ドの掘方のものであり、

本址は柱穴を有さない。カマ ドは北壁の中央

部分に粘土と石で構築されていたらしいが、

ほとんど掘方の状惣であった。煙道の先端は

調査区域外に延びている。周溝は有さない。

遺物―土師器、鉄器、縄文土器が出土してい

る。土師器には郭 1～ 8、 碗 9。 10、 甕11が

認められる。郭のロクロからの切離方法は回

転糸切であり、方向は 6が不明な他は右であ

る。内面は 1・ 4が十字暗文と黒色処理、 2

・ 5・ 6がナデ、 3がヘラミガキ後黒色処理

である。また、 7'8に は外面に黒斑が認め

られる。碗は 9が高台の貼付にともなうナデ

調整によリロクロからの切離方法は不明、10

は方向不明の回転糸切りである。内面は 9が

十字暗文と黒色処理、10がヘラミガキ後黒色

処理が施されている。 9の外面体部には刻書

が認められるが判読はできない。甕はロクロ

小型甕である。外面底部とその周縁にはヘラ

ケズリ調整が施される。鉄器は12の 刀子の刃

部片が 1点出土 している。縄文土器13は混入

遺物である。中期後半加曽利 E式である。

OH31号住居址 (第38図、図版15・ 103)

遺構一B区で検出された。D63号土坑、Pit88

に切られ、北方向に調査区外に延びるため平

面形態、規模等は判然としない。壁残高は28

cmで あった。Pitは 1基検出されたが性格は

不明である。調査範囲内にはカマ ドは存在し

なかった。周溝は有さない。

遺物一土師器、鉄器が出上している。土師器

は郭が 1点出土 している。内面はヘラミガキ

後黒色処理、ロクロからの切離方法は右回転

小型であるが、「U」 字状の平面形態から鍬先で

H28号住居址

の糸切りである。鉄器は鋤先が1点出土している。完形品である。

はなく鋤先とした。

OH32号住居址 (第39図、図版15・ 103)

遺構―G区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。隅丸方形の平面形態を呈 し、N-90° 一Eに長軸方位を

とる。長軸長2.88m×短軸長2.68m、 壁残高28cm、 平面積8.5だの規模を有する。床面上で 2基、掘方から1基の Pit

が検出されたが柱痕は確認されず、性格は不明である。カマ ドは北壁の中央やや西寄りに構築されていたが、掘方の

状態に破壊されており、構築材は不明である。周溝はカマ ドと対峙する南壁部から東南隅を除き壁下に巡らされる。

遺物一土師器、鉄器、石器が出土している。土師器には不 1～ 3、 碗 4・ 5、 甕 6・ 7が認められる。不はすべての

ものが、内面ヘラミガキ後黒色処理が施されている。ロクロからの切離方法もすべて回転糸切であるが、 2は周縁部

に施されたヘラケズリにより方向は不明である。 1・ 3は右回転であった。碗も邪同様に内面はヘラミガキ後黒色処

理、ロクロからの切離方法も回転糸切であるが、その後加えられたヘラケズリにより方向は不明である。高台は貼付

されている。 4は体部外面に墨書が認められるが、故意に削り取られており、判読はできない。墨書の性格を知るう
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0  標高 68670m  2m

1.褐色土層 (10YR4/4)10YR6/6ロ ーム含、ゅ 5 mm大パ ミス少含。
2.黒褐色土層 (10YR2/2)φ lcm大パ ミス少含。
3 明黄褐色土層 (10YR6/6)。
4.浅黄褐色土層 (10YR8/4)。
5 灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR3/4ロ ーム多含。
6.灰黄褐色土 (10YR4/2)と 10YR8/4ロ ームの混在土層。
7.浅責褐色土層 (10YR8/4)10YR5/3粒 子少含。掘方埋土。

①
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劾 自
0  標 高 69070m  2m

黒褐色土層 (10YR3/2)焼 土・炭化物多含。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)ロ ーム多含、ゅ l cm大パミス含。

翻  嘔
第37図 H30号住居址

Q

0  標高 69060m  2m

l.10YR2/2、 10YR5/3、 10YR8/4ロ ームの混在土層。φ5mm位 赤パミス含。
2.10YR2/2、 10YR8/4ロ ームの混在土層。
3 にぶい黄掲色土層 (10YR5/3)10YR2/2・ 10YR6/6粒 子を含む。
4 灰黄褐色土層 (10YR4/2)ロ ーム主体。φ lcm大パ ミスを含。掘方埋土。

えで興味深い資料である。甕は 2点共に武蔵甕

である。 6は 「コJ字口縁を呈する口縁部で、

外面にはヘラケズリ調整が施される。 7は体部

から底部にかけての破片である。内面ナデ、外

面ヘラケズ リ調整が施される。鉄器は鎌が 1点

出土 した。先端を欠損している。着柄部分には

本質が認められる。石器は混入遺物の黒曜石製

の石鏃が 1点出土した。

OH33号住居址 (第40図 、図版16・ 103)

遺構―A区で検出された。東西方向に調査区外

に延びるため、平面形態 。規模等は不明である。

調査範囲内においては他遺構との重複関係は有

さない。Pitは 2基検出されたが性格は不明で

ある。カマ ドは北壁に構築されていたが、掘方

の状態に破壊 されているため、構築材は不明で

ある。調査範囲には周清は認められない。

遺物―土師器、須恵器が出土している。土師器

には不 1～ 3と 甕 5・ 6が認められる。郭は 3

点共に内面はヘラミガキ後黒色処理が施 され る。

ロクロからの切離方法は、 3点すべてが底部 を

欠損するため不明である。 1は外面体部に焼成第38図  H31号住居址
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１
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毎
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10YR4/2、 10YR5/3の混在土層。10YR6/6ロ ーム合。
浅黄橙色土層 (10YR8/4)ロ ーム主体。10YR4/2少合。掘方埋上。
焼土

標高 69020m

9(原寸)

第39図

1.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR8/4ロ ーム少含。
2.灰黄褐色土層 (10YR4/2)。
3.黒掲色土層 (10YR2/2)炭 化物少含。

4i10YR6/6ロ ームと10YR4/2の 混在土層。φ lcm大パミス多含。掘方坦土。

〆
H32号住居址
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前に刻まれた蛙と思われる線画が認められる。長野県内でも極めて希な出土例であるう。甕は 2点共に武蔵甕である。

5は「コ」字を呈する口縁部、 6は底部である。須恵器は 4の不が 1点 だけ出土した。底部を欠損するためロクロか

らの切離方法は不明である。

OH34号住居址 (第41図 、図版16・ 17・ 103)

遺構―A区で検出された。撓乱による破壊を受ける。隅丸長方形の平面形態を有 し、N-3° 一Wに長軸方位をとる。

長軸長4.6m× 短軸長3.Om、 壁残高28cm、 面積 15。 3ド の規模を有する。 2基検出された Pitの性格は不明である。カ

マ ドは】ヒ壁の中央部分に石で構築されているが、攪苦しによる破壊が著 しい。東南隅部分を除き、壁下には周溝が巡っ

ている。

遺物―土師器と鉄器が出土している。土師器には郭 1、 碗 2・ 3、 甕 4～ 6が認められる。必は内面ヘラミガキ後黒

色処理、ロクロからの切離方法は回転糸切であるが、方向は不明である。碗 2は内面に十字暗文と黒色処理が施され

る。ロクロからは右回転糸切により切離され、高台が貼付される。碗 3は底部を欠損する。内面にはヘラミガキ調整

が施される。甕は 3点共に武蔵甕である。口縁部は「コ」字を呈 し、 5'6は内面にハケメ調整が認められる。外面

はヘラケズリ調整が施 される。鉄器は鎌が 1点出土 している。基部と先端部を欠損している。

OH35号住居址 (第42図 、図版17・ 103・ 104)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。隅丸長方形の平面プランを呈 し、N-65° 一Wに長軸方

位をとる。長軸長2.76m×短軸長2.52m、 壁残高32cm、 面積8.0∬ の規模を有する。北東隅で検出された Pit覆土は

カマ ド構築粘土と同じ粘土であった。性格は不明である。他に Pitは存在 しないことから、本址は柱欠を有 さないも

のと思われる。カマ ドは北壁の中央に粘土と石で構築されていた。周清は有さない。

遺物―土師器、須恵器、縄文土器、石器が出上 した。土師器には郭 1～ 4、 碗 5、 甕 7～ 9が認められる。邦は 1が

内面ヘラミガキの他は、ヘラミガキ後黒色処理が施されている。ロクロからの切離方法は、底部を欠損する 4以外は

DＣ
一

0   標高 68958m 2m

黒褐色土層 (10YR2/2)10YR4/2粒 子含、10YR6/6ロ ーム少含。
黒褐色土層 (10YR2/2)10YR6/6ロ ーム少含。
10YR6/4と 10YR3/4の 混在土層。loYR2/2含 。掘方埋土。

第41図  H34号住居址



回転糸切である。方向は 1が不明、他は右である。 4は体部外面に墨書が認められるが、判読できない。碗は内面ヘ

ラミガキ後黒色処理で、ロクロから方向不明の回転糸切で切離 され、高台が貼付 されている。甕は 7が小型 ロクロ甕、

9が大型のロクロ甕、 8は武蔵甕である。 7は外面体部下半にヘラケズリ調整が施される。武蔵甕は「コ」字口縁で、

内面にハケメ、外面にはヘラケズリ調整が施される。ロクロ甕 9は内面ハケメ、外面体部下半にヘラケズ リ調整が施

される。須恵器は 6の不が 1点出土 している。右回転の糸切によリロクロから切離されている。縄文土器は混入遺物

である。10・ Hは中期後半加曽利 E式、12は後期堀之内式である。石器は13の 臼が 1点 出土 している。側面には鉄

器によると思われる削痕が認められる。砥石としても利用したようである。

0  標 高 68680m  2m

1.にぶい黄橙色土 (10YR6/4)と 灰責褐色土 (10YR4/2)の 混在土層。ローム含。
2.にぶい責橙色土 (ЮYR6/4)と 灰黄褐色土 (10YR4/2)の 混在土層。ローム多含。
3.灰黄褐色土層 (10YR4/2)カ マ ド流出層。
4.浅黄橙色土層 (10YR8/4)ロ ーム主体。掘方埋土。
5.褐灰色粘土 (10YR5/1)カ マ ド構築土。
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OH36号住居址 (第43図 、図版18・ 104)

遺構―H区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。北西隅が張 り出した、変形の隅丸正方形の平面プランを

呈 し、N-3° 一Wに長軸方位をとる。長軸長3.6m×短軸長3.12m、 壁残高24cm、 面積13.2∬の規模を有する。Pit

は 3基検出されたが性格は不明である。カマ ドは北壁の中央部分に粘土と石で構築される。周溝は北東隅を除き壁下

に巡らされる。南壁の東半中央から、直角に所謂「間仕切溝」が lm程延びている。

遺物―土師器、須恵器、鉄器が出上している。土師器には不 1～ 3、 碗 4、 重 6、 甕 7・ 8が認められる。不は、底

部を欠損する3を除きロクロからの切離方法は回転糸切りである。方向は 1が右、 2は不明である。内面は 1がナデ

後黒色処理、 2がヘラミガキ、 3はヘラミガキ後黒色処理である。碗 4は、回転方向不明糸切から高台を貼付してい

る。内面はヘラミガキ後黒色処理が施される。壷 6は ロクロ土師器である。双耳重と思われるが、回縁部は欠損する。

甕は 2点共にロクロ甕である。 7は小型、 8は大型である。 8は外面体部下半にヘラケズリ調整が施される。須恵器

は 5の碗が 1点出土している。土師器椀と同一な形態のため、有台不ではなく碗とした。回転方向不明糸切から高台

を貼付している。鉄器は 9の刀子が 1点出土している。

OH37号住居址 (第44図 、図版18・ 19。 104・ 105)

遺構―H区で検出された。Pitに 切られる。北方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は判然としない。壁

残高は64cmであった。床面上で 2基、掘方から5基検出された Pitの 性格は判然としない。カマ ドは北壁の中央に存

在するらしく、袖の先端が検出された。構築材としては石が確認された。周溝は有さない。

0  標高 68750m  2m

Ⅷ
Ⅷ
は
球
は

ｌ
Ｐ２／

Ｐ３５十一″杉杉1.に ぶい黄橙色土層 (10YR6/4)φ lcm大 パミス含。
2 にぶい責橙色土層 (10YR6/4)ロ ーム・φ lcm以下パミス含。
3.にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)粘 土多含。カマ ド流失層。
4.にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)焼 土・炭化物・粘土・礫・土器片含。
5.黒褐色土層 (loYR2/3)カ マド構築上。
韓.浅責橙色土層 (10YR8/4)ロ ーム主体。掘方坦土。

9   9(1)

一一一一一一一一一一

第43図 H36号住居址



遺物一土師器、須恵器、石器が出上した。土師器には不 1～ 4、 碗 5～ 7、 甕 8が認められる。郭は 1・ 3が ロクロ

から右回転糸切で切離され、内面はヘラミガキ後黒色処理が施される。 2・ 4は底部に手持ちヘラケズリが施され、

内面には十字暗文と黒色処理が施される。碗 5は高台欠損後、lThと して使用されている。内面ヘラミガキ、ロクロか

らは方向不明の回転糸切で切離されている。 6。 7は ロクロから右回転糸切により切離され、高台が貼付されている。

内面はヘラミガキ後黒色処理が施される。また、 7の外面体部には判読不明な墨書が認められる。甕 8は ロクロ甕で

ある。内面にはハケメ、外面にはヘラケズリ調整が施される。須恵器は10の 重と9の甕が認められる。壺は把手付き

の長頸重と思われる。頸部～口縁部と、底部を欠損する。甕は底部片である。内面はナデ、外面はヘラケズリ調整が

施される。石器は■の砥石が 1点出上している。 5面が使用されている。

OH38号住居址 (第45図、図版19・ 105)

遺構一M37号清址に切られ、南方向に調査区外に延びるため平面形態・規模等は判然としない。壁残高は20cmで あっ

た。床面上で検出された 3基の Pitは柱穴の可能性も有するが、柱痕は確認されていない。掘方から検出された 1基

の Pit、 ないし土坑は本址に先行する可能性もあるが、判断できない。カマ ドは北壁の中央東寄りに石と粘上で構築

されていたが、掘方状態に破壊されていた。周清は有さない。

遺物一土師器、須恵器、土製品が出土 している。土師器には郷 1～ 3、 碗 4が認められる。邪は 3点共に内面はヘラ

ミガキ後黒色処理、ロクロからの切離方法は右回転糸切である。 3はその後周縁部にヘラケズリを施 している。碗も

内面はヘラケズリ後黒色処理が施されている。ロクロからの切離方法は底部を欠損するため不明である。須恵器は 5

・ 6の不が出上している。ロクロからの切離方法は 5が底部を欠損するため不明、 6は右回転糸切である。土製品は

7・ 8の上錘が 2点出上している。

OH39号住居址 (第46図 、図版20。 105)

遺構一V区で検出された。東方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は判然としない。調査範囲内では、他

遺構との重複関係は有さない。壁残高は60cmで あった。Pた は南西隅に 1基検出されたが性格は不明である。調査範

囲内にはカマ ドや周溝は認められなかった。

遺物―土師器の邪が 1点出土している。内面はヘラミガキ後黒色処理が施される。ロクロからの切離方法は右回転糸

切である。外面体部の墨書は肉眼では判読できなかったが、赤外線カメラによる観察で横位に「寺」と書されている

ことが半1明 した。

OH40号住居址 (第 47・ 48図、図版20。 105。 106)

遺構一V区で検出された。北西隅が調査区外に延びる。長芋耕作による攪乱も著しい。隅丸方形の平面形態を呈 し、

N-48° 一Eに長軸方位をとる。長軸長4。 48m× 短軸長4.44m、 壁残高52cm、 面積23.2ド の規模を有する。床面上で

検出されたPl～P4の 4基の Pitが 主柱穴であるが、柱痕は確認できなかった。P5は柱痕が確認されており、柱穴

であることは明らかである。未調査の北西隅に対応するPitが存在するのかも知れない。掘方から検出されたP6の

性格は不明である。カマ ドは北壁の中央やや東寄りに粘土で構築されていた。周溝は有さない。

遺物―土師器、須恵器、鉄器、石製品、石器が出土した。土師器には不 1～ 4、 高杯 9、 壺10、 甕11～ 18、 甑19が存

在する。lTX lは内面ナデ、外面にはヘラケズリが施される。郷 2は内面ヘラミガキ、外面底部にヘラケズリが施され

る。概期の杯としては希な平底を呈する。不 3は所謂「有段口縁郭」である。内面にはナデ調整後暗文が施され、口

唇部に凹線が巡る。外面はヘラケズリ調整が施される。不 4は底部を欠損する。橙色で極めて良好な焼成が施される。

内面ナデ、外面にはヘラケズリが施されている。高杯 9は ITh部 の稜線が不明瞭で、脚は比較的短い。内面にナデ調整

後、部分的にヘラミガキが施される。外面はヘラケズリ後、部分的なヘラミガキが施されている。壺10は小型の無頸

壺である。口縁部に単孔が焼成前に穿たれている。内面ヘラミガキ、外面はヘラケズリ後にヘラミガキが施される。

甕11・ 15が小型である他は長胴の大型甕である。調整は外面ヘラケズリ、内面ナデを基本とするが、15は外面ナデ、

11・ 12はナデ気味のヘラケズリである。内面は18がハケメ調整である。18は器形的にも他とは異質であり武蔵甕に近

い、また、口縁部には「有段回縁邪」と同じ手法による段が認められる。甑19は底部を欠損するが、器形 。調整から

訊と思われる。須恵器には郭 5、 有台郭 6、 邦蓋 7・ 8が認められる。 7以外は混入遺物と思われる。不 5の底部に

は窯印「×Jが認められる。鉄器は20の鎌が 1点出上している。先端部を欠損する。石製品は21・ 22の紡錘車が出土

している。文様は認められない。石器は23の 砥石と24～27の編物石が出土している。砥石23は 3面が使用されている。
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0  標高 68810m  2m

1.灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR8/4ロ ーム粒子・φ5mm大パミスを下層に少含。
2.に ぶい黄褐色上層 (10YR5/3)10YR8/4・ 6/6ロ ーム・φ5mm大パミス含。
3.褐色土層 (10YR4/4)10YR6/8ロ ーム含。
4.暗褐色上層 (10YR3/3)10YR8/4ロ ーム含。
ユ.褐色上層 (10YR4/4)10YR8/3ロ ーム含。
0.暗褐色土層 (上 OYR3/3)φ l～ 2 mm大パミス含。

イ 黒褐色土層 (10YR2/3)10YR8/6ロ ーム粒・φl～ 2 mm大パミス含。
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1 褐色土層 (10YR4/4)φ l～ 2 cmパ ミス含。
2.暗褐色土層 (10YR3/3)。
3 黄橙色土層 (10YR7/8)φ l卿大パミス含。
4 暗褐色土層 (10YR3/3)。
5.褐色土層 (10YR4/4)。
6 暗褐色土層 (10YR3/4)粘 土多含。
ri明責褐色土層 (10YR6/8)掘 方埋土。
9.黄褐色土層 (10YR5/6)ロ ームブロック・φ lmm大 パミス少含。掘方埋土。

' 
褐色土層 (10YR4/6)ロ ームブロック含。掘方埋土。

■ 焼土。

第45図  H38号住居址

にぶい責橙色土層 (10YR6/4)シ ル ト質。
黒褐色土 (10YR2/2)、 にぶい責褐色土 (10YR5/3)の 混在土層。
浅責橙色土層 (10YR8/4)ロ ーム主体。灰黄褐色粘土 (10YR4/2)含 。
にぶい責褐色土層 (10YR5/3)10YR8/6ロ ーム・φ lcm大 パ ミス含。
にぶい責橙色土層 (10YR6/4)シ ル ト質。10YR8/4ロ ーム多含。

OH41号住居址 (第49図、図版21)

遺構―V区で検出された。遺構の大部分は】し方向

に調査区外に延びるため、東南隅が調査されたに

すぎない。長芋の耕作による撓乱を受けている。以上のような状況のた

め、平面形態 。規模等は不明である。壁残高52cmで あった。調査範囲内

には Pit・ カマ ド・周溝等は認められなかった。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OH42号住居址 (第50図 、図版21・ 106)

遺構一Y区で検出された。攪苦しによる破壊と、南方向に調査区外に延び

るために、平面形態・規模等は判然としない。壁残高63cmであった。調

査範囲内には Pit・ カマ ド・周溝等は存在 しなかった。

遺物一土師器と鉄器が出土した。土師器には邪 1と 甕 2が認められる。

杯は内面に暗文状ヘラミガキが施され、外面底部にはヘラケズリ調整が

外面にはヘラケズリ調整が施 される。鉄器は 3の釘が 1点出土 している。

③―
07

③―
08

O

Щぽ
殿

0  標高 68320m  2m

H39号住居址

施 されている。甕は底部片で、内面ハケメ、

斡
第46図

OH43号住居址 (第51図 、図版21・ 106)

遺構一Y区で検出された。M48号溝址に切られ、

態 。規模等は判然としない。壁残高21cmで ある。

マ ド・周溝等は存在 しなかった。

攪乱による破壊を受ける。東方向に調査区外に延びるため、平面形

2基検出された Pitの 性格は不明である。また、調査範囲内にはカ
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1.灰黄褐色土層 (10YR4/2)10yr5/3粒 子・φ lcm以下パミスを含。
2 灰責褐色土層 (10YR4/2)10YR8/4ロ ーム・φ lcm以下パミス含。
3.10YR8/4ロ ーム、10YR2/2の 混在土層 炭化物含。
4.10YR4/2、 10YR2/2の 混在土層 10YR4/2粒 子少含、炭化物含。
5 浅責橙色上層 (10YR8/4)ロ ーム主体。炭化物含。
E柱 痕 (10YR5/3)10YR4/2粒 子多含。
7.に ぶい黄橙色粘土 (75YR6/4)。
t,焼土。

, 10YR72、 10YR2/2、 10YR8/4ロ ームの混在土層。 カマド掘方埋土。
韓 浅黄橙色土層 (10YR8/4)10YR4/2・ 10YR2/2土粒含。掘方埋土。
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第47図 H40号住居址(1)
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第48図 H40号住居址(2)

耕作土。
黒褐色上層 (10YR3/2)10YR2/2粒 子・φ2cm大 パミスを含。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR8/4ロ ーム・loYR2/2粒 子・φ2cm大 パミス含。

遺物―土師器と灰釉陶器が出土した。土師器には鉢 1と甕 2が認められる。鉢

は内面ヘラケズリ調整が施されるが、ロクロからの切離方法は底部を欠損する

ため不明である。甕 2は底部片である。内面ナデ、外面ヘラケズリ調整が施さ

れている灰釉陶器は 3の長頸壷の回縁部片が出土している。内外面に施釉が認

められる。

OH44号住居址 (第52図 、図版22・ 106)

遺構一Z区で検出された。北方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等

は判然としない。壁残高は 8 cmで あった。 3基検出された Htの 内、Plと P
2はは主柱穴を構成するものと思われる。 2基共にφ14cmの柱痕が確認された。

0  標高 68540m  2m

第49図 H41号住居址
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0  標高 68100m  2m

黒褐色上層 (10YR3/2)10YR2/2・ ローム含。
にぶい責褐色土層 (10YR5/3)10YR8/6ロ ーム多含。

第50図 H42号住居址

炉址は調査範囲内には存在 しなかった。周溝は南壁と東壁の一部に

認められた。

遺物一弥生土器が出上している。鉢 1、 甕 2・ 3、 重 4～ 15が認め

られる。鉢は内外が赤色塗彩される。底部は欠損する。甕 2は体部

の破片である。櫛歯状工具による縦位の波状文により分割された区

画内に横位の波状文が施されている。 3は底部片である。内面ヘラ

ミガキ、外面ヘラケズリ調整が施 される。壷 4・ 6は口唇部が面取

りされ縄文が施される。 5も 同様な口唇部で、頸部に箆状工具によ

る平行沈線が数本巡る。 9は残存部分に文様は認められないが、外

面が赤彩されている。 7・ 8は口縁部片で、 7は外面に縄文が、 8

は回唇部に刻目が施文される。10～ 14は体部片である。10。 12・ 13

は箆状工具による沈線区画内に縄文が施文される。11は櫛歯状工具

による条線や廉状文が横位に施文され、頸部には縄文が認められる。

14は箆状工具による沈線と刺突列が施文されている。15は底部片で、

内面ハケメ、外面にはヘラミガキが施 される。

OH45号住居址 (第53図 、図版22・ 106・ 107)

遺構一Y区で検出された。D74号土坑に切られ、長芋の耕作による

攪乱を受ける。隅丸長方形の平面形態を呈 し、N-90° 一Eに 長軸

方位をとる。長軸長3.6m× 短軸長2.88m、 壁残高26cm、 面積12.7

ドの規模を有する。床面上に検出 された Pl～ P6の 6基の Pitが

主柱宍であり、柱間は1.6～ 2.68mである。φ16cm大 の柱痕も確認さ

れている。カマ ドは北壁の中央部に構築されているが、掘方の状態

に破壊されており構築材は存在 しなかった。周溝は有さない。

遺物一土師器、須恵器、灰釉陶器、鉄器が出土している。土師器に

はITh l～ 4、 鉢 7、 甕 8～ 13が認められる。邪 1・ 2・ 4は内面に

暗文と黒色処理、 3はナデ調整が施 される。底部が残存する 1・ 2

のロクロからの切離方法は右回転糸切である。鉢 7は内面ヘラミガ

キ後黒色処理、ロクロからの切離方法は方向不明の回転糸切である。

甕は 8・ 9が小型のロクロ甕、10・ 13が大型のロクロ甕、H'12が

「コJ字口縁の武蔵甕である。ロクロ甕13は外面にハケメとヘラケ

ズリが、12の武蔵甕は内面にハケメ、外面ヘラケズリ、11の 武蔵甕

調
査
区
外

第51図 H43号住居址
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1.耕作土。
2.暗褐色土層 (10YR3/4)φ 3～ 4 mm大 パミス少含。
3.10YR2//2、 10YR3/4の混在土層。
4 浅黄橙色土層 (10YR8/4)ロ ーム主体。10YR4/2含。
5.黒褐色土層 (10YR3/2)。

日,柱痕 (10YR3/2)。
絨.黄褐色土層 (10YR5/8)φ l～ 2 ca大パミス多合。
嶺.黄褐色上層 (10YR5/8)焼土・炭化物・パミス含。

0  標高 68070m  2m

l.灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR3/2・ 10YR8/6ロ ーム含。

第54図 H46号住居址

0  標高 68060m  2m

鰯 2∞7騨 3

響軸 12饉 1`3(響恥14

第52図  H44号住居址

は内面ナデ、外面ヘラケズリ調整が施される。須恵器は 5の邦が 1

点出土 している。ロクロからの切離方法は右回転の糸切である。灰

釉陶器は 6の皿が 1点出土した。内外面に施釉されるが、底部を欠

損する。鉄器は14・ 15の 刀子と16の紡錘車が出土 した。14と 15は同

一個体の可能性が高い。

OH46号住居址 (第54図 、図版22)

遺構―Z区で検出された。M57号溝址 ,D73号土坑に切 られ、南方

向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は判然としない。壁

残高は32cmで あった。調査範囲内には P■・カマ ド・周清等は存在

しなかった。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OH47号住居址 (第55図 、図版23・ 107)

遺構―Z区で検出された。攪乱による破壊を受け、北方向に調査区

48
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暗褐色土層 (10YR3/3)φ 2～ 3 cmパ ミス・炭化物を含。
柱痕 (10YR4/2)炭 化物多含。
浅黄橙色上層 (10YR8/4)ロ ーム主体。
黒褐色土 (10YR3/2)、 灰黄褐色土 (10YR4/2)の 混在土層。
10YR8/4ロ ーム含む。掘方埋土。
浅黄橙色上層 (10YR8/4)10YR4/2土 粒・パミス含。
焼土。

半

⑧一 0 15

マ

0  標高 68130m  2m

第53図 H45号住居址
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調査区外

⑫
外に延びるため、平面形態・規模等は判然としな

い。壁残高は20cmで あった。床面上からは炉址・

Pit・ 周溝等は確認されなかったが、掘方からPit

l基が検出された。性格は不明である。

遺物―弥生土器が出土 した。 1は寮の底部である。

内面にはハケメ後ヘラミガキ、外面にはハケメ調

整が施 される。 2は壼の体部である。内面ハケメ、

外面は箆状工具による平行沈線と山形文が施文さ

れ、赤彩されている。

OH48号住居址 (第56図 、図版23・ 107)

遺構―Z区で検出された。M49号溝址に切 られ、

南東隅が調査区外に延びる。隅丸長方形の平面形

態 を呈 し、N-72° ―Wに長軸方位をとる。長軸

長3.72m× 短軸長2.92m、 壁残高12cm、 面積約

13.4ド の規模を有する。 6基検出された Pitの 内、

Pl,P4・ P5と M49に より消滅 したと思われる

1基の Pitを合めた 4基が本址の主柱穴と思われ

る。その他の Pitの 性格は不明である。カマ ドは

北壁の中央に構築されているが、掘方の状態に破

壊されており、構築材は残存していない。周清は

有さない。

遺物―土師器、灰釉陶器、鉄器が出上している。

土師器には 1～ 5の不、 8の鉢、 9～ Hの甕が認

Ｃ
一

以 0  標 Fj 680 401m  2m

1.暗褐色土層 (10YR3/4)φ 3～ 4 mmパ ミス多含、10YR8/3ロ ームブロック多含。
2.明黄褐色土層 (10YR7/6)φ l～ 2 cmパ ミス多含。
3,褐色土層 (10YR4/4)φ 5mm～ l cmパ ミス少含。掘方埋土。

2`

第55図  H47号住居址

められる。イは 1が内面ナデ処理の他は暗文と黒色処理が施されている。ロクロから切離方法は底部が残存する 1～

3の 内、 1・ 2は右回転糸切、 3は手持ヘラケズリのため不明である。なお、 1は 「内」、 2は「磯」の墨書が外面

体部に書されている。鉢 8は甕型土器の内面に黒色処理が施されているため、鉢とした。甕 9～■はすべてロクロ甕

である。 9・ Hは内面にハケメが認められ、■は外面にヘラケズリ調整が施 される他は、内外面にロクロナデが施さ

れている。灰釉陶器は 6・ 7の碗が出土 している。内面には 2点共に重焼痕が認められ、つけがけ施釉である。大原

2号窯式期の所産と思われる。鉄器は12の 刀子と13の 不明品 2点が出上 している。

OH49号住居址 (第57図 、図版23・ 24・ 107・ 108)

遺構一Z区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。北方向に調査区外に延びるため、平面形態 。規模等は不明

である。壁残高45cmであった。東南隅に検出された 1基以外に Pitは存在 しない。カマ ドは東壁の東南隅寄 りに構築

されるが、掘方状態に破壊 されており構築材は不明である。カマ ドから東南隅を除く壁下には周溝が巡らされている。

遺物一土師器、灰釉陶器、鉄器、縄文土器、石器が出土している。土師器には邪 1,2、 碗 3、 甕 5・ 6が認められ

る。lTNの ロクロからの切離方法は、底部が残存するとの場合回転糸切であるが、方向は不明である。内面は 1が ナデ、

2は黒色処理が施される。また、 2は外面体部に「宝」の墨書が認められる。碗 3は底部片で回転方向不明糸切後に

高台が貝占付されている。甕 5・ 6は 2点共にロクロ甕で、内面は 5・ 6共にハケメ、外面は 5は ロクロナデ、6はヘ

ラケズリ調整が施される。灰釉陶器は 4の碗が出上している。底部を欠損するため詳細は不明である。内外面に施釉

されている。鉄器は 9・ 10の 2点が出土 しているが、性格は不明である。縄文土器 7は混入遺物である。後期堀之内

式と思われる。石器は打製石斧 8が出上している。混入遺物である。

OH50号住居址 (第58図 、図版24・ 25・ 108)

遺構―W区で検出された。他遺構 との重複関係は有さない。東方向に調査区外に延びるため、全容は不明である。

楕円形の平面形態を呈 し、N-22° 一Eに 長軸方位をとる。長軸長4.48m× 短軸長3.44m、 壁残高32cm、 面積約10.6

∬の規模を有する。 3基検出された Pitと 、調査区外に存在するであるう 1基 を加えた4基が主柱穴を構成すると思

われる。柱痕は確認できなかった。炉址は住居のほぼ中央に位置する地焼炉である。80× 48cmの楕円形を呈する。周
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1.に ぶい黄掲色土層 (10YR4/3)パ ミス少含。
2.黒褐色土層 (75YR3/2)φ 2～ 3 mmパ ミス・焼土含。
3.明黄褐色上層 (10YR6/6)焼 上 (75YR5/8)含。
4.暗褐色上層 (10YR3/3)。
5,支脚石抜痕 (10YR2/3)。
6 焼土 (75YR8/8)。
7 明黄褐色土層 (10YR6/6)パ ミス多含。掘方埋土。

⑥路
⑥P4

杉物易珍″笏蒻杉笏蒻笏珍蒻笏蒻珍蒻易蒻蒻″蒻%蒻診   ♀  標高 ,8052m  †m

I―

。  13∇   12

第56図 H48号住居址

溝は、調査範囲の東壁部分が途切れる他は壁下を巡っている、未調査部分が存在するため、全容は不明である。住居

覆土はロームを主体とする人為埋土であった。

遺物―弥生土器と縄文土器が出上している。弥生土器には鉢 1、 高杯 2、 甕 3、 重 4・ 5が認められる。鉢 1は内外

面に赤彩が施される。口唇部には 1条の凹線が巡る。高杯 2は脚部片である。外面には赤彩が施され、脚内部にはヘ

ラケズリ・ヘラミガキが施される。甕は口縁部が短 く、国唇部には縄文、頸部下から体部には櫛歯状工具による斜走

文が施文される。重 4は頸部片である。箆状工具による平行沈線と、刺突列が施文されている。 5は口唇に面取りが

施され、縄文が施文される。頸部下には、箆状工具による平行沈線間に櫛歯状工具による横位条線や、縦位・斜位の

刺突列が施文されている。外面と内面口縁部は赤彩が施 される。縄文土器 6は混入遺物である。中期後半加曽利 E

式である。

OH51号住居址 (第59図 、図版25。 26・ 108)

遺構―W区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。東方向に調査区外に延びるため平面形態・規模等は不

明である。壁残高は24cmで あった。Pitは 3基検出されている。これらと調査区外に存在するであるう1基を加えた



Ｅ
一

F

電 プ
/

螂 3

0  標高 68070m  2m

1.にぶい責褐色土層 (10YR73)φ 2～ 3mmパ ミス・10YR7/4ロ ームブロック多含。
2.暗褐色土層 (10YR3/4)φ 2～3mmパ ミス・10YR7/4ロ ームプロック多含。
3.極暗褐色土層 (75YR2/3)焼 土ブロック多含。
4.黒褐色土層 (10YR3/2)φ l～ 2 mm大パミス少含。
彗|.明 黄褐色土層 (10YR6/6) 10YR4/6褐 色土ブロック多含。掘方埋土。

―

ll―

0 10

第57図 H49号住居址

4基の Pitが主柱穴を構成すると思われる。φ12cmの柱痕が P2、 P3で確認 されている。炉は住居のほぼ中央と推測

される場所に存在し、84× 44cmの楕円形を呈する地焼炉である。周溝は調査範囲内においては壁下に巡らされている。

遺物―弥生土器が出土 している。器種的には鉢 1・ 2、 手捏 3、 蓋 4、 甕 5、 壷 6～ 9が認められる。鉢 1は内外面

ともに赤彩が施される。口縁部が水平に外屈する特徴的な形態を呈す。 2は内外面ともにハケメ後ヘラミガキ調整が

施されている。甑の可能性も有する。手握 3は鉢型を呈するが口縁部は欠損する。蓋 4も 口縁部を欠損する。内外面

にヘラケズリを施 し、内面にはその後ナデが加えられる。甕 5は底部片である。内外面にヘラミガキが施され、外面

底部付近にはその後ヘラケズリ調整が加えられる。壼 6は頸部から体部上半の破片である。頸部には箆状工具による

平行沈線間に縄文が施される。この文様帯と箆状工具による平行沈線間に櫛歯状工具による横走条線が施された文様

帯間には箆状工具による垂下文が展開し、櫛歯状工具による縦位条線が充填される。壺 7は回唇部が面取りされ、縄

文が施される。頸部には箆状工具による平行沈線が数条巡る。壷 8は口縁部片である。残存部の内外面は赤彩が施さ

れる。口唇部には刻目が巡る。壼 9は底部片である。内外面に赤彩が施される。

OH52号住居址 (第60図 、図版26・ 109)

遺構―W区 で検出された。他遺構 との重複関係は有 さない。東方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模は判

然としない。壁残高は56cmで あった。調査範囲内に Pit・ カマ ドは存在 しなかった。周溝は調査範囲の北壁から西南

隅までは存在する。

遺物―土師器の邪が 1点出土 した。内面には放射暗文と黒色処理が施 され、外面底部にはヘラケズリ調整が施 される。
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以 播16基 2

4(2)

0  標高 6Ю 88m  2m

人為埋 土。1.

2.

9
4

5

韓

黄橙色土層 (10YRy6)ロ ーム主体。10YR4/2・ 10YR3/2含 。
桂    痕 (10YR4/4)。
褐色上層 (10YR4/6)堆積層の下面に焼土含。炭化物多含。炉址覆土。

痕 (10YR4/6)φ  lcm大パミス少含。
痕 (10YR5/6)φ  lcm大パミス少含。

浅黄橙色土層 (10YR8/4)ロ ーム主体。10YR4/2・ 10YR2/2土粒少含。
掘方埋上。

柱

柱

甥
Ⅷ 二嘘尽係斡

Ⅷ

第58図 H50号住居址
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0  標高 67974m  2m

l.黒 褐 色 土 層 (10YR3/2)10YR2/2多含 、 10YR3/4ロ ーム含。

2.黒 褐 色 土 層 (10YR2/2)炉址 覆土 。

3.浅黄橙色土層 (10YR8/4)ロ ーム主体。砂粒多含。
4.灰黄褐色土層 (10YR4/2)砂泣多含。
日 柱   痕 QOYR5/働 。
loi焼    土。
縦i10YR8/4ロ ーム、loYR6/4砂粒の混在土層。掘方埋上。

第59図  H51号住居址

OH53号住居址 (第61図、図版27・ 109)

遺構―J区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。南方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は判

然としない。P■ は 4基検出されているが、柱痕は確認 されていない。カマ ドは北壁の北西隅際に粘土で構築 されて

いた。

遺物―須恵器、土師器、石器が出土している。須恵器には有台郷 1と 郭蓋 2が認められる。有台郭 1は底部片である。

右回転糸切でロクロから切離され、ヘラケズリ後高台が貼付 されている。郭蓋は扁平な擬宝珠つまみを有する。外面

天丼部にはヘラケズリ調整が施され、内画面に火欅が認められる。土師器には3～ 5の 3点の武蔵甕が認められる。

3・ 41よ「コ」字気味の回縁部を呈し、 3は体部に最大径を有する。 5の底部片を含め、内面ナデ、外面ヘラケズリ

調整が施 される。石器は 6の砥石が 1点出土 している。 4面に使用痕が認められる。

OH54号住居址 (第62図 、図版28。 109)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。東北隅と西南隅が調査区外に延びている。隅丸長方形

の平面形態を呈 し、N-6° 一Eに長軸方位をとる。長軸長3.16m×短軸長2.72m、 壁残高52cm、 面積約10.6∬ の規

模を有する。調査範囲で P■・カマ ドは検出されなかったが、推測される未調査範囲の面積では存在 しない可能性が

高い。周溝は東壁の中央から東北隅に向かい途切れる他は壁下を巡る。

遺物―土師器と須恵器が出土 している。土師器には邪 1～ 4と 甕 7～ 10が認められる。不 1は内面ヘラミガキで、ロ

クロからは右回転糸切により切離されている。杯 2は内面に放射暗文状のヘラミガキが施 された後、黒色処理が施さ
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0  標Iヽ 680101a1  2in

黒掲色土層 (10YR2/2)10YR4/3・ ロームブロックを含。
黒褐色土層 (10YR3/2)10Yl電 6/6ロ ームプロック含、パ ミスII子 少含。

掲色土層 (10YR4/6)パ ミス粒子少合。

明貨褐色上層 (10YR6/6)10YR2/2ブ ロック・ローム・φ l～ 2 1cmパ ミス含。

掘方埋上。

れる。ロクロからの切離方法は回転糸切である

が、方向は底部周縁に施されたヘラケズリによ

り不明である。郭 3は内面に十字暗文と黒色処

理が施される。底部には手持ちヘラケズリが施

されるため、ロクロからの切離方法は不明であ

る。外面口縁部には肉眼では「土」と判読 され

る墨書 が存在す るが、赤外線 カ メラにより

「寺」であることが判明した。JTh 4は 口縁部片

である。 内面には粗いヘラミガキ後黒色処理

が施され、外面には判読不能な墨書が書されて

いる。甕は 7・ 8の ロクロ甕と 9。 10の武蔵甕

が出土 している。ロクロ甕 7は小型、 8は大型

で、 2点共に内外面にロクロナデが施され、口

縁部は「く」字であるが、緩 く内湾する。武蔵

奏は「コ」字口縁で、内面ナデ、外面ヘラケズ

リ調整が施される。須恵器は 5・ 6の郭が 2点

出土している。 2点共に右回転糸切によリロク

ロから切離されている。

OH55号住居址 (第63図 、図版28。 109)

遺構一M区で検出された。M67号溝址・D79号

土坑により切られる。攪乱による破壊を受け、

南北方向に調査区外に延びるため、平面形態・

規模等は判然としない。8基検出された Pitの 内

P2と P8の 2基は主柱穴の可能性 を有す るが、

第60図 H52号住居址

他のものを含め、撓乱が激しく判然としない。カマ ドは調査範囲内には存在 しなかった。周溝は東壁下に認められた。

遺物一土師器、灰釉陶器、鉄器が出上している。土師器にはlTh l～ 3と 甕 5～ 7が認められる。不の内面は 1が ナデ、

2が放射暗文状ヘラミガキ後黒色処理、 3はヘラミガキ後黒色処理が施される。ロクロからの切離方法は、 2が底部

を欠損するため不明、 1,3は方向不明回転糸切である。 3は その後ヘラケズリが加えられる。甕は 3点共にロクロ

甕である。 5は小型で、底部に右回転糸切痕が認められる。 7は外面にナデ気味のヘラケズリ調整が認められる。灰

釉陶器は 4の碗が 1点出土 している。底部は欠損 しており、内外面に施釉が認められる。鉄器は 8が 1点出土した。

鏃の茎部の可能性が高い。

OH56号住居址 (第64図 ～66図 、図版29。 109～ 111)

遺構―U区で検出された。境乱による破壊を受ける。東方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は判然 とし

ない。壁残高は67cmで あった。内部に礎石を伴うP3・ P5と 、P6北の礎石、P4前の礎石が本址の主柱 を支えたも

のと推測 される。その他数多く検出された Pitの 一部は柱穴と思われるが、住居の全容が不明なため、判然としない。

柱痕はいずれの P託 からも検出できなかった。カマ ドは】ヒ壁の中央西寄 りに地山削りだしの袖芯を、粘土 と石で被覆

して構築 されていたが、焚口～かけ穴部分は破壊され、掘方状態であった。P12内の石材はカマ ド構築材の可能性が

高い。周溝は調査範囲内には存在 しなかった。

遺物―土銅器、須恵器、灰釉陶器、鉄器が出土している。遺物の出土量は極めて多い。土師器には、邦 1～ 15、 碗 16

～21、 皿22～ 33、 不蓋34、 奏60～ 63が認められる。郭は13が 内面ナデ処理他は、黒色処理である。また、 2～ 8。 11

・14・ 15は その前にヘラミガキが施され、10は暗文が認められる。 1はナデ調整である。ロクロからの切離方法 は 5

'8がヘラケズリにより、14が底部欠損のため不明の他は回転糸切であり、方向は 6。 7が不明の他は右である。H
・15は糸切後底部周縁にヘラケズリが加えられる。 3の外面体部には「午」、14の 外面体部には「UJ、 15の外面底部

付近には判読不能の墨書が認められる。 7は回転糸切時に大きく窪んだ底部に粘土板を貼付 して平坦に修正している。

碗は17が内面に嗜文と黒色処理が施される他は、ヘラミガキ後黒色処理が施 される。16・ 18・ 19は底部に方向不明の

回転糸切痕が認められる。高台は貼付である。20・ 21の外面体部には判読不能な墨書が認められる。皿はすべて内面



ヘラミガキ後黒色処理である。ロクロからの切離方法も回転糸切を基本とするが、高台貼付の際の調整等により方向

がわかるものは存在 しない。また墨書が23・ 24・ 30,33に 認め られ、23は 「卸」 ?、 24は 酢口大十午」 ?、 30は

「十」 ?と 判読できる。33の 国唇部には輪花状の加工が認められ、墨書も存在するが判読できない。郷蓋34は 内外面

黒色処理が施され、内面には螺旋暗文が認められる。不蓋としたが、金属器の模倣であろう。甕は60が小型のロクロ

甕の他は武蔵甕である。61・ 62の武蔵甕口縁部片は「コ」字国縁を呈 している。須恵器は35～ 54の 郭、55・ 56の有台

邪、57・ 58の JTh蓋、64～ 66の甕が認められる。郭のロクロからの切離方法は、38,43が ヘラケズリにより不明な他は

回転糸切であり、方向は54が不明な他は右である。52は外面体部に「午 ?」 の墨書が、53は赤外線カメラにより数文

字の墨書が存在することが確認 されたが、判読はできなかった。48・ 49,51～ 53に は黒斑が認められる。有台邪55は

回転ヘラケズリ後高台が貼付 されており、ロクロからの切離方法は不明である。56も 同様であるが、底部中央に回転

糸切痕が認められ、その方向は右である。郭蓋は 2点共に扁平な擬宝珠つまみを有 し、外面天丼部には回転ヘラケズ

リが施されている。58は火欅が認められる。,甕 は64が比較的小型で、広回短頸のもの、65は長頸である。66は底部片

で外面には平行叩目後ヘラケズリ、内面はナデ調整により、当具痕を消去 している。灰釉陶器は59の 皿が出土 してい

る。施釉は内面にのみ全面認められ、重焼痕は認められない。また、高台の断面形状も梯形である。K-14期の所産

と思われる。鉄器は67の斧、68の 刀子、69～72の不明品が出土 している。

OH57号住居址 (第67図 、図版29。 111)

遺構―U区で検出された。H61号住居址とP165に切 られるため、平面形態・規模等は判然としない。壁残高27cmで

あった。 2基検出された Htは礎石を伴っている。主柱穴であろう。柱痕は確認 されなかった。カマ ドは北壁の中央

と思われる部分に存在するが、掘方状態に破壊されていた。調査範囲内では周溝は認められなかった。

1.黒掲色土層 (10YR2/3)φ l～ 2 cmパ ミス・パミス粒子含。
2.黒褐色土層 (10YR2/3)パ ミス粒子少含。
3 褐与土層 (10YR4/4)φ l^´ 2 cmパ ミス・パミス粒子含。
4.暗褐色土層 (10YR3/3)。
5.褐色土層 (10YR4/4)。
6.黒褐色土層 (10YR2/3)。
7.黒褐色粘土 (10YR2/3)カ マ ド構築土。
3i浅責橙色ローム (loYR8/4)、 10YR4/4の 混在土層。掘方埋上。
9.褐色土層 (10YR4/4)掘 方埋土。

焼上。
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標高 68730m 2m

1.暗褐色土層 (10YR3/3)10YR2/3土粒上層に合、φl～ 2 cmパ ミス含。
2.黒掲色上層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ームブロック合、パミス粒子少含。
3.ЮYR3/2、 10YR5/3の 混在土層。10YR8/4ロ ーム含。
4.10YR8/4・ 10YR8/6口 =ム 主体。10YR5/3土粒含。掘方埋上。

10

第62図 H54号住居址

遺物一土師器、須恵器、鉄器、石器が出上している。土師器には必 1、 碗 2、 甕 7が認められる。郭は内面ヘラミガ

キ後黒色処理が施される。ロクロからの切離方法は右回転糸切である。赤外線カメラによる観察では、外面体部に墨

書と思われる存在が確認されたが判読はできなかった。碗 2は内面ヘラミガキ後黒色処理が施される。底部には棒状

工具による同心円がみとめられ、貝占付されていた高台は欠損 している。甕 7は武蔵甕である。外面にはヘラケズリ調

整が施される。須恵器は 3～ 6の必と8の甕が出土している。ロクロから切離方法は 3・ 5。 6が回転糸切、 4はヘ

ラ切 りである。回転糸切の方向は 5が右の他は不明である。 3・ 5。 6は内外面に火欅が認められる。甕 8は底部片

である。外面は平行叩目後ヘラケズリ、内面は当具痕をナデ調整により消去 している。鉄器は 9の不明品が 1点 出土

している。石器は黒曜石製の石鏃が 1点出土 した。混入遺物である。

OH58号住居址 (第68図 、図版30・ 111)

遺構―U区で検出された。P167に 切 られ、北西方向に調査区外に延びる。隅丸長方形の平面プランを呈 し、N-24°

一Wに長軸方位をとる。長軸長5.04m×短軸長3.84m、 壁残高44cm、 面積約22。 2∬ の規模を有する。床面上で検出

された Pl～P3は主柱穴と思われる。P2・ P3は礎石を有する。Plか らはφ12cmの 柱痕が確認された。掘方から

検出された 3基の Pitの性格は不明である。調査範囲内からはカマ ド・周溝は確認されなかった。

遺物―土師器、須恵器、銅製品、石器が出土している。土師器には郭 1・ 2、 甕 9が認められる。邪は 2点共に、内

面ヘラミガキ後黒色処理、底部には手持ヘラケズリ調整が施される。甕 9は武蔵甕で「コ」字状の口縁部を呈する。

内面ナデ、外面ヘラケズリ調整が施 される。須恵器には邪 3～ 7、 ITh蓋 8、 甕10が認められる。すべてに火欅が認め

られ、ロクロからの切離方法は 4がヘラ切り後ヘラケズリの他は、回転糸切である。方向は 6が不明な他は、右であ

る。郭蓋はつまみを欠損する、天丼部に回転ヘラケズリが施される。甕は長頸広口である。銅製品は11の 帯金呉の巡
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1 暗褐色土層 (10YR3/4)φ 2～ 3 mmパ ミス多含。

第63図 H55号住居址

方が 1点出土 した。石器は12の黒曜石製の石鏃が 1点出土した。混入遺物である。

OH59号住居址 (第69図 、図版30。 112)

遺構一U区で検出された。P148。 1721こ 切 られる。隅丸方形の平面形態を呈 し、N-67° 一Wに長軸方位をとる。長

軸長3.72m×短軸長3.76m、 壁残高24cm、 面積17.4ド の規模を有する。主柱穴は Pl～P4の 4基であり、Pllを除

く他の Pitは補助である。カマ ドは北壁の中央に位置するが、掘方状態に破壊 されており、構築材は不明である。住

居の南半には壁下に周溝が巡っている。

遺物―須恵器、土師器、鉄器が出土している。須恵器には邪 1～ 5、 有台郭 6、 邦蓋 7が認められる。郭のロクロか

らの切離方法はすべて右回転糸切である。また、 3・ 4を除き火欅が認められる。有台邪は大型で身の深いもので、

回転ヘラケズリ後高台が貼付されている。邪蓋はつまみを欠損する。法量的に、6の有台lThと セットとなるようであ

る。土師器は8～ 10の 甕が出上している。すべて武蔵甕である。 8は小型、 9・ 10は大型である。 9の 国縁部は

「く」字を呈する。鉄器はHの刀子が 1点出土した。

OH60号住居址 (第70図、図版31・ 112)

遺構―X区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。西方向に調査区外に延びるため、平面形態 。規模等は不

明である。壁残高は 9 cmで あった。床面上で 3基検出されたPitの性格は不明である。柱痕は認められなかった。カ

マ ドは引ヒ壁の中央と思われる位置に検出されたが、掘方状態に破壊されており、構築材は不明である。周溝は有さな

い。

遺物―土師器、須恵器、土製品が出上 している。土師器には碗 1、 甕 3が認められる。碗は内面ヘラミガキ後黒色処

理が施 される。ロクロからの切離方法は回転糸切であるが、方向は不明である。貼付されていた高台は欠損 している。

甕は河ヽ型ロクロ甕の口縁部片である。須恵器は 2の邪が 1点出土 した。右回転糸切によリロクロから切離されている。

土製品は 4の羽口が 1点出土している。
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1.暗褐色土層 (10YR3/4)φ 2～ 3 mmパ ミス・10YR7/4・ 10YR2/2ブ ロック含。
2.にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)炭化物・10YR2/2ブ ロック含。
3.灰・焼上の混在土層。
4.にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)。
5。 10YR6/4、 10YR2/2の 混在土層。
6.5層 中に10YR8/6粒 子多含。遺物多合。
7.にぶい黄橙色粘土 (10YR6/4)カ マ ド構築土。
8..黒 褐色土層 (10YR2/2)粘 土 ,10YR6/4土 粒多含。
1 焼土。
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第65図 H56号住居址(2)
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1.にぶい責褐色土層 (10YR6/4)10YR2/2粘 土少含。

″―黒褐色土層 (10YR2/2)パ ミス少含。
焼土。 第67図  H57号住居址

OH61号住居址 (第71図、図版31・ 112)

遺構一U区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。南西隅が調査区外に延びる。隅丸長方形の平面形態を呈

し、N-88° 一Eに 長軸方位をとる。長軸長4.32m×短軸長3.68m、 壁残高36cm、 面積約19.8下の規模を有する。床

面上に検出された 8基の P■ の内、Pl～P4の 4基が主柱穴である。P3,P4か らはφ16cmの柱痕が確認された。主

柱穴 4基の柱間は南北が2.24～ 2.36m、 東西が1.32～ 1.52mで ある。カマ ドは北壁の中央に石で構築されていた。周

溝は有さない。

遺物―土師器、須恵器、鉄器、縄文土器が出土している。土師器には不 1～ 7、 皿12、 碗13～ 15、 鉢16が認められる。

IThは 1が内面暗文と黒色処理の他は、内面はヘラミガキ後黒色処理が施される。ロクロからの切離方法は底部が残存

しない 7を除き回転糸切であり、方向は 3が不明の他は右である。 6'7に は外面体部に「信」の墨書が認められる。

皿は12が 1点出土している。内面はヘラミガキ後黒色処理、ロクロからは右回転糸切で切離され、高台が貼付されて
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1 灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR2/2含 。
2 にぶい責掲色土層 (10YR6/4)10YR2/2多 含。
3 にぶい黄褐色土層 (10YR6/4)砂 質。
4 黒褐色土層 (10YR2/2)φ l～ 2 mmパ ミス少含。
5 柱痕 (10YR3/4)。
0.灰黄色粘土 (25Y7/2)。
オ.黒褐色土層 (10YR2/2)。
a― 黒褐色土層 (10YR2/3)。
針.10YR2/2、 10YR2/3、 10YR7/2の 混在土層。掘方埋土。

恒≡](圧≡]11

第68図  H58号住居址

いる。碗は 3点共に内面はヘラミガキ後黒色処理が施 される。ロクロからの切離方法は13・ 14が方向不明回転糸切、

15は回転ヘラケズリ調整により、不明である。高台は 3点共に付高台である。鉢16は底部を欠損する。内面はヘラミ

ガキ後黒色処理が施される。須恵器は郭 8～ 10、 邦蓋H、 甕17が認められる。杯は 3点共に右回転糸切によリロクロ

から切 り離されている。邪蓋Hは口縁部を欠損する。外面天丼部には回転ヘラケズリが施 され、扁平な擬宝珠つまみ

が貝占付されている。甕17は広口短頸のもので、内外面にロクロナデが施される。鉄器は19が 1点出土 している。性格

は不明である。縄文土器18は混入遺物である。後期の所産と思われる。

OH62号住居址 (第 72図、図版32・ 112)

遺構一U区で検出された。遺構の大部分は西方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は不明である。壁残高

16cmで あった。北東隅には土坑状の落ち込みが認められるが、全容が不明なため性格は不明である。Pit・ カマ ド・

周溝等は認められなかった。
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(10YR3/4)。

(10YR2/3)。

(10YR2/2)10YR4/2粘 土含。

(10YR2/3)ゆ 1～ 2 mmパ ミス少含。

(10YR3/3)10YR8/1粘 土ブロック含。

(10YR2/3)10YR6/3粘 土ブロック少含。

(10YR3/2)10YR7/3粘 土多含、炭化物少含。掘方埋土。

斡
1.暗褐色土層
2.黒褐色土層
3.黒褐色土層
4.黒褐色土層
5.暗褐色土層
6.黒褐色土層
■.黒褐色土層
B.焼   土。

0   標高 67288m 2m

"― ∇  117

第69図  H59号住居址

遺物―土師器 と須恵器が出土 している。土師器は 1の 郭が 1点認められる。内面ヘラミガキ後黒色処理で、ロクロか

らの切離方法は、手持ヘラケズリ調整により不明である。外面は全面に赤彩が施 されている。須恵器 も 2の 不が 1点

認められる。ロクロからの切離方法は回転糸切であるが、方向は不明である。内外面に火欅が認められる。

OH63号住居址 (第73国 、図版32・ 112)

遺構―X区で検出された。F5号掘立柱建物址 を切 る。東方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は判然 と

しない。壁残高12cmで あった。 1基検出 された Pitの性格 は不明である。カマ ド・周溝は調査範囲内には存在 しな

かった。

遺物―黒曜石製の石鏃が 1点出土 した。混入遺物である。

OH64号住居址 (第74図 、図版32・ 112)

遺構―X区で検出された。遺構の大半は東方向に延び るため、平面形態・規模等は判然 としない。壁残高は24cmで
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1.黒褐色土層 (10YR3/2)。
2.黒褐色土層 (10YR2/3)。
3.暗 4B色 土層 (10YR3/3)。

簸 ЮYR2/2、 10YR7/3の 混在土層。掘方埋土。
1半 焼上。
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黒褐色土層
黒掲色土層

0  標高 67280m  2m
l     1     1

(10YR3/2)10YR2/2・ 10YR7/3粒 f含 。

(10YR2/2)10YR6/4～ 10YR6/6鉄 分多含。

Ｓ�
0  標高 67300m  2m
1

第73図 H63号住居址
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第70図  H60号住居址

1.褐色土層 (10YR4/4)φ l～ 2 mm大パミス含。
2.暗褐色土層 (10YR3/4)。
3.黒褐色土層 (10YR2/3)10YR5/3プ ロック少含、φ2～ 3 mn大パミス少含。
4.にぶい責褐色上層 (10YR5/3)粘 質土。鉄分の

0  標高 67300m  2m

第72図 H62号住居址

0  標高 67268m  2na

H64号住居址64
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l.に ぶい黄褐色土層 (10YR6/4)。
2.灰責褐色土層 (10YR4/2)10YR8/4粒 子含。

3.褐色土層 (10YR4/4)10YR2/2ブ ロック含。
4.黒褐色土層 (10YR2/2)パ ミス・10YR5/6ブ ロック含。

■ 柱痕。

ゆ1 焼土。
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0  標高 67370m  2m

第71図 H61号住居址
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あった。P■・カマ ド・周溝等は調査範囲内には存在 しなかった。

遺物―土師器が出土している。 1は IThで、内面はヘラミガキ後黒色処理が施 される。ロクロからの切離方法は底部を

欠損するため不明である。 2は ロクロ甕の底部である。内面ナデ、外面にはヘラケズリ調整が施される。

OH65号住居址 (第75図 、図版33・ 112・ 113)

遺構―X区で検出された。P272に切られる。隅丸長方形の平面プランを呈 し、N-86° 一Wに長軸方位をとる。長軸

長3.08m× 短軸長2.6m、 壁残高38cm、 面積9.8ド の規模を有する。 4基の Pitが検出されたが、柱痕は確認 されな

かった。Pl・ P2が主柱穴の可能性 も想定される。カマ ドは北壁の中央に粘土と石で構築 されていたが、掘方状態

に破壊 されていた。周溝は有さない。

遺物―土師器、須恵器、灰釉陶器が出土 している。土師器には郭 1～ 8、 碗 9、 鉢12・ 13、 甕14・ 15が認められる。

不はすべてが内面ヘラミガキ後黒色処理で、ロクロからは右回転糸切により切り離されている。碗は内面ヘラミガキ

後黒色処理で、回転方向不明の糸切によリロクロから切離される。貼付された高台は欠損 している。鉢12は金属器の

◎P2  ◎m

③P3

0  標高 67260m  2m

灰 黄 褐色 土層 (10YR4/2)。
灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR2/2・ 10YR8/6土 粒多含。
灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR2/2・ 10YR8/6土 粒多含、焼土・炭化物含。
暗褐色土層 (10YR3/4)10YR2/2粒 子・鉄分を含。
暗褐色土層 (10YR3/3)鉄 分少含。
黒褐色土層 (10YR2/3)鉄 分含。
にぶい黄橙色土層 (10YR7/3)10YTR3/2含 。掘方埋土。
黒褐色土層 (10YR3/2)10YR2/2・ 粘土 鉄分含。カマ ド掘方埋土。
焼土。

ヽ    /梧

-19
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第75図 H65号住居址



模倣である。内外面ヘラミガキ後黒色処理が施される。底部は欠損する。鉢13は底部片である。内面ヘラミガキ後黒

色処理、ロクロからは右回転糸切により切離されている。甕14・ 15は ロクロ甕である。 2点共に底部片で、小型の14

は右回転糸切によリロクロから切離されている。大型の15は内面ハケメ、外面にはヘラケズリ調整が施される。須恵

器には邪10。 11、 壷16・ 17が認められる。16は長頸壷の頸部である。17は体部～底部の破片である。ヘラケズリ後高

台が貼付されている。灰釉陶器は18の碗と器種不明の底部19が 出上している。19の外面高台内には、肉眼では確認で

きなかった墨書の存在が、赤外線カメラにより明らかとなった。全容が不明なため判読はできない。

OH66号住居址 (第76図 、図版34。 113)

遺構一U区で検出された。H57・ 58・ 61号住居lk、 Pl19。 122・ 132・ 133・ 135～ 141。 167・ 169。 170・ 173に 切 られ

るため平面形態・規模等は判然としない。壁残高58cmで あった。主柱穴は礎石を伴うPl～P3の 3基 と均等位置に

設定された礎石が存在したものと推測される。柱間は3.08～ 3.36mで ある。これらとは別に P4・ P5・ P12か らはφ16cm

の柱痕が確認された。北半部の壁沿いに壁柱穴が巡らされるようである。カマ ドは北壁の中央に粘土と石で構築され

ていた。自然に崩壊 した状態である。周溝は東北隅～北壁下に巡らされていた。

遺物一土師器、須恵器、土製品が出土している。土師器には邪 1・ 2、 甕12・ 13が認められる。イは 2点共に内面ヘ

ラミガキ後黒色処理で、外面底部には手持ヘラケズリ調整が施される。甕は 2点共に武蔵甕である。12は「く」字口

縁を呈し、内面ナデ、外面ヘラケズリ調整が施される。13は底部片である。須恵器は必 3～ 5、 有台lTh 6～ 8、 不蓋

9～ 11、 甕14が認められる。必は 3点共に火欅が認められ、ロクロからの切離方法は 3が右回転ヘラ切り、 4が方向

不明回転糸切、 5が右回転糸切である。有台邪もすべてに火欅が認められる。底部は回転ヘラケズリ後高台が貼付さ

れている。郭蓋は 3点共につまみを欠損する。 9。 11に は火欅が認められ、外面天丼部に回転ヘラケズリが施される。

甕は底部片で、外面は格子叩目後底部周縁にヘラケズリを加える。内面はナデ調整により当具痕を消去 している。土

製品は15の 羽口片が 1点出土した。

OH67号住居址 (第77図 、図版35・ 113)

遺構―X区で検出された。F7号掘立柱建物址に切 られ、西方向に調査区外に延びる。隅丸長方形の平面プランを呈

し、N-12° 一Eに 長軸方位をとる。長軸長4.48m×短軸長3.68m、 壁残高20om、 面積約19.3ドの規模を有する。掘

方を合め12基の Pitが検出されたが、柱痕は確認されていない。Pl～P4の 4基が主柱穴の可能性が高い。カマ ドは

北壁の中央に検出されたが、掘方状態に破壊されていた。周溝は有さない。

遺物一土師器、須恵器、石器が出土している。土師器には郭 1・ 2が認められる。 2点共に内面ヘラミガキ後黒色処

理で、ロクロからは右回転糸切により切離されている。須恵器は邪 3～ 7、 壼 8が認められる。郷は底部を欠損する

5を除き、ロクロからは右回転糸切により切離される。 4・ 7は火欅が認められる。壺は底部片である。回転ヘラケ

ズリ後高台が貼付されている。石器は 9の黒曜石製の石鏃が出土している。混入遺物である。

OH68号住居址 (第78図、図版35。 114)

遺構一U区で検出された。H58・ 61号住居址に切られ、北西方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は不明

である。壁残高68卿であった。調査範囲内には Pit・ カマ ド・周溝等は存在しなかった。

遺物―土師器と須恵器が出上している。土師器は 1の郭が 1点認められる。外面にヘラケズリ調整が施される。須恵

器も2の有台邪が 1点出土した。回転ヘラケズリ後高台が貼付されている。

OH69号住居址 (第79図 、図版36・ 114)

遺構一X区で検出された。P317に切られる。東方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は不明である。壁残

高は26cmで あった。調査範囲内には Pit・ カマ ド・周溝等は存在しなかった。

遺物―須恵器郭が 2点出上 している。ロクロからの切離方法は 2点共に回転糸切りであるが、方向は不明である。火

欅が認められる。

OH70号住居址 (第80図 、図版36・ 114)

遺構一X区で検出された。H67号住居址・F7号掘立柱建物址 。Pit等に切 られため、平面形態 。規模等は不明である。

壁残高24cmで あった。 7基検出された Pitか らは柱痕は確認されなかった。柱穴のあり方、Pitの 性格は判然としな

い。カマ ドは北壁の中央と思われる位置に存在する。掘方状態に破壊されているため、構築材等は不明である。周溝
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1.暗褐色土層 (10YR3/3)φ 2～ 3 nmパ ミス少含。
2.焼上主体。10YR6/4粒 子・炭化物含。
3.10YR6/4、 10YR7/3の 混在土層。
4.にぶい責橙色土層 (10YR6/4)10YR2/2粒 子含。
5.に ぶい黄橙色土層 (10YR6/4)10YR2/2粒 子・焼土・灰・炭化物含。
6.に ぶい責橙色土層 (10YR6/4)鉄分多含、10YR2/2粒 子・焼上・灰・炭化物含。
7 柱痕 (10YR3/2)。
8.に ぶい黄橙色粘土 (10YR7/3)カマド構築土。
,.焼上。
範 カマド掘方埋土。

鰹

≦ ≦ ≦ ≡ 璽 ≧ ≧ ≧ ≧ 項 10

0  標高 67550m  2m

〔も

‐９

第76図 H66号住居址



⑧

《 )P5

⑨ 3卜| ◎馳

Q

Ｑ
一

〇
一

Ｃ

一　

訃
毎
巨
外

P

K        L

斡
U        V

0  標高 67250m  2m

2.暗褐色土層 (10YR3/3)φ 4～ 5 mm大の鉄分含。
3.暗褐色土層 (10YR3/4)。
4.褐色土層 (10YR4々)鉄分・粘土ブロック多含。
5.暗褐色土層 (10YR3/4)鉄分ブロック含。
6 暗褐色土層 (10YR3/3)鉄分・粘土ブロック含。

焼土。

第77図 H67号住居址 9(原寸)

は調査範囲内には存在しなかった。

遺物―須恵器と土師器が出土した。須恵器には郭 1・ 2と 郭蓋 3が認められる。郭は 2点共に右回転糸切によリロク

ロから切離されており、内外面には火欅が認められる。不蓋 3はつまみを欠損する。器高が高い。土師器は 4の鉢が

1点出土している。内面はヘラミガキ後黒色処理が施され、外面底部とその周縁にはヘラケズリ調整が施される。

OH71号住居址 (第31図 、図版36・ 114)

遺構―X区で検出された。Pitに 切られ、攪乱による破壊を受け、西方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模

等は不明である。壁残高24cmで あった。 1基検出された Pitの 性格は不明である。調査範囲内にはカマ ド・周濤等は

存在しなかった。

遺物―土師器と須恵器が出土している。土師器には不 1、 甕 6・ 7が認められる。不は内面に暗文と黒色処理が施さ

れ、ロクロからは右回転糸切により切離される。口縁部は欠損する。甕は 2点共にロクロ甕である。 6は体部外面に

ヘラケズリが施される他は、ロクロナデである。回縁部は「く」字で、外傾は少ない。 4は底部片で、内面ナデ、外

面にはヘラケズリ調整が施される。須恵器は郭 2、 有台郭 3、 重 5が認められる。郷はロクロからヘラで切離されて

いる。口縁部は欠損する。有台邦は底部片で付高台である。ロクロからの切離方法は不明である。壼も底部片である。
ヘラケズリ後高台が貼付されている。
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OH72号住居址 (第82図 、図版37・ 150)

遺構―G区で検出された。カマ ドの煙道部が検出されただけであり、住居の本体は調査区外に存在するため、他遺構

との重複関係・平面形態・規模等は不明である。カマ ドが北壁に石と粘土で構築されていることが判明したにすぎな

い 。

遺物一土師器が出土している。 1は郭である。内面に

は黒色処理が施され、ロクロからは回転方向不明の糸

切で切離されている。 2は ロクロ甕である。受口気味

の「く」字口縁を呈し、口唇部内側には凹線が巡る。

内面にはカキメ状のナデ、外面は体部下半にヘラケズ

リ調整が施される。

OH73号住居址 (第33図、図版37・ 114)

遺構―H区で検出された。Pitに より切 られ、攪乱に

よる破壊を受ける。隅丸方形の平面形態を呈 し、N―

6° 一Wに長軸方位をとる。長軸長4.2m× 短軸長4.12

―≡
調
査
区
外

引
せ
集

1.黒褐色上層 (ЮYR2/2)10YR6/4少含。
2.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR7/3含 。   o  標高 年5101n  2m
3.黒褐色土層 (10YR2/2)。
4.10YR2/2、 10YR7/3の 混在土層。10YR6/4合 。
5.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR7/3多 含。

0  標高 67280m  2m

1 黒褐色土層 (10YR3/2)10YR2/2・ 10YR6/4粒子多含。

下面に厚 2～ 3 cnの 炭化物層。

2 にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR2/2・ 10YR7/3 鉄分含。掘方埋土

第79図 H69号住居址

ヽ
                        1

2

第78図 H68号住居址

Ｄ
一

Ｆ
一 0  標高 67250m  2m

1.黒褐色土層 (10YR3/2)
2 黒褐色土層 (10YR2/2)
3.黒掲色土層 (10YR2/2)

焼上。

|           く
|

10YR7/3粘 土・炭化物含。
10YR7/3粘 上・10YR6/6多 含。
10YR7/3粘 土・炭化物含。

<

第80図 H70号住居址



Q 1 責褐色土 (10YR5/3)、 黒掲色土 (10YR2/2)の 混在土層。

0  標 高 67240m  2na

Q

1 灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR6/6・ 10YR5/3含 。
2 10YR3/4ロ ーム、10YR2/3、 10YR4/2の 混在土層。

H72号住居址

第32図 H72号住居址
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第81図 H71号住居址

m、 壁残高52cm、 面積20.6∬ の規模を有す

る。Pl～P4の 4基の Pitが主柱穴を構成

する。柱痕は確認できなかった。柱間は長

軸方向に3.08～ 3.24m、 短軸方向に2.0～

2.28mで あった。南壁下中央に構築される

P5～P7の 3基の P比 は出入り口に係わる

ものかも知れない。カマ ドは北壁の中央部

分に石と粘土で構築されていた。カマ ド前

方には構築材と思われる石が散舌ししていた

が、覆土の観察から、住居址内部に土砂が

進入 。堆積してから、これらの石の大部分

は散乱 したことが明らかであり、人為的な

破壊ではない。周溝はカマ ド部分や南壁中

央、北東隅部分で部分的に途切れるが、壁

下を全周 している。

遺物一土師器、須恵器、土製品、石器が出

土 している。土師器には郭 1～ 12、 碗13・ 14、 耳皿15。 16、 甕17・ 18が存在する。必は底部が残存する 1～ 7は ロク

ロから回転糸切により切離される。方向は不明な 5を除き、右である。内面は 1・ 3が放射状暗文と黒色処理、 2・
5・ 6,7・ 9'10,12が粗いヘラミガキ調整後黒色処理、 4がヘラミガキ後黒色処理、 8。 11が暗文と黒色処理が

施 される。また、 1～ 3,6・ 12は外面体部に墨書が書 される。字は 3が倒位の「生」、他は正位の「子」である。

碗は 2点共に右回転糸切によリロクロから切離される。13が内面ヘラミガキ後黒色処理、14が内面十字暗文後黒色処

理、外面は粗いヘラミガキ後黒色処理が施される。耳皿は 2点共に右回転糸切によリロクロから切離される。内外面

共にヘラミガキ後黒色処理が施される。15は焼成前に単孔が口縁部に穿たれている。甕は 2点共にロクロ甕である。

17は小型、18は大型である。内外面にロクロナデが施される。須恵器は19の 邪、20。 21の甕が出土 している。不のロ

クロからの切離方法は回転糸切であるが方向は不明である。甕は 2点共に破片である。20は肩部片で、内外面共にナ

デ調整、21は体部片で、外面平行叩日、内面当具痕とカキメが施 されている。土製品は土錘が 1点出土 している。石

器は使用痕が認められる黒曜石剥片と、粗大石匙状の打製石器が出土 している。 2点共に混入遺物である。

饗謡

調査区外



灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR6/6ロ ーム・loYR2/2多 含。人為坦土。

浅責橙色土層 (10YR8/4)ロ ーム主体。10YR6/6・ 10YR5/3含 。人為埋上。

黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム少含。
10YR6/6 10YR8/4ロ ーム主体。 10YR4/2少 含。

10YR8/4ロ ーム主体。10YR4/2少合。
10YR8/4ロ ーム、10YR2/3、 10YR4/2の 混在土層。

10YR8/4ロ ーム主体。 10YR3/2・ 10YR4/2)｀ 含。

10YR8/4ロ ーム主体。10YR4/2少含。

にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)10YR8/4ロ ーム多含。
カマ ド構築粘土。

焼上。
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第 2節 掘立柱建物址
OFl号掘立柱建物址 (第34図 、図版37)

遺構―G区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。東方向に調査区外に延びるため、形態・規模は不明であ

る。南北 2間×東西 ?の総柱式の掘立柱建物址と思われるが、全容は不明である。南北を桁行と仮定するならば、桁

行4.56m、 桁行柱間2.12m、 梁間 ?、 梁間柱間2.12mで 、N-82° 一Wに長軸方位をとる。柱穴の規模は径64～ 68cm、

深度36～ 70cm、 柱痕 φ20～24cmで あった。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OF2号掘立柱建物址 (第34図 、図版38)

遺構―U区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。 2間× 1間の側柱式で、桁行2.88× 梁間2.84m、 桁行柱

問1.4～1.44m、 梁問柱間2.84mで 、N-5° 一Eに長軸方位をとる。柱穴の規模は径24～ 44cm、 深度 8～ 52cmで あっ

た。柱痕は確認されなかった。面積は8.2∬である。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OF3号掘立柱建物址 (第84図、図版38)

遺構―U区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。 1間 × 1間の側柱式である。桁行3.96×梁間1.18mで N
-81° ―Wに長軸方位をとる。柱穴規模は径108～ 112cmで 深度52～72cmで ある。柱痕は確認できなかった。面積は

4.7∬ である。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OF4号掘立柱建物址 (第85図 、図版39)

遺構一Q区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。南北方向に調査区外に延びるため、全容は不明である。

側柱式で、N-52° 一Wに長軸方位をとる①桁行柱間1.56～ 2.6m、 梁間柱間3.04mで ある。柱穴規模は径44～ 52cm、

深度 8～ 32cm、 柱痕 φ16cmで ある。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OF5号掘立柱建物址 (第35図 、図版39)

遺構―X区で検出された。H63号住居址に切られる。3間× 2間の側柱式で、桁行6.08m×梁間4.64m、 桁行柱間1,76

～2.28m、 梁間柱間2.24～ 2.4mで ある。長軸方位はN-83° 一Wに とる。柱穴規模は径28～ 76cm、 深度20～ 56cm、

柱痕 φ12～ 18cm、 面積27.1ド である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OF6号掘立柱建物址 (第86図、図版39)

遺構一X区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。 2間× 2間の総柱式で、桁行4.44m×梁間4.Om、 桁行

柱間2.2～ 2.24m、 梁間柱間2,Omで ある。長軸方位は N-4° 一Wに とる。柱穴規模は径76～ 140cm、 深度28～ 44cm、

柱痕 φ20cm、 面積17.8ド であった。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OF7号掘立柱建物址 (第86図、図版40・ 114)

遺構―X区で検出された。H67・ 70号住居址を切る。P8,P9の 2基の柱穴が東方向に調査区外に延びる。 3間× 2

間の側柱式で、桁行5。 6m×梁間4.12m、 桁行柱間1.76～ 2.Om、 梁間柱間1.88～ 2.24mで ある。N-6° 一Eに長軸

方位をとる。柱穴規模は径68～ 96cm、 深度20～ 52cm、 柱痕 φ16～ 20cm、 面積23.1ば であった。

遺物―鉄鏃の茎部片が 1点出土 した。

○柱列 1(第 123図 )

遺構―I区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。 4基 1列の柱列である。長さは芯から芯で4.4m、 深度

15～ 35cmで ある。柱痕は確認できなかった。
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1.黒褐色土層 (10YR2/2)。
2.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR6/6・ ローム粒子含。
3.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR4/4粒 子含。
4.柱痕 (10YR3/2)。
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黒褐色上層 (10YR2/2)。
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1.暗褐色土層 (10YR3/3)φ 2～ 3 cmパ ミス・10YR7/6ロ ーム・19YR2/2含 。
2.黒褐色土層 (10YR2/3)。
3.黒褐色上層 (10YR3/2)10YR2/2・ 10YR6/6ロ ームブロック含
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0  標高 68462m  2m
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黒褐色土層 (10YR22)φ l～ 2 mmパ ミス少含。
黒褐色土層 (10YR2/2)φ l～ 2 mmパ ミス多含。
柱痕 (10YR2/2)。
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1.10YR7/3、 10YR2/2の混在土層。

2.黒掲色土層 (10YR2/2)10YR7/3粘 上少含。

柱痕 (10YR3/2)。

0  標高 67260m  2m
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1.黒褐色土層 (10YR3/2)。
2.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/4砂 粒含。

3.柱痕。
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0   標高 67250m 2m1.責橙色土層 (10YR8/6)10YR2/2少 含。
2.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR2/2・ 10YR8/6含 。
3.柱痕 (10YR3/2)
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遺物―出土遺物は皆無であった。

第 3節 土坑
ODl号土坑 (第87図 、図版40・ 115)

遺構―I区で検出された。D6号土坑を切る。方形の平面形態を呈 し、N-76° 一Wに長軸方位をとる。長軸長2.0×

短軸長1,92m、 壁残高76cm、 面積3.2ドの規模を有する。

遺物―土師器と須恵器の郭が各 1点 と図化不可能な鉄滓が 1点出土している。土師器杯 1は内面に暗文と黒色処理が

施される。ロクロからは右回転糸切により切離される。須恵器jTh 2も 右回転糸切によリロクロから切離される。火欅

が認められる。

OD2号土坑 (第87図 、図版40)

遺構―I区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。長方形の平面形態を呈 し、N-8° 一Wに長軸方位 をと

る。長軸長1.8×短軸長1.32m、 壁残高44cm、 面積2.0∬ の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD3号土坑 (第87図 、図版40)

遺構―I区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。rHr円 形の平面形態を呈 し、N-53° 一Eに長軸方位をとる。

長軸長1.90× 短軸長1.36m、 壁残高52cm、 面積2.2∬ の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD4号土坑 (第87図 、図版40)

遺構一N区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。長方形の平面形態を呈 し、N-0° 一Wに長軸方位 をと

る。長軸長2.84× 短軸長2.Om、 壁残高84cm、 面積5.8だ の規模を有する。覆土は人為埋土であった。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD5号土坑 (第87図 、図版 2)

遺構一N区で検出された。H4号住居址を切る。円形の平面形態を呈 し、N-75° 一Eに長軸方位をとる。長軸長2.28

m×短軸長2.12m、 壁残高88cm、 面積3.8だ の規模を有する。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OD6号土坑 (第 37図 、図版41・ 115)

遺構―I区で検出された。Dl号土坑に切 られる。平面形態は、長方形の上坑 3基の切 り合い状態の観を呈する不整

形であるが、覆土からは同一のものとして捉えられた。N-36° 一Eに長軸方位をとり、長軸長約2.96m× 短軸長2.12

m、 壁残高48cm、 面積約4.3∬ の規模を有する。

遺物―土師器不と灰釉陶器小瓶が各 1点出土 している。土師器郷 1は内面に暗文と黒色処理、底部にはヘラケズ リ調

整が施 される。灰釉陶器小瓶 2は頸部片である。

OD7号土坑 (第87図 、図版41・ 115)

遺構―I区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-15° 一Eに長軸方位をとる。

長軸長0.8× 0.52m、 壁残高16cm、 面積0.3ド の規模を有する。

遺物―土師器IThが 1点出土 した。内面ヘラミガキ後黒色処理、ロクロからは右回転糸切により切離 されている。

OD3号土坑 (第 88図 、図版41)

遺構一N区で検出された。北方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は判然としない。短軸長約1.2m、 壁

残高28cmで あった。

遺物―出土遺物は皆無であった。



OD9号土坑 (第88図、図版41)

遺構一N区で検出された。他遺構 との重複関係は有 さない。円形の平面形態を呈 し、N-80° 一Wに長軸方位 をとる。

長軸長1.28×短軸長1.24m、 壁残高40cm、 面積1.3ドの規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD10号土坑 (第88図 、図版41)

遺構一N区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。長方形の平面形態を呈 し、N-80° 一Wに長軸方位をと

る。長軸長2.0×短軸長10.4m、 壁残高26cm、 面積1.9だの規模を有する。

遺物一出土遺物は皆無であった。

ODll号土坑 (第 88図 、図版42)

遺構一N区で検出された。境乱による破壊を受ける。不整な楕円形の平面形態を呈 し、N-85° 一Wに長軸方位をと

る。長軸長約2.56× 短軸長1.08m、 壁残高48cm、 面積約2.15∬ の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD12号土坑 (第 88図 、図版42)

遺構一N区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。東方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は判

然としない。短軸長約1.2m、 壁残高40cmであった。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD13号土坑 (第88図 、図版42・ 115)

遺構一N区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。長方形の平面形態を呈 し、N-5° 一Eに 長軸方位 をと

る。長軸長2.12× 短軸長0.84m、 壁残高28cm、 面積1,7下 の規模を有する。

遺物―土師器邪が 1点出土 している。内面には十字暗文と黒色処理が施され、ロクロからは右回転糸切で切離 される。

OD14号土坑 (第88図 、図版42)

遺構一N区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。長方形の平面形態を呈 し、N-14° 一Wに長軸方位 をと

る。長軸長1.45×短軸長0.64m、 壁残高28cm、 面積0.6だ の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD15号土坑 (第88図 、図版42)

遺物一N区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。長方形の平面形態を呈 し、N-78° 一Eに長軸方位 をと

る。長軸長1.4×短軸長1.12m、 壁残高60cm、 面積1.5rの規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD16号土坑 (第 38図 、図版43・ 115)

遺構一N区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。長方形の平面形態を呈 し、N-83° 一Wに長軸方位をと

る。長軸長2.08× 短軸長0.88m、 壁残高40cm、 面積1.8∬の規模を有する。

遺物―土師器郭が 1点出土 している。内面ヘラミガキ後黒色処理、ロクロからは右回転糸切により切離される。

OD17号上坑 (第89図 、図版43)

遺構―C区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-30° 一Wに長軸方位 をと

る。長軸長1.2×短軸長1.Om、 壁残高28cm、 面積0.9∬ の規模を有する。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OD18号土坑 (第 89図 、図版43)

遺構一C区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。突出部を有する長方形の平面形態を呈 し、N-4° 一W
に長軸方位をとる。長軸長2.24×短軸長1.36m、 壁残高26cm、 面積2.2∬ の規模を有する。
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遺物―出土遺物は皆無であった。

OD19号上坑 (第89図 、図版43)

遺構一N区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-10° 一Eに長軸方位をと

る。長軸長1.72×短軸長1.24m、 壁残高24cm、 面積1.9∬ の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD20号土坑 (第89図 、図版43)

遺構一L区で検出された。境乱による破壊を受ける。長方形の平面形態を呈 し、N-10° 一Eに長軸方位をとる。長軸

長1,92×短軸長約1.6m、 壁残高48cm、 面積約2r7ド の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD21号土坑 (第89図 、図版44)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。円形の平面形態を呈 し、N-35° 一Wに長軸方位をとる。

長軸長1.16×短軸長1.12m、 壁残高68cm、 面積1.0∬の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD22号上坑 (第39図 、図版44・ 115)

遺構一M区で検出された。D31号土坑を切る。楕円形の平面形態を呈 し、N-40° 一Eに長軸方位をとる。長軸長1.2

×短軸長0,92m、 壁残高48cm、 面積0.8rの 規模を有する。

遺物―土師器邪が 1点出土 している。底部を欠損する。内面にはヘラミガキ後黒色処理が施される。

OD23号上坑 (第39図 、図版44)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-87° 一Wに長軸方位をと

る。長軸長1.0× 短軸長0.88m、 壁残高40cm、 面積0。 7ド の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD24号土坑 (第89図 、図版44)

遺構一M区で検出された。他遺構 との重複関係は有さない。長方形の平面形態を呈 し、N-3° 一Eに長軸方位 をと

る。長軸長1.64×短軸長0。 92m、 壁残高16cm、 面積1.3だ の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD25号土坑 (第89図 、図版44)

遺構一M区で検出された。東方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は判然としない。短軸長約0,96m、

壁残高28cmの規模を有する。

道物一出土遺物は皆無であった。

OD26号土坑 (第90図 、図版44・ 115)

遺構一I区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-73° 一Eに長軸方位をとる。

長軸長1.24×短軸長0.96m、 壁残高40cm、 面積1.0∬の規模を有する。

遺物一土師器郭 1・ 甕 2、 須恵器甕 3が出土した。土師器邪 1は底部を欠損する。内面にはヘラミガキ後黒色処理が

施 される。土師器甕 2は ロクロ甕の底部である。須恵器甕 3も 底部片である。内面ナデ、外面ヘラケズリ調整が施さ

れる。

OD27号土坑 (第90図 、図版44)

遺構一M区で検出された。他遺構 との重複関係は有 さない。円形の平面形態を呈 し、N-35° 一Eに長軸方位をとる。

長軸長1.0×短軸長0。 92m、 壁残高36om、 面積0。 7∬ の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。



OD28号土坑 (第90図 、図版45。 115)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。円形の平面形態を呈 し、N-9° 一Eに長軸方位をとる。

長軸長 0。 96× 短軸長0.92m、 壁残高24cm、 面積0.7ド の規模を有する。

道物―鉄鏃が 1点出土した。長頸・箆被で鏃身は柳葉・両丸、逆刺は腸扶である。箆被部分には内部空洞の貝殻形の

付着物が認められる。

OD29号土坑 (第90図 、図版45・ 115)

遺構一M区で検出された。D40号土坑・M5号溝址を切る。長方形の平面形態を呈 し、N-69° 一Eに 長軸方位をと

る。長軸長2.0×短軸長1.84m、 壁残高28cm、 面積2.8下 の規模を有する。

遺物―土師器郭が 1点出土 している。

OD30号土坑 (第90図 、図版45。 115)

道構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。長方形の平面形態を呈 し、N-4° 一Eに長軸方位をと

る。長軸長2.56×短軸長2.28m、 壁残高32cm、 面積5,3ド の規模を有する。

遺物一土師器不の底部が 1点出土 した、内面ヘラミガキ後黒色処理、底部にはヘラケズリ調整が施される。

OD31号土坑 (第90図 、図版45)

道構一M区で検出された。D22号土坑に切られるため、平面形態・規模等は判然としない。短軸長約0。 96m、 壁残高

32cmの規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD32号土坑 (第90図 、図版45。 115)

遺構一M区で検出された。D40号 土坑 。M5号溝址を切る。方形の平面形態を呈 し、N-13° ―Eに 長軸方位をとる。

長軸長2.20× 短軸長2.16m、 壁残高16cm、 面積4.2ド の規模を有する。

遺物―土師器ロクロ甕の口縁部が 1点出土 した。器形的には壼形である。

OD33号土坑 (第91図 、図版45)

遺構―L区で検出された。攪乱による破壊を受ける。長方形の平面形態を呈 し、N-77° 一Wに長軸方位をとる。長

軸長1.88× 短軸長約1.52m、 壁残高52cm、 面積2.4だ の規模を有する。覆土は人為埋上である。

道物―出土遺物は皆無であった。

OD34号土坑 (第91図、図版46)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。円形の平面形態を呈 し、N-0° ―Eに長軸方位をとる。

長軸長0.76× 短軸長約0。 72m、 壁残高 8 cm、 面積0.4ド の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD35号土坑 (第91図、図版46)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-8° 一Eに長軸方位をと

る。長軸長0.76×短軸長約0.64m、 壁残高 8 cm、 面積0.4だ の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD36号土坑 (第91図 、図版46)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-68° 一Eに長軸方位をと

る。長軸長1.2×短軸長約0.92m、 壁残高16cm、 面積0.8だ の規模を有する。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OD37号土坑 (第91図、図版46)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-0° 一Wに長軸方位をと
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る。長軸長1.2×短軸長約1.08m、 壁残高16cm、 面積0.9ド の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD38号土坑 (第91図 、図版46)

道構一M区で検出された。D39号土坑を切る。楕円形の平面形態を呈 し、N-6° 一Eに長軸方位をとる。長軸長0.84

×短軸長約0.68m、 壁残高16cm、 面積0.4∬ の規模を有する。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OD39号土坑 (第91図 、図版46)

遺構一M区で検出された。D38号土坑に切 られる。楕円形の平面形態を呈 し、N-30° 一Wに長軸方位をとる。長軸

長約1.0×短軸長約0.8m、 壁残高20cm、 面積0.6ド の規模を有する①

遺物一出土遺物は皆無であった。

OD40号土坑 (第91図 、図版46)

遺構一M区で検出された。D29号 ・D32号土坑に切 られ、M5号溝址を切る。方形の平面形態を呈 し、N-0° 一Eに

長軸方位をとる。長軸長2.36×短軸長約2.32m、 壁残高44cm、 面積5。 2ド の規模を有する。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OD41号土坑 (第91図 、図版47・ 115)

遺構一M区で検出された。M8号濤址を切る。長方形の平面形態を呈 し、N-44° 一Eに長軸方位をとる。長軸長1.44

×短軸長0,76m、 壁残高40cm、 面積1.0ポの規模を有する。

遺物一土師器郭が 2点出土 した。 2点共に内面ヘラミガキ後黒色処理、ロクロからの切離方法は右回転糸切である。

1は外面体部に「万」 ?墨書が認められる。

OD42号土坑 (第 92図、図版47)

遺構一M区で検出された。攪乱による破壊を受ける。円形の平面形態を呈 し、N-10° 一Eに長軸方位をとる。長軸

長0.68× 短軸長0.68m、 壁残高45cm、 面積0.4ド の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD43号土坑 (第92図 、図版47)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-60° 一Wに長軸方位 をと

る。長軸長0.72× 短軸長0.6m、 壁残高1lcm、 面積0。 3∬ の規模を有する。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OD44号土坑 (第92図、図版47・ 115)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。円形の平面形態を呈 し、N-0° 一Eに長軸方位をとる。

長軸長0.72× 短軸長0.68m、 壁残高52cm、 面積0.3∬ の規模を有する。

遺物一土師器甕の底部片が 1点出土した。右回転糸切によリロクロから切離されている。

OD45号土坑 (第92図 、図版47・ 115)

遺構一M区で検出された。D46号土坑に切 られる。長方形の平面形態を呈 し、N-20° 一Wに長軸方位をとる。長軸

長1.36× 短軸長0.8m、 壁残高40om、 面積約0,9rの 規模を有する。

遺物―土師器郭が 1点出土した。内面はヘラミガキ後黒色処理、右回転糸切によリロクロから切離され、周縁著躊には

ヘラケズリ調整が施される。また、外面体部には 円ヽ「」の墨書が書される。

OD46号土坑 (第92図 、図版47)

遺構一M区で検出された。D45号土坑を切る。楕円形の平面形態を呈し、N-16° 一Wに長軸方位をとる。長軸長0,76

×短軸長0.44m、 壁残高48cm、 面積0.3ポ の規模を有する。



遺物一本址は墓であり、 1体分の人骨が出上 している。

OD47号土坑 (第 92図 、図版47)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-10° 一Eに長軸方位をと

る。長軸長0.72× 短軸長0.52m、 壁残高34cm、 面積0.3∬ の規模を有する。

遺物一本址は墓であり、 1体分の人骨が出土 している。

OD48号土坑 (第92図 )

遺構一M区で検出された。M5号溝址に切 られ、南方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は判然 としな

い。壁残高60cl■ であった。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD49号土坑 (第 92図 、図版115)

遺構―G区で検出された。H25号住居址を切り、攪乱による破壊を受ける。長方形の平面形態を呈 し、N-90° 一Eに

長軸方位をとる。長軸長2.72×短軸長1.32m、 壁残高68cm、 面積3.3∬ の規模を有する。

遺物―土師器、灰釉陶器、鉄器が出土している。土師器には邦 1～ 3、 奏 4・ 5が認められる。郭は 3点共に内面は

十字暗文と黒色処理が施 される。ロクロからの切離方法は 1・ 2が右回転糸切、 3はヘラケズリ調整により不明であ

る。甕は 2共に小型ロクロ甕である。右回転糸切によリロクロから切離されている。灰釉陶器は 6の皿の回縁部が出

土した。内面にのみ施釉 される。鉄器は 7が 1点出土 した。性格は不明である。

OD50号上坑 (第93図 、図版43・ 115)

遺構一G区で検出された。Pitに 切られ、西方向に調査区外に延びるため平面形態 。規模は推波Iの部分も存在する。

長方形の平面形態を呈 し、N-15° 一Eに長軸方位をとる。長軸長2.12× 短軸長1.76m、 壁残高20cm、 面積約3.1ド の

規模を有する。

遺物―土師器、土製品、鉄滓が出土 している。土師器は出土 した 3点すべて必である。 1,2は底部を欠損する。 1

・ 3は内面に暗文と黒色処理が認められる。 3は ロクロから右回転糸切により切離される。土製品 4・ 5は羽口であ

る。 2点共に損壊 した、先端部の破片である。鉄滓は未図化のものが 1点出土した。以上の遺物から本址は鍛冶址の

可能性を有する。

OD51号土坑 (第93図 、図版48)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-25° 一Eに 長軸方位をと

る。長軸長1.2×短軸長1.Om、 壁残高18cm、 面積1.0∬の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD52号土坑 (第93図 、図版49)

遺構一M区で検出された。M17号 溝址を切る。楕円形の平面形態 を呈 し、N-60° 一Wに長軸方位をとる。長軸長

1.2×短軸長1.08m、 壁残高120cm、 面積1.0∬ の規模を有する。

遺物一本址は墓であり、 1体分の人骨が出上している。

OD53号土坑 (第93図 、図版49)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。方形の平面形態を呈 し、N-53° 一Wに長軸方位 をとる。

長軸長1.2×短軸長1.16m、 壁残高48cm、 面積1.1だ の規模を有する。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OD54号土坑 (第 93図 、図版49)

遺構一G区で検出された。M20号溝址に切られる。長方形の平面形態を呈 し、N-5° 一Wに長軸方位をとる。長軸

長1.72× 短軸長約0.68m、 壁残高48cm、 面積約1.1ド の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

82



OD55号土坑 (第93図 、図版50)

遺構一B区で検出された。北方向に調査区外に延びるため、平面形態 。規模等は判然としない。短軸長約1.6m、 壁

残高32cmであった。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD56号土坑 (第93図 、図版50・ 115)

遺構一H区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-70° 一Eに長軸方位 をと

る。長軸長1.28×短軸長0.84m、 壁残高36cm、 面積0。 9∬ の規模を有する。

遺物―土師器の邪 1と 碗 2が出土 している。邪は、内面放射状暗文と黒色処理が施され、ロクロからは右回転糸切で

切離されている。碗は高台を欠損する。内面はヘラミガキ後黒色処理、ロクロからは方向不明回転糸切により切離 さ

れ、高台が貼付 される。

OD57号土坑 (第 93図 、図版50・ 115)

遺構―H区で検出された。他遺構 との重複関係は有さない。長方形の平面形態を呈 し、N-61° 一Eに 長軸方位 をと

る。長軸長1,72×短軸長1.Om、 壁残高10cm、 面積1.6∬の規模を有する。

遺物一土師器の郭が 1点出土 している。内面はヘラミガキ後黒色処理、ロクロからは右回転糸切により切離されてい

る。

OD58号土坑 (第94図 、図版50)

遺構―H区で検出された。M36号溝址に切られるため、平面形態・規模等は判然としない。壁残高は48cmであった。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OD59号土坑 (第94図 、図版51)

遺構―U区で検出された。攪乱による破壊を受けるため、平面形態・規模等は判然としない。壁残高は52cmであった。

覆土中には人頭大の礫が詰まっており、その下から人骨が出土 した。埋葬時に墓度の上に置かれた石が、埋没したも

のと推測 される。

遺物一本址は墓であり、 1体分の人骨が出上した。

OD60号土坑 (第94図 、図版51)

遺構一F区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。方形の平面形態を呈 し、N-8° 一Eに長軸方位をとる。

長軸長0。 96×短軸長0.88m、 壁残高36cm、 面積0,7ド の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD61号土坑 (第94図 、図版52・ 115)

遺構―Z区で検出された。攪乱による破壊を受け、平面形態・規模等は判然としない。壁残高は48cmで あった。

遺物一弥生土器と石器が出土 している。土器はすべて壺の体部片である。 1・ 3は縄文と箆描文が、 2は箆描文が施

文される。石器は磨製石斧が 1点出上した。基部と刃部を欠損する。

OD62号土坑 (第94図 )

遺構一Z区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-45° 一Eに長軸方位をとる。

長軸長0.88× 短軸長0.68m、 壁残高16cm、 面積0.5∬の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD63号土坑 (第94図 、図版52・ 116)

遺構―Z区で検出された。D64号土坑を切る。長方形の平面形態を呈 し、N-13° 一Eに長軸方位をとる。長軸長1.64

×短軸長1.48m、 壁残高68cm、 面積2.0だ の規模を有する。

遺物一土師器と鉄器が出上 した。 1は不である。内面にヘラミガキ後黒色処理が施される。 2は碗で、内面にヘ ラミ

ガキ後黒色処理、ロクロからは方向不明の回転糸切で切離され、高台が貼付される。高台内には「考」 ?な いし「土

Ｏ
Ｏ



万J?の墨書が書される。鉄器は 3の鎌の破片が 1点出土 した。

OD64号土坑 (第94図 、図版52・ 116)

遺構一Z区で検出された。D63号土坑に切 られるため、規模は判然としない部分もある。長方形の平面形態を呈 し、

N-73° 一Wに長軸方位をとる。短軸長1.68m、 壁残高64cmの 規模を有する。

遺物一土師器と灰釉陶器が出土 した。 1は土師器lThである。内面にヘラミガキ後黒色処理が施され、判読不能な墨書

が外面体部に認められる。 2は灰釉陶器碗で、内面に施釉が認められる、ロクロからの切離方法は回転ヘラケズリに

より不明である。高台が貼付される。 3は土師器ロクロ甕の底部片である。

OD65号土坑 (第95図 、図版53・ 116)

遺構一Z区で検出された。M57号溝址に切 られ、南方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は判然としない。

壁残高は80cmであった。

遺物一土師器lTNが 1点出土した。内面黒色処理で、ロクロから方向不明回転糸切により切離された後、周縁部にヘラ

ケズリ調整が施される。

OD66号土坑 (第 95図 、図版53・ 116)

遺構一Y区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。長方形の平面形態を呈 し、N-90° 一Eに長軸方位をと

る。長軸長2.12×短軸長1.64m、 壁残高96cm、 面積2。 9だ の規模を有する。

遺物―土師器ロクロ甕の回縁部片が 1点出土 している。

OD67号土坑 (第95図 、図版54・ 116)

遺構―Z区で検出された。北方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は判然としない。壁残高は52cmで あっ

た。

遺物一土師器邪の底部が 1点出土 している。内面はヘラミガキ後黒色処理、ロクロからは右回転糸切により切離され

る。

OD68号土坑 (第95図 、図版53)

遺構一Z区で検出された。M14号濤址を切る。長方形の平面形態を呈 し、N-33° 一Eに長軸方位をとる。長軸長2.24

×短軸長1.36m、 壁残高12cm、 面積2.6ド の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD69号上坑 (第95図 、図版54。 116)

遺構―W区で検出された。攪乱による破壊を受け、北方向に調査区外に延びるため、規模は判然としない部分を有

する。円形の平面形態を呈し、短軸長4。 48m、 壁残高208omの規模を有する。

遺物一打製石斧の基部が 1点出土している。

OD70号上坑 (第96図 、図版53)

遺構―Z区で検出された。北方向に調査区外に延びるため、平面形態 。規模等は判然としない。壁残高は20cmで あっ

た。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD71号上坑 (第96図 、図版55)

遺構一M区で検出された。南方向に調査区外に延びるため、平面形態・規模等は判然としない。壁残高は92cmで

あった。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD72号上坑 (第96図、図版55。 116)

遺構一X区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-37° 一Eに 長軸方位をと
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る。長軸長1.20×短軸長0,88m、 壁残高20cm、 面積0.9∬ の規模を有する。

遺物―須恵器、土師器、鉄器が出土 している。須恵器には邪 1・ 2、 邪蓋 5～ 7、 壺 8が認められる。邦は 2点共に
ロクロからは右回転糸切により切離される。 2は火欅が認められる。郭蓋は 5が扁平な擬宝珠つまみが残存する他は

欠損する。 6・ 7に は火欅が認められる。壼は長頸壼の口縁部片である。土師器は 3・ 4の碗が 2点出土した。 3は
内面に暗文と黒色処理、 4はヘラミガキが施される。ロクロからの切離方法は、 3が底部を欠損するため不明、 4は
回転ヘラケズリ調整により不明である。鉄器は 9の紡錘車と10の短頸、箆被で柳葉 。両丸・両刃・腸挟の鏃が出土し

ている。

OD73号土坑 (第96図、図版55)

遺構一G区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。長方形の平面形態を呈 し、N-70° 一Eに長軸方位をと

る。長軸長1.64×短軸長1.2m、 壁残高20cm、 面積1.7∬ の規模を有する。内部に数個の礫を包含する。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OD74号土坑 (第96図、図版55)

遺構―H区で検出された。境乱による破壊を受ける。方形の平面形態を呈 し、N-88° 一Wに長軸方位をとる。長軸
長約1.28×短軸長1.2m、 壁残高124cm、 面積約0。 8面 の規模を有する。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OD75号土坑 (第96図、図版56)

遺構―C区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。長方形の平面形態を呈 し、N-30° 一Eに長軸方位をと

る。長軸長1.32×短軸長1.04m、 壁残高40cm、 面積1.3∬ の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD76号土坑 (第96図、図版56)

遺構―H区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-5° 一Eに長軸方位をと

る。長軸長1.0× 短軸長0.68m、 壁残高28cm、 面積0.6∬ の規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD77号土坑 (第96図、図版56・ 116)

遺構―G区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。円形の平面形態を呈 し、N-90° 一Eに長軸方位をとる。

長軸長1.2×短軸長1.12m、 壁残高44cm、 面積1.0∬ の規模を有する。

遺物―弥生土器の壼肩部片が 1点出土 した。頸部との境に平行沈線を巡らし、この沈線間に櫛歯状工具による重三角

文を充填している。

OD78号土坑 (第96図、図版57)

遺構―G区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。楕円形の平面形態を呈 し、N-50° 一Eに 長軸方位をと

る。長軸長1.2× 短軸長1.04m、 壁残高28cm、 面積0。 8rの規模を有する。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OD79号土坑 (第96図 、図版57)

遺構―G区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。円形の平面形態を呈 し、N-45° 一Eに長軸方位をとる。

長軸長1.32×短軸長1.2m、 壁残高28cm、 面積1.2∬ の規模を有する。

遺物―出土遺物は管無であった。
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1.

2.

3.

4

5,

6

にぶい責褐色土層 (10YR5/4)
パ ミス多含。

黄橙色土層 (10YR7/8)
ローム主体。φ 2～ 3 cmパ ミス含。

暗褐色土層 (10YR3/4)

黒色土ブロック多含。

黄褐色土層 (10YR5/6)
パ ミス・黒色土の帯状堆積。

責褐色土層 (10YR5/6)
パ ミス・黒色土のプロック状堆積。

灰黄掲色土層 (10YR4/2)。

1.

2.

3

EEl l

<|

珍
生

o旦
A        B

O乾 ‰葦M

普 豆
0  標高 68800m  2m

Dl号土坑

0  標高 68760m  2n

l.灰黄褐色土層 (10YR5/2)
パ ミス・ロームブロック含。

2.黒褐色上層 (10YR3/2)
黒色土・パ ミス含。

3 にぶい責褐色土層 (10YR5/4)
黒色土ブロック・φ3～ 4 cmパ ミス含。

4.に ぶい黄褐色土層 (10YR5/3)
パ ミス・ロームのブロック状堆積。

5.黒色土層 (10YR2/1)
パ ミス・ロームを合。

6.明黄褐色土層 (10YR6/6)
ローム主体。

*本址覆土は人為埋土。

D4号土坑

0  標高 68740m  2m

1.黒褐色土層 (10YR3/1)φ 2～ 3 cmパ ミス多含。
2 黄褐色土層 (10YR5/8)パ ミス・ローム主体。

3.黒褐色土層 (10YR3/1)φ 3～ 4 cnlパ ミス含。

4.灰責褐色上層 (10YR4/2)パ ミス粒子含。

5.にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)ロ ームブロック主体。

6 にぶい黄橙色土層 (10YR5/4)ロ ーム主体。

7.黒褐色土層 (10YR3/2)φ 2～ 3 cmパ ミス多含。

D5号土坑

1.黒褐色土層 (10YR3/1)ロ ーム粒子少含。
2.暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム粒子多含。
3.黒褐色土層 (10YR2/3)ロ ーム粒子・パミス含。

D7号土坑

第87図 Dl号 ～D7号土坑

0  標高 687 60ra  2m

灰責褐 色 土層 (10YR4/2)

φ2～ 3 cmパ ミス・ロームブロック含。
黒褐色土層 (10YR3/2)
ロームブロック含。
黒色土 (10YR2/1)

φl～ 2 cnパ ミス極少含。

D2号土坑

0  標高 68790m  2m

l.黒色土層 (10YR2/1)
ローム粒子含。

2.黄褐色土層 (10YR5/8)
ロームと黒褐色上の混在土層。

＼   
―

/1

ノ
ー
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D6号土坑

0  標高 68760m  2m

l.黒 色 土層 (10YR2/1)

φl～ 2 cmバ ミス含。
2.明責褐色土層 (10YR6/8)

黒色土多含。

D3号土坑

①



Q 調査区外

A     l       B

0  標高 68850m  2m
|

l.褐灰色土層 (10YR4/1)
ロームブロック含。

2.黒色土層 (10YR2/1)

φl～ 2 cmパ ミス含。
3 暗褐色土層 (10YR3/3)

φ3～ 4 cmパ ミス含。

D8号土坑

0  標高 68830m  2m

l にぶい黄橙色土層 (10YR5/4)
炭化物極少合、パミス多含。

D10号土坑

く
|

<|

1.

0  標高 68830m  2m

褐 色 土層 (10YR4/6)
パミス・ロームブロック含。
暗褐色土層 (10YR3/3)

責色プロック・黒色ブロック含。
黄橙色土層 (10YR8/8)。

Dll号土坑

α
． 嘔≡

=》

聖
Ａ
一

0  標高 68830m  2m

l.黒色土層 (10YR2/1)

ゆ 1～ 2 cmバ ミス合。
2.暗掲色土層 (10YR3/3)

φ l～ 2 cmパ ミス・ロ
ームブロック含。

D9号土坑

D12号土坑

%瘍瘍易易易瘍瘍瘍易自
0  標高 68830m  2m

l.暗 褐 色 土層 (10YR3/4)

φ2～ 3 cmパ ミス多含。
下層に黒色ブロック含。

0  標高 68820m  2m

黒色土層 (10YR2/1)
ローム粒子含。

褐色土層 (10YR4/6)
ローム主体。
にぶい責掲色土層 (10YR5/4)

D13号土坑

0  標高 68830m  2m
I

ユ 黒褐 色 土 層 (10YR3/1)
ローム粒子多含。

2.褐灰色土層 (loYR4/1)

φ2～ 3 cmパ ミス含。

0  標高 68840m  2m

l 黒色土層 (10YR2/1)

φ2～ 3 cmパ ミス含。
2.褐色土層 (10YR4/4)

ローム主体。
3 明黄褐色土層 (10YR6/8)

ロームブロック・φ2～
3 cmパ ミス含。

D15号土坑

第38図 D8号 ～D16号土坑

塊
0  標高 68840m  2m

l 黒色土層 (10YR2/1)。
2.掲灰色土層 (10YR4/1)

φ l～ 2 cmパ ミス・ローム含。
3 黒褐色土層 (10YR2/3)

ローム粒子少含。
4.黒褐色土層 (loYR2/3)

ローム粒子多含。

D14号土坑

D16号土坑



生     2 旦

鮎
0  標高 68860m  2m

l.黒褐色上層 (10YR3/1)
パミス多含。

2 黄褐色土層 (10YR5/8)。

D17号土坑

B

0  標 高 68860m  2m

l.暗褐色土層 (10YR3/4)
ローム少含。人為埋土。

D20号 土坑

A B

良⊆)三

唾
:2(ここ三二二〕)旦

0  標高 68850m  2m

l.灰責褐色土層 (10YR4/2)

φ3～ 4 cmパ ミス少含。
2.黄褐色土層 (10YR5/8)。

D18号土坑

0  標高 68770m  2m

l.黒褐色土層 (10YR2/3)
ローム極少含。

2.暗褐色土層 (10YR3/3)
ローム少含。

3.暗褐色土層 (10YR3/4)
ローム少含、パミス極少含。

D21号土坑

Ｑ
． ((::ぅ)旦

Ｂ
一

Ａ
一

0  標高 68850m  2m

l.黒 褐色 土層 (10YR3/2)

φl～ 2 cnパ ミス多含。

D19号土坑

<|く
|

0  標高 68780m  2m

l.黒 褐 色 土層 (10YR2/3)
ローム極少合。

2.暗褐色土層 (10YR3/4)
ローム少合、パミス極少含。

D22号土坑

Qml

甥
0  標高 68470m  2m

l.黒褐色土層 (10YR2//3)
ローム種少含。

2.暗褐色土層 (10YR3/4)
ローム少含、パミス下層に極少含。

D23号土坑

Ｂ
一

Ａ
一

0  標高 67260m  2m

D25号 土坑

0  標高 68770m  2m

l.暗褐色土層 (10YR3/3)
ローム少含、パミス極少含。

D24号上坑

く
|
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0  標高 68770m  2m

l.に ぶい責褐色上層 (10YR4/3)

φl～ 2 cm炭化物含。
2.暗褐色土層 (10YR3/3)

炭化物・粘土含。
3.黒褐色上層 (10YR3/1)

φ2～ 3 cmパ ミス含。
4.黒褐色土層 (10YR3/2)

ローム粒子と黒色土の混在土層。

0  標高 68810m  2m

l.暗褐色土層 (10YR3/3)
ローム少含、パ ミス極少含。

Ｂ
一

D26号土坑
D29号土坑

0  標高 68790m  2m

l.暗 褐 色土 層 (10YR3/3)
ローム少含、パミス極少含。

D30号土坑

Ａ
一

Ｂ
一

Ａ
一

1.暗掲色土層 (10YR3/3)
ローム・炭化物・パミス極少含。

D27号土坑

A

l. 暗褐色土層 (10YR3/3)

D28号土坑

0  標高 68840m  2m

l.暗 褐 色 土 層 (10YR3/3)
ロ ーム少含 、 パ ミス極 少 含。

⑬
旦

⑤
三

甥
0  標高 68770m  2m

A          B

斡
O  標高 68780m  2m

百r云謗 励 兵 九 少含。91

Ｂ
一

Ａ
一

D32号土坑

第90図 D26号～D32号土坑

0  標高 68790m  2m

l.暗褐色土層 (10YR3/3)
ローム少合、パミス極少含。

D31号土坑

89



標高 68870m  2m

1.暗褐色土層 (10YR3/3)
ローム少含。人為埋土。

D33号土坑

Q刺 Ｑ

生⑧
旦

�
0  標 高 68820m  2m

Ｂ
一

Ａ
一

▲

⊂ )旦

◎
<|

に
ヽ

ｍ
　

　

　

　

【
　

　

　

　

く

▲

《 5)旦

0  標高 68880m  2m

l.暗掲色土層 (10YR3/3)
ローム少含、パ ミス極少含。

D36号土坑

0  標高 68770m  2m

l.暗 褐 色 土 層 (10YR3/3)
ローム少含、パミス極少含。

D34号土坑

0  標高 68790m  2m

l.暗褐色土層 (10YR3/3)
ローム少含、パ ミス極少合。

D37号土坑

A

0  標高 68780m  2m
1

l.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)
ロームプロック多含。

2.黒褐色土層 (10YR2/3)
ローム粒子極少合◇

3.灰黄褐色土層 (10YR4/2)
φl～ 2 cm礫含。

1.暗掲色土層 (10YR3/3)
ローム少含、パミス極少含。

D35号土坑

標高 68790m  2m

1.黒褐色土層 (10YR2/3)
ローム・パミス極少含。

D38号土坑

Ｂ
一

Ａ
一

Ｂ
一

Ａ
一

Ｂ
一

Ｂ
一

Ａ
一

Qぐ

0  標高 68790m  2m

l.黒掲色土層 (10YR2/3)
ローム・パ ミス極少含。

D39号土坑

0  標高 68820m  2m

l.黒色土層 (10YR2/1)
ローム・炭化物極少含。

2.暗褐色土層 (10YR3/3)
ローム少含、パミス極少含 。

D41号土坑

第91図  D33号～D41号土坑
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Э
く |  <|

⑥

▲＼
Ｏ

Ｂ

以

Ａ
一

2.

l.

0  標高 68800m

黒褐色土層 (10YR3/1)
ロームブロック多含。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/4)。

D42号土坑

0  標高 68800m  2m

l.に ぶ い責 褐 色 土 層 (10YR5/4)
ローム粒子含。

D43号 土坑

黒褐色土層 (10YR3/1)
ローム粒子・炭化物を極少含。
にぶい責褐色上層 (10YR5/3)
ローム粒子多含。
黒褐色土層 (10YR2/2)
ローム粒子極少含。
にぶい黄橙色土層 (10YR6/3)。
ローム粒子・黒色土ブロック含。

0  標高 68790m  2m

l.黒 褐 色 土 層 (10YR3/2)
黒色土とロームブロックの混在土層。

D46号土坑

2

l.

<|

3.

4

D45号 土坑

D47号土坑

標高 68870m 2m

黒褐色土層 (10YR2/3)

φ5mmttOAミ スと10YR6/6ロ ーム少含。
黒褐色土層 (10YR2/3)

φ5mm大パミス10YR6/6ロ ーム極少含。
黒褐色土層 (10YR2/3)

φ5mm大パミス少含。

幸       イ 6

OI〇
|

4(4)

1.

山題

0中

^
<|   く

|

0  標高 688110m  2m

一 D44号土坑

0  標高 68780m  2m

暗褐色土層 (10YR3/3)

黒色土 。ロームブロック多含。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/4)
ロームブロックとパミスの混在土層。

0  標高 68790m  2m

0   標高 6M80m 2m

l 黒褐色土層 (10YR2/3)
ローム・炭化物極少含。

2 掲色土層 (10YR4/6)
ローム多含、パミス極少含。

3 暗褐色土層 (10YR3/3)
ローム少含。

4 にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)
パミス粒子、ローム粒極少含。

D48号土坑

第92図 D42号～D49号土坑

D49号土坑



Q刺 a31

＼ __三 二 ち 身 3

A B

D50号土坑

0  標高 68860m  2m
l     I     I

l.黒褐色土層 (10YR2/3)
10YR6/6ロ ーム粒子・

φ l cal大 パミス少含。

0  標高 68670m  2m

D52号土坑

10YR6/6ロ ーム・φ lcm
大パミス少含。

D51号 土坑

⑮
Ａ一

0  標高 69000m  2m
1     1     1

D54号土坑

⑭

生
Ｂ

一　

　

　

Ｂ

一

◎

0  標高 69060m  2m

D55号土坑

A

0  標高 68730m  2m

l.に ぶい責褐色上層 (10YR5/3)
10YR8/4ロ ーム多含。

2.に ぶい黄褐色土層 (10YR5/3)
10YR8/4ロ ーム少含。

3.に ぶい責褐色土層 (10YR5/3)
10YR8/4ロ ーム含。

D56号土坑

生    I    旦

0  標高 68750m  2m

l.黒褐色土層 (10YR3/2)
10YR6/6ロ ーム含。

1

⑮生
(::::)旦

にぶい黄橙色上層 (10YR5/3)
10YR8/3ロ ーム多含。

D53号土坑

調査区外
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D57号 土坑



L

Q

B

ぐ

0  標高 68830m  2m

l.暗 掲 色土層 (10YR3/4)

φ lcm大パミス含。
2.黒褐色上層 (10YR2/3)。
3.に ぶい責褐色土層 (10YR4/3)

10YR6/6ロ ーム多含、φl～ 2 cmパ ミス含。

D58号土坑

0  標高 68480m  2m

l.に ぶい黄褐色 土層 (孔OYR5/4)
ローム・φ lcn大パミス含。

D59号土坑

A

0  標高 69050m  2m

暗掲色土層 (10YR3/3)。
10YR3/4、 10YR3/2の 混在上層。
ロームブロック多含、φ2～ 3 cmパ ミツ

D60号土坑

%
0  標高 68050m  2m

D62号土坑

Ａ
一

Ｂ

一　

　

Ｂ

一

⑮

鶴‖30L

Ｑ

生 旦 D71

0  標高 68060m  2m

l.灰黄褐色土層 (10YR4/2)
10YR3/4ロ ーム少含。

2.黒褐色土層 (10YR3/2)
10YR8/4ロ ーム少含。

3.i莞責橙色土層 (10YR8/4)
ローム主体。

4.10YR3/2、 10YR8/4ロ ームの混在土層。

5,10YR3/2、 10YR2/2、 10YR4/2の混在土層。
10YR8/4ロ ーム含。

)疵 軍
ゴ
リ

A

斡
ヤ  3

2
60m  2mO  標高 68060m  †十

一

増 2

Q士

【
1 鰺 βl

‐ 鞄ザ2
く

|

の

生

1.

2.

3.

0  標高 67940m  2m

黒褐 色 土層 (10YR3/2)
10YR8/4ロ ーム少 含。

黒褐色土 (10YR3/2)と 10YR3/4ロ ームの混在土層。

φ lcmパ ミス含。
黒褐色上層 (10YR3/2)
10YR8/4ロ ーム含。

D6ユ号土坑

黒褐色土層 (10YR3/2)

φ2cm以下パミス・10YR3/4ロ ーム少含。
黒褐色土層 (10YR3/2)

φ2cm以下パミス・10YR3/4ロ ーム多含。
黒褐色土層 (10YR3/2)
10YR4/2・ 10YR8/6ロ ーム少含。
10YR3/2、 10YR8/4ロ ームの混在土層。

D63号土坑

第94図 D58号～D64号土坑

D64号 土坑



的
|

1.

2.

3.

0  標高 68070m  2m

浅黄橙色土層 (10YR3/3)
ローム主体。

黒褐色土層 (10YR3/2)
10YR8/6ロ ーム含。
10YR3/6ロ ーム、 loYR3/2、 10YR4/2の 混在上層。

く |  く
|

0  標高 68130m  2m

黒褐色土層 (10YR3/4)

φ2～ 3 cmパ ミス含。
にぶい責褐色土層 (10YR4/3)
φ2～ 3 cmパ ミス・炭化物少含。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)
パミス・10YR7/8・ 10YR8/3ロ ーム多含。
にぶい責褐色土層 (10YR4/3)

φ2～ 3 cmパ ミス・10YR7/8ロ ーム少含。
褐色土層 (10YR4/4)

φ2～ 3 cmバ ミス・炭化物少含。

0  標高 67080m  2m

l.暗 褐 色土 層 (10YR3/4)

φl～ 3 cmパ ミス少含、。
2.にぶい黄褐色土層 (10YR3/4)

φ2～ 3 nunパ ミス少含。
3.黄褐色土層 (10YR5/6)

φ2～ 3 mmパ ミス少含。

章 ― 埠 1

D67号土坑

1.

2.

D65号土坑
D66号 土坑

黒褐色土層 (10YR3/1)

4.

5.

D69号土坑

0  標高 67990m  2m
0  標高 69060m  2m

l,褐 色土層 (10YR4/4)

φl～ 2 cmパ ミス含。

D68号土坑

Ａ
一

調査区外

第95図 D65号～D68号土坑



0  標高 97290m  2m

~  ~7

1.

0  標高 68990m  2m

l.10YR6/6ロ ーム主体。
10YR3/2・ 10YR4/2含 。

人為埋土。

D74号土坑

(土器のみ3個 )

Ａ
一

Ａ
一

＝
斗
斗
◎

《
ヾ

Ｂ
一0  標高 68060m  2m

D70号土坑

Ａ
一

~4

A

0  標高 68730m  2m

D71号土坑

⑧
<|

⇔

①

Ｂ
一

Ａ
一

ｍ
　
　
　
　
　
　
ｏ灰

10YR5/3・ 10YR3/2・ 10YR6/6ロ ーム多含。  O  標高 68950m  2m
人為埋土。

D75号土坑 1.

2

3

A

灰黄褐色土層 (10YR4/2)。
10YR8/4ロ ーム少含。
10YR4/2、  10YR3/2、  10YR8/4ロ ームの

混在上層。
黒褐色土層 (10YR3/2)。

D76号土坑

QA○旦Q生⑬旦Q生◎二
Ｂ
一

Ｂ
一

Ａ
一

Ｂ
一

∞
0  標高 68990m  2m

D77号土坑

第96図 D70号～D79号土坑

0  標高 68990m  2m

D78号土坑

0  標高 68990m  2m

D79号土坑

D72号土坑

A             旦

0  標高 68990m  2m

l.黒褐色土層 (10YR3/2)
10YR6/6ロ ーム少含。

2.10YR6/6ロ ーム主体。
10YR3/2粒 子少含。

D73号 土坑



第 4節 溝址
OMl号・M69号溝址 (第97・ 121図、図版58・ 86)

遺構一N・ G区で検出された。北東から南西に向かい延びている。幅1.5～2,7m、 深度40～80cmであった。性格は不

明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OM2号溝址 (第98図 、図版58)

遺構一M区で検出された。東南に延びている。幅0.65～ 1.lm、 深度20cm前後であった。性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OM3号・M9号・M13号・ M14号 。M19号 。M25号 。M67号溝址

(第 97・ 102・ 103・ 104・ 106・ 107・ 121図、図版58・ 61・ 62・ 63・ 64・ 65・ 68。 86。 117)

遺構―F'G・ N・ M区で検出された。H12号住居址を切り、D68号土坑に切 られる。東北―南西を長軸とする長径53

m×短径35mの楕円形に上記の清が連結していることが、試掘調査及び調査により推測される。幅0.5～ 1.Om、 深度
10～ 70cmで あった。性格は不明である。

遺物一M19号から打製石斧出土している。

M25か ら打製石斧 1点 と須恵器不の底部片が 1点出土 している。須恵器郭のロクロからの切離方法はヘラである。

OM4号・M21号 。M22号 。M27号・M45号溝址 (第 99。 105。 108・ 113図、図版59・ 66・ 67・ 78。 117)

遺構一F・ L'M区で検出された。北北東から南南西に延びているM4・ 22・ 45号溝址に、M21・ 27号溝址が東方向
から連結する。M27号濤址は、人反田城の堀であるM12号清址から延びているため、本址も人反田城の堀址の一部
と考えられる。幅0.6～ 3.5m、 深度10～150omで あった。

遺物一M45号溝址から土師器と灰釉陶器が出土している。土師器には邦及び碗 1～ 3、 ロクロ甕 6が認められる。杯

及び碗は 3点共に内面黒色処理が施され、 1,2に は暗文も認められる。底部が残存する2は右回転によリロクロか

ら切離される。また、 2・ 3の外面には判読不能な墨書が書される。灰釉陶器 4・ 5は碗である。回転ヘラケズリ調

整後高台が貼付されている。

OM5号清址 (第 100図 、図版60・ 117)

遺構一M区で検出された。D29。 32・ 40号土坑に切 られる。北東から南西に延びている。幅0.6m前後、深度30cm前

後であった。性格は不明である。

遺物―土師器の郭が 1点出土した。内面はヘラミガキから黒色処理、ロクロからは右回転糸切により切離されている。

OM6号溝址 (第 100図 )

遺構一M区で検出された。調査部分では他遺構との重複関係は有さない。M5号溝址と約 5mの間隔で、平行に北

東から南西に延びている。幅0.6m前後、深度20cm前後であった。性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OM7号 。M26号 。M35号・M38号溝址 (第 98・ 107・ 110・ 111図、図版59・ 68・ 70・ 71)

遺構一M・ H区で検出された。H8・ 9号住居址に切 られる。東南東から南南西に延びている。幅0.55～ 2.6m、 深

度60～ 120cmで あった。断面は狭く平坦な底面を有する「Ⅶ 字形を呈 しており、人工の溝址である。性格は不明で

ある。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OM8号溝址 (第 101図、図版60)

遺構一M区で検出された。D41号土坑に切られる。クランク状に曲がりながら、北から南に延びている。幅0.6～ 1.2

m、 深度30～ 50cmで あった。断面形状、曲がり方などから人工の清址である。性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。
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OM10号溝址 (第 101図 、図版59)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。耳ヒ東から南西に延びている。幅1。 2～ 1.6m、 深度50cm

前後であった。性格は不明である。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OMll号 。M40号・M65号溝址 (第 102・ 112・ 120図 、図版61・ 73・ 74・ 85。 118)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。Mll・ 40・ 65号溝址が連結 し南から北に延びている。

幅0.6～ 1.Om、 深度30～ 100cmで あった。比較的残存状態の良い M40号溝址付近の断面形状から、本址は人工の溝址

と考えられる。性格は不明である。

遺物一M65か ら須恵器邦と土師器武蔵甕が各 1点出土している。須恵器不の底部にはヘラケズリ調整が施 され、火欅

が認められる。武蔵甕は「く」字口縁を呈 し、口縁部に最大径を有 している。

OM12号清址 (第 103図 、図版62・ 117)

遺構―L区で検出された。近世～現代の墓址に切 られる。本址からM27号溝址は延びている。南北に延びてお り、

北端部は台地縁を貫通 している。幅 7～ 13m、 深度 3m前後であった。本址は人反田城の堀址であり、城郭の縄張り

においては最も外側に位置する。しかし、小規模な清址は本址から更に延びており、また、西方の深堀城に向かい台

地の縁辺には両城に関連すると思われる溝址も認められる。

遺物―土師器不と甑が各 1点出土している。古墳時代のものであり、混入遺物である。

OM15号溝址 (第 104図 、図版63)

遺構一G区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。東西に延びている。幅1.8m前後、深度40cm前後であっ

た。性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OM16号溝址 (第 104図 、図版64・ 117)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。東西に延びている。幅0,7～ 1.2m前 後、深度90cm前後

であった。断面形状から本址は人工の溝址と考えられる。性格は不明である。

遺物一土師器、須恵器、灰釉陶器、弥生土器が出土 している。土師器は郭が 2点出土 した。 1は内面ヘラミガキ後黒

色処理が施され、ロクロからは右回転糸切により切離されている。 2は内面ヘラミガキ調整で、外面には「万」の墨

書が認められる。須恵器は 4・ 5の甕が出上している。 5は接合点は認められないが同一個体と思われる。口縁部に

は波状文が巡り、体部外面には平行叩目が認められる。内面はナデにより、当具反を消去している。 4も 5同様 に外

面平行叩日、内面は当具痕をナデにより消去している。灰釉陶器は 3の皿回縁部片が 1点出土した。弥生土器 6は外

面に赤彩が施された重片である。

OM17号溝址 (第105図 、図版64・ 117)

遺構一M区で検出された。D52号土坑に切られ、H29号住居址を切る。北東一南西方向に延びている。幅0。 8～ 1.6m、

深度70cm前後であった。断面形状から本址は人工の溝址と思われる。性格は不明である。

遺物―土師器と弥生土器が出土 している。 1は土師器郭である。内面黒色処理、ロクロからは方向不明の回転糸切で

切離され、その後周縁部にヘラケズリ調整が施される。 2は土師器椀で内面黒色処理、ロクロからは右回転糸切で切

離され、高台が貼付 されている。 3は古墳時代前期の台付甕の破片である。内外面にハケメ調整が施 されている。 4

・ 5は弥生土器の壺片である。

OM18号溝址 (第105図 、図版65)

遺構一M区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。東西に延びている。幅0.9～ 1.3m前後、深度20cn前後

であった。性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。
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OM20号溝址 (第 108図 、図版117)

遺構一G区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。北東一南西に延びている。幅1.Om前 後、深度20cm前後

であった。性格は不明である。

遺物―土師器が出上 している。 1は鉢である内面ナデ、外面ヘラケズ リ調整が施される。 2は甕の底部片である内面

ナデ、外面ヘラケズリ調整が施 される。

OM23号濤址 (第 107図 、図版66。 117)

遺構―B区で検出された。H30号住居址を切る。北西から南東に向かい延びている。幅0.6～ 1.6m、 深度60cm前後で

あった。断面形状から本址は人工の清址と思われる。性格は不明である。

遺物―須恵器と石器が出土 している。 1は須恵器甕である。体部の破片であり、外面には平行叩日、内面には当具痕

が認められる。 2は黒曜石製の打製石鏃である。

OM24号溝址 (第 106図 、図版67)

遺構―B区で検出された。他遺構 との重複関係は有 さない。西から東に向かい延びている。幅1.Om前後、深度20cm

前後であった。性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OM28号溝址 (第 109図 、図版68・ 117)

遺構―F区で検出された。M33・ 34号 清址 を切 る。西北西―東南東に延びている。幅1.5m前 後、深度30cm前後で

あった。性格は不明である。

遺物―土鍋の破片が 1点出土 した。

OM29号溝址 (第 108図 、図版63)

遺構―F区で検出された。他遺構 との重複関係は有 さない。南西―北東に延びている。幅1.3m前 後、深度30～ 40cm

であった。性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OM30号溝址 (第 108図 、図版69)

遺構―F区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。南西一北東に延びている。幅1.8～ 2.4m、 深度30cm前後

であった。性格は不明である。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OM31号・M32号溝址 (第 110図 、図版69・ 117)

遺構―F区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。南西一】ヒ東に延びている。 2条の溝址は調査範囲での接

点はないが、覆土・位置関係等から同一の清址と判断した。幅0。 9m前後、深度20cm前 後であった。性格は不明であ

る。

遺物―須恵器と石器が出土 している。須恵器は 1の甕片が 1点出土 した。外面には平行叩目が認められる。石器は 2

の打製石斧が 1点出土 した。

OM33号溝址 (第 109図 、図版70)

遺構一F区で検出された。M28号溝址に切 られる。北一南に延びている。幅2.5m前後、深度70cm前 後であった。断

面形状から人工の溝址と思われる。性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OM34号溝址 (第 109図 、図版70)

遺構―F区で検出された。M28号溝址に切 られる。北―南に延びている。幅2.lm前後、深度40cm前 後であった。性

格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。
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OM36号溝址 (第 111図 、図版72)

遺構―H区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。東から西に向かい延びて、直角に北へ折れている。幅1.0

～2.Om前後、深度60cm前後であった。断面形状・平面形態等から本址は人工の清址 と思われる。性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OM37号溝址 (第 111図、図版73)

遺構―H区で検出された。H38号住居址を切る。北東から南西に向かい延びている。幅2.5m前後、深度20cm前 後で

あった。性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OM39号・ M42号 。M43号 。M44号 。M58号溝址 (第 112～ 114。 118図、図版74～ 77・ 83・ 117・ 118)

遺構―VoP区で検出された。H39号住居址を切る。M42,43号溝址が連結 して南から北に向かい、M39号溝址部分

で北西に向きを転 じ、M58号に延びている。M44号は M43号部分で東方向から連結するが、切 り合い関係は認めら

れないことから、本址の枝分かれした一部分と認識 した。幅1.2～4.Om、 深度60cm前後であった。性格は不明である。

遺物一M42号溝址で土師器雰と鉄鏃が各 1点出土 した。郭は内面ヘラミガキ後黒色処理が施される。鉄鏃は長頸・箆

被で片刃箭の鏃身である。

M43・ 44号溝址部分で土師器、須恵器、弥生土器、石器が出土した。土師器は 1の ロクロ甕の底部片が認められる。

方向不明糸切によリロクロから切離された後、ヘラケズリが施される。須恵器は 2の甕体部片が出土 している。外面

平行叩日、内面ナデ調整である。弥生土器は 3の高杯片と4の壼底部片が出土 している。高杯は内面ヘラミガキ、外

面ヘラケズリ調整が施される。壺は内面ハケメからナデ調整、外面ヘラミガキ調整が施 される。石器は 5の打製石鏃

が出土 している。

OM41号清址 (第 112図 、図版74・ 117)

遺構一V区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。東から西に向かい延びている。M39号 とM42号溝址の

間で連結するものと推測されるが、未調査であるため、別遺構とした。幅1.2m前 後、深度40om前 後であった。性格

は不明である。

遺物―土師器杯の底部片が 1点出上 している。内面ヘラミガキ後黒色処理、ロクロからは回転糸切りにより切離 され

る。

OM46号・M53号溝址 (第 115。 117図 、図版79・ 81・ 117)

遺構一YoW区 で検出された。他遺構との重複関係は有さない。M46号とM53号溝址が連結して南東から北西に向か

い延びている。幅2.4m前 後、深度80～ 90cmで あった。人工の溝址と思われる。性格は不明である。

遺物一M46号溝址部分で須恵器、土師器、弥生土器が出土している。須恵器は 1の有台郭と、 3の重が認められ る。

有台邦は方向不明回転糸切によリロクロから切 り離されている。壷は底部片で高台は貝占付 されている。土師器は 2の

甕体部片が出土している。外面にはハケメが認められる。弥生土器は 4の壼片が 1点出土 した。

OM47号溝址 (第 115図、図版80)

遺構―T区で検出された。他遺構 との重複関係は有 さない。東から西に向かい延びている。幅1.2m前 後、深度 40cm

前後であった。性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OM48号 。M49号溝址 (第 115。 116図 、図版21・ 80)

遺構―T区で検出された。M48号溝址部分で H43号住居址を切る、M49号溝址部分で H48号住居址を切る。東か ら西

に向かい延びている。幅0。 8～2.2m、 深度50cm前後であった。性格は不明である。

遺物一M49号溝址部分で土師器甕片が 2点出上 した。内面ナデ、外面ハケメ調整が施 される。

OM50号溝址 (第 116図、図版80)

遺構―B区で検出された。他遺構 との重複関係は有 さない。南一北方向に延びている。幅1.2m前後、深度30cn前後
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であった。性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OM51号 。M54号 。M55号・ M56号溝址 (第 116～ 118図 、図版81・ 82)

遺構―W・ V・ P区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。M51・ 54・ 56号清址が連結 し南西～】ヒ東方向に

延び、M56号溝址の先でほぼ直角に北西に折れ、M55号溝址に違結する。幅1.0～2.Om、 深度30～ 40cm前後であった。

人工の溝址と思われる。性格は不明である。

遺物=出土遺物は皆無であった。

OM52溝址 (第116図 、図版81)

遺構―W区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。南西―北東方向に延びている。幅0.8m前後、深度50cm

前後であった。性格は不明である。

遺物一出土遺物は皆無であった。

OM57号溝址 (第118図 、図版82・ 118)

遺構―Z区で検出された。H46号住居址、D65号土坑を切る。南東から「く」字に45° 屈折 して北に方向を転 じる。幅

0.8m前後、深度20cm前後であった。性格は不明である。

遺物―土師器椀の底部片が 1点出土している。内面には十字暗文が認められ、ロクロからは右回転糸切により切離さ

れ、高台が貼付 される。

OM59号溝址 (第 118図 )

遺構一J区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。東一西方向に延びている。幅0.8～ 1.Om、 深度30cm前 後

であった。性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OM60号溝址 (第119図 、図版83)

遺構一J区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。南一北方向に延びている。幅0.6～ 1.4m、 深度40cm前 後

であった。性格は不明である。   .
遺物―出土遺物は皆無であった。

OM61号 。M64号溝址 (第 120図 、図版33・ 85)

遺構一J区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。M61号 とM64号溝址が連結 して南―北方向に延びている。

幅2.2～ 2.8m、 深度100～ 120cm前 後であった。人工の溝址と思われる。性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OM62号・ M63号溝址 (第 119図 、図版84。 118)

遺構―J区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。M62号 とM63号溝址が連結 して南―北方向に延びている。

幅0.6～ 1.lm、 深度30～50cm前後であった。性格は不明である。

遺物一M62号清址部分から、中期後半加曽利 E式期の深鉢胴部片が 1点出土している。

OM66号清址 (第 121図 、図版86)

遺構―G区で検出された。他遺構との重複関係は有 さない。南―北方向に延びている。幅0.8m、 深度40cm前 後で

あった。性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

OM68号清址 (第 121図 、図版85。 118)

遺構―H区で検出された。深堀Ⅳ調査区内で住居址との重複関係を有する。東一西方向に延びている。幅0。 8～ 1.Om、

深度40cm前後であった。人工の溝址と思われる。性格は不明である。
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節5第

遺物―土師器、須恵器、灰釉陶器が出土 した。 1は土師器郭で内面にヘラミガキ後黒色処理が施 される。 2は土師器

椀で、内面はヘラミガキ後黒色処理、ロクロからは右回転糸切により切離され、高台が貼付 される。 3は灰釉陶器の

碗の回縁部片である。 4は須恵器甕の体部片で、内面ナデ、外面には平行叩目が認められる。

○環状漏址 1(第 123図、図版92)

遺構一N区で検出された。他遺構との重複関係は有さない。内径3.Om、 外形4。 2mの ドーナッツ状の平面形態を呈 し、

深度10cm前 後であった。佐久市内の遺跡では散見される遺構であり、形態的には周清墓や平地式住居などと同様であ

るが、性格は不明である。

遺物―出土遺物は皆無であった。

Pit

総数381基の Pitが検出されている。その多くは掘立柱建物址や柱列等の一部と思われるが、調査範囲が道路部分

に限定されているため、判然とはしない。遺物を包合する遺構が少ないことは、これらの性格が柱穴であることの傍

証とも捉えられよう。東千石平部分に集中して遺物を出土 した Pitは存在する。以下に出土遺物の概要を記しておく。

P133-須恵器の有台郭が出土 している。底部はヘラケズリ調整が施 され、高台が貼付 される。内外面に火欅が認め

られる。

P147-灰釉陶器長頸壺の頸部片が出土 している。

P159-須恵器甕の口縁部片が出上 している。櫛歯状工具による刺突列が認められる。

P170-須恵器不が出上している。ロクロからは右回転糸切により切離される。内外面に火欅が認められる。

P195-須恵器JThが 出土 している。ロクロから右回転糸切で切離された後、ヘラケズリ調整が加えられている。

P200-土師器皿が出土 している。内面はヘラミガキ後黒色処理、ロクロからは右回転糸切により切離され、高台が

貼付されている。赤外線カメラにより判読不能な墨書が外面体部に認められた。

P202-須恵器邪蓋が出土 している。天丼部には回転ヘラケズリが施される。つまみは欠損する。

P208-土師器鉢が出土している。内面はヘラミガキ後黒色処理、底部にはヘラケズリ調整が加えられる。

P2H―須恵器と土師器が出土 している。須恵器には邪 1・ 2、 有台lTA 3、 郭蓋 4、 甕 6が認められる。郭は2点共

に右回転糸切によリロクロから切離される。 2は火欅が認められる。有台郭は回転ヘラケズリ後高台が貼付

される。「×」の窯印が高台内に認められる。郭蓋はつまみを欠損する。天丼部には回転ヘラケズリが施 され

る。甕は長頸・広国の回縁部片である。土師器は 5の鉢が出土 している。内面ヘラミガキ後黒色処理である。

底部は欠損する。

P270-郭蓋が出土している。国縁部は欠損する。扁平な擬宝珠つまみが貼付 されている。

P275-須恵器が出土 している。 1は界で右回転糸切によリロクロから切離 される。 2は有台杯でヘラケズリ後高台

が貼付されている。 3・ 4は邪蓋である。 2点共につまみを欠損する。天丼部には回転ヘラケズリ調整が施

される。

第 6節 古墳
深堀遺跡群内には狐塚古墳群として、現在 5基の古損が存在 している。今回、大規模な試掘調査が台地全面に実施

されたが、新たな古墳は発見されなかった。調査は、開発により破壊が余儀なくされた350-4号墳と350-5号墳の

2基に対 して実施され、他の 3基は現状で保存された。

○狐塚350-4号墳 (第 124・ 125図 、図版87～ 90、 119)一 N区 とT区の境で検出された。狐塚古墳群のなかでは、

350-3号墳についで台地内部に立地する。

標高685m前後の平坦面に構築されており、調査前の状態は草地で、塵が散舌としていた。草を除去した状態ですでに

多くの礫が地表面に現れ、周溝も確認された。憤丘は高まりを残 していたため、石室の床面は残存する可能性が期待

されたが、石室は完全に消失 していた。慣丘は最大部分で高さ90cm前 後は残存 しており、版築の状態が確認できた。



Ｄ
一

Ｃ
一

l 黒褐色上層 (10YR3/2)φ 2～ 3 cmパ ミス含。
2 灰黄褐色土層 (10YR4/2)φ 2～ 3 cmパ ミス含。
3.責褐色土層 (10YR5/6)ロ ームプロック含。
4 黒色土層 (10YR2/1)。
5.にぶい黄褐色土層 (10YR5/4)ロ ーム粒子含。
6.にぶい責橙色土層 (loYR7/4)中 間に砂粒合、流水の痕跡。

0   標高 68858m 2m

0  標高 68722m  4m

1.灰黄褐色土層 (10YR4/2)φ 2～ 3 clnパ ミス・砂粒含。
2.褐色土層 (10YR4/6)ロ ームブロックと黒色上の混在上層。
3.黒褐色土層 (10YR2/2)ロ ームブロック極少含。
4 黄栓色土層 (10YR8/8)ロ ームブロック主体。

102

Ml号溝跡

第97図 Ml・ 3号溝址

M3号溝跡



褐灰色土層 (10YR4/1)耕 作土。
黒色土層 (10YR2/1)φ 2～ 3 cmパ ミス含。
黒褐色土層 (10YR2/3)ロ ームブロック合。

M2号溝址

0  標高 Ch86 211m  2m

標高 68868m  2m

1.黒色土層 (10YR2/1)φ l～ 2 cmロ ームブロック含。
2.黒色上層 (10YR2/1)褐 色土プロック含。
3.明責褐色土層 (10YR6/8) ローム主体◇
4.暗褐色土層 (10YR3/3)φ 2～ 3 cmパ ミス含。
5。 黄褐色土層 (10YR5/8)ロ ームブロックと黒色土の混在土層。

M7号溝址

第98図 M2・ 7号溝址



0  標高 68810m  2m

黒褐色土層 (10YR2/2)ロ ーム極少含。
暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム少含。
褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム多含、パミス極少含。
黒色土層 (10YR2/1)ロ ーム極少含。
黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム少含。
褐色土層 (10YR4/6)ロ ーム主体。
暗褐色上層 (10YR3/3)ロ ーム少合、炭化物極少含。
にぶい黄褐色上層 (10YR4/3)ロ ーム・砂粒少含。
にぶい赤褐色土層 (25YR5/3)ロ ーム少含。
にぶい赤褐色土層 (5YR5/3)ロ ーム多含。
灰褐色土層 (5YR5/2)ロ ーム・砂粒主体。
にぶい赤褐色土層 (5YR5/3)ロ ーム主体。

ヒ」ゴ 3

，
⇔
□

層 ==禾 訴 需
藻 雲 ,)==く (4

磯鰯皮

鵡講聰8

ｐ
Ｈ
Ｗ
ｂ
・‐
０

第99図 M4号溝址

M4号溝址



調査区外

Ｂ

一

％

Ａ
一

♀ 標高鐸7つ41n †n

(10YR2/3)パ ミス・ローム極少含。

M5号溝址

0  標高 68798m  2�
1

1.黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム少合、炭化物・パミス極少含。

M6号溝址

・ 6号溝址第100図 M5
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褐灰色土層 (10YR5/1)耕 作土。
黒褐色土層 (10YR3/1)φ l～ 2 clnパ ミス多含。
暗褐色土層 (ЮYR3/3)ロ ーム多含。
黒色土層 (10YR2/1)ロ ーム粒子少含。
黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム粒子多含。
黒褐色土層 (10YR3/2)。

ハ

調査区外

0  標高  687つ2m  2m 0  標高 68770m  2rrI

1.灰黄褐色土層 (10YR4/2)パ ミス・ローム多含。
2.にぶい責掲色土層 (10YR5/3)。
3.褐色土層 (10YR4/6)ロ ームブロック・パミス多含。
*1層下に堅固な面が存在するが、M9ほ ど顕著ではない。
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M8号溝l■

第101図 M8。 10号溝址

M10号溝址



0  標高 68770m  2m

1.褐灰色土層 (10YR6/1)。
2.黒褐色土層 (10YR3/1)。
3.黒褐色土層 (10YR3/1)ロ ーム粒子多含。
4.暗褐色土層 (10YR3/4)ロ ーム粒子・パミス多含。

*1層下に床状の堅国な面が存在し、道として使用されたことが推測される。

1.暗褐色土層

0  標高 68530m  2m

(10YR3/4)ロ ームプロック・パミス多含。
一部に堅固な床状の部分あり。

Mll号溝址

M9号溝址

第102図  M9。 11号溝址



1.

2.

3.

灰黄褐色土層 (10YR4/2)。
灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR6/6ロ ーム少合。
10YR4/2、 10YR8/4ロ ームの混在土層。

舜苺を寡

I

�

Ｊ

一

鮎

0  標高 69058m  2m

M13号溝址

Ｌ
一 1

Ｎ
一

�
第103図

M12号溝址

M12・ 13号溝址

調 査 区 外

調 査 区 外
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0  標高 66536m  125m
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M14号溝址

にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR76ロ ーム少含。
にぶい責掲色土層 (10YR5/3)10YR6/6ロ ーム多含。
浅黄橙色土層 (10YR8/4)ロ ーム主体。10YR5/3粒 子含。

φl～ 2 cmパ ミス含。

ゆ1～ 2 mmパ ミス含。

φl～ 2 cmパ ミス含。
パミス少含。
パミス・10YR6/6ロ ームブロック含。

⑥

<|

0  標高 69070m  2m

1.に ぶい黄掲色土層 (10YR4/3)φ 2～ 3 mmパ ミス多含。
2.褐色土層 (10YR4/4)φ 2～ 3 mnパ ミス・10YR3/3ロ ームブロック含。

M15号溝址

幹 勁

0  標高 68650m  4m斡

1.暗褐色土層 (10YR3/3)
2.黒褐色土層 (10YR3/2)
3.暗褐色土層 (10YR3/4)
4.黒褐色土層 (10YR2/3)
5.黒褐色土層 (10YR2/3)

Ｂ
一

Ａ
一

0  標高 ∞058m  2m

駆

轟沈

M16号溝址

第104図 M14。 15。 16号溝址

翻



A

C         D

鮎

∩

――

‐ ‐

リ

0  標高 69046m  4血

1.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム・φ5nun大パミス含。

M24号溝 J」 L

0  標高 69024m  4m

第106図  M19。 24号溝址



0   標高 68800m 2m

1.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム含。
2 にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR6/6ロ ーム多含。

A            B

1

M25号溝址

0  標高 69098m  4m

∩
血

――Ｉ

Ｗ ”�∩

川

Ｈ

ＩＩ

∇

A  231 B

�

Ａ

一

1 灰責褐色土層 (10YR4/2)φ  lcm大パミス含。
2.灰黄褐色上 (10YR4/2)と ロームの混在土層。
3.黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム含。
4.灰黄褐色土層 (10YR4/2)ロ ーム含。

M23号溝 llL

0  標高 68790m  2m

1.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム少含。
2.に ぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR6/6ロ ーム多含。

第107図  M23・ 25,26号 溝址

M26号溝址



調

査

区

外

中一甥Ｆ
一

Ｅ
一

以

ツ 2

Q>

調査区外

0  標高 68910m  2m

l.灰責褐色土層 (10YR4/2)。
2.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)

10YR8/6ロ ーム含。

M29号溝ld

0  標高 68960m  2m

M27号溝址

0  標高 6謗 10m  2m

l.黒褐色土層 (10YR2/2)。
2 黒褐色土層 (10YR3/2)

ローム合。

M30号溝址

Ｂ
一

Ａ
一

一一甥
0  標高 69066m  4m

M20号溝址

調査区外

第108図 M20・ 29。 27・ 30号溝址



0  標高 68康mH1  2m

1.黒褐色土層 (l10YR2/2)10YR6/6口 ‐ム少含,
2.黒褐色主層 (10YR2/31 19YR6/6。 10YR3/4ロ ーーム多含。

M35号溝凱

Ｂ
一A        B

甥
♀ 標高689摘� 2m

M32号溝趾

A     B

斡 豊
外

M31号溝址

〔

――

―‐

――

―‐

υ
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第109図 M28,33・ 34号溝址



M28号溝址

】:量維報解磁1器認経Ξ鯵幾φ勲取以下パミム含。
3.浅黄澄色主層 (10YR3/4)10Y良 6/6ロ ーム主体。loYR3/2少含i

† 標高6890om ♀れ

♀ 標高68808m †�

l.黒褐●土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム少含。ψ l Clll以 下バミス含。
2.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム多含。
3.浅黄橙色土層 (10YR8/4)illYR6/6ロ ーム主偽 10YR3/2少含O

M34号溝址

第110図 M31・ 32・ 35号溝址

M認号溝址
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調 窒 区 外

調

♀ 標高688.46n14m

l.黒褐色土層 (19YR3/2)。
2.褐色土層 (10YR4/4)φ 3～ 4血バミス含。

ユi鍵監課1鰐舒宅。協 讐ず∂み暮F~ムブロック缶

M弱号濫址

宅___宣望三二壁豊旦塑生__fm

姿

多

鬱

丼

1.黒褐色土層 (10YR2/31
2.黒褐色土層 (10YR3/4)
1・ 黒褐色土層 (10マR2/3j

4,黒掲色土層 (ЮYR3/2)
5,黄橙色上層 (10YR8/61
6.貢栓色上層 (10YR3/61

第111図  M36・ 37・ 38号溝址

M37号溝址

�

密

じ

芥

Ｂ
一

Ａ
一

φ5H ll大パミス・10YR6/4・ 8/4ロ ーム含、
φl～ 2 clll本 ミス・10YR6/4ロ ーム含。
わ1～ 2 cmパ ミス含。
φl～ 2 cm′ く―ミネ ,ロ ーム粒多含。
φl～ 2.Clllパ ミス多含。
パミス・帯状loYR3/3含。

炭化物少含。
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M38号溝址



調査区外

0  標高 68520m  2m

M40号溝址

廻 -1

暗褐色土層 (10YR3/3)φ lcm以下パミス少含。
褐色土層 (10YR4/4)φ  lcm大パミス・10YR5/8ロ ームブロック多含。
暗褐色土層 (10YR3/4)φ lcm大パミス少含。下層に10YR76シ ルト質ローム含。

0  標高 68480m  4m

暗褐色土層 (10YR3/3)10YR5/4ロ ームプロック・φ3～ 4 mnパ ミス含。
2層 との境に10YR2/2の 薄い堆積層が存在。

暗褐色土層 (10YR3/3)10YR5/4ロ ームブロック・φ3～ 4 malパ ミス含。
褐色土層 (10YR4/4)φ 3～ 4 mH大パミス含、10YR6/8ロ ーム多含。

M41号溝址

第112図 M39・ 40・ 41号溝址

♀  標高 P8400m  †m

M39号溝址

ぐ

1.



効
ぎ

にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)シ ルト質。
10YR2/2、 10YR3/4ロ ーム、loYR6/4の 混在土層。シルト質。
黒褐色土層 (10YR2/2)10YR8/4ロ ーム多含、φ lcm以下パミス含。

0  標高 68486m  4m

常

ハ
日
日
出
川
け
ｌｔ
悧
凪
Ｈ
風
Ｖ
Ｈ
Ｈ
＝
打
ｖ

Θ

0  標高 68760m  2m
1

l.暗褐色土層 (10YR3/4)φ l～ 2 mmパ ミス含。
2.橙色土層 (75YR6/8)φ l～ 2 mnパ ミス含。
3.褐色上層 (10YR4/4)φ l～ 2 cmパ ミス・10YR3/3ブ ロック少含。
4.明掲色土層 (10YR5/6)下層に10YR7/8含 。

｀ヽ
、____」 :望:三ニシク

タ
2 ∪‖雅

調査区外
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M42号溝址

第113図 M42・ 45号溝址

M45号溝址



"1

0  標高 68382m  5m

第114図  M43・ 44号溝址



A Ｂ
一

-1

0  標高 63150m  2m

1.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR8/4ロ ーム少含◇
2.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR3/4ロ ーム多含。
3.黒褐色土 (10YR3/2)、 10YR8/4ロ ームの混在土層。
4.浅黄橙色土層 (10YR8/4)ロ ーム主体。

調

査

区

外

鯉 β2     呻4

駒

∽ 枕
14尊

掌
駐
働

4ヶ

'20  標高 68044m  2m

l.暗褐色土層 (10YR3/3)パ ミス合。0  標高 68480m  2m

l.黒褐色上層 (10YR2/3)。
2.褐色土層 (10YR4/6)。

M47号溝址

第¬5図 M46・ 47・ 49号溝址

M46号溝址

M49号溝址



調 査 区 外

0  標高 68100m  2m

l.灰黄褐色土層 (10YR4/2)砂粒主体。
2.10YR8/4ロ ーム、loYR2/2、 10YR3/2の 混在上層。
3.に ぶい褐色上層 (10YR3/2)。

M48号溝址

B

糖乱 Cll

B

0  標高 68040m  2m

l.黒褐色土層 (10YR2/2)lqYR8/6ロ ーム少含。
2.黄栓色土層 (10YR8/6)ロ ーム主体。φ lcm以下パミス含。

調

査

区

外調

査

区

外

Ｃ
一

Ｂ
一

Ａ
一

Ａ
一

鮎
0  標高 69100m  2m
l     l     l

1.耕作上。
2.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR8/6ロ ーム少含。
3.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR3/6ロ ーム多含。

0  標高 68098m  2m

l.黒褐色土層 (10YR2/3)φ 3～ 2 cmパ ミス多含、パ ミス粒子含。
2.暗褐色上層 (10YR3/3)φ 3～ 2蝕パ ミス多含、パ ミス粒子合。

M51号溝址

調査区外

M50号溝址

第116図 M48,50～ 52号溝址

M52号溝址



1.

2.

黒褐色土層 (loYR2/2)ゆ 21111以 下パミス含。
明費縄色土層 (10YR7/0)φ l～ 2tげ ミ`ス少含ぅ

M55号溝址

♀  標¬幾雖 2m

褐色土層 (10YR4/41ゆ 3 alll以下′ヽミス含。

霧窪皇着最li饂盟斑Tttζ ∴獣辛天ぐ員―各0'

M53号溝址

♀ 釉 辞120m仲

黒褐色土層 (10YR2/3J φ lcm以下パミス含。
黒褐色主層 (19YR3/2)φ l～ 2 cmパ ミネ多合、パミス1粒子含。

第117図 M硝 654・ 55・B溝址

M54号溝凱

123



調査区外

調査区外

? 願 681 ωm 2m
0  標高 硬げねぬ  2m

M57号溝址

黒禍色土層 (10YR2/1)φ  l clll大 礫含。

鑑越蒼
l,鴇

絵ギ

`τ

i冤具ぐ安幾
M56号溝飢

♀ 縮 68220m仲

1.黒掲色土層 (10YR2/3)φ 2～ 3 1unパ ミス・礫含。
2.黒褐色土層 (10YR2/2)φ 2～ 3 nullパ ミス・礫含。
3.黒褐色主層 (10YR2/21 10YR″8ロ ーム `礫含。

Ｂ
一

1,暗褐色土層
2.明褐色土層

♀ 絲
牌 m距 2m

(10YR3/4)中層に10YR2/2の 薄推積層存在。
(76YR5/81 10YR7/4ロ ームブロック含。。

M59号溝址
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M58号溝址

第118図 M56・ 57・ 硝・59号溝址



1.暗褐色土層 (10YR3/4)φ l～ 2 mmパ ミス少含。
2.褐色土層 (10YR4麗 )10YR6/6ロ ームブロック合、φl～ 2 cnパ ミス少含。
3.黄橙色土層 (10YR7/8)。

0  標高 68308m  2m

M63号溝址

0  標高 68290m  2m

1.黒褐色土層 (10YR2/3)φ lcm大パミス・粒子多含。
2.明黄褐色土層 (10YR6/6)φ l～ 3 clnパ ミス多含。

0  標高 68542m  4m
t

M60号溝址
調査区外

第119図  M60・ 62・ 63号溝址

M62号溝址

つ
ね



調 査 区 外

弾

苺

奪

♀  標高 68530m  †m

黒褐色土層 (10YR2/2)10YR8/4ロ ーム・φ lcn大 パミス少合。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR8/4ロ ーム多合、砂粒含。
浅黄橙色土層 (10YR8/4)ロ ーム主体。砂粒・10YR5/3粒子合。

0  標高 68328m  2m

1.黒褐色土層 (10YR2/3)φ lcm大 パミス・パミス粒子多含、礫少合(

2.暗褐色土層 (loYR3/3)φ lcn大 パミス多合、礫含。
3.褐色土層 (10YR4/6)φ l～ 2 cmパ ミス多含。
4.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)φ lcm大 パミス・パミス粒子少含。
5.黄掲色上層 (10YR5/6)φ l～ 2 cnパ ミス多合。
6.褐色土層 (10YR4/4)φ 3～ 4 mnパ ミス多含。

M61号溝址

調 査 区 外

0  標高 68350m  2m

1.黒褐色土層 (10YR3/2)。
2.黒褐色上層 (10YR3/2)10YR8/4ロ ーム含。
3.10YR3/2、 10YR8/4ロ ームの混在土層。
4.砂  層

Ｂ
一

Ａ
一

M65号溝址

第120図  M61・ 64・ 65号溝址

M64号溝址



Ｂ
一

Ａ
一M67号溝址

耕作土

1.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム少合。
2.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム多含。

Ｂ
一

Ａ
一

M68号溝跡

1.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム少合。
2.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム含。
3.明黄褐色ローム層 (10YR6/6)10YR3/2含 。
4.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR6/6ロ ーム少含。

調査区外

M66号溝llL

第121図 M66。 67・ 68・ 69号溝址

M69号溝址
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第122図  Ph出土遺物

墳形は円形で、周溝の外周最大部分で直径20m、 内周では13mである。周溝は、南側が掘り残される馬蹄形の平面形

態を呈しており、深さは北側が最も深く、地表面から1.2mを測る。他の部分は70cm前後である。このことから、本

址は南に石室が開口していたものと推測され、主軸方位はほぼ N― Sに とる。周溝内には人頭大を主体とする川原石

が堆積していた。外護列石は認められないことから、これらの川原石が所謂「葺石」状に憤丘を保護していたものと

推測される。憤丘の残丘が最大90cm確認できる現状で、石室の痕跡が確認できないことから、本址は比較的高い憤丘

を有 していたことが想像される。版築土を除去した結果本址は石室掘方は有さないことも明らかとなった。

調査時に現場見学に訪れた地元の複数の古老の話を総合すると、本址は80年 ほど前には、横穴式石室は開口してい

たようであるが古墳として体裁が整った状態であった。しかし、石室の石材を用水等に使用するため、破壊された。

そして、石室破壊後の窪みに多年にわたり耕作に邪魔な石が放り込まれ、現在に至った。

出土遺物は以上のような状況から多くはない。また、本来の位置を保持しているものは存在しないと考えられる。

装身具としては、 1の耳環が 1点出上している。銅芯金張である。この他には装身具類は 1点 も認められないことか

ら、破壊に際して大規模な土砂の移動が伴ったか、遺物の残存状態・状況が極めて良好で、根こそぎ持ち去られたも

のと推浪Iさ れる。鉄器・鉄製品は 8点出土している。 2,3・ 8は金具や餃具の部分と思われる。 4は轡の連結部分

5～ 7は餃具、 9は斧である。鉄器・鉄製品からは馬具一式が副葬されていたことが想像される。土器は土師器と須

恵器が出土している。土師器は10～ 12の イ及び碗と14の甕が認められる。lTX10は 古墳内からの出土品ではなく、周溝

の東縁から5m程はなれた場所に完形で正位で出土した。遺構には伴っていない。内面には放射暗文が施され、外面

にはヘラケズリ調整が施される。11・ 12は 内面に黒色処理が施される。Hは外面に墨書が認められるが判読不能であ

る。14の甕は底部片である。内面ハケメ、外面にはヘラケズリが施される。須恵器は13の lTN、 16・ 17の 壷、15。 18～

22の甕が認められる。不13は底部にヘラケズリ調整が施され、内外面に火欅が認められる。壼16・ 17は同一個体と思

われるが、接合点は認められない。長頸壺と思われる。甕は15。 18が口縁部片、19。 20・ 21が頸部付近、22が底部で

ある。19,20に は櫛歯状工具による波状文、21・ 22は外面に平行叩日、21は内面に同心円状の当具痕が認められる。

23の 打製石斧、24・ 25の 黒曜石製石鏃は混入遺物である。

以上の出土遺物は極めて断片的な資料であるが、これらから本古墳の年代を類推すると、古墳時代後期 7世紀代の

築造と思われる。その後何回かの追葬が行われたものと推測される。
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EEl l

褐色土層 (10YR4/4)10YR6/6・ 炭化物少含。
明黄褐色土層 (10YR6/6)ロ ーム主体。10YR4/4・ φ lmm大 パミス多含。
*1・ 2層 共に人為埋土

Tal 環状溝址 1

④

Ｂ
一

♀  標高 β8890m  †m

0  標高 68830m  2m

l.黒褐色土層 (10YR3/6)ロ ーム・パ ミス多含。

▲◎  ⑥ ◎
二

A

0  標高 68760m  2m

柱列 1

第123図  Tal、 環状溝址 1、 柱列 1

0狐塚350-5号墳 (第 126。 127図、図版90～ 92、 119)一 U区 とT区の境に所在する。標高680m前後の台地縁辺の

平坦面に立地する。調査範囲外に延びるため全容は確認されていない。調査前の状態は畑地であり、憤丘はすでに存

在していなかった。試掘調査により周清と思われる清が確認され、古墳の位置が把握された。表土の除去により、周

溝以外は破壊され消滅していることが明らかとなった。憤丘は完全に削 り取られ、地山自体が削平されていた。更に

広範囲にわたり、深さlm以上の塵穴が掘られ、現代の塵が大量に埋められていた。本古墳も地元の古老の話によれ

ば、350-4号墳と同時期に石室の石材を利用するために破壊されたとのことであるが、近年に至 り致命的な大破壊

が耕作者により加えられたようである。以上の結果、本古墳の憤丘、埋葬施設については一切不明となった。残され

た唯―の遺構である周溝は外周が直径25m前後、内周が直径18m前後である。深度は最深部で130cm前 後、最浅部で

も70cm前 後は有し、佐久市の古墳の中では極めて深い。また、特徴的なのは、周溝の幅が一定せず、広狭を繰 り返す

平面形態で、深度もこれに運動し広い部分では深く、狭い部分では浅くなっている。周清の最大幅は5m前後、最小

幅は2m前後である。以上の周溝規模から想像すると、本古墳の憤丘は高かったものと思われる。

出土遺物は以上の理由から極めて少ない。また、本来の位置を保持しているものは存在 しない。装身具としては 1

の銅芯金張の耳環、 2の滑石製丸玉、 3の水晶製切子玉、 4の碧玉ないしは緑色凝灰岩製の管玉が出土している。鉄

器及び鉄製品は5'6の銭具、 7の刀子、 8'9・ 10の 鏃、11の 釘、12の 不明品が出土 した。これらは塵穴の上を

節って検出したものである。土器は須恵器と土師器が出上した。主に周溝内から出上したものである。須恵器には14
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0  標高 687001n  5m
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S           3

1.耕作土及び攪乱。
2.黒褐色土層 (10YR22)。
3 10YR3/4ロ ームとloYR2/2黒 色上の混在土層。φ2cm以 下パミス多含。
4.黒褐色土層 (10YR2/2)。 10YR8/4ロ ーム多含。φ lcm以 下パミス含。
5.黒掲色土層 (10YR3/2)。 10YR2/2・ 10YR8/4ロ ーム含。
6.10YR8/4ロ ーム主体。10YR2/2極少含。
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第124図  350-4号墳(1)
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第125図  350-4号墳(2)

～17の 邪、18の 長頸壺、19～23の甕が認められる。不は底部が残存する14・ 16。 17は右回転糸切によリロクロから切

離されている。16・ 17に は火欅が認められる。甕は20が回縁部片、21・ 22が体部片、23が底部片である。21は外面格

子叩目、内面ナデ、22は外面平行叩目後カキメ、内面は同心円の当具痕、23は外面格子叩日、内面は同心円の当具痕

である。土師器は24の高杯、25。 26の甕が認められる。高杯は郭と脚の接合部である。甕25は武蔵甕で、「く」字回

縁を呈する。甕26は内面ナデ、外面ヘラケズリから粗いヘラミガキ調整が施される。

以上の遺物から本址の年代を類推することは少なからぬ無理を生じるが、古墳時代後期 7世紀代の築造と思われる。

その後追葬が行われた可能性も高い。

第 7節 竪穴
OTal竪穴 (第 123図、図版H)
遺構―G区で検出された。H24号住居址を切る。隅丸方形の平面形態を呈する。N-0° 一Eに長軸方位をとる。南北

2.4m×東西2,44m、 壁残高80～ 88cm、 面積6.2ド の規模を有する。規模から土坑と区別した。

遺物―出土遺物は皆無であった。

第 8節 遺構外出土遺物
遺構外から出土した遺物の大半は東千石平から出上 した。深堀遺跡群の段丘下に厚く堆積した包含層から解 しい量

の遺物が出土し、その包含層中から住居址等の遺構が検出された。この包含層は段丘の近くほど厚く、その下は岩盤

であった。以下に器種毎に概略を記していく。

○土師器 (第 128・ 132図 、図版120。 124・ 125)一 郭、邦蓋、碗、皿、甕、盤が出土した。

郭 1～ 24-2・ 4・ 7を除き、内面はヘラミガキ後黒色処理、 2・ 4・ 7は黒色処理だけが施される。外面底部には

底部を欠損する19～ 22を除き、 1～ 6は右回転糸切、 7が回転ヘラケズリ、その他は手持ヘラケズリが施される。 7
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黒褐色土層 (10YR3/2)10YR8/4ロ ーム多含、ゅ2 cm以下パミス少含。
10YR3/4ロ ーム主体。10YR3/2少 含。
砂      層。
黒褐色土 (10YR2/2)と 10YR8/4ロ ームの混在土層。
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黒褐色土層 (10YR3/2)10YR8/4ロ ーム・φ2cm以下パミス少含。
にぶい責掲色土層 (10YR5/3)シ ルト質。

第126図  350-5号墳(1)
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第127図 350-5号墳(2)

。8・ 14・ 16・ 21は周縁部にもヘラケズ リが施 されている。また、20は外面体部に「Ω」の墨書が認められる。

不蓋191-1点 のみの出土である。内面ヘラミガキ後黒色処理、外面にはヘラケズ リ調整が施 される。扁平な擬宝珠

つまみが貼付 されており、須恵器の模倣である。口縁部は欠損する。外面に判読不能な墨書が認められる。

碗245～ 248-す べてが内面ヘラミガキ後黒色処理が施 される。247を除 き回転糸切痕が底部に残 されており、方向は

248が右回転、他は不明である。高台は付高台である。2461こ |ま 「大 ?」 、248に は「呈本Jの刻書が焼成前に刻まれて

いる。

皿253～ 259-内面はヘラミガキ後黒色処理が施 される。高台はすべてが付高台で、257は方向不明の回転糸切痕が認

められる。また、259は逆「S」 字状の焼成前刻書が認められた。

甕261～ 274-268～ 272が ロクロ甕の他は武蔵甕である。口縁部が残存する武蔵甕は「コ」字口縁である。ロクロ甕は

271の底部片を除き、小型である。三足盤275は 内外面にヘラミガキ後黒色処理が施される。

○須恵器 (第 128～ 135図、図版120～ 126)一 lTN、 有台lTh、 郭蓋、甕、重、円面硯が出上している。

杯 1～ 146-137～ 144の ロクロからの切離方法は 1～ 82が右回転糸切、83～98は回転方向不明糸切、99～ 1101よ ヘラ切

りで、回転の場合右が多い。111～ 126は手持や回転のヘラケズリ調整のため切離方法が不明である。また、127～ 136

・146は底部を欠損する。火終は25'26・ 28～ 33・ 39～ 40・ 44～ 45。 47～ 49・ 51・ 55。 61・ 66～ 72・ 75～ 77・ 82～ 89

。91 '93´-94・  100´-101 ・ 103´-105。 108´-109・ 111´ -112・ 114～ 115。  118´ヤ119, 123´ -124・ 126・ 131´ヤ132・  134´―

136・ 139。 142～ 145に 言忍められる。また、54は見込に判読不能な、63・ 1111よ外面体部に逆「∽J字状、128は外面体

部に判読不能な、142・ 146は 「Ω」の墨書が外面体部に認められた。142の場合、肉眼では存在が不明であったが、

赤外線カメラにより確認された。103は外面底部に「大」の刻書が焼成前に刻まれている。

有台lTh147～ 190-147～ 153・ 182～ 187は方向不明の回転糸切により、ロクロから切離される。その他の底部が残存す

るものは回転ヘラケズリや手持ヘラケズリ調整が施 されている。高台は貼付 されている。147・ 150。 157・ 158・ 160

・166～ 168・ 170'171'173・ 174・ 180・ 181,183・ 189・ 190は火欅が認められる。また、148は見込に「大」の焼成

前刻書、152は外面体部に「又J?の墨書、168は外面底部に「×」の窯印が認められる。

不蓋192～ 244-す べて「かえり」は有さない。つまみは扁平な擬宝珠を基本とし、外面天丼部にはヘラケズリ調整が

施 され る。194～ 196・ 199～ 202・ 206・ 207・ 210。 212・ 214・ 217・ 218・ 220・ 222～ 224・ 227・ 228・ 23卜 232・ 235

～244に は火欅が認められる。225の体部外面には「Ω」の墨書、235の体部外面にも判読できないが、墨書が存在す

ることが赤外線カメラにより明らかとなった。

甕276～ 296-器形的には広口短頸の276～ 284と 広口長頸の286～289が存在する。法量的には小型の277や 、中型の281、

284の ような大型に 3大別できそうである。成形は小型のものはロクロ成形、他は巻上げ、叩き成形である。叩目は

平行叩目、当具痕はナデ調整により消去される。施文は2881こ 櫛歯状工具による波状文が認められる。

壺297～315-器形が把握できる個体には長頸壺が多く認められる①305の ような凸帯文付四耳壺も存在する。底部片

は高台の有無により甕と識別した。306は 欠損 した壺の底部の破損面を研磨 して口縁部に加工 し、不として再利用し

ている。



円面硯316-お そらくは「十」字となるであるう透かしと、 2条のヘラによる波状文が施文される。脚部のみ残存 し

ており、硯面部分は欠損する。

○灰釉陶器 (第 132・ 135図、図版124・ 126)一碗、皿、手付瓶が出土している。

碗249～ 251-3点共に、外面底部には回転ヘラケズリ調整が施され、高台が貼付されている。施釉は249。 250が 内外

面、251は 内面のみに認められる。

皿260-回縁部片である。内外面に施釉が施されている。

手付瓶317-把 手の下部接合面付近の破片である。把手の断面は扁平である。

○緑釉陶器 (第 132図、図版124)一極めて小型の碗の口縁部片が 1点出土 している。胎土は黄白色、釉の色調は明る

い黄緑である。

○縄文土器 (第 135図、図版126)一後期と思われる押捺隆帯施文の深鉢回縁部片318と 、後期堀之内式の深鉢口縁部

片319が 出土 している。

○土製品 (第 135図 、図版126)-344の 土製の紡錘車が 1点出上している。

○鉄器 (第 135図、図版126)一刀子320～ 329、 鏃330・ 331・ 333、 紡錘車336・ 337、 鎌338、 鋤339、 不明332・ 334・

335が 出土している。刀子329は 、柄の長さや刃幅から、製作時の刀子の大きさを体現している可能性が認められる。

刀子の規格については、研ぎ減ってかなり短くなっても使用しているため、刃部の長さは千差万別であるが、刃幅か

らは 3種類ほどに大別できそうである。具体的には324の ような幅広のもの、329の ような中間のもの、325の ような

細いものである。鉄鏃は330が雁又で箆被、331が 片刃箭で箆被、長頸、333は長頸以外は不明である。紡錘車は 2点

共に円盤部分である。鎌は大型であり、先端部分を欠損する。鋤はほぼ真中から割れているが、鎌同様に大型である。

不明品 3点の内、332は金具、334は刀子の柄の可能性を有する。

○銅製品 (第 135図、図版126)一帯金具の巡方340・ 341と 銘尾の裏止金具、銅塊 ?343が 出土した。341は裏上金具も

残存 していた。これらはすべて東千石平から出土 しており、遺跡の性格を知る上で重要な発見である。

○石器・石製品 (第 135図、図版126)-345の滑石製紡錘車の破片、346の砥石、347の打製石斧、348の打製石鏃が出

土 している。

第 9節 試掘調査出上遺物
試掘調査時に検出された遺構は、本調査の調査区内にかからない限り、基本的に未調査であるが、検出時に出上し

た遺物は取 り上げられている。これらの遺物の概略を本節で説明する。

OHl号住居址 (第 136図、図版127)―W区で検出された。弥生土器が 3点出上している。 1・ 2は赤彩が施される

高杯で、接合点は認められないが同一個体と思われる。比較的小ぶりで、郭部には稜を有さない。 3は外面に赤彩が

施される無頸壼で、口縁部に円孔が焼成前に穿たれる。

OH2号住居址 (第 136図、図版127)―W区で検出された。本調査時の H52号住居址と同一遺構である。底部に網代

痕が認められる、縄文時代後期と思われる深鉢底部片が 1点出土 している。混入遺物である。

OH5号住居II(第 136図、図版127)一 Z区で検出された。弥生土器 8点 と、石器 4点が検出された。 1・ 2は内外

面赤色塗彩が施される鉢。 3・ 4は甕で、 4は縄文施文の口縁部、 3は内外面にハケメ調整後、ヘラミガキが施され

る。 5～ 8は壷である。 5は体部片で、横位文様帯の土器である。縄文、櫛描廉状文、櫛描波状文が施される。 6は

頸部片で、箆状工具による平行沈線文が巡らされる。 7も 頸部片で、箆状工具による懸垂文内に櫛歯状工具による条

線が充填される。 8は体部片で箆状工具による区画内に縄文が充填される。石器 9は片刃の磨製石斧、10は大ぶりな

打製石斧、11・ 12は打製石鏃で、11はチャー ト、12は黒曜石製である。

OH7号住居IIL(第 136図、図版127)一 Z区で検出された。灰釉陶器長頸壺頸部片 1と磨石 2が出上している。

OH8号住居址 (第 136図、図版127)一 Z区で検出された。弥生土器が 5点出土 している。 1～ 4は甕で、 1は口唇

部に櫛歯状工具による刺突が加えられ、頸部には廉状文が施される。 2は底部片であるが、欠損面を研磨 して新たな

口縁を創 り出している。 3は 「コJ字重文が施される体部、 4は櫛歯状工具による斜走文が施される体部である。 5

は重の体部片で、箆状工具による横位区画内に縄文と波状文が施される。

OH9号住居II(第 136図、図版127)一 Z区で検出された。弥生土器が 3点出土 している。すべて壺である。 1は口

縁部で、国唇～有段部に縄文を施 し、箆状工具による波状文が施される。 2は小型で、外面には赤彩が施される。 3

は体部片で、箆状工具による連弧文内に縄文が充填される。
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OH19号住居址 (第 136図 、図版127)一V区で検出された。土師器邦 1と 土錘 2が出土 した。邪は内面に粗いヘラミ

ガキ後黒色処理が施され、ロクロからは回転方向不明糸切により切離される。土錘は紡錘形を呈する小型のものであ

る。

OH31号住居II(第 137図 、図版127)一 H区で検出された。深堀Ⅳの H22号住居址である。接合点が認められないも

のの、明らかに同一個体と思われる、土師器ロクロ甕が 1点出土した。丸底を呈し、外面体部下半にはヘラケズリ、

内面にはナデ調整が施される。

OH34号住居址 (第 137図 、図版127)一 D区で検出された。深堀Ⅳの H16号住居址である。弥生土器の重片が 1点 出

土した。内面ヘラケズリ後ナデ調整、外面赤色塗彩である。

OH37号住居II(第 137図 、図版127)一 H区で検出された。黒曜石製の石鏃が 1点出土 した。

OH42号住居址 (第 137図 、図版127)一 H区で検出された。深堀Ⅳの H44号住居址である。須恵器壺の底部片が出土

した。高台内を硯として転用 している。

OH49号住居l■ (第 137図 、図版127)一M区で検出された。灰釉陶器の碗底部片が 1点出土 している。

OH50号住居址 (第 137図 、図版127)一 G区で検出された。黒曜石製の打製石鏃が 1点出上 している。

OH52号住居th(第 137図 、図版127)一 H区で検出された。弥生土器の台部が 1点出土 しているが、器種は不明であ

る。内面ハケメからヘラミガキ、外面ハケメからナデ調整が施される。

OH66号住居 J」I(第 137図、図版127)一 G区で検出された。土師器の皿が 1点出土している。ロクロからは右回転糸

切により切離されている。

OH89号住居址 (第 137図、図版128)一M区で検出された。灰釉陶器碗の底部が 1点出上 している。

OH91号住居址 (第 137図、図版128)一M区で検出された。大原 2号窯期と思われる灰釉陶器碗の底部が 1点出土 し

ている。

OH97号住居址 (第 137図、図版128)一 H区で検出された。深堀Ⅳの H53号住居址である。灰釉陶器と縄文土器が出

土 している。 1は灰釉陶器の皿、 2・ 3は長頸壼である。 4は後期堀之内式の深鉢片である。

OH98号住居址 (第 137図、図版128)一 H区で検出された。土師器郭が 1点出土している。体部には焼成前に穿孔さ

れた円孔が 1カ 所認められる。ロクロからは右回転糸切により切離されている。

OH100号住居IIL(第 137図、図版128)一 H区で検出された。深堀Ⅳの H54号住居址である。上師器の郭が 1点出土

している。ロクロからは右回転糸切により切離されている。

OH102号住居址 (第 137図、図版128)一 H区で検出された。深堀Ⅳの H58号住居址である。内面黒色処理、外面に

墨書が書される土師器不片が 1点出土している。墨書は判読不能である。

OHl12号住居l■ (第 137図、図版128)一T区で検出された。内外面に赤彩が施される有段口縁重の回縁部が出上 し

ている。

OHl15号住居llL(第 137図、図版128)一 B区で検出された。H30号住居址と同一の住居址である。土師器の不が 3点

出土 している。 1は内面黒色処理で右回転糸切によリロクロから切離される。 2は方向不明の回転糸切によリロクロ

から切離される。 3は内面ヘラミガキ後黒色処理が施 される。

OHl19号住居II(第 137図、図版128)一 B区で検出された。磨石が 1点出土 している。

OD2号土坑 (第 137図、図版128)一V区で検出された。須恵器邦が 1点出上した。ロクロからは右回転糸切により

切離されている。

OD4号土坑 (第 137図、図版128)-0区 で検出された。打製石斧の基部が 1点出土した。

OD5号土坑 (第 137図、図版128)一 I区で検出された。深堀Ⅳの鍛冶址 1で ある。判読不能な墨書が書 され、右回

転糸切によリロクロから切離されるロクロ甕底部片 1と 打製石斧の基部 2が出上している。

OMl号 溝址 (第 138図、図版128)一M区で検出された。M4号溝址 と同一の溝址である。破損 した打製石斧 が 3

点出土 している。

OM4号 溝址 (第 138図、図版128)一M区で検出された。M8号溝址 と同一の溝址である。判読不能な墨書が認め

られる、土師器不片が 2点出上している。 1は内面黒色処理、 2は放射状暗文と黒色処理が施される。

OM6号 溝址 (第 138図、図版128)-4面 が使用された砥石が 1点出土している。

OM8号 溝址 (第 138図、図版128)一H区で検出された。 2面使用された砥石が 1点出土 している。

OM10号滞II(第 138図、図版128)一打製石斧の基部が 1点出土している。

○遺構外出土遺物 (第 138図、図版128)-1・ 2は土師器不である。 2点共に墨書が認められるが、判読不能である。

1は内面ヘラミガキ後黒色処理、 2は黒色処理が施される。 3は須恵器郭である。底部には回転ヘラケズリ調整 が施

刀
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される。 4は須恵器有台郭である。回転方向不明糸切によリロクロから切離され、周縁部ヘラケズリ後高台が貼付さ

れる。 5は須恵器の甕である。縄状の叩目が認められる。 6は縄文時代中期後半加曽利 E式の深鉢片である。 7は

管状の土錘である。 8は石製紡錘車の未製品である。 9～ 15は打製石斧である。すべてのものが欠損品である。
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M8
6に

切
ら

れ
る

0 
48

D1
9

N
C

N-
10
°

一
E

7
2

1 
24

02
4

1 
90

D5
9

U
カ
ク

ラ
ン

05
2

D2
0

L
カ
ク

ラ
ン

B
N-
10
°

一
E

(1
60
)

0 
48

(2
70
)

D6
0

H
A

N-
8°

一
E

09
6

08
8

0 
36

0 
70

M
D

N-
35
°

一
E

11
2

06
8

1 
00

Z
カ
ク

ラ
ン

0 
48

M
C

N-
40
°

一
E

09
2

04
8

0 
80

Z
C

N-
45
°

一
E

0 
88

06
8

01
6

05
0

D2
3

M
C

N-
87
°

一
W

0 
88

0 
40

0 
70

Z
B

N-
13
°

一
E

0 
68

2 
00

M
B

N-
3°

一
E

0 
92

01
6

13
0

Z
D7
1に

切
ら

れ
る

B
N-
73
°

一
W

06
4

M
(0
96
)

02
8

D6
5

Z
M5
7に

切
ら
れ

る
調
査
区
外

08
0

D2
6

I
C

N-
73
°

一
E

1 
24

0 
96

0 
40

1 
00

Y
N-
90
°

一
E

21
2

0 
96

2 
90

D2
7

M
D

N-
35
°

一
E

0 
92

0 
36

07
0

D6
7

Z
調
査
区
外

05
2

D2
8

M
D

N-
9°

一
E

09
6

0 
92

02
4

0,
70

Z
C

N-
33
°

一
E

22
4

13
6

01
2

2 
60

D2
9

M
B

N-
69
°

一
E

2 
00

0 
28

2 
80

D6
9

W
D

4 
48

2 
08

D3
0

M
B

N-
4°

一
E

2 
5
6

2 
28

0,
32

5 
30

Z
調

査
区

外
0 
20

D3
1

M
D2
2に

切
ら

れ
る

(0
96
)

0 
32

D7
1

M
調

査
区

外
0 
92

D3
2

M
A

N-
13
°

一
E

22
0

21
6

01
6

4 
20

D7
2

X
C

N-
37
°

一
E

0 
88

02
0

0 
90

D3
3

L
カ
ク

ラ
ン

B
N-
77
°

一
W

1 
88

(1
52
)

0 
52

2 
40

D7
3

G
C

N-
70
°

一
E

0 
20

1 
70

M
D

N-
0°

一
E

0 
76

0 
72

0 
08

0 
40

H
N-
88
°

一
W

1 
20

(0
80
)

M
C

N-
8°

一
E

07
6

06
4

00
8

0 
40

D7
5

N-
30
°

一
E

0 
40

1 
30

M
C

N-
68
°

一
E

1 
20

0 
92

01
6

0 
80

D7
6

C
N-
5°

一
E

0 
68

0 
28

0 
60

M
C

N-
0°

一
E

1 
2
0

1 
08

01
6

0 
90

D7
7

G
N-
90
°

一
E

11
2

04
4

1 
00

M
C

N-
6°

一
E

0 
84

0 
68

01
6

0 
40

D7
8

G
C

N-
5ば

―
E

0 
28

0 
80

M
D3
8に

切
ら

れ
る

N-
30
°

一
W

(1
00
)

0 
80

0 
20

0 
60

G
D

12
0

0 
28

1 
20

D4
0

M
D2
9 
30
に

切
ら

れ
る

A
2 
36

2 
32

0 
44

5 
20

第
3表

 
掘
立
柱
建
物
址

計
測
表

遺
構
名

重
複

関
係

該
当
遺
構

よ
り
新

し
い
遺
構

様
 

式
長

軸
方

位
模

規
模

規
穴

柱

称
行

×
梁

FB
4(
PB
4)

桁
行

×
梁

閻
(m
)

桁
行

柱
間

梁
間

柱
間

面
 

積
径

構
 

痛
 

俸

Fl F2 F3 F4 F5 F6 F7

G U U Q X X X

H6
3に

切
ら
れ
る

H6
77
0を

切
る

稔
柱

式

測
柱

式

測
桂

式

波
1柱

式

測
柱

式

総
柱

式

'日

‖赤
主
十

N-
82
▽

―
W

N-
5°

一
E

N-
81
°

一
W

N-
52
°

一
W

N-
83
6-
W

N-
4°

一
W

(2
×

1)

2×
1

1×
1

(3
×

1)

3×
2

2×
2

3×
2

45
6×

21
2

28
8×

28
4

39
6×

11
8

57
0×

30
4

60
8×

46
4

44
4×

40
0

56
0×

41
2

14
～

14
4

3 
96

15
6～

26
0

17
6～

22
8

22
0～

22
4

17
6～

20
0

16
～

2
4

2 
12

2 
84

11
8

3 
04

22
4～

24
0

2 
00

18
8～

22
4

8 
20

4 
70

17
 3
0

27
 1
0

17
 8
0

23
 1
0

06
4～

06
8

02
4～

04
4

10
8～

11
2

04
4～

05
2

02
8～

07
6

07
6～

14
0

∩ 
ハR

´
▼
∩ 

0ハ

03
6～

07
0

00
8～

05
2

05
2～

07
2

00
8～

03
2

02
0～

05
6

02
8～

04
4

02
0～

05
2

02
0～

02
4

0 
32

01
2～

01
8

0 
20

01
6～

02
0
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第
4表

1

離
No

器
種

器
形

法
量

成
形

・
調

整
。

文
様

備
考

口
 

径
(長

)
底

径
(幅

)
器

高
(厚

)
重

量
(g
)

外
画

内
面

Hl
器 器 器 器 器 器 器 品 器

恵 恵 恵 師 師 師 師 製

須 須 須 上 土 上 上 石 石

邪 不 郭

武
 

蔵
 

変

武
 

蔵
 

変

ロ
ク

ロ
奏

ロ
ク

ロ
密

軽
石

砥
石

13
4

12
8

21
2

18
6

22
 0 76 12
8

56 62 60 40 42 94

4.
0

27
 3 4.
0

38
H0
3

59
0 
0

有
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

火
欅

火
欅

ナ
デ

ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ
デ

台
付
 N
o3

立
方
体

に
研
磨

3面
使

用

H2
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

上
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

灰
釉

陶
器

灰
和

陶
器

灰
釉

陶
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

石
  

器

石
  

器

縄
文

土
器

邪 不 邪 lT
N

不 IT
N

不 碗 碗 碗 碗 硫 碗

ロ
ク

ロ
変

ロ
ク

ロ
養

ロ
ク

ロ
甕

砥
石

磨
石

深
鉢

刊 Ю 認 刊 Ю Ю 記 一 一 一 Ю 一 一 一 お 里 刊 ・
３ 一

58 64 52 53 66 50 60 66 64 80 76 86 81 10
3

80

，
１ 一 ７ ・
０ お お Ю 一 一 一 ■ 一 一 一 一 　 一 Ю 認 一

54
0 
0

56
0 
0

右
回
転
糸
切

墨
書

「
?」

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
墨
書

「
?」

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

、
墨
書

「
?J

方
向
不
明
糸
切

、
付
高

台

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
付
高
台

方
向
不
明
糸
切

、
付
高
台

施
釉

、
付
高
台

施
釉

、
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
付
高
台

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
付
高
台

、
墨
書
「
木
」

方
向
不
明
糸
切

、
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、

ロ
ク
ロ
ナ
デ

本
葉
痕

黒
色
処
理

暗
文
 
黒
色
処
理

暗
文
 
黒
色
処
理

黒
色
処
理

黒
色
処
理

黒
色
処
理

黒
色
処
理

暗
文
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

重
焼
痕

、
施
釉

施
釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

No
15

No
 3
・

4,
7

No
 l
・

3

No
 2
  
7

No
 3
・

4・
6'
7

内
面
漆
状

の
付
着
物

本
来

は
内
黒

?

つ
け
が
け
施

Th

つ
け
が
け
施
釉

、
No
8

内
面

に
未
付
着

、
転
用
硯

4面
使

用

2面
使
用

混
入
遺
物

H3
土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

縄
文

土
器

石 石

器 器

邪 邪 不 邪 不

武
 

蔵
 

甕 手

砥
石

砥
石

14
4

18
2

10
0

70

58 52 56 58 60 48 50

ワ 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 お お

22
00

22
0 
0

右
回
転
糸
切

、
底
部
周
縁

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸
切

、
底

部
・
周
縁

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸

切
 
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
墨

書
「

?」

方
向
不
明
糸
切
→
手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

半
栽
竹
管
押

引

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ナ
デ

No
3

No
8

混
入
遺
物

4面
使

用
 N
。

13

5面
使
用
 N
o1
2

H4
1 2 3 4 5 6 7

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器 器 器

師 恵

上 須

邪 碗 甕

ロ
ク

ロ
変

ロ
ク

ロ
甕

ロ
ク

ロ
甕

甕

13
6

14
0

14
2

22
 6

お 　 ・
６ 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一

43
右

回
転
糸
切

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
付

高
台

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

平
行

叩
目

放
射
暗
文
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

胎
上
分
析

試
料

1

胎
土
分
析
試
料

2

胎
上
分
析
試
料

3

No
l
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第

5表
 
出
土
遺
物
観
察
表

2

離
No

器
種

器
形

法
量

成
形

・
調

整
。

文
様

備
考

口
 
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
曇

(g
)

外
面

内
面

1
土
 
師
 
器

邦
手
持
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
塁
書
「
方

J
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ
 

黒
色

処
理

N0
1

H6
1 2 3 4

器 器 器 器

師 師 師 師

土 土 土 土

郭 蔵
武

甕

ロ
ク

ロ
甕

ロ
ク

ロ
甕

23
.2

17
0

66
方

向
不
明
糸

切
、
底

部
周
縁

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

H7
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
恵

器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
師

器

上
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

灰
釉

陶
器

灰
釉

陶
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

上
 
自T
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
師

器

灰
釉

陶
器

鉄
  

器

鉄
  

器

鉄
  

器

石
  

器

不 邪 邪 杯 郭 不 不 郭 郷 不 台 碗 続 碗 碗 碗 皿 碗 皿

有
不

ロ
ク

ロ
寮

ロ
ク

ロ
変

ロ
ク

ロ
変

ロ
ク

ロ
甕

ロ
ク

ロ
奏

ロ
ク

ロ
甕

ロ
ク

ロ
甕

武
 

蔵
 

変

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

密

重

刀
 

子
 ?

釘

砥
石

12
8

12
8

13
0

13
2

14
4

13
0

13
4

13
6

17
8

13
8

15
,8

14
6

14
4

15
.6

13
,0

15
 4

19
4

20
 4

19
0

21
0

21
.4 45 23 2,
7

7.
2

58 62 56 56 68 46 52 60 5.
8

82 56 70 8.
3

50 8.
4

12
0

5,
1

09 04 06 43

43 43 45 41 3.
6

48 5,
0

43 06 0.
4

04 18

6.
0

06 2,
9

77
.1

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

、
黒
班

、
墨
書

右
回
転
糸
切

、
黒
班

右
回
転
糸
切

、
黒
班

方
向
不
明
糸
切

、
火
欅

「
任
」

墨
書

「
芳
」

ナ
デ
→
付
高
台

方
向
不

明
糸
切
→
付
高
台

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付

高
台

施
TI
H

施
釉

カ
キ

メ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

施
釉

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

十
字
暗

文
 
黒
色
処
理

黒
斑

黒
斑

黒
斑

火
欅

黒
色
処
理

口
唇

部
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
・
暗
文
 
黒
色
処
理

放
射
状
暗
文

・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

施
釉

施
釉

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ハ
ケ
メ

ナ
デ

黒
色
処
理

2次
火
熟

に
よ

り
消
滅

黒
色
処
理

2次
火
熟

に
よ

り
消
滅

2面
使
用

1 乙 3 4

器 益 器 器

恵 忠 恵 師

須 須 須 土

蓋

郭 邪 　 密

啄

13
 2

16
0

7.
2

90 45

4.
2

35

右
回
転
ヘ

ラ
切
、「

×
Jの

窯
向
〕

回
転
ヘ
ラ
切
→
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
φ
6c
mの

重
焼
痕

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

火
欅

ナ
デ

No
l

No
3

No
4



ド 伽 μ

第
6表

3

遺
構

No
器

種
器

形
法

量
成

形
・

調
整

・
文

様
備

考

口
 
径

(長
)

底
 
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
画

内
画

H8
5 6

器 器

師 師

土 土

壺

小
 

型
 

奏
11
6

46 48
12
4

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ

No
 2

H9
1 2 3 4 5 6

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

縄
文

土
器

石
  

器

鉄
  

器

郭
蓄 奏 鉢 石

鉢 蔵
武 深 砥

16
 4

16
 4

22
 0

21
5

66

60

23
 2 18

31
5

82 0_
5

52
70
 0

17
9

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

隆
帯
 
縄

文

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

ナ
デ

No
l

中
期
後
半
加

曽
利

E

No
3、

 1
面

使
用

H1
0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

鉄
  

器

石
  

器

石
  

器

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

変

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

変 釜 釜

鏃

砥 砥

石 石

17
 4

21
0

21
.2

24
.2

22
 0

23
 4 49 10
0

52

一 一 一 一 一 Ю 一 　 ・
８ マ お 刊

一 一 一 一 一 一 一 一 ユ お

，
０

3.
3

25
0.
0

16
2 
5

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
。
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ
 
ハ

ケ
メ

胎
土

分
析

試
料

4

胎
上
分
析
試
料

5

No
l、

 4
面

使
用

3面
使
用

HH
1 2

銅
 
製
 
品

鉄
  
 

器

柄
頭

5,
3

53
12

95
 1

28
 1

No
l

No
2

H1
2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

不 碗 邪 邪 lT
N

不

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

奏

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

甕

小
型

ロ
ク

ロ
甕

鉢

14
 4

15
 4

14
8

14
0

13
6

15
0

22
 4

20
 2

20
 2

12
 2

21
0

ユ 認 ユ ツ 刊 一 お 一 42

40 49 54 4.
0

40 28
 6

右
回
転
糸
切

右
回
転
→
付
高
台

右
回
転
糸

切

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

カ
キ

メ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

火
欅

火
欅

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

No
4

No
 2

No
 3

No
 l

H1
3

1 2 3

器 器 器

恵 恵

須 須 石

不 不 石

ム ロ 台

有 有 砥

13
8

17
.4 91

85 12
6

43

38 39 25
18
15

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

部
分

的
な

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

No
l

4面
使
用

H1
4

1 2 3 4 5 6 7 8

器 器 器 器 器 器 品

師 師 師 師 恵 　 製

土 土 上 土 須 鉄 石 石
器

邪 不

小
型

ロ
ク
ロ
密

ロ
ク

ロ
甕

壷 釘
?

軽 砥

石 石

13
3

14
 2 84 12
0

26 75 14
6

64 7.
0

64 0.
4

71 7.
5

お ユ 一 一 一 　 ・
４ お お

17
94
 1

73
0 
0

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸

切

ロ
ク
ロ
ナ
デ
ー
部
分
的

な
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

方
向
不

明
糸

切

ナ
デ

H音
文
・
黒
色
処
理

十
字
噌
文
 
黒
色
処
理

黒
色
処
理

ナ
デ

ナ
デ

平
面

―
円
、
側
面

―
長
方

に
研
磨

3面
使
用
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出
土
遺
物
観
察
表

4

離
No

器
種

器
形

法
量

成
形

・
調

整
。

文
様

備
考

口
 
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
 
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
面

内
画

H1
5

1 2 3 4 5 6 7

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

郭 邪

碗
?

奏

ロ
ク

ロ
甕

ロ
ク

ロ
甕

ロ
ク

ロ
奏

12
2

14
 2

14
 2

20
.0

20
 8

21
.8

58 6.
2

62

お 刊 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

墨
書

「
戒
」

?

ハ
ケ
メ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

暗
文
・
黒
色
処
理

暗
文

・
黒
色
処
理

黒
色
処
理

ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

甲
斐
系

?、
胎
上
分
析
試
料

6

胎
上
分
析

試
料

7

H1
6

l 2 3 4 5 6

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

JT
N

IT
N?

碗
?

/J
ヽ
型

ロ
ク

ロ
奏

ロ
ク

ロ
甕

甕

20 50 70 26 10 72

一 　 一 　 一 　 記 　 一 　 一

13
6

墨
書
「

?」

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ハ
ケ
メ

暗
文
 
黒
色
処
理

暗
文
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

ハ
ケ
メ

2次
火
熱

に
よ

り
黒
色
処
理
消
滅

、胎
上
分
析
試
料

8

胎
上
分
析
試
料

9

甲
斐
系

?、
胎
上
分
析

試
料

10

H1
7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

不 lT
N

不

小
 

型
 

奏

重 奏 甕 密 密 変 奏 甑 甑

12
 0

12
6

12
8

14
4

21
.8

19
8

12
1

14
4

10
0

13
3

10
6

74 54 70 48 76

53 56 46 16
.4 99

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ー
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ハ
ケ
メ
→
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ハ
ケ
メ
→
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ

ナ
デ

す
部
分
的

に
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ナ
デ

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ナ
デ

ハ
ケ

メ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ナ
デ

有
段

口
縁

不
、

No
10
、

胎
上
分
析
試
料
H

No
l

No
 3

No
 9

No
 5
・

6 
7

No
4・

5 
6 
7、

胎
土
分
析

試
料

12

No
ll

木
棄
痕

、
胎
上
分
析
試
料

13

多
子
し
、
No
2

多
孔

H1
8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
製
 
品

鉄
  

器

邪 郭 碗 碗 碗 碗

ロ
ク

ロ
小

型
変

ロ
ク

ロ
小

型
奏

ロ
ク

ロ
変

ロ
ク

ロ
菱

ロ
ク

ロ
甕 口

釘

16
 2

17
 0 88 11
2

19
6

21
5

24
 0 22

お お ・
６ ユ 一 一 一 一 一 一 一 一 お

刊 お 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 用

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ

中
心

に
方

向
不

明
回
転
糸

切
痕
・
付
高
台

墨
書

「
?」

墨
書

「
?J

ロ
ク
ロ
ナ
デ

カ
キ

メ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

放
射
状

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

H1
9

1 2 3 4 5

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
師

器

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

lT
N

不

有
 

台
 

郭

郭

武
 

蔵
 

姿

13
2

14
2

12
6

30

58 62 6.
8

60

4.
9

56 49

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸

切

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

右
回
転
糸
切

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

火
欅

ナ
デ

No
l

No
 3
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出
土
遺
修
観
察
表

5

離
No

器
種

器
形

法
量

成
形

・
調

整
。

文
様

備
考

口
 
径

(長
)

底
 
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
 
量

(g
)

舛
面

内
面

6 7 8 9 10 11

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

石
  

器

石
  

器

甕 奏 奏

蔵 蔵 蔵 甕

武 武 武 砥 砥

石 石

20
4

21
0

18
8

19
,6

14
7

一 　 一 　 ユ 　 一 　 Ю ■

一 　 一 　 十 　 一 　 � ユ

23
60
 0

68
0.
0

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

No
3 
4 
5

No
2

台
部

No
3・

4

4面
使

用
、
No
8

4面
使
用

、
No
9

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

上
 
師
 
器

上
 
師
 
器

灰
和

陶
器

上
 
師
 
器 器 器

師 恵

土 須

不 不 lT
N

碗 碗 碗

武
 

蔵
 

奏

ロ
ク

ロ
甕

壼

11
8

14
0

14
2

60 72 70 70 74 60 58 54 66

Ю お 　 一 　 】 一 　 一 　 一 　 一 　 一

国
唇

―
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
、
方
向
不
明
回
転
糸
切
→
周
縁

部
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

方
向
不

明
回
転
糸
切

方
向
不

明
回
転
糸
切
→
周
縁

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

回
転
方

向
不
明
糸
切
→
付
高
台

右
回
転
糸
切
→
付
高
台

底
部

中
央

に
方

向
不

明
回
転
糸

切
痕

、
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付

高
台

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

回
転
方

向
不
明
糸

切
→
付
高
台

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

重
焼
痕

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ナ
デ

ハ
ケ
メ

ナ
デ

残
存
部
分

に
施
釉
認

め
ら
れ

な
ヽ

H2
1

1
灰

釉
陶

器
瓶

54
右
回
転
糸
切

り
、
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
施
釉

H2
2

1 2 3

土
 
師
 
器

灰
釉

陶
器

弥
生

土
器

不 皿 甕

13
0

14
0

56 64
41 28

方
向
不
明
回
転
糸

切
、
墨
書

「
?J

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

、
施
釉

櫛
歯
状
工
具

に
よ

る
束
1突

列

H音
文
 
黒
色
処
理

重
焼
痕

ナ
デ

つ
け
が
け
施
釉

中
期

、
混
入
遺
物

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 r
ll
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

縄
文

土
器

石
  

器

不 JT
N

不 IT
N

不 IT
N

不 不 IT
N

不

不
?

碗 不 碗

邪
?

邪
?

ロ
ク

ロ
奏

深
  
 

鉢

編
 

物
 

石

12
6

16
.8

H0 12
4

12
8

13
0

13
0

14
6

11
8

13
4

14
8

15
0

21
0

12
 4

50 64 58 60 46 50 62 50 48

ツ マ ユ Ю ■ お 一 Ю 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 澪
18
84

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

「
生

J

墨
書
「

?」

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

方
向
不
明
回
転
糸

切
 
付
高
台

方
向
不
明
回
転
糸
切

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

付
高
台

・
墨
書

墨
書

「
?」

墨
書

「
上
」

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

縄
文
・
隆
帯

「
南
」

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

暗
文
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ハ
ケ
メ

No
5

No
6

No
2

No
3

Ｎ 一 　 　 Ｎ 中
期
後
半
加

曽
利
E

H2
4

1 2 3 4 5 6

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
師

撃

土
 
師
 
器

邪 不 イ 杯 界 不

14
6

13
8

14
0

刊 　 一 　 一 　 ■ 　 一 　 一

4電

一 　 一

右
回
転
糸
切
、
墨
書
「
☆
」

黒
色
処
理

右
回
転
糸
切

墨
書
「
上
」

墨
書
「
万
」

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

黒
色
処
理

黒
色
処
理

黒
色
処
理



ド い ト
第
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出
土
遺
物
観
察
表

6

離
No

器
種

器
形

法
量

成
形

・
調

整
・

文
様

備
考

口
 

径
(長

)
底

径
(幅

)
器

高
(厚

)
重

量
(g
)

外
面

内
面

H2
4

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

灰
釉

陶
器

灰
釉

陶
器

灰
釉

陶
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

灰
釉

陶
器

鉄
  

器

郷 不 碗 碗 碗

ロ
ク

ロ
小

型
奏

ロ
ク

ロ
甕 壷

壷 変 甕 密 頸 ？

長

十 一 お ユ 一 ツ ・
０ 一 一 一 一 　 一 ■

7.
0

8.
6

90 12
.8

15
0

05

一 　 一 　 刊 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 お
22
2

墨
書

「
?」

墨
書

「
?」

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

、
施
釉

施
釉

施
釉

ロ
ク

ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

方
向
不

明
回
転
糸

切

平
行
叩

目
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

平
行
叩

ロ
 

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

施
釉

放
射
状
暗

文
・
黒
色
処
理

黒
色
処
理

重
焼
痕

・
施
釉

施
釉

重
焼
痕
 
施
釉

ナ
デ

ハ
ケ
メ
・

当
具
痕

ナ
デ

ナ
デ

つ
イ サ
が
け

つ
け
が

1)

つ
イ ナ
が
け

No
3

内
面

円
滑

、
転
用
硯

と
思

わ
れ

る

No
2

H2
5

1 2 3

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

灰
釉

陶
器

不 必

段
皿

一 　 十 　 一

42 6.
0

71

一 　 一 　 一

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切
、
墨
書

「
?」

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

窯
道
具

の
痕
跡

、
施
釉

角
高

台

H2
7

1 2 3 4 5 6 7

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

土
 
製
 
品

土
 
製
 
品

鉄
  
 

器

石
  
 

器

郭

ロ
ク

ロ
奏

凸
帯
文
付
四
耳
壺 口 口

刀
子

砥
石

15
,3

17
6

14
 2

11
 5

7.
2

11

15
 2

39 25 55
12
 3

83
0 
0

方
向
不
明
回
転
糸
切

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

平
行

叩
目

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ

当
具
痕

4面
使

用
、
No
l

H2
8

1 2 3 4 5

上
 
師
 
器

上
 
師
 
器

上
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

邪 不

ロ
ク
ロ

/J
ヽ
型
甕

ロ
ク

ロ
甕

ロ
ク

ロ
甕

13
 8

18
6

19
4

29
 8

68 5,
4

34
方
向
不
明
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

暗
文

・
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
・

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

H2
9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

上
 
自W
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

IT
N

不 不 辱 邪 郭 不 碗 碗 碗 碗 IT
N

ロ
ク
ロ
小
型
変

ロ
ク
ロ
小
型
姿

ロ
ク

ロ
甕

蔵
寮

武

12
4

12
8

12
8

14
 8

16
.2

13
 4

15
0

14
8

17
.8

13
6

12
0

12
2

19
,0

62 58 62 7.
8

60 66 70 60 48

一 　

・

６ 　 一

35 47 39 42 69 52 52 51

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切
→
周
縁

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸
切

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
墨
書

「
寺
」

右
回
転
糸
切

り
・
付
高
台

方
向
不
明
回
転
糸
切
→

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

墨
書

「
?」

右
回
転
糸
切

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

Ｎ 　 　 Ｎ 欠
損

し
た
高
台

を
研
暦

し
て
不

と
し
て
使
用

、N
o4

No
2
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7

離
No

器
種

器
形

法
量

成
形

・
調

整
。

文
様

備
考

口
 
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量

(g
)

舛
面

内
面

H2
9

17 18 19

鉄
  
 

器

鉄
  

器

縄
文

土
器

深
鉢

17
8

32
11 06

10 06
33
.4 41

縄
文
 
沈
線

No
5

中
期
後
半
加

曽
利

E

H3
0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

土
 
師
 

器

上
 
師
 
器

上
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 

器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

鉄
  
 

器

縄
文

上
器

lT
N

塔 郭 郭 邪 IT
N

辱 不 碗 碗

ロ
ク

ロ
小

型
姿

刀
子

深
鉢

H4 H6 12
0

12
8

13
4

13
4

13
.4

14
0

13
6

16
0

15
4

65

44 54 58 48 62 60 72 70 64
(6
2) 70 14

43 45 45 42 42 45 42 43 66
(5
7) 11
6

04

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

9」

右
回
転
糸

弼

右
回
転
糸
切

回
転
方

向
不

明
糸
切

右
回
転
糸
切
 
黒
斑

右
回
転
糸

切
 
黒
斑

付
高
台
 
刻
書

「
?」

回
転
方

向
不
明
糸
切
→
付
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ
 
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

縄
文
 
沈
線

十
字
暗
文
・
黒
色
処
理

、

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
思

十
字
暗
文
・
黒
色
処
理

、

ナ
デ

ナ
デ

十
字
暗
文

,黒
色
処
理

、

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ

No
6

No
2

No
5

No
4、

No
l

No
7

No
3

欠
損

し
た
高
台

を
研
磨

し
て

lT
Nと

し
て
使
阿

中
期
後
半
加

曽
利

E

H3
1

1 2

土
 
師
 
器

鉄
  
 

器

杯

鋤
先

13
6

74
64 11
0

40 06
右

回
転

糸
切

ヘ
ラ

ガ
キ
 

黒
色

処
理

H3
2

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 

器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

鉄
  
 

器

石
  
 

器

変 変 　 　 鏃

不 不 杯 硫 硫 蔵 蔵 鎌

武 武 　 石

12
 8

13
0

15
2

14
2

15
2

20
 0

12
 0 12

刊 ユ 潟 刊 一 一 ユ お お

43 42 49 58 03 03
65
 0

0.
4

右
回
転
糸
切

回
転
方

向
不
明
糸
切
→
周
縁
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸

切

回
転
方

向
不
明
糸

切
、
ケ
ズ

リ
に

よ
り
墨
書
消
去

方
向
不

明
回
転
糸

切
→
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付

高
台

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

黒
色

処
ll
E

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ナ
デ

ナ
デ

No
2

No
l

No
3

黒
曜
石

製

H3
3

1 2 3 4 5 6

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

郭 郭 イ 不

武
 

蔵
 

甕

式
 

蔵
 

変

14
1

14
2

16
2

14
4

18
2

34

「
蛙
」

と
思
わ
れ
る
刻
書

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ナ
デ

ナ
デ

H3
4

l 2 3 4 5 6 7

器 器 器 器 器 器 器

師 師 師 師 師 師

土 土 土 土 土 土 鉄

必 眈 硫

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

変

武
 

蔵
 

甕

9や

48 32 56 3.
5

86 92 81

】 ユ 　 一 　 一 　 一 　 一 　 ユ

38 53 03

方
向
不

明
回
転
糸

切
→
ヘ

ラ
に
よ
る
回
転
ナ
デ

右
回
転
糸
切
→
付
高
台

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

十
字
暗

文
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ナ
デ

ハ
ケ

メ
 

ナ
デ

ハ
ケ
メ
 

ナ
デ

H3
5

1 2 3 4

器 器 器 器

師 師 師 師

上 土 土 土

ll
N

辱 IT
N

杯

12
0

13
2

14
4

13
2

64 56 82

40 46 46

方
向
不

明
回
転
糸

切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸

切

墨
書

「
?J

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

黒
色

処
理
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表

離
No

器
種

器
形

法
量

成
形

・
調

整
・

文
様

備
考

口
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量
(g
)

外
面

内
面

5 6 7 8 9 10 11 12 13

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

土
 B
ll
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

縄
文

土
器

縄
文

土
器

縄
文

土
器

石
器

碗 郷

ロ
ク

ロ
小

型
甕

武
 

蔵
 

奏

ロ
ク

ロ
甕

深
  
 

鉢

深
  
 

鉢

深
  
 

鉢

臼

一 刊 刊 望 望 一 一 一 　 ・
１

ユ 消 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 ・
７

37 11
0

35
9 
0

回
転
方

向
不
明
糸
切
→
付

高
台

右
回
転
糸
切

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

縄
文
 
隆
帯

縄
文

押
捺
隆
帯

・
縄
文

・
沈
線

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ナ
デ

ハ
ケ
メ
 

ナ
デ

ハ
ケ
メ

中
期
後
半
木
加

曽
利
E

中
期
後
半
木
加

曽
利

E

後
期
堀
之

内

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

上
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

上
 
師
 
器

鉄
  

器

邪 邪 邪 碗 碗

双
 

耳
 

重

ロ
ク

ロ
小

型
奏

ロ
ク

ロ
密

刀
子

11
8

14
 8

13
.8

14
8

14
 0

13
.6

21
8

90

47 60 66 64 88 12

46 50 6.
3

56 05

右
回
転
糸
切

方
向
不
明
回
転
糸
切

回
転
方
向
不

明
糸
切
→
付
高
台
→

ナ
デ

回
転
方

向
不

明
糸
切
→
付
高
台
→

ナ
デ

右
回
転
糸
切

・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
 

ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

黒
色
処
理
 
ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

胎
上
分
析
試
料

14

胎
上
分
析
試
料

15

胎
上
分
析
試
料

16

胎
上
分
析
試
料

17

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

石
  

器

不 lT
N

郭 邪 硫 碗 碗

ロ
ク

ロ
甕

甕

把
手

付
重

砥
石

18 28 36 40 42 46 50 14 00

■ ・
４ 記 ユ 一 Ю ユ 一 　 ・
０ 一 ↓

ユ お ↓ 望 一 お 刊 一 一 一 駕
93
0 
0

右
回
転
糸
切

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸
切

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

回
転
方
向
不

明
糸
切
→
付
高
台

右
回
転
糸
切
→
付
高
台

右
回
転
糸
切
 
墨
書

「
?」

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

十
字
暗
文
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

十
字
暗
文
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

ナ
デ

ナ
デ

N。
1

高
台
欠
損
状
態

で
使
用

No
2

5面
使
用

H3
8

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

土
 
製
 
品

土
 
製
 
品

邪 郭 邪 碗 邪 邪

土 土

錘 錘

14
 0

16
0

15
0

40 46

60 56 58 62 17 20

ツ 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 マ 対

10
0

12
9

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切
 
底
部
周
縁

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ

右
回
転
糸
切

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

H3
9

1
土
 
師
 
器

邪
52

右
回
転
糸
切
・
墨
書
「
寺
」

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

No
l

H4
0

l 2 3 4 5 6

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
印
‖ 

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

邪 郭 邪 郵 不

有
 

台
 

不

H6 12
0

15
2

12
4

10
0

64 13
.0

11
6

58 68

35 45 44

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸

切
、
「
×
」

の
窯
印

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付

高
台

ナ
テ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

暗
文

、
日
唇

部
凹

ナ
デ

胎
上
分
析
試
料

18

有
段

口
縁

不
、
胎
土
分
析
試
料

19

橙
色
陶
質



岸 い 『

第
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土
遺
物
観
察
表

離
No

器
種

器
形

法
量

成
形

・
調

整
,文

様
備

考
口
 

径
(長

)
底

  
径

  
(幅

)
器

高
(厚

)
重

量
(g
)

外
面

内
面

H4
0

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

鉄
  

器

石
 
製
 
品

石
 
製
 
品

石
  

器

石
  

器

石
  

器

石
  

器

石
  
 

器

郷 邪 高

蓋 蓋 杯

重 密 変 甕 密 甕 甕 密 甕 甑 鎌

紡
 9
1 

草

紡
 

錘
 

車

砥
石

編
 

物
 

石

編
 

物
 

石

編
 

物
 

石

編
 

物
 

石

14
8

14
6

66
15
 4

17
 6

17
0

14
6

22
 0

21
4

60 42 40 6.
4

12
.2

10
0

13
7

12
0

一 一 ユ ユ 一 一 一 ユ ユ 認 一 刊 一 鍔 十 一 巧 お ■ お つ

10
7

48

38
 2 03 23 20 46 39 39 23 26

15
 1

57
 0

48
 7

41
80

41
90

30
4 
0

28
0 
0

24
7 
0

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ
 
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
 

部
分

的
な
ヘ

ラ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ナ
デ
気
味

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ
気
味

の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ガ
キ

ナ
デ
・
部
分
的

な
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ナ
デ

ナ
デ

ハ
ケ
メ

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
気
味

の
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
気
味

の
ナ
デ

ハ
ケ
メ
 

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

胎
上

分
析
試
料

20

つ
ま
み
欠
損

焼
成
前
穿
孔

No
3

No
l、

胎
上

分
析
試
料

21

No
2、

胎
土
分
析
試
料

22

No
4

3面
使

用

1 2 3

器 器 器

土 土 鉄

邪 甕 釘

12
.0

11
6

66 52 65

30 07
17
2

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

暗
文
状

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ハ
ケ

メ

1 2 3

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

灰
釉

陶
器

鉢 甕

長
 

頸
 

壷

20
 4

12
4

70

一 　 一 　 一

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

施
釉

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ナ
デ

施
釉

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

鉢 甕 菱 童 重 壷 重 重 壼 重 重 重 重 壷 帝

19
4

88 90 12
4

一 　 一 　 Ю 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 十 　 一 　 一 　 一 　 一 　 刊

赤
彩

lm
歯
状
工
具

に
よ
る
波
状
文

(縦
位
 
横
位

)

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

縄
文

、
ハ

ケ
メ
→
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

赤
彩
・
縄

文
・
横
位
沈
線

縄
文

、
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

縄
文

縄
文

・
刻

目

赤
彩

、
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

縄
文

・
沈
線

、
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→

ナ
デ

縄
文
 
沈
線

・
櫛
歯
状
工
具

に
よ
る
廉
状
文

縄
文
 
沈
線

縄
文

・
沈
線

沈
線

・
刻

目

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

赤
彩

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

赤
彩

、
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→

ナ
デ

ハ
ケ

メ
→
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
→

ナ
デ

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
→

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
→

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
→

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
→

ナ
デ

ハ
ケ
メ

No
2

No
l

H4
5

1 2

器 器

師 師

土 土

不 邦

11
4

13
4

50 5.
2

一 　 一

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

R音
文
 
黒
色
処
理

R音
文

・
黒
色
処
理
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表

10

離
No

器
種

器
形

法
量

成
形

・
調

整
・

文
様

偏
考

口
 
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
面

内
面

H4
5

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

灰
釉

陶
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

鉄
  

器

鉄
  

器

鉄
  

器

邪 郭 不 皿 鉢

ロ
ク
ロ

/」
型ヽ
密

ロ
ク
ロ
小
型
密

ロ
ク

ロ
甕

武
 

蔵
 

奏

武
 

蔵
 

甕

奏

刀
  
  

子

刀
  
  

子

紡
 

鍾
 

草

13
8

14
4

14
2

15
 2

17
 2

10
2

13
8

21
8

19
0

33
 4 95 48 82

60 90 80 18 04 51

十 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 望 ・
６ お

15
 1 21

26
 4

右
回
転
糸
切

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

施
釉

方
向
不

明
糸

切

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ハ
ケ

メ
 

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ

皓
文
 
黒
色
処
理

施
釉

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

燦
状

の
付

着
物

15
と

同
一
個

体
?

14
と

同
一
個

体
?

H4
7

1 2

弥
生

土
器

弥
生

土
器

甕 壼

一 　 一

52
一 　 一

ハ
ケ
メ

赤
彩
・
棒
状
工
具

に
よ
る
平
行
沈
線

・
鋸
歯
文

ハ
ケ
メ
 

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ

No
l

H4
8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

灰
釉

陶
器

灰
釉

陶
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

鉄
  

器

鉄
  

器

変 変 甕 子

不 不 不 不 不 碗 碗 鉢

ロ ロ ロ 　 ？

ク 　 ク ク

ロ ロ ロ 刀

14
0

15
0

15
6

14
4

14
8

14
2

14
6

23
 4

25
 0

25
 6 80 25

お � ュ 一 一 お 一 一 一 　 一 お ■ お

35 39 51 45 04 03
90 11

右
回
転
糸
切

・
墨
書

「
内

J

右
回
転
糸
切
 
墨
書

「
磯

J

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

墨
書

「
?」

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ

暗
文
 
黒
色
処
理

暗
文

・
黒
色
処
理

暗
支
 
黒
色
処
理

暗
文

・
黒
色
処
理

重
焼
痕

重
焼
痕

黒
色
処
理

ハ
ケ
メ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

No
l、

つ
け
が
け
施
釉

つ
け
が
け
施
釉

H4
9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

灰
釉

陶
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

縄
文

土
器

石
  

器

鉄
  

器

鉄
  
 

器

郭 郭 碗 硫

ロ
ク

ロ
甕

ロ
ク

ロ
姿

鉢

打
製

石
斧

ユ ユ 一 ユ 刊 一 一 お お イ

】 一 Ю 一 一 ツ 一 刊 お ユ

Ю 一 一 一 一 一 一 イ お 望

27
60 43 09

方
向
不
明
回
転
糸

切

墨
書

「
宝

J

方
向
不
明
回
転
糸
切
→
付

高
台

施
fI
I

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

沈
線

ナ
デ

黒
色
処
理

施
釉

ハ
ケ

メ

ナ
デ
 
ハ

ケ
メ

後
期

堀
之

内

H5
0

l 2 3 4 5

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
船

弥
生

土
器

弥
生

土
器

鉢

一 局
杯

賢 重 壺

26
.3

26
.4

14
4

68 56 10
0

10
.5

43
 2

口
唇
部

に
1条

の
凹
線
 
赤
彩

赤
彩

日
唇
部
 
棒
状
工
具
に
よ
る
押
僚

,縄
文
。
体
部
 
椰
国
状
I具

に
よ
る
斜
走
文
て

ハ
ケ

メ
→

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
、
沈
線

・
亥
1目

櫛
歯
状
工
具

に
よ
る
刺
突
列
 
横
位

条
線

、
赤
彩

赤
彩

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ハ
ケ

メ

ナ
デ

ロ
縁
部
赤
彩

、
ハ

ケ
メ
・
ナ
デ

No
1 
4

No
2

No
3
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第
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察
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]]

遺
構

No
器

種
器

形
法

量
成

形
。

調
整

・
文

様
備

考
口
 
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量
(g
)

外
面

内
面

H5
0

6
縄

文
土

器
深

鉢
縄

文
・
隆
帯

中
期

後
半

加
曽

利
E

H5
1

弥
生

上
器

弥
生

上
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

鉢 鉢

手
捏

蓋 密 壷 重 壼 壷

21
4

21
4

11
6

12
6

52 40 80 90

90
赤
彩

ハ
ケ
メ
→
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
→
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

縄
文
 
沈
線
 
櫛
歯
状

工
具

に
よ
る
条
線

ハ
ケ
メ
→
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
、
縄

文
・
沈
線

櫛
歯
状
工
具

に
よ
る
刺
突

・
赤

彩

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
赤
彩

赤
彩

ハ
ケ
メ
→

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ハ
ケ

メ
 

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

赤
彩

ハ
ケ
メ
、
赤
彩

No
5

No
2

No
3 
4

No
4

No
6

H5
2

1
土
 

師
 

器
郭

13
4

11
2

44
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
暗

文
 

黒
色

処
理

H5
3

l 2 3 4 5 6

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

石
  
 

器

有
 

台
 

舅
(

lT
N

蓄

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

甕

砥
石

15
9

20
 0

22
 6 67

92 40 29
17

右
回
転
糸

切
→

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付

高
台

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

火
欅

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

4面
使

用

H5
4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

イ 不 邪 lT
N

不 IT
N

ロ
ク

ロ
甕

ロ
ク

ロ
甕

武
蔵 蔵

変

武
菱

11
6

12
 8

13
4

12
8

13
4

14
4

20
 8

20
 6

20
 6

刊 記 Ю 一 刊 ワ 一 一 　 一 一

お ４ 】 一 お お 一 一 　 一 一

右
回
転
糸
切

方
向
不
明
回
転
糸
切
 
周
縁
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

墨
書
「
÷
」

墨
書

「
?」

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

放
射
暗
文
状

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

十
字
暗
文
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

H5
5

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

仄
釉

陶
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

鉄
  

器

郭 不 不 碗

小
型

ロ
ク

ロ
変

ロ
ク

ロ
密

ロ
ク

ロ
姿

鏃
?

記 ユ 一 刊 一 刊 ワ 刊

76 54 48 08

お 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 お
76

方
向
不
明
回
転
糸
切

方
向
不
明
回
転
糸
切
→

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

施
釉

右
回
転
糸
切
 

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ
気
味
の
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

暗
文
状

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

施
釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

器 器 器 器 器 器 器 器 器

師 師 師 師 師 師 師 師 師

上 土 土 土 土 土 土 上 上

郭 邪 郭 郭 邪 不 杯 邪 郭

18 22 25 28 30 30 30 32 32

54 62 53 60 54 53 60 60 60

45 40 40 55 36 42 43 42 45

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切
 
墨
書

「
午
」

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

回
転
方
向
不
明
糸

切

回
転
方
向
不
明
糸
切

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸
切

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
‐
黒

色
処

理

黒
色

処
理

2次
火
熱

に
よ

り
黒
色
処
理
消
滅

底
部

の
凹

を
粘

上
で

貼
付

し
て

修
正
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出
上
遺
物
観
察
表

12

遺
構

No
器
  

種
器
  

形
法

量
成

形
調

整
文

様
傭

考
□
 

径
(長

)
底

径
(幅

)
器
 
高

(厚
)

重
 
量

(g
)

外
画

内
  

面

H5
6

器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 喬 器 器

師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 忠 恵 恵

上 上 土 土 土 土 土 土 上 土 土 土 上 土 土 土 上 上 上 上 土 上 上 土 土 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須

蓋

郭 邪 不 不 霜 瘤 硫 碗 碗 硫 硫 碗 皿 皿 皿 皿 皿 皿 皿 皿 皿 皿 皿 皿 　 郷 郭 邪 郭 郭 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 昂 郭 郷

不

お お ユ ユ お 一 ツ Ю ■ Ю 一

11
 5

12
0

12
4

12
6

12
8

12
8

14
 0

14
0

14
0

12
0

12
2

12
8

12
6

12
6

13
0

13
0

13
2

13
4

13
8

13
8

13
8

14
0

14
0

14
0

14
0

14
4

14
4

14
4

14
6

14
8

15
 0

・
５ ゼ Ю ユ 一 お 一 お 姥 一 一 お 望 潟 ユ 望 鍔 ユ 望 ユ 一 56 64 56 78 66 5,
6

60 62 86 56 6.
0

60 6.
0

55 58 64 5.
3

50 50

44 46 48 46 一 　 ・
７ お 一 一 一 ■ ユ 刊 イ ユ ■ ワ お ■ 一 一 45 42 5,
1

34 47 42 4,
2

4.
2

36 41 41 42 44 46 48 45 45 44 49

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切
 
周
縁
部
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸
切

・
黒
色
処
理

右
回
転
糸

切

墨
書
「

?」

右
回
転
糸
切
 
周
縁
部
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・
墨
書

「
?J

回
転
方

向
不

明
糸
切

ナ
デ

回
転
方

向
不
明
糸
切

回
転
方

向
不

明
糸
切

墨
書

「
奉

?」

墨
書
「

?J

回
転
方

向
不
明
糸
切
→
付
高
台

付
高
台
 
墨
書

「
卸
」

?

回
転
方

向
不

明
糸
切
→
付
高
台

、
墨
書

「
卸
大
十
■
」

回
転
方

向
不

明
糸
切
→
付

高
台

回
転
方

向
不

明
糸
切
→
付
高
台

回
転
方

向
不
明
糸
切
→
付
高
台

回
転
方

向
不
明
糸
切
→
付
高
台

ナ
デ
→
付

高
台

回
転
方

向
不

明
糸
切
→
付
高
台
 
墨
書

「
十
J 
?

回
転
方
向
不

明
糸
切
→
付
高
台

回
転
方
向
不
明
糸
切
→
付
高
台

墨
書

「
?」

黒
色
処
理

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

、
墨
書

「
午

?」

右
回
転
糸

切
、
墨
書

「
?J

暗
文
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

暗
文
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

,黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

黒ヽ
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

,黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

暗
文
・
黒
色
処
理

2次
火
熟

に
よ

り
黒
色
処
理
消
滅

胎
上
分
析
試
料

23

内
外
面

に
黒
斑

No
2、

内
外
面

に
黒

ll
l

No
6、

内
外
面

に
黒

1/
1

No
5、

内
外
面

に
黒
斑

内
外
面

に
黒
斑
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遺
構

No
謡

種
器

形
法

量
成

形
・

調
整

・
文

様
備

考

口
 
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
面

内
画

H5
6

54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

灰
釉

陶
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

鉄
  

器

鉄
  

器

鉄
  

器

鉄
  

器

鉄
  

器

鉄
  

器

不

有
 

台
 I
Th

有
 

台
 

郭

邪
  
  

蓋
jT
N 
  

蓋

皿

小
型

ロ
ク
ロ
変

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

密

武
 

蔵
 

養

密 奏 甕 斧

刀
子

15
4

13
0

17
 4

14
0

15
4

84 13
0

21
0

22
 6

22
 4

(7
0)

(9
0)

(5
0)

(7
.0
)

(6
8)

(1
95
)

7.
4

94 11
8

7.
8

50 14
4

38 13 10 12 10 08

39 38 61 23 18 41 03 04 03 05

10
4.
3

(1
37
)

(9
1)

(1
29
)

(8
8)

(2
7 
3)

回
転
方

向
不
明
糸
切

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸
切
→
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

回
転
方

向
不
明
糸

切
、
火
欅

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ

ナ
デ

平
行
叩

目
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

火
欅

施
釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

No
7

重
焼
痕
認
め
ら
れ
ず
。
窯
道
具
の
使
用
、
K1
4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

鉄
  

器

石
  

器

郵 邪 不 不 郭 不

武
 

蔵
 

奏

変

石
鏃

13
0

14
8

12
2

14
4

12
 2

13
6

15

54 62 80 62 70 15
0

08 15

イ 一 刊 ツ 一 一 一 一 鍔 ぉ

15
2

10

右
回
転
糸
切

底
部

に
棒
状
工
具

に
よ
る
同
心

円
、
付
高
台

方
向
不
明
回
転
糸
切
・

火
欅

ヘ
ラ
切

り
'ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸
切

・
火
欅

方
向
不
明
回
転
糸
切
・

火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

格
子
叩

目
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

火
欅

火
欅

火
欅

ナ
デ

ナ
デ

墨
書

?

黒
曜
石

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

土
 
師
 
器

須
恵

器

鋼
 
製
 
品

石
  

器

不 邪 不 不 不 邪 邪

郷
蓋

武
 

蔵
 

甕

甕

帯
金

具
巡

方

石
鏃

16
4

17
 5

12
8

11
8

13
8

14
2

14
6

16
3

19
.2

34
 8 2.
4

23

66 10
4

80 50 70 80 72 27 15

50 56 39 34 39 41 39 03 03
30 06

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

方
向
不
明
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

ナ
デ

黒
曜
石

H5
9

1 2 3

器 器 器

恵 恵 恵

須 須 須

邪 郷 邪

13
4

13
6

14
 2

60 6.
0

60

37 43 42

右
回
転
糸
切
 
火
欅

右
回
転
糸
切
 
火
欅

右
回
転
糸
切

火
欅

火
欅
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表

離
No

器
種

器
形

法
量

成
形

・
調

整
・

文
様

備
考

口
 

径
(長

)
底
 
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
面

内
面

H5
9

4 5 6 7 8 9 10 11

器 器

恵 恵

須 須 須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

鉄
  

器

不 郭

有
 

台
 

不

杯
蓋

小
型

武
蔵

寮

武
 

蔵
 

奏

武
 

蔵
 

変

刀
子

14
6

14
0

16
3

18
4

10
6

24
 4 49

64 74 10
7

48 12

44 39 68 04

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切
 
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

火
禅

ナ
デ

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ナ
デ

1 2 3 4

器 器 器 品

師 恵 師 製

土 須 土 土

碗 不 変

羽
回

11
6

60

方
向
不
明
回
転
糸

切
→
付
高
台

右
回
転
糸
切

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

縄
文

土
器

鉄
  

器

lT
N

郭 邪 邪 不 不 邪 邪 不 不

不
蓋

皿 碗 碗 碗 鉢 奏

深
鉢

12
4

12
 4

13
2

13
 4

13
4

14
6

12
6

13
4

14
0

14
0

12
6

15
0

15
0

15
6

25
 0

22
 0 49

側 開 蜆 餌 Ｗ 帥 一 帥 帥 帥 一 一 制 悧 一 一 一 一 哨

狙 柄 凹 躙 年 蛹 一 偶 躙 処 一 　 一 団 踊 一 一 一 一 弱
54

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸

切

方
向
不
明
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切
 
墨
書

「
信
」

墨
書

「
信
」

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

右
回
転
糸

切
→
付
高
台

方
向
不
明
回
転
糸
切
→
付

高
台

方
向
不
明
回
転
糸
切
→
付
高
台

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ

押
捺

隆
帯

暗
文
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
 

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

黒
色

処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

黒
色

処
理

火
欅

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ナ
デ

後
期

?

H6
2

1 2

器 器

師 恵

土 須

不 杯

15
2

13
8

74 62
4.
3

37
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
赤
彩

方
向
不

明
糸

切
、
火
欅

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

火
欅

H6
3

1
石

器
石

鏃
(2
35
)

(1
2)

(0
7)

黒
曜

石
H6
4

1 2

器 器

師 師

土 土

杯

ロ
ク

ロ
菱

13
8

66

一 　 一
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ナ
デ

H6
5

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

上
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

とし
  

白叩
  

冊 器 器

土 土

不 邦 郭 邪 郭 イ 郭 郷

20 24 3.
0

30 36 0,
6

44 44

60 62 60 60 58 6.
0

60 68

40 33 42 45 40 3.
5

40 48

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理
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15

遺
構

No
器

種
謡

形
法

成
形

・
調

整
・

文
様

備
考

口
 
径

(長
)

底
 
径

(幅
)

器
 
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
面

内
面

0 2 3 5 6 7 8 9

土
 
師
 
器

須
 
恵
 

器

須
 
恵
 
器

土
 
帥
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

灰
釉

陶
器

灰
釉

陶
器

碗 邪 郭 鉢 鉢

ロ
ク

ロ
菱

ロ
ク

ロ
変

長
 

頸
 

重

壺 碗 碗

記 お 一 刊 一 一 一 一 一 望 ユ

60 50 10
0

54 40 10
0

一 　 イ 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一 　 一

回
転
方
向
不
明
糸
切

、
付

高
台

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

,黒
色
処
理

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸

切
 

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付

高
台

施
釉

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

、
墨
書

「
?」

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

施
釉

施
釉

高
台
欠
損

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

土
 
製
 
品

不 邪 j4
N

郭 郭

有
 

台
 

郭

有
 

台
 

郭

有
 

台
 

郭

不
蓋

邦
誘

郭
蓋

武
 

蔵
 

変

武
 

蔵
 

菱

甕

□

15
,2

17
8

13
4

15
 4

14
0

15
8

17
8

15
0

15
0

16
 8

18
8

82 92 60 84 72 10
6

13
0

10
 0 44 15
6

43 60 40 37 46 60 38

手
持

ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
ヘ

ラ
切

り
・
火

p.
l

回
転
方
向
不
明
糸

切
・
火

rf
u

右
回
転
糸

切
 
火
欅

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付

高
台
 
火
欅

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台
 
火
禅

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付

高
台
・

火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
火
控

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

格
子
叩

目

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

火
欅

火
禅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
禅

ナ
デ

ナ
デ

当
具
痕

を
ナ
デ

に
よ

り
消
去

H6
7

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

石
  

器

不 lT
N

不 IT
N

杯 不 郭 藍

石
鏃

14
2

14
2

12
4

13
8

14
0

14
 2

13
8

25

60 60 54 60 60 60 54 88 13

4,
0

45 40 45 38 44 40 0.
5

11

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

、
火
欅

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付

高
台

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

火
欅

火
欅

H6
8

器 器

師 恵

土 須

イ

有
 

台
 

郭

一 　 一

68 80
一 　 一

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

H6
9

器 器

恵 恵

須 須

不 不

一 　 一

68 82
一 　 一

回
転
方

向
不

明
糸
切

、
大
欅

回
転
方

向
不

明
糸

切
、
大
欅

火
欅

火
欅

H7
0

器 器 器

恵 恵 恵

須 須 須 上
 
師
 
器

奉

邪 郭 　 　 鉢

不

13
0

42 78

68 64 82

や 　 一 　 一 　 立

右
回
転
糸

切
、
火
欅

右
回
転
糸
切

、
大

pf
II

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

火
稗

火
欅

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

土
 

師
 

器
郎

右
回
転
糸

切
暗
文
 
黒
色
処
理
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16

離
No

器
種

器
形

法
霊

成
形

・
調

整
・

文
様

備
考

口
 
径

(長
)

底
 
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
面

内
面

H7
1

2 3 4 5 6 7

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

上
 
師
 
器

須
 
意
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

邪

有
 

台
 

邪

硫 重

ロ
ク

ロ
甕

奏

21
2

76 88 68 94 50

ヘ
ラ
切

り

付
高
台

ナ
デ
・
付
高
台

付
高
台
 
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

H7
2

1 2

器 器

師 師

土 土

不

ロ
ク

ロ
甕

14
.4

22
 6

70
40

回
転
方

向
不

明
糸

切

ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

黒
色
処
理

カ
キ

メ
状
の

ナ
デ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 品 器 器

師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 師 恵 恵 恵 製

土 土 土 土 土 土 土 土 土 上 土 土 土 土 土 土 土 土 須 須 須 土 石 石

不 杯 郷 郭 郭 不 郭 不 邪 邪 不 不 碗 碗

耳
皿

耳
皿

ロ
ク
ロ
小
型
獲

ロ
ク

ロ
甕

不 密 甕

土
錘

使
用
痕
の
あ
る
剥
片

粗
大

石
匙

12
 4

12
6

12
 8

13
0

13
2

14
0

16
0

12
6

13
4

13
.6

7.
6/
5 
2

96
21
.2 39 34

(9
7)

70 57 44 48 6.
3

60 7.
6

64 63 72 3.
0

2.
2

8.
6

1.
6

3.
3

61

40 50 4.
7

49 41 39 58

2.
0/
1 
1

15 10 10

66 66
63
 4

右
回
転
糸
切

、
墨
書

「
子
」

右
回
転
糸
切

、
墨
書

「
子
」

右
回
転
糸

切
、
墨
書

「
生
」

右
回
転
糸
切

方
向
不

明
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

、
墨
書

「
子
」

右
回
転
糸
切

墨
書

「
子
」

右
回
転
糸
切
→
付
高
台

右
回
転
糸
切
・
粗

い
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

右
回
転
糸

切
 
粗

い
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

右
回
転
糸
切

・
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

方
向
不

明
回
転
糸
切

ナ
デ

平
行
叩

目

放
射
状
暗
文
 
黒
色
処
理

粗
い
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

放
射
状
暗
文
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

粗
い
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

粗
い
放
射
状
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

粗
い
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

暗
文

・
黒
色
処
理

粗
い
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

粗
い
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

暗
文
 
黒
色
処
理

粗
い
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

十
字

H盲
文
・
黒
色
処
理

粗
い
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

当
具
痕
 

カ
キ

メ

黒
曜
石
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離
No

器
種

器
形

法
量

成
形

・
調

整
・

文
様

備
考

口
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
画

内
面

l
鉄

器
鏃

(3
2)

(0
8)

(0
4)

(2
2.
0)

第
21
表
 
出
土
遺
物
観
察
表

18

ド ω い

離
No

器
種

器
形

法
量

成
形

・
調

整
・

文
様

備
考

口
 
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
面

内
面

M4
土
 
師
 
器

灰
釉

陶
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

鉄
  

器

鉄
  

器

縄
文

土
器

縄
文

土
器

不 皿

ロ
ク
ロ
小
型
甕

甕 鏃 釘

深 深

鉢 鉢

14
 2

18
0

19
4

(1
42
)

(4
7)

70 70 24

(0
5)

46 08

(0
8)

(2
32
)

(6
3)

右
回
転
糸

切

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

方
向
不

明
回
転
糸
切
 

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

沈
線

・
縄

文

沈
線
 
縄
文

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

施
釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

甲
斐
系

?

後
期
堀
之

内

後
期
堀
之

内

M5
1

土
 
師
 
器

不
口
唇
部

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ガ
キ

黒
色

処
理

M8
器 器 器

師 恵 師

土 須 土

不 不

武
 

蔵
 

奏

13
6

16
8

一 　 ユ 　 一

一 　 刊 　 一

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
、
墨
書

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

「
?J

ナ
デ

ナ
デ

No
l

M1
2

器 器

師 師

土 土

郷 甑

一 　 一

96

12
 0

一 　 一

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
粗

い
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

放
射
暗
文

ハ
ケ
メ
 
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

M1
6

1 2 3 4 5 6

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

灰
釉

陶
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

弥
生

土
器

lT
N

邪
?

皿 甕 甕 重

12
 8

15
0

56
38

右
回
転
糸
切

墨
書
「
万

J

施
釉

平
行
叩

日

平
行

叩
目
・
波
状
文

赤
彩

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

施
釉

当
具
痕
→

ナ
デ

当
具
痕
→

ナ
デ

M1
7

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

郷 碗

台
 

付
 

寮

壺 重

12
0

13
4

58 72

38 52

回
転
方
向
不
明
糸
切
→
周
縁
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸
切
→
付
高
台

ハ
ケ
メ

同
芯

円
文

ヘ
ラ
描

沈
線
文

黒
色
処
理

黒
色
処
理

ハ
ケ
メ

ナ
デ

ナ
デ

2次
火
熟

に
よ

り
黒
色
処
理
消

失

古
墳
時
代
前
期

M1
9

石
器

打
製

石
斧

12
5

65
16
13

M2
0

器 器

師 師

土 土

鉢 甕

】 　 一
5,
0

一 　 一

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ナ
デ

ナ
デ

M2
3

須
 
恵
 
器

石
  

器

甕

石
鏃

23
5

一 　 お

一 　 お
11

平
行
叩

目
当
具
痕

黒
曜

石

M2
5

須
 

恵
 

器

石
  
 

器

lT
N

打
製

石
斧

14
.5

98 75
16

21
00

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

M2
8

土
師

器
鍋

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ

デ

M3
1

須
 
恵
 
器

甕
平
行
叩

目
→

ナ
デ

ナ
デ
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遺
構

No
器

種
器

形
法

量
成

形
・

調
整

・
文

様
備

考
口
 
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
面

内
画

M3
2

2
石

器
打

製
石

斧
15
7

23
00

1ヽ4
1

1
土
 
師
 
器

不
右
回
転
糸
切

り
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ
・
黒

色
処

理

M4
2

1 2

土
 
師
 
器

鉄
  
 

器

郭
?

鏃

16
2

14
2

一 　 ■

一 　 Ю

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・
黒

色
処

理

M4
3

1 2 3 4 5

上
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

弥
生

土
器

弥
生

土
器

石
  
 

器

ロ
ク

ロ
甕

一 局
杯

壷 鏃
1 
75

鍔 　 一 　 一 　 Ю 　 ・
１

40

回
転
方

向
不
明
糸

切
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

平
行
叩

目

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ナ
デ

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ハ
ケ

メ
→

ナ
デ

h1
45

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

灰
釉

陶
器

灰
釉

陶
器

土
 
師
 
器

陣 郭 願 硫 碗
ロ

ク
ロ

変

刊 　 一 　 一 　 一 　 一 　 測

一 　 お 　 一 　 刊 お 　 一

右
回
転
糸
切

、 墨
書
「

?」

墨
書
「

?」

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

施
釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ

暗
文
・
黒
色
処
理

暗
文
・
黒
色
処
理

黒
色
処
理

施
釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ

墨
書

は
赤

外
線

カ
メ

ラ
に
よ

り
判

明

1ヽ
14
6

1 2 3 4

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

弥
生

土
器

有
 

台
 

イ

甕 壼 重

10
6

10
4

方
向
不
明
回
転
糸
切
→

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

ハ
ケ
メ

付
高
台

縄
文
・
箆
描

沈
線

デ 　 　 　 　 　 い デ

ナ 　 　 ナ

M4
9

器 器

師 師

土 土

寮 甕

一 　 一

一 　 一

一 　 一

ハ
ケ

メ

ハ
ケ

メ

ナ
デ

ナ
デ

1ヽ5
7

土
 R
Rl
 
器

碗
右
回
転
糸

切
→
付

高
台

十
字
暗

文

M6
2

縄
文

土
器

深
鉢

縄
文

中
期
後
半
加

曽
利

E
M6
5

1 2

器 器

恵 師

須 土

イ

武
 

蔵
 

変

14
0

25
 4

】 　 一

40
手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
火
稗

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

火
終

ナ
デ

M6
8

1 2 3 4

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

灰
釉

陶
器

須
 
恵
 
器

不 碗 碗 甕

10
5

16
2

ナ
デ

右
回
転
糸

切
→
付
高

台

施
釉

平
行
叩

目

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

黒
色
処
理

施
釉

ナ
デ



第23表 出土遺物観察表20

遺 構 No 器 種 器 形
法 里里 成 形 ・ 調 整 ・ 文 様

備 考
口径(長 ) 底径 (幅 ) 器高(厚 ) 重昌 (g) 外 面 内 面

Dl l

2

上 師 器

須 恵 器

lIN

邪

一
　

一

58
68

一
　

一

右回転糸切

右回転糸切

暗文 黒色処理

火終

D6 1

2

土 師 器

灰釉陶器

不

小  瓶

一
　

一

70 一
　

一

ヘラケズリ

施釉

暗文・黒色処理

施和

D7 土 師 器 杯 60 右回転糸切 ヘ ラ ミガキ 黒色処理

D13 土 師 器 郭 61 右回4_‐ 糸切 十字暗文 黒色処理

D16 土 師 器 郭 41 右回転糸切 ヘ ラ ミガキ・黒色処理

D22 土 師 器 郭 ヘ ラ ミガキ 黒色処理

D26 l

2

3

土 師 器

土 師 器

須 恵 器

郭

ロクロ斐

斐

望
　
一
　

一

124

103

一
　

一
　

一

ロクロナデ

ヘラケズリ

ヘラミガキ 黒色処理

ロクロナデ

D28 鉄   器 鏃 (168) 10 (340) 柳葉、両刃 ,両丸、箆被、腸狭、長茎

D29 上 自W器 lTN

D30 土 師 器 外 54 ヘラケズリ ヘ ラ ガキ 黒色処理

D32 土 師 器 ロクロ変 182 ロクロナデ ヘラケズリ ロクロナデ

D41 七 師 器

土 師 器

不

郭

13 0

130

50
75

45
47

右回転糸切、墨妻「万」

右回転糸切

ヘラ ミガキ・黒色処理

ヘラ ミガキ 黒色処理

NOl

No2
上 師 器 菱 45 右回転糸切 、ナデ ナ デ

D45 上 師 器 郭 右回転糸切→ヘラケズリ、墨書「W」 ? ヘラ ミガキ 黒色処理

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

上 師 器

灰和陶器

鉄  器

塔

17N

ITN

小型ロクロ空

ロクロ菱

皿

12 2

12 2

152

12 6

16 0

52

58
53
68
42
68

03

37
44
60
58
12 2

05

右回転糸切

右回転糸切

手持ヘラケズリ

右回転糸切 ロクロナデ

右回転糸切・回転ヘラケズリ

十字暗文 黒色処理

十字H音文 黒色処理

十字暗文 黒色処理

ロクロナデ

ロクロナデ

施釉

Nol

No8

No 5

No 4

No 2

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 製 品

上 製 品

鉄  滓

口
　
口

不

不

杯

羽

羽

128

130

60 右回転糸切

暗文・黒色処理

十字Πき文 黒色処理

N02、 未 図化

D56 1

2

土 師 器

土 師 器

郭

碗

15 2

12 5

お

　
一

5] 右回転糸弼

回転方向不明糸切→付高台

放射状暗文 黒色処理

ヘ ラ ミガキ 黒色処理

1 土 師 器 啄 右回転糸切 ヘラ ミガキ 黒色処理

1

2

3

4

弥生土器

弥生土器

弥生土器

石  器

重

磨製石斧 (77) (65) (36) (4300)

縄文 箆描波状文

箆描沈線文

縄文 箆描沈線文

ナデ

ナデ

ハケメ

D63 1

2

3

土 師 器

土 師 器

鉄  器

郭

碗

鎌

176

(15)

75
(38) (02) (98)

方向不明回転糸切→付高台、墨書「考」ないし「土万」?

ヘ ラ ミガキ・黒色処理

ヘ ラ ミガキ 黒色処理

l

2

3

上 師 器

灰釉陶器

土 師 器

不 ?

晩

ロクロ姿

12 8

63
52

一
　

一
　

一

墨書「 ?J

回転ヘラケズリ→付高台

手持ヘラケズリ

ヘラミガキ 黒色処理

施釉

D65 上 師 器 邪 38 方向不明回転糸切→同縁部ヘラケズリ 黒色処理

D66 土 師 器 ロクロ甕 ロクロナデ ロクロナデ

D67 上 師 器 邦 右回転糸切 ヘラ ミガキ・黒色処理

D69 石   器 打製石斧 (85) (66) (31) (2150)

D72 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

須 恵 器

須 恵 器

土 師 器

土 師 器

須 恵 器

須 恵 器

須 恵 器

須 恵 器

鉄  器

鉄  器

不

14N

碗

碗

不  蓋

・TN  蓋

不  蓋

長 頸 壺

紡 錘 車

鏃

132

156

150

164

17 4

H5
(165)

(90)

68
66

30

56

(33)

■
　
一
　

一
　

一　
Ю
　
十
　

一
　

一　
イ

汚

(492)

(197)

右回転糸切

右回転糸切、火欅

回転ヘラケズリ→付高台

回転ヘラケズリ

回転ヘラケズリ、大欅

火松

暗文・黒色処理

ヘラミガキ

火欅

火碑

D77 1 弥生土器 壷 平行沈線間に櫛歯状工具による鋸歯文 ヘラケズリ→ナデ



遺 構 No 器 種 器 形 偏 考

"書

尋(彊
g) 重 量 (g) 内 面

P 須 恵 器 郭 ヘ ラケズ リ→付高台 火欅 火 欅

P 灰釉陶器 貞 市 施和 施 釉

P 櫛函状工具 による刺突

P 器 邦 転系 切 、火撚 火欅

P i器 郭 37 右回転糸切→手持ヘ ラケズ リ

P200 土 師 器 有 台 皿 76 〕→付高台、墨書 「 ? ヘ ラ ガキ 黒市曳撼却

P202 須 恵 器 不   蓋 ヘラケズリ

P208 土 師 器 鉢 0 9 手持 ヘ ラケズ リ ヘ ラ ガ キ 黒 色

P2H 器

器

器

器

器

器

恵

恵

恵

恵

師

点

須

須

須

須

上

須

邪

蓋

不

不

台

　

鉢

碧

有

不

126

168
20 4

29 0

38
7.1

91

右回転糸切

右回転糸切
ヘラケズリ→付高台、火欅
ヘラケズリ

火欅

ヘラミガキ 黒色処理

「×」の窯印

P270 須 恵 器 邪   蓋 ヘラケズリ

P275 器

器

器

繋

恵

恵

恵

煮

須

須

須

笏

不

蓋

奏

不

台有

不

Ⅸ

152

お

Ю

一　
一

石回転糸切
ヘラケズリ→付高台
ヘラケズリ
ヘラケズリ

遺 構 No 器 種 器 形
菫 成  形

備 考
口径 (長 ) 握雲y置邑(嘔言) 票言

`厘

】 重詈 f宮 】 外 内 面

350-4
号古墳

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

兆

品
品

品

品

品

品

品

品

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

裂
製

製

製

製

製

製

製

　

師

師

師

恵

師

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

卸
鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

土

土

土

須

土

須

須

須

須

須

須

須

須

石

石

石

月

？

？
轡

期

具

具

？
斧

不

知

碗

不

菱

姿

壷

壺

甕

甕

甕

甕

甕

端

鏃

鏃

銭

銭

餃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

打

石

石

(66)

(71)

(62)

69
61

(56)

71
89
136

12 0

23 4

(145)
24
18

(08)

(18)

(25)

(55)

50
(34)

(5.5)

40
94

72

10 0

59
16
15

07
(05)

(02)

(8.0)

10
13

(10)
15
24
49

2.0

40
03

285
(130)

(84)

(25 0)

(211)
37 4

(201)

(22 3)

132 9

(2100)

1.4

07

ヘラケズリ

墨書「 ?」

付高台
ヘラケズリ、
ヘラケズリ

ナデ

火欅

1条の凹線

波状文

波状文

平行叩目

平行叩目

放射状暗文

黒色処理

黒色処理

火終
ハケメ

当具痕

ナデ

卸 心 釜 fJfk

書の一部分の可能性有り

周辺 吉Б出土

17と 同一個体

16と 同一個体

黒曜石製

黒曜石製

350-5
号古墳

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

品

品

品

品

品

品

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

製

製

製

製

製

製

　

　

　

　

　

　

　

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

師

師

師

銅

石

石

石

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

石

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

土

土

土

環

玉

玉

玉

具

具

子

子

耳

丸

切

管

餃

餃

刀

鏃

鏃

鏃

釘

打製石斧

杯

イ

郭

郷

長 頸 重

密

甕

密

菱

奏
杯

甕蔵

碁

高

武

27
14
24
21
72
49

(73)

(42)

(40)

(35)

(32)

(17)

(118)
138
143

190

一
ユ

刊

30
15
1_4

08
53
38

(15)

(09)

(06)

(08)

(02)

(09)

(58)
54

60
52

7 6

06
孔径.02
孔径02～04

孔径 01
16
08
(05)

(04)

(05)

(06)

(02)

(02)

(21)
40

19 5

53
58
29

39 4

29 5

(162)

(24)

(22)

(34)

(162)

(10)

(230 0)

右回転糸切

右回転糸切 火欅

右回転糸切

格子叩目

平行叩目→カキメ

格子叩目
ヘラケズリ ナデ
ヘラケズリ
ヘラケズリ→*日 いヘラミガキ

欅

欅

火

火

ナデ

青海波文の当具痕

青海波文の当具痕
ヘラミガキ

ナデ

ナデ

銅ぷ雀張

緑色羅灰岩

水晶

緑色涯灰岩

168
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出
土
遺
物
観
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表
23
(遺

構
外

)

No
器

種
器

形
法

量
成

形
・

調
整

・
文

様
備

考
口
 
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
画

内
面

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 80 40

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 r
tW
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

上
 H
T 

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

郭 郭 邪 邪 邪 郭 邪 郷 不 郭 不 不 lT
N

不 邪 14
N

邪 郭 邪 郭 不 不 不 不 不 不 不 IT
N

不 邪 邪 郭 イ 邪 不 郷 不 不 II
N

邪

11
0

13
6

14
0

14
.6

14
6

17
2

14
0

12
6

13
3

13
4

13
4

13
4

13
6

13
8

14
 0

16
0

16
4

16
8

13
.8

15
8

18
0

20
 4

■
2

12
6

12
8

12
8

12
 8

13
 0

13
0

13
0

13
0

13
2

13
2

13
.2

13
2

13
 2

13
4

13
4

60 65 5,
0

52 8.
2

6.
8

60 54 80 36 58 66 61 80 70 8.
0

80 90 65 80 64 62 56 72 76 6.
8

70 70 76 50 55 60 64 70 62 62

47 42 40 42 46 69 50 4.
2

42 37 42 41 49 47 51 56 49 5,
0

35 39 40 3.
6

43 3.
3

40 4.
5

42 35 39 42 34 32 39 42

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、

手
持
ヘ

ラ
ク
ズ

リ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

外
底
周
縁

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

外
底
周
縁

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

外
底
周
縁

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

外
底
周
縁

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

墨
書

「
Ω

J

外
底
周
縁

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸
切

、
火
欅

右
回
転
糸
切

、
火
欅

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

、
大
欅

右
回
転
糸
切

、
大
欅

右
回
転
糸
切

、
火
欅

右
回
転
糸
切

、
大
欅

右
回
転
糸

切
、
火
欅

右
回
転
糸
切

、
大
欅

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

、
大
欅

右
回
転
糸

切
、
火
欅

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒

色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

2次
火
熱

に
よ

り
黒
色
処
理
消
失

胎
上
分
析

試
料

24

胎
上
分
析

試
料

25



ド 『 〇
第

27
表
 
出
土
遺
物
観
察
表
24
(遺

構
外

)

No
器

  
種

器
  

形
法

量
成

形
・

調
整

。
文

様
備

考
口
 
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
面

内
  

面

41 42 43 44 46 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 79 80

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
恵
 
器

須
恵
 
器

須
恵
 
器

須
恵

器

須
恵

器

須
恵

器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
ぶ
 
船

須
 
恵
 
器

須
恵

器

邪 邪 郭 郭 郭 不 郭 郭 不 邪 不 不 不 不 不 不 lT
N

邪 不 邪 郭 邦 不 杯 不 不 不 邪 邪 邪 郭 イ 郷 郭 邪 郭 不 杯 不 邦

13
.4

13
4

[3
4

13
4

13
4

[3
.5

t3
6

13
6

t3
6

13
.6

13
,8

13
.8

13
,8

13
8

13
8

13
8

13
,8

14
0

14
0

14
0

14
0

t4
.0

t4
.0

t4
,0

t4
0

t4
0

t4
0

14
0

t4
.0

t4
.2

14
2

!4
2

i4
4

14
4

t4
4

t4
4

t4
4

14
,0

!5
,4

15
6

6.
4

66 68 7.
0

70 64 54 58 60 6.
0

58 60 6.
2

64 64 66 7.
4

5,
4

58 6.
0

6.
0

60 60 64 66 7.
0

72 80 86 76 76 86 60 60 66 70 84 子 ・
9

66 70

44 39 40 33 3.
5

3.
9

4.
0

34 3,
9

43 42 40 40 40 45 42 42 4.
3

45 34 36 40 45 33 41 47 41 36 39 37 4.
0

3.
4

40 40 35 45 40 4.
5

46 4,
0

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

、
火
欅

右
回
転
糸

切
、
人
欅

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸

切
、
火
欅

右
回
転
糸

切
、
火
欅

右
回
転
糸

切
、
火
欅

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸

切
、
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

、
火
欅

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

、
火
欅

右
回
転
糸

刀

右
回
転
糸
切

、
墨
書

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸

切
、
火
枠

右
回
転
糸
切

、
火
欅

右
回
転
糸

切
、
大
欅

右
回
転
糸

切
、
大
欅

右
回
転
糸
切

、
火
欅

右
回
転
糸
切

、
火
欅

右
回
転
糸
切

、
火
欅

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸

切

右
回
転
糸
切

、
大
欅

右
回
転
糸

切
、
火
欅

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
枠

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

胎
上
分
析
試
料

26

見
込

に
墨
書

、
胎
上
分
析
試
料

27

重
焼

に
よ
る
変
色

胎
上
分
析
試
料

28

酸
化

焔
焼

成



第
28
表

出
土
遺
物
観
察
表
25
(遺

備
外

)

ド 『 岸

No
器

種
器

形
法

量
成

形
・

調
整

。
文

様
備

考
口
 

径
(長

)
底

径
(幅

)
器
 
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
画

内
面

81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 10
0

10
1

10
2

10
3

10
4

10
5

10
6

10
7

10
8

10
9

■
0

11
1

11
2

11
3

11
4

H5 ■
6

11
7

11
8

11
9

12
0

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
恵
 
器

須
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 

恵
 

器

邪 郷 不 lT
N

不 不 不 邪 郭 郭 邪 郭 不 IT
N

IT
N

IT
N

不 不 IT
N

JT
N

郷 邪 不 杯 郭 邪 杯 不 不 不 不 不 IT
N

杯 不 郭 郭 不 IT
N

郎

60 64 2.
6

26 2.
8

30 30 13
4

13
4

13
4

13
6

[3
8

t4
0

t4
0

t4
2

[4
6

t4
6

t4
8

12
.0

t3
.0

13
4

t3
4

13
6

13
6

13
6

t4
0

14
0

14
4

14
_6

t4
8

12
0

12
8

12
8

13
0

13
4

13
8

[3
8

[4
.0

14
0

14
2

60 90 60 62 72 66 78 70 72 72 7.
0

84 60 74 70 60 60 10
0

8.
0

70 72 92 80 84 8.
7

76 78 74 8.
2

84 58 76 80 64 76 6.
0

6.
0

7.
8

80 80

43 42 41 35 41 4.
1

36 3,
7

35 36 42 40 4.
0

40 32 36 42 32 41 40 33 45 37 38 39 45 42 35 39 4.
3

32 36 30 40 36 38 40 42 4,
0

4.
0

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

、
大

p.
l

回
転

方
向
不
明
糸
切

、
火
欅

回
転
方

向
不
明
糸
切

、
火
欅

回
転
方

向
不
明
糸
切

、
火
欅

回
転
方

向
不
明
糸

切
、
大
欅

回
転
方

向
不
明
糸
切

、
火
欅

回
転
方

向
不
明
糸
切

、
周
縁

部
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、

回
転
方

向
不
明
糸
切

、
周
縁
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、

回
転
方
向
不

明
糸
切

回
転
方

向
不

明
糸
切

回
転
方
向
不

明
糸

切

回
転
方

向
不

明
糸
切

回
転
方

向
不

明
糸
切

回
転
方

向
不

明
糸
切

回
転
方

向
不
明
糸
切

回
転
方

向
不
明
糸

切

回
転
方

向
不
明
糸
切
→
手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
切

り
→
手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

回
転
ヘ

ラ
切

り
、
大
欅

右
回
転

ヘ
ラ
切

り
、
大
欅

ヘ
ラ
切

り
→
手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
切

り
、
火
欅

、
刻
書

右
回
転
ヘ

ラ
切

り
、
大
欅

右
回
転
ヘ

ラ
切

り
、
大
欅

回
転

ヘ
ラ
切

り
→

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

右
回
転

ヘ
ラ
切

り
→
ナ
デ

右
回
転

ヘ
ラ
切

り
、
火
欅

ヘ
ラ
切

り
、
火
欅

回
転
ヘ

ラ
切

り

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

、
墨
書

櫛
歯
状
工
具

に
よ
る
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
大
欅

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

火
欅

火
欅

入
終

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

入
欅

火
欅

火
稗

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
終

火
欅

胎
上
分
析

試
料

29

胎
上
分
析
試
料

30

胎
上
分
析
試
料

31

胎
上
分
析
試
料

32

重
焼

に
よ
る
変
色

胎
土
分
析
試
料

33



ド 瀕 〕
第

29
表
 
出
土
遺
物
観
察
表
26
(遺

構
外

)

No
器
  

種
器

  
形

法
量

成
形

。
調

整
・

文
様

備
考

口
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量
(g
)

外
画

内
  
 

画

12
1

12
2

1
23

1
24

1
25

1
26

1
27

1
28

1
29

1
30

1
31

13
2

13
3

13
4

13
5

13
6

13
7

13
8

13
9

14
0

14
1

14
2

14
3

14
4

14
5

14
6

14
7

14
8

14
9

15
0

15
1

15
2

15
3

15
4

15
5

15
6

15
7

15
5

15
9

16
0

器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 器 希 器 器

恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 恵 芯 恵 恵

須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須 須

不 郷 不 不 不 郭 邪 郭 杯 不 杯 lT
N

邪 郭 昂 不 不 不 郭 邪 不 IT
N

IT
h

邪 郭 不

有
 

台
 

不

有
 

台
 

不

有
 

台
 

不

有
 

台
 T
TN

有
 

台
 

郭

有
 

台
 

郭

有
 

台
 

郭

有
 

台
 

邪

有
 

台
 

郭

有
 

台
 

郷

有
 

台
 

郭

有
 

會
 

朴

有
 

台
 

郭

有
 

台
 

郭

14
.2

14
4

14
6

14
.8

15
4

15
.6

[3
0

13
0

13
4

13
4

13
8

13
8

13
8

14
2

14
4

[4
4

1.
6

16 28 3.
0

32 44 60 0,
6

08 1.
8

20 と
,6 28 30

94 9,
4

86 94 8.
6

94 54 54 60 60 60 6.
2

74 6.
6

78 81 78 88 10
0

9.
4

74 90 78 6.
4

90 86 92 98 9,
0

3.
9

31 37 3.
8

38 40 36 42 39 33 42 61 6.
5

54 4,
0

41 3.
7

3.
5

35 4_
3

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
大
終

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

墨
書

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

、
火
欅

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

右
回
転
糸
切

、
火
欅

右
回
転
糸
切

、
人
欅

右
回
転
糸
切

、
火
欅

右
回
転
ヘ

ラ
切

り
、
火
欅

墨
書

方
向
不

明
回
転
糸
切
→
周
縁
部
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

、

方
向
不

明
回
転
糸
切
→
周
縁
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

方
向
不

明
回
転
糸
切
→
周
縁
部
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

方
向
不

明
回
転
糸
切
→
周
縁

部
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付

高
台
、

方
向
不
明
回
転
糸
切
→
周
縁
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

回
転
方

向
不
明
糸
切
→
付
高
台
、
墨
書

「
又
」

?

方
向
不

明
回
転
糸
切
→
付

高
台

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台
、
火
欅

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高

台
、
火
欅

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台
、
火
欅

欅 欅 　 　 欅

火 火 　 　 火 火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

見
込

「
大
」

胎
上
分
析

試
料

34

酸
化

焔
焼

成

胎
上
分
析
試
料

35

胎
上
分
析
試
料

36

胎
上
分
析
試
料

37



第
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表

出
土
遺
物
観
察
表
27
(遺

構
外

)

ド Ｎ ∞

No
種

器
形

器
量

法
成

形
。

調
整

・
文

様
考

備

口
 
径

(長
)

底
 
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量

(g
)

面
外

面
内

16
1

16
2

16
3

16
4

16
5

16
6

16
7

16
8

16
9

17
0

17
1

17
2

17
3

17
4

17
5

17
6

17
7

17
8

17
9

18
0

18
1

18
2

18
3

18
4

18
5

18
6

18
7

18
8

18
9

19
0

19
1

19
2

19
3

19
4

19
5

19
6

19
7

19
8

19
9

20
0

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器 器 器

恵 恵

須 須

lT
N

郭有
 

台
 

不

有
 

台
 

郭

有
 

台
 l
TN

有
 

台
 J
TN

有
 

台
 

不

有
 

台
 

郷

有
 

台
 

不

有
 

台
 l
TN

有
 

台
 

邪

有
 

台
 

郭

有
 

台
 

郭

有
 

台
 

不

有
 

台
 

不

有
 

台
 

不

有
 

台
 

邪

有
 

台
 

郷

有
 

台
 

邪

有
 

台
 

不

有
 

台
 

邪

有
 

台
 

不

有
 

台
 

不

有
 

台
 

郷

有
 

台
 

郷

有
 

台
 

邪

有
 

台
 

不

有
 

台
 

不

有
 

台
 

郭

有
 

台
 

郭

有
 

台
 

郭

有
 

台
 

郭

邪
  
  

蓋

不
  
 

蓄

杯
  
 

蓋

不
  
 

蓋

邪
  
  

蓋

不
  
  

蓋

不
  
 

蓋 蓋
不

蓋 蓋

13
0

13
4

15
4

16
0

12
2

13
0

12
8

14
4

16
0

17
 6

12
6

13
 0

14
 4

14
 4

15
2

8.
2

H0 13
.0

13
.8

15
0

16
6

10
6

14
 0

14
0

14
0

14
3

14
6

14
 6

14
6

15
,6

10
 4 96 94 10
0

82 92 96 90 10
8

11
0

96 94 10
,0

10
6

90 60 64 72 9.
6

10
3

12
0

72
10
 0 70

47 38 61 67 33 89 36 45 61 70 37 42 37 3,
7

62 25 34 29 3.
9

2.
8

27 29 38 3.
0

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

右
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

右
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

右
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付

高
台

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

手
持
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

、
大
禅

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

、
火
欅

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

、
火
欅

、
「
×
」
窯
印

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

、
火
欅

付
高
台

、
火
欅

付
高
台

付
高
台

、
大
欅

付
高

台
、
火
欅

付
高
台

自
然
釉
付
着

(ガ
ラ
ス
質
の
緑
色

)

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
付
高
台
欠
損

付
高
台
剥
落

回
転
方
向
不
明
糸

切
→
周
縁

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
、
付
高
台
剥
落

右
回
転
糸
切
→
付
高

台

右
回
転
糸
切
→
付
高
台

、
大
欅

右
回
転
糸
切
→
付
高
台

回
転
方

向
不

明
糸
切
→
付
高
台

回
転
方

向
不
明
糸

切
今
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
付
高
台

回
転
方

向
不
明
糸

切
→

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
付
高
台

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ー
付
高
台

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

、
火
欅

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
墨
書

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
人
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
終

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
大
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

胎
上
分
析
試
料

38

酸
化
焔
焼
成

酸
化
焔
焼
成

胎
上
分
析
試
料

39
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表
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土
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物
観
察
表
28
(遺

構
外

)

No
器

種
器

形
法

畳
成

形
・

調
整

・
文

様
備

考
口
 
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
面

内
面

20
1

20
2

20
3

20
4

20
5

20
6

20
7

20
8

20
9

21
0

21
1

21
2

21
3

21
4

21
5

21
6

21
7

21
8

21
9

22
0

22
1

22
2

22
3

22
4

22
5

22
6

22
7

22
8

22
9

23
0

23
1

23
2

23
3

23
4

23
5

23
6

23
7

2∩
R

23
9

24
0

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵
 
器

須
恵

器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

郭 郭 不 不 不 不 不 不 邪 邪 邪 杯 不 邪 不 不 lT
N

郭 不 郭 杯 不 不 不 IT
N

不 郭 郭 邪 不 杯 不 IT
N

郭 邪 郭 郭 琢 郭 邪

蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓄 蓋 蓄 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓄 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋 蓋

15
6

15
8

16
0

16
0

16
0

16
0

16
4

16
6

16
6

17
0

17
8

12
8

13
8

14
4

14
6

14
8

15
0

15
0

15
 4

15
4

15
 4

15
 6

15
.6

15
,8

16
0

16
6

17
0

29 2.
8

29 41 40 29 39 30 32 38 34

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
人
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
大
欅

墨
書

「
Ω
」

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
大
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
大
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
大
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
終

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
欅

火
終

火
欅

胎
上
分
析
試
料

40

胎
上

分
析

試
料

41

胎
上
分
析
試
料

42



第
32
表
 
出
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物
観
察
表
29
(遺

構
外

)

ド Ｎ 伽

No
器

種
器

形
法

量
成

形
・

調
整

・
文

様
備

考

口
 
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
面

肉
面

24
1

24
2

24
3

24
4

24
5

24
6

24
7

24
8

24
9

25
0

25
1

25
2

25
3

25
4

25
5

25
6

25
7

25
8

25
9

26
0

26
1

26
2

26
3

26
4

26
5

26
6

26
7

26
8

26
9

27
0

27
1

27
2

27
3

27
4

27
5

27
6

27
7

27
8

27
9

28
0

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

土
 
師
 
器

上
 
師
 
器

上
 
師
 
器

土
 
師
 
器

灰
釉

陶
器

灰
釉

陶
器

灰
釉

陶
器

緑
釉

陶
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
師

器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

灰
釉

陶
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

土
 
師
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
意

器

須
恵

器

郷 不 邪 邪

蓋 蓋 蓋 蓄

碗 碗 碗 碗 碗 碗 碗 碗 皿 皿 皿 皿 皿 皿 皿 皿

武
 

蔵
 

奏

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

甕

武
 

蔵
 

甕

ロ
ク

ロ
甕

ロ
ク

ロ
甕

ロ
ク

ロ
甕

ロ
ク

ロ
甕

ロ
ク

ロ
甕

甕 甕

足
 

付
 

盤

奏 密 贅 甕 甕

14
6

15
6

10
0

60 13
0

13
4

13
.6

14
0

12
.0

18
4

13
.8 96 14
0

18
4

10
4

12
6

13
0

34
 5

10
8

15
2

16
4

20
,0

76 88 50 6.
8

76 68 6.
2

62 7.
2

3.
6

45 52 72 5,
4

8.
2

5,
0

11
,0 74 16
4

一 一 一 一 マ 一 一 一 　 ・
６ 一 一 一 ↓ お お お 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ヽ 一 一 　 一 一

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
、
火
欅

方
向
不

明
回
転
糸
切
→
付
高
台

方
向
不
明
回
転
糸
切
→
付
高
台

、
焼
成
前
刻
書

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付

高
台

右
回
転
糸

切
→
付
高

台
、
焼
成

前
刻
書

「
呈
本
」

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台
、
施
釉

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

、
施
釉

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
→
付

高
台

施
釉

回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
→
付
高
台

付
高
台

付
高
台

付
高
台

方
向
不

明
回
転
糸
切
→
付

高
台

「
大

?

付
高
台
、
焼
成

前
刻
書
逆

「
S」

施
釉

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

平
行
叩

日
、
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

火
欅

火
欅

火
欅

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

施
釉

施
釉

施
釉

施
釉

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 

黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
 
黒
色
処
理

施
釉

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
黒
色
処
理

ハ
ケ
メ

火
欅

高
台
欠
損

胎
上

が
武
蔵

甕
と
は
異
質
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表
30
(遺

構
外

)

No
器

種
器

形
法

量
成

形
・

調
整

・
支

様
備

考
口
 
径

(長
)

底
径

(幅
)

器
高

(厚
)

重
量

(g
)

外
画

内
面

28
1

28
2

28
3

28
4

28
5

28
6

28
7

28
8

28
9

29
0

29
1

29
2

29
8

29
4

29
5

29
6

29
7

29
8

29
9

30
0

30
1

30
2

30
3

30
4

30
5

30
6

30
7

30
8

30
9

31
0

31
1

31
2

31
3

31
4

31
5

31
6

31
7

31
8

31
9

32
0

須
恵

器

須
恵

器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
恵

器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
恵
 

器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
 
恵
 
器

須
恵

器

須
 
恵
 
器

灰
釉

陶
器

縄
支

上
器

縄
文

土
器

鉄
  

器

甕 奏 密 密 甕 甕 甕 甕 甕 甕 奏 甕 甕 奏 奏 甕 壷 重 重 壼 霊 重 壷 童

凸
帯
付

四
耳
重

重 壺 壷 重 重 童 壷 壼 重 重

円
 

面
 

硯

手
 

付
 

瓶

深
鉢

深
鉢

刀
子

22
6

26
 8

37
 2

43
.2

26
 2

48
 8

40
 0 94 12
2

12
.8 65

11
4

88 10
.0

10
0

12
.6

14
4

16
.0

18
0

52 64 74 8.
0

3.
0

98 11
.0

11
8

12
0

12
0

08
04

平
行
叩

目

平
行
叩

目

平
行
叩

目

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

波
状
文

右
回
転
糸

切
、
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

手
持

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

平
行

叩
目
、
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ

平
行

叩
目
、
ヘ
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第Ⅲ章 総括

第 1節 土器様相
『西一本柳Ⅲ・Ⅳ』の土器編年を基準に、小山岳夫の弥生土器編年の一連の成果、「芝宮遺跡群 上芝宮遺跡Ⅱ・

Ⅲ・Ⅵ 下曽根遺跡Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・V・ Ⅵ・Ⅶ」の成果、鋳師屋遺跡群での堤 隆の編年、高村博文の「莉沢遺跡一佐

久地方の平安時代土器編年試論」の成果、を援用して、深堀遺跡Ⅱ・Ⅲ・Vの調査で検出された住居址の時期を明ら

かにする。

検出された73軒の住居址は、第37表のように弥生時代中期、古墳時代後期、奈良・平安時代に大別される。更に、

古墳時代後期は「西一本柳Ⅲ・Ⅳ」の時期区分による古墳時代Ⅳ期、奈良・平安時代は I期～Ⅶ期に細別される。以

下、各時代毎に上器様相を概観 していく。

時 代 時期 住 居 址

弥生時代中期後半 H44・ H47・ H50・ H51

古墳 時代後 期 Ⅳ H17'H40。 H52

奈良 。平安時代

H8 ・H9・ H13

]

Ⅲ

Ⅳ H10・ H12・ H58・ H59・ H66・ H68'H69
V Hl ・H5・ H19・ H53・ H57・ H62・ H67・ H70

Ⅶ

Ⅶ
H2・ H4・ H14・ H15'H16・ H18・ H20,H21・ H22・ H23・ H24・ H27・ H30・ H31
H36・ H37・ H42・ H43・ H48,H49・ H55・ H61・ H64・ H73

不 明 Hll・ H26・ H41・ H46・ H63

第37表 時期別住居址一覧表

弥生時代中期後半

佐久地方の弥生中期後半の編年案としては、小山岳夫の新・旧ふたつの編年案が提示されている。ここでは、一旦

小山の編年案から離れ、既存資料に加え、近年飛躍的に増加した概期の住居址出土資料のなかから、一括性の高い資

料を抽出し、佐久市の弥生時代中期後半の土器変遷を捉え、その後小山の新編年案との整合性を考察する。

○抽出した住居址は以下のとおりである。

五里田遺跡―Hl・ H2・ Hll・ H20号住居址

円正坊 Ⅱ―H3号住居址

西一本柳Ⅲ・Ⅳ一H26・ H41号住居址 。M8号溝址

北西ノ久保一Yl・ Y23・ Y75・ Y126号住居址

根々井芝宮一Y6・ Y14・ Y25号住居址

○各遺跡の住居址毎に、回縁部が残存する壼を第139図の口縁部の分類により分類 し、第140図の計測位置において計

測した。更に第141図の 1～ 5文様帯の有無による分類を行った。その結果は以下のとおりである。(口径■最小径=
1.5以下、最大径■最小径=3.0以下のものを太頚とした)

1)五里田遺跡

Hl―計測可能な個体は 5点である。

口縁部形態はB(4)、 D(1・ 5・ 6・ 8)である。計測不可能な資料中にはAが認められる。

文様帯は 1と 3し か認められないが、計測不可能な資料中には 2・ 5が認められる。

H2-計測可能な個体は 1点である。

口縁部形態はD(2)で あり、口径■最小径=1.36、 最大径■最小径=2.64で太頚である。計淑1不可能な資

180



料中にはAが認められる。

文様帯は 1と 3を有する。計測不可能な資料中には 2・ 4・

5が認められる。

H ll―計測可能な個体は 4点である。

回縁部形態 はB(2)、 D(3・ 4)、 F(1)で ある。 2は

口径■最小径=1.25で太頚である。計測不可能な資料中に

はAが認められる。

文様帯は 1と 3が認められる。計測不可能な資料中には 2・

4・ 5が認められる。

H20-計測可能な個体は 6点である。

回縁部形態 はB(11)、 D(1・ 3・ 4)、 E(9,10)で あ

る。11は 口径■最小径=1.52で太頚である。

文様帯は 1'3・ 5が認められる。計測不可能な資料中には

4が認められる。

2)円正坊

H3-計 測可能な個体は 1点である。

回縁部形態はAを呈する。

文様帯は 1・ 2・ 3に認められる。

3)西一本柳Ⅲ・Ⅳ

H26-計測可能な個体 2点である。

口縁部形態は C(5)、 D(6)で ある。

文様帯は 1・ 2・ 3・ 4に認められる。

H41-後期の資料である。計浪I可能な個体は 6点である。

口縁部形態は C(48・ 49・ 50。 52)、 E(47・ 63)である。

文様帯は 2・ 3に認められる。

M8-計 波I可能な個体は19個体である。

口縁部形態 はA(87・ 88・ 90。 91)、 D(69～ 81)、 E(82・

100)である。87は 口径■最小径=1.5、 79は 口径■最小径=
1.37で太頚である。

文様帯は 1・ 2・ 3・ 5に認められる。計測不可能な資料中

イこイよ4カ漸忍bら ″とる。

4)北西ノ久保

Yl―計測可能な個体は 3点である。

口縁部形態はD(1・ 2)と E(3)力d認められる。 3は口

径■最小径=1.25で太頚である。

文様帯は 1・ 3が認められる。

Y23-計測可能な個体は 8点である。

口縁部形態はD(1～ 6)と E(7・ 10)が認められる。10

は回径■最小径=1.45で太頚である。計測不可能な資料中に

イよAが認められる。

文様帯は 1・ 3が認められる。計測不可能な資料中には 2・

5が認められる。

Y75-計測可能な個体は 3点である。

口縁部形態はA(1)、 D(2・ 3)が認められる。

文様帯は 1・ 2・ 3に認められる。

Y126-計測可能な個体は 1点である。

国縁部形態はAである。

文様帯は 1・ 2・ 3に認められる。計測不可能な資料中には

F

第139図 壷口縁部の分類



4・ 5が認められる。

5)根々井芝宮

Y6-計測可能な個体は 7点である。

口縁部形態はA(10)、 D(3～ 8)が認められる。10は 口径■最小径=1.5で太頚である。

文様帯は 1・ 3・ 4・ 5に認められる。

Y14-計測可能な個体は11点である。

口縁部形態は C(2)、 D(3・ 5'10。 14・ 15。 17～ 19)、 E(6・ 13)が認められる。 3は 口径■最小径

=1.55、 最大径■最小径=2.52、 6は口径■最小径=1.23、 最大径■最小径=2.08で太頚である。

文様帯は 1・ 2・ 3・ 4・ 5に認められる。

Y25-計測可能な個体は 9点である。

口縁部形態はA(8。 14・ 21)、 D(4・ 6・ 7・ 9。 10。 13)が認められる。

文様帯は 1,2・ 3,4・ 5に認められる。

以上を整理 したものが第38表である。

○口縁部形態はDが基本である。D形態が認められない住居址の理由は、円正坊ⅡH3と 北西ノ久保 Y126は壷の出

度量の少なさに、西一本柳Ⅲ・ⅣH41は唯一後期の住居址であることによる。文様帯 も必然的に 1・ 3を有するもの

大半となる。佐久市内出土の弥生中期後半の重は時期に関係なく、D口縁で文様帯 1・ 3に施文されるものが普遍的

であると考えられる。

後期前半の資料である西一本柳Ⅲ・ⅣH41は C・ Eの口縁形態で文様帯 2・ 3に施文される。これは、同一の回縁

形態を有する西一本柳Ⅲ・ⅣH26-5や 、根々井芝宮 H14-2が 文様帯 1を有するのとは異なることから、C形態で

文様帯 2・ 3を有する壺は、後期前半の特徴と捉える。

文様帯 2は口縁形態 A・ B・ Cの受口回縁に特有の文様帯である。受口口縁の出現が単純口縁と異なるのであるの

ならば、時期比定の根拠のひとつであるが、今回の抽出資料においては判断が難しい。

F形態は、五里田 Hllに おいて 1点のみ認められる形態であり、他地域の影響を受けたものと考える。

B形態も五里田においてのみ認められる形態である。その原因が時期によるものか、場所よるものかは不明で ある。

E形態はD形態と共伴 しない場合、D形態を伴う資料より新 しい様相と捉えられる。

今回の分析から導き出された事象ではないが、現状での該期土器研究の共通認識から、文様帯 3・ 4・ 5すべてを

有するものは古い様相と考える。しかし、横位と縦位では横位の方が古い時期で消失 し、縦位は存続時間が長い と考

える。回縁部は時期が下がるにつれ、外反 (開口角度)が強まり、伸長する。

○前記の考えを基に抽出資料を時間的に位置付けると以下のような)頁序となる。

根々井芝宮一Y6・ Y14・ Y25

↓

五里田一Hl・ H2・ Hll・ H20耳ヒ西ノ久保一Yl・ Y23・ Y75。 Y126西一本柳Ⅲ・Ⅳ―H26・ M8 円正坊正一H3
↓

西一本柳Ⅲ・ V― H41

以上の区分と小山編年案の並行関係は、

根々井芝宮一Y6。 Y14・ Y25→ I期古、

五里田―Hl・ H2・ Hll・ H20、 北西ノ久保一Yl・ Y23・ Y75。 Y126、 西一本柳Ⅲ・Ⅳ一H26。 M8、 円正坊 Ⅱ―H
3→ I期新

西一本柳Ⅲ・ V一 H41→後期 I期

と考えられる。しかし、根々井芝宮一Y6は小山編年案ではⅡ期新、北西ノ久保一Yl・ Y75は E期古、円正坊 Ⅱ一H
3は Ⅲ期新に位置付けられており、個々の資料の位置付けに関しては若千の皿締が認められる。

○今回の抽出資料には認められなかった、小山の I期に該当する資料や各区分の過渡的様相の資料、各区分の細分に

ついては以下のように想定している。

I期の資料としては、深堀 I一第 2号住居址と今回の調査により検出された、深堀Ⅲ・V一 H50号住居址を該 当さ

せる。深堀 Iの住居址出土資料は、従来は第 1号住居址出土土器と第 2号住居址出土土器を包括して、深堀住居址出

土資料として資料化されていたが、報告書の記載に従い第 2号住居址出土土器に限定 して、本期に該当させる。

Ⅲ期古の資料に和田上南 Y5号住居址出土資料を加える。

Ⅲ期新の資料は細分化も可能と思われる。
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口径 ～最 小径

第140図 壺の計測位置

第38表 口縁部形態と文様帯 (○は太頚の表現)

Ⅲ期として竹田峯18住 を該当させる。

各期の名称は小山編年案との対比のため、小山編年案の名称を使用 してきたが、Ⅱ期古とⅡ期新は同一時期の新 と

古以上の変化が認められるため独立した時期区分を行う。新たな時期区分名称は次のとおりである。

中期後半 I期→ I期、Ⅱ期古→Ⅱ期、Ⅱ期新→Ⅲ期、Ⅲ期→Ⅳ期

後期前半 I期→ I期

以上の時期区分に、今回の調査で検出された H50号住居址以外の住居址を位置付けると、H44・ 47・ 51は Ⅱ期に比

定されるが、Ⅱ期の中でもI期 に近い時期の所産と思われる。現時点において、佐久市内弥生中期後半遺跡の中で最

も古く集落が形成された遺跡は深堀遺跡である。

第141図  壺の文様帯

遺 構 名
口 縁 部 の 形 態 文 様 帯

A B C D E F 1 2 4 5

五里田    Hl * 1 4 ○ △ ○ △

H2 * ① ○ △ ○ △ △

H ll * ① 1 ○ △ ○ △ △

H20 ①
つ
０ 2 ○ ○ △ ○

円正坊 Ⅱ  H3 1 ○ ○ ○

西一本柳 皿・Ⅳ H26 1 1 ○ ○ ○ ○

H41 4 2 ○ ○

M8 3+① 12+① 2 ○ ○ ○ △ ○

北西ノ久保  Yl ① ○ ○

Y23 * 6 1+① ○ △ ○ △

Y75 1 ○ ○ ○

Y126 1 ○ ○ ○ △ △

根々井芝宮  Y6 ① ○ ○ ○ ○

Y14 l 7+① 1+① ○ ○ ○ ○ ○

Y25 6 ○ ○ ○ ○ ○
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第39表 壺分類・計測表

遺 跡 名 遺 橋 名 遺 物 No 回  径 最 小 径 最 大 径 器  高 一
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第142図 佐久市弥生時代中期後半編年表(1)
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第144図 佐久市弥生時代中期後半編年表(3)

古墳時代後期～平安時代

該当する69軒の住居址を、前記の基準により分類すると第37表のように捉えられた。以下に各期の土器様相の概略

を記 していく。

古墳時代Ⅳ期―「西一本柳Ⅲ・Ⅳ」においては 7世紀代の実年代を想定している。この期に比定される住居址は 3軒
である。H17号住居址は E3・ F4・ G2の土師器イが認められ、土師器甕は長胴である。口縁部に最大径を有してお

り、縦位ヘラケズリ調整を基本とするが、ハケメも認められる。体部下半で底部に向かい内湾気味に弱く屈折するも

のも認められる。球胴を呈する大・小の土師器重ないし甕や、小型多孔の甑も存在する。H40号住居址はE2,E3
の上師器郭が認められ、E2の邪身を有する、やや短脚の高杯も伴う。土師器甕は底部がやや突出するものや、頸部

下に横方向のヘラケズリ調整が施 されるものも存在するが、H17と 同様に、体部下半で底部に向かい内湾気味に弱 く

屈折するものも認められる。大型の甑、小型の無頸重なども認められる。H52号住居址は E3の上師器郭が 1点 だけ

出土 している。

いずれの住居址もD系の上師器郭を伴わないこと、E系 のイが主体であることから、本期に比定される。7世紀

代の前半を想定している。

奈良 。平安時代 I期―「西一本柳皿・ⅣJにおいては 8世紀第 1四半期の実年代を想定している。この期に比定 され

る住居址は 3軒である。H8号住居址は回転ヘラ切 りの須恵器郭、扁平な擬宝珠つまみを有する須恵器郭蓋、厚手で

体部が弱 く張る土師器小型甕などが認められる。H9号住居址は口縁部に最大径を有 し、「く」字口縁を呈する、厚

手の武蔵甕や、半球状を呈 し、内面黒色処理が施 される土師器鉢などが出土 している。H13号住居址は身が浅く、底

部回転ヘラケズリが施される、須恵器有台不が出土している。

奈良・平安時代Ⅱ期・Ⅲ期―比定される住居址は存在 しない。

奈良・平安時代Ⅳ期―「西一本柳Ⅲ・Ⅳ」においては 8世紀第 4四半期～ 9世紀初頭の実年代を想定している。■ヒ定
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される住居址は H10'H12・ H58。 H59・ H66・ H68,H69の 7軒である。須恵器郭は回転糸切痕を残す ものが主体で

あるが、ヘラケズリ調整のものも存在する。有台イは身の深いものになる。上師器邪はヘラケズリのものが主体であ

り、糸切痕を残すものが少数である。ロクロ成形で、内面黒色処理が施 される。土師器甕は武蔵甕が主体であり、

「く」字口縁を呈し、口縁部に最大径を有するものが大半であるが、「コ」字口縁を呈し、体部に最大径を有するも

のも見受けられる。また、ロクロ甕や羽釜など、所謂ロクロ土師器も存在する。

奈良 。平安時代V期―「西一本柳Ⅲ・Ⅳ」においては9世紀前半の実年代を想定している。Hl・ H5'H19・ H53

・H57・ H62・ H67・ H70の 8軒の住居址が比定される。須恵器邦は糸切痕を残し、底径は小さくなる。土師器郭は

糸切痕を残すものと、ヘラケズリ調整のものが共伴し、内面黒色処理が施される。土師器甕は「コ」字口縁を呈 し、

体部に最大径を有する武蔵甕とロクロ甕が存在する。灰釉陶器が伴う。

奈良 。平安時代Ⅵ期―「西一本柳Ⅲ・Ⅳ」においては9世紀後半の実年代を想定している。H3・ H6・ H7。 H25

・H28。 H29・ H32・ H33・ H34・ H35・ H38,H39・ H45・ H54・ H56・ H60・ H65・ H71・ H72の 19軒 の住居址が比定

される。堺は糸切痕を残し、内面黒色処理が施される土師器が主体となり、土師器椀や皿も多く認められる。須恵器

不は少数が認められる。土師器甕はロクロ甕が主体となり、「コ」字口縁の武蔵甕が僅かに存在する。K-14期・光

ケ丘 1号窯期と思われる灰釉陶器が伴う。墨書土器が多く認められるのも特徴である。

奈良 。平安時代Ⅶ期―「西一本柳Ⅲ・Ⅳ」においては10世紀前半の実年代を想定している。H2・ H4・ H14・ H15
。H16・ H18・ H20・ H21・ H22・ H23・ H24・ H27・ H30。 H31・ H36・ H37'H42・ H43・ H48・ H49・ H55'■ 61・ H

64・ H73の 24軒の住居址が比定される。基本的に須恵器郷は伴わず、土師器郭・碗・皿が主体である。これらの内面

処理はⅥ期においてはヘラミガキ後黒色処理が施されていたものが、暗文や部分的なヘラミガキ、あるいはヘラミガ

キを施さないものが認められる。黒色処理が施されないものも存在する。土師器奏はロクロ甕が主体であり、武蔵甕

は存在しない。灰釉陶器は大原 2号窯期のものが伴う。Ⅵ期よりは減少するが墨書土器も多く認められる。

以上の同一時期内において、Ⅳ期ではH66・ H68を H58が 切る、V期ではH70を H67が切るといった新旧関係が存

188



在するが、時期を細分するほどの内容の変化は認められない。深堀Ш・Vの調査範囲に限ってであるが、古墳時代Ⅳ

期～奈良 。平安時代 I期にかけて集落が成立し、一旦消滅するものの、奈良 。平安時代Ⅳ期になって再び集落が形成

され、規模を拡大し、Ⅵ・Ⅶ期において最盛期を迎えるが、Ⅶ期を最後に突如として集落は消滅している。
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第146図 古墳時代土師器杯の分類

Al―丸底の底部から体部が内湾 しながら立ち上がり、短い口縁部が強く外反する。
A2-Alの 回縁部がやや長く、緩やかに外反する。
B 一Alに共伴する高杯の脚部が省略された形態。
C ―A2の口縁部が更に長くなり、口縁部と体部の境に稜を形成 して外反するもの。

Dl― Cの底部が半球状に丸く、深くなったもの。口縁部と体部の境の稜は調整による段や、凹に変化する。
D2-Dlの 体部下が浅いもの。
D3-D2の 回縁部と体部の境の、段や凹が省略されたもの。Dl・ D2に施されていた箆磨き調整も省略化される。
D4-D3に おいて僅かに名残を止めていた、口縁部と体部の屈曲がなくなり、浅い半球状を呈するもの。内面の底

部と体部の境に段を有する。
El―須恵器イ蓋の模倣、あるいは模倣を原形とするものの内、体部と口縁部の境の段を有するもの。
E2-須恵器邦蓋の模倣を原形とするものの内、体部と口縁部の境の段を有さず、稜を有するもの。
E3-所謂有段口縁 lTh。

E4-El同 様の形態を呈し、橙色で陶質と表現できるような焼成が施されたもの。概 して、小型で、器壁が薄い特
徴を有する。

Fl―須恵器lTh身の模倣、あるいは邦身の模倣を原形とするもので回縁部と体部の境に段を有するもので、日緑部が

直立するもの。
F2-須恵器邦身の模倣を原形とするものの内、体部と口縁部との境に段を有さず、稜を有するもので、口縁部が直

立するもの。
F3-Flの 口縁部が内傾するもの。
F4-F2の 口縁部が内傾するもの。
F5-Flの 体部が平底から内湾する形態のもの。
Gl―半球状で、口縁部が素直に開くもの。
G2-半球状で、口縁部が外反するもの。
G3-半球状で、口縁部が直立するもの。
G4-半球状で、口縁部が内湾するもの。
G5-半球状で、口縁部が弱く内傾するもので、口縁部と体部の境が明瞭なもの。 E4と 同質な橙色陶質なもの を含

む。
H 一九みを帯びた平底から口縁部が直立するもの。
l 一平底から体部が内湾 して立ち上がり、口縁部に至るもの。
J 一深い丸底の底部から、内湾気味に立ち上がった体部から、口縁部が緩やかに外反するもの。体部と口縁部 の境

に稜を有する。
K 一平底から口縁部が外傾 して開くもの。
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第 2節 文字関係資料
文字関係資料としては、土器に記録された文字及び記号、絵、硯が認められる。土器に記録された文字及び記号は

更に墨書、刻書に細別できる。刻書については焼成前と後の細別も可能なわけであるが、今回の出土資料には焼成後

の刻書は存在しない。また、硯については硯として製作されたものと、本来は異なる用途のために製作されたものを、

硯に転用する転用硯の 2種類が存在するが、転用硯とされているものの大部分は須恵器や灰釉陶器であり、特に灰釉

陶器の内面見込み部分は多くのものが平滑な状態に使用されており、この状態を硯として使用した結果と見るのか、

硯以外の使用方の結果なのかは判断しかねるため、灰釉陶器に限らず、転用硯は墨痕が残存するなど、確実に硯とし

て使用されたことが明らかなもの以外は除外した。

第40。 41表 がその内容である。時期が明らかなものは、 1点 を除き奈良 。平安時代Ⅵ・Ⅶ期の所産である。実年代

にすれば 9世紀後半～10世紀前半に集中していることとなる。器種的には土師器内黒郭・碗・皿が大半を占め、器種

的な選定が想定される。墨書と刻書では圧倒的に墨書が多く、文字等による土器の性格付けは、土器の製作時よりは、

使用時に行われている。また、製作時と使用時では、記録される文字等の性格が異なるのかもしれない。文字等が書

される部位は、体部外面が大半を占める。向きは正か逆が多いが、これは、文字等を認識する、ないしは認識 しても

らいたい状況において、土器が正位に置かれているか、倒位に伏せられているかに起囚するのであるう。同様な想像

は、底部外面に記録された文字等に対しても有効であるう。文字そのもについては、特殊なものとして「寺」が 3点

出土している。また「U」 字状の文字あるいは記号も多く認められた。更に、蛙と思われる線刻画は県内では初例と

思われる。また、円面硯も1面出土した。

今回は赤外線カメラによる観察を、報告書掲載のすべての土器に対して行うことができた。結果として、墨書の存

否・正確な文字の識別に対しては多くの成果が得られた。

遠 構 名 日寺  期 →一ヨ母σ)瀬奎李目 ・ ▼祥燕壼 きБ  付 向  き 内 容 備 考

H2 土 師 器 内黒 邪 1本 ・ 外 ク ?

土 師 器 内 黒 不 ? ?

土 師 器 内黒 土 体 ・ 外
? ?

万〔 不由 降]著岳 秘 底 ・タト 正 木 内面 に朱 墨 、転 用 硯

H3 土 師 器 内黒 郭 体
・

外 正 ?

H5 奈 ・平 V 土 師 器 内黒 必 体
。

外 模 方

H7 奈 。平 Ⅵ 土 師 器 内黒 邪 1本 ・ 外 逆 任

土 師 器 内黒 郭 ワ ?

H15 奈 ・平 Ⅶ 土 師 器 内黒 イ 正 ?

H16 土 師 器 内 黒 郷 ・ クト ? ?

H18 上 師 器 内黒 碗 体 ・タト ? ?

土 師 器 内黒 碗 体
・

外
? ?

H22 奈 ・平 Ⅶ 土 師 器 内黒 郭 て本 。外 ? 7

H23 奈 ・平 Ⅶ 土 師 器 内黒 雰 1本 ・ 外 正 生

土 師 器 内黒 不 ? ?

十 師 器 内 黒 郭 ? ?

!師器 内 黒 イ 体 ・タト ? ?

ュ師 器 内黒 碗 体 ・タト 正 南 赤 外 線 に よ り判 明

土師 器 内黒 不 体
・

外 正 上

H24 奈 ・平 Ⅶ 土師 器 内黒 郭 イ本・ 外 正 L

土 師 器 不 体 ・ 外 逆 万

土師 器 内黒 郭 ? ?

土 師 器 内 黒 不 ? ?

師 器 内 黒 郷 底 ・タト 正 快T? 赤 外 線 に よ り判 明

恵 器 甕 転 用 硯

H25 套 ・ 半 Ⅵ 土  自市 器  郭 底
・

外
? ?

H29 奈 ・平 Ⅵ 土 師 器 内黒 郭 ,イく。少rト 逆 寺

土 師 器 内黒 碗 f本 ・ 外 正 生

土 師 器 碗 ? ?

H30 奈 ・平 Ⅶ 土 師 器 内 依 ・ クト ? 焼 成 前

H32 師 器 内 体・タト ? ? 墨 書 を削 って消 去

H33 二師 器 内黒 雰 体 。タト 正 蛙 の 線 画 焼 成 前

H35 套 ・ 斗
生

Ⅵ 土 師 器 内黒 郭 体・タト ? ?

H37 奈 ・平 Ⅶ 土 師 器 内黒 碗 体
・

ハ
? ?

H39 奈 ・平 Ⅵ 土 師 器 内 黒 邪 体
・

外 横 寺 赤 外 線 に よ り判 明

H48 奈 ・平 Ⅶ 土 師 器 不 体 ・ タ 正 内

上 師 器 内昇 僚 ・ タト 逆 磯

H49 土 師 器 内 黒 ナ 体 ・タト 正 宰 〃R91孫泉とこk1/J ttI岬 呵

第40表 文字関係資料一覧表(1)



遺 構 名 時  期 土 器 の 種 類 。希 種 菩Б  付 向  き 内 容 考

H54 土師 器 内黒 lTk 体 ・ 外 正 詩 赤 外 に よ り判 明

土師 器 内黒 lTh ?

H56 奈 ・平 Ⅵ 土師 器 内黒 lTh 正 今ユ?

土 g「l器 内 黒 郭 根・クト ? U

土 師 内 黒 lTh 体 ・タト ワ ?

土 師 器 内黒 碗 体
・

外 横 奉 ?、 ?大 十 ?

土 師 器 内黒 碗 ,4く
・少おト ? ?

土 師 器 内黒 皿 体 ・ 外 正 fEΠ ?

土 師 器 内黒 皿 横 卸 大 十 年 ?

師 器 内 黒 皿 ? 十 ?

師 器 内 黒 皿 体 ・タト ? ク

貫 恵 器 琢 体
・

外 正 ?

須 恵 器 郭 体
・

外 正 ?

H61 奈 。平 Ⅶ 土 師 器 内 黒 郭 体 ・タ 正

土 師 器 内黒 邪 71・ 正

H65 奈 ・平 Ⅵ 灰 釉 陶 器 ? ?

H73 余 ・ 封な
V止 上 師 器 内 依 ・ タト 正 子

土 BFl器内 体 ・タト 正 子

土 師 器 内黒 雰 体
・

外 逆 生

土 師 器 内黒 雰 体
・

外 正 子

土 師 器 内黒 雰 体
・

外 正 子

D41 土 師 器 内黒 邪 1本 ・ 正 万

D45 土 師 器 内黒 郭 ? ヽ
～
「 ?

D63 内 黒 碗 腐 ・ タト ? 考 or土万 ?

D64 内黒 郭 ・タト ? ?

M8 土 i器 郭 底 ・クト ? ?

W116 土  師  器  lTh 体 ・ 94・ 正 万

M45 土 師 器 内黒 郭 体 ・ 外
? ?

350--4手訊れ妻 土 師 器 内 黒 邪 ? ?

グ リ ッ ト 十 師 器 内 黒 郷 ? U

恵 器 郷 ・ 肉 ? ?

恵 器 郷 体 ・タト ? ?

恵 器 郭 底 ・タト ? 大 焼 成 前 刻 書

須 恵 器 邪 体 ・タト ? U

須 恵 器 郭 イ本・ ι淋 ? ワ

須 恵 器 邪 ? U

須 薫 器 郭 ? U

須 恵 J郷 ・ 肉 ? 大 焼 成 前 刻 書

須 恵 許有 台 郷 体 ・タト 正 ?

須 恵 器 郭 蓋 体
・

外
? U

土 師 器 内黒 碗 体
・

外 逆 歩ご? 刻 書

土 師 器 内黒 碗 f本 ・ 外 逆 平 本 ? 叛u書

土 師 器 内黒 皿 ? ∽ 焼 成 前 刻 書

須 恵 器 円面 硯

試 掘 土 師 許内 黒 郭 体・タト ? ?

土  師  器  甕 体 ・タト ? ?

土 師 器 内黒 邪 体 ・ ? ?

土 師 器 内黒 邪 体
・

外
ク ?

土 師 器 内黒 郭 体
・

外
7 ?

十 師 器 内 黒 邦 ク ?

第41表 文字関係資料一覧表(2)



H2-13

H54-3

H61-6

H61-7

D41-1
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］
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第 1表 土師器胎土性状表

第 2表 土師器化学分析表

第 3表 土師器タイプ分類一覧表

第 4表 土師器土器分類表

第 5表 須恵器胎土性状表

第 6表 須恵器化学分析表

第 7表 須恵器タイプ分類一覧表

第 8表 須恵器土器分類表

I 実験条件

1 試料

分析に供 した試料は第 1表胎土性状表に示す通りである。

X線回折試験に供する遺物試料は洗浄 し、乾燥 したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕 し、粉末試料として実験 に供 した。

化学分析は土器をダイヤモンドカッターで小片に切断し、表面を洗浄 し、乾燥後、試料表面をコーテングしないで、

直接電子顕微鏡の鏡筒内に挿入し、分析 した。

2 X線回折試験土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定はX線回折試験によった。浪1定 には日本電子製

JDX-8020X線 回折装置を用い、次の実験条件で実験 した。

Targeti Cu,Hlteri Ni,Vottage i 40kV,Curenti 30 mA,  ステップ角度 :0.02°

計数時間 :0.5秒 。

3 化学分析

元素分析は日本電子製5300いr型電子顕微鏡に2001型エネルギー分散型蛍光 X線分析装置をセットし、実験条件は加

速電圧 :15kV、 分析法 :ス プリント法、分析倍率 :200倍、分析有効時間 :100秒 、分析指定元素10元素で行った。

Ⅱ 実験結果の取扱い

実験結果は第 1表胎土性状表に示す通りである。

第 1表右側にはX線回折試験に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の組織が示 してあり、左側には、各胎土に対する分類

を行った結果を示 している。

X線回折試験結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載 される数字はチャー トの中に現われる各鉱物に特有の

ピークの強度を記載 したものである。

1 組成分類

1)Mont一Mica―Hb三角ダイヤグラム

第 1図に示すように三角ダイヤグラムを 1～ 13に 分割 し、位置分類を各胎土について行い、各胎上の位置 を数字で表

した。

Mont、 Mica、 Hbの三成分の合 まれない胎土は記載不能 として14に いれ、別に検討 した。三角ダイヤグ ラムはモン

モ リロナイ ト(Mont)、 雲母類 (Mica)、 角閃石 (Hb)の X線回折試験におけるチャー トのピーク強度 をパーセン ト(%)

で表示する。

モンモ リロナイ トは Mont/MonttMica+Hb・ 100でパーセン トとして求め、同様に Mica,Hbも 計算 し、三角 ダイヤグラ

ムに記載する。

三角ダイヤグラム内の1～ 4は Mont,Mica,Hbの 3成分を含み、各辺は2成分、各頂点は1成分よりなっていること

を表している。

位置分類についての基本原則は第 1図 に示す通りである。

2)Mont― Ch,Mica― Hb菱形ダイヤグラム

第 2図 に示すように菱形ダイヤグラムを1～ 19に 区分し、位置分類を数字で記載した。記載不能は20と して別に検討

した。

モンモ リロナイ ト(Mont)、 雲母類 (Mica)、 角閃石 (Hb)、 緑泥石 (Ch)の 内、

a)3成分以上含 まれない、b)Mont,chの 2成分が含 まれない、

c)Mica,Hbの 2成分が含まれない、の 3例がある。

196



菱形ダイヤグラムは MOnt一 Ch,Mica一 Hbの組合せを表示するものである。

Mont― Ch,Mica― Hbの それぞれのX線回折試験のチャー トの強度を各々の組合せ毎にパーセントで表すもので、例

えば、MOnt/Morlt+Ch*100と 計算し、Mica,Hb,Chも 各々同様に計算 し、記載する。

菱形ダイヤグラム内にある 1～ 7は Mont,Mica,Hb,Chの 4成分を合み、各辺は Mont,Mica,Hb,Chの うち 3成分、各

頂点は 2成分を含んでいることを示す。

位置分類についての基本原貝Jは第 2図に示すとおりである。

3)化学分析結果の取り扱い

化学分析結果は酸化物 として、ノーマル法 (10元素全体で100%に なる)で計算し、化学分析表を作成 した。化学分

析表に基づいて Sio 2-A1203図 、Fe2 0 3-MgO図 、K20-CaO図の各図を作成 した。これらの図をもとに、

土器類を元素の面から分類 した。

Ⅲ 土師器

l X線回折試験結果

1-1 タイプ分類

第 1表胎土性状表には深堀遺跡Ⅲ・Ⅳより出上 した土師器と明野村から出土 した土師器の甲斐型土器のX線回折試

験結果が記載してある。

第 3表 タイプ分類一覧表に示すように土器胎土はA～ Fの 6タ イプに分類 された。

Aタ イプ

Bタ イプ

Cタ イプ

Dタ イプ

Eタ イプ

Fタ イプ

Hb l成分を合み、Mont,Mica,Chの 3成分に欠ける。

MIca,Hb,Chの 3成分を合み、Montl成分に欠ける。

Mica,Hbの 2成分を合み、Mont,Chの 2成分に欠ける。

Mica,Hbの 2成分を合み、Mont,Chの 2成分に欠ける。

組成は Cタ イプと類似するが検出強度が異なる。

Mica l成 分を含み、Mont,Hb,Chの 3成分に欠ける。

Mont,Mica,Hb,Chの 4成分に欠ける。

主に、llA12 0 3・ m Si0 2・ lH 2 0(ア ロフェン質ゲル)で構成 される。

最も多いタイプはAタ イプで、29個の土師器のうち16個が該当する。次いで、Cタ イプの 4個、Dタ イプの 3イ回、B、

E、 Fタ イプが各 2個である。

1-2 石英 (Qt)一斜長石 (Pl)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘上の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。土器を帝U作す

る過程で、ある粘土にある量の砂を混合 して素地上を作るということは個々の集団が持つ土器制作上の固有の技術で

あると考えられる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石比を有 している。この比は後背地の地質条件によって各々異 なっ

てくるものであり、言い換えれば、各地の砂はおのおの固有の石英と斜長石比を有していると言える。

第 5図 Qt―Pl図 に示すように、Qt(石英)の強度が低い領域から高い領域にかけて 3グループと “その他"に分類

した。 (化学分析結果に基づいて、S102-A1203の分類で、深堀遺跡の上師器は I～ Ⅲの 3タ イプに分類され 、明

野村の上師器は Iと Ⅱの 2タ イプに分類 されており、記述ではこの分類を使用した。)

Qt小 :Qtが 600～ 1600、 PIが 300～ 700の領域に集中する。

深堀遺跡出上の土師器 I～ Ⅲの 3タ イプが共存する。

Qt中 :Qtが 1500～ 2000、 Plが 200～600の領域に集中する。

明野村土師器 I・ Ⅱが集中する。
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Qt大 :Qtが 1800～ 3400、 Plが 400～ 1200の 領域に集中する。

深堀遺跡の土師器Ⅲの10世紀 。ロクロ甕 3個が集中する。

“その他" :深堀-12・ 18は Plの強度が高 く異質。深堀-14は Plの強度が低いが Qt小の土師器の領域に近い。

深堀-4は どのグループにも属 さず異質。

2 化学分析結果

第 2表化学分析表に示すように、深堀遺跡Ⅲ・Ⅳより出土 した土師器と明野村の土師器を化学分析 した。

分析結果に基づいて第 6図 Si0 2-A1203図 、第 7図 Fe203-MgO図 、第 8図 K20-CaO図を作成 した。

2-l Si0 2-A1203の不目関について

第 6図 S102-A1203図 に示すように、深堀遺跡の土師器は S102が低い領域から高い領域に土師器 I～ Ⅲの 3グル

ープと “その他"に分類された。明野村土師器はA1203が高い領域でグループを形成する。

土師器 I i S102が 57～ 62%、 A1203が 22～ 26%の領域に集中する。

土師器 Ⅱ :Si0 2が 62～ 64%、 A1203が 20～ 25%の領域に集中する。

10世紀のロクロ甕が集中する。

土師器Ⅲ i S10 2が 64～ 68%、 A1203が 20～ 25%の領域に集中する。

9～ 10世紀の甕と郭が共存する。

明野村土師器 I・ Ⅱ :Si0 2が 58～65%、 A1203が 23～ 27%の領域に集中する。
“その他" :深堀-8は A1203が 34%+と 高く異質である。深堀-17は Si0 2が 52%― と低 く異質。深堀-4と 12は

A1203が 21%― と低 く異質。

2-2 Fe203-MgOの相関について

第 7図 Fe203-MgO図 に示すように、深堀遺跡の上師器は Fe203が 高い領域から低い領域に向かって須恵器 I～ Ⅲ

の 3グループと"そ の他"に分類された。明野村土師器は明野村土師器 Iと Ⅲの 2つのグループに細分 される。

土師器 I:Fe203が 7～ 12%、 MgOが 0～ 0。 5%の領域に集中する。

土師器 Ⅱ :Fe203が 7～ 9%、 MgOが 0。 1～ 0.7%の 領域に集中する。

土師器Ⅲ :Fe203が 4～ 8%、 MgOが 0。 1～ 0。 8%の領域に集中する。

明野村土師器 I:Fe203が 4～ 8%、 MgOが 0～ 0.4%の 領域に集中する。

明野村土師器Ⅱ :Fe203が 7～ 8%、 MgOが 0.9～ 1.2%の領域に集中する。信州型の上師器 ?のグループ。
“その他" :深堀-12は MgOの値が 2%十 と高く異質である。深堀-4と 14は MgOの値が 1%十と高く異質であ

る。深堀-17は Fe203が12%+と 高く異質である。

2-3 K20-CaOの ホロ関について

第 8図 K20-CaO図 に示すようにK20が低い領域から高い領域にかけて深堀遺跡の土師器は土師器 I～ Ⅲの 3グ
ループと “その他"に分類される。明野村土師器は明野村土師器 Iと Ⅱに分類される。

土師器 I:K20が 1.6～3.5%、 CaOが 0,7～ 1.3%の領域とK20が 0.8～ 1.7%、 CaOが 1.5～ 2.2%の領域に分れる。
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土師器 Ⅱ :K20が 1.2～ 1.5%、 CaOが 0.7～ 1.0%の 領域にある。

土師器Ⅲ :K20が 1.2～2.6%、 CaOが 0.5～ 1.0%の 領域にある。

明野村土師器 I:K20が 0,8～ 1.8%、 CaOが 0,7～ 1.2%の領域にある。

明野村土師器 Ⅱ :K20が 0.8～ 1.1%、 CaOが 1.8～ 2.1%の 領域にある。

“その他" :深堀-5、 12、 17、 21、 23の 5個 は K20が 0。 8～ 1.8%、 CaOが 1.0～ 1.8%の 領域にある。他の元素

との組成的な関連性が薄く、“その他"と した。明野-4は K20が 4.5%十 と高く異質。

3 まとめ

X線回折試験と蛍光 X線分析による土器胎上の分析結果に基づく分類では、深堀遺跡出土土師器は土師器 I～ Ⅱの 3

タイプに分類され、Qt― Plの相関からQt大～小の 3タ イプに細分された。明野村土師器は明野村土師器 Iと Ⅱに分

類された。その結果を取りまとめたものが第 4表組成分類表である。

1)土器胎土はA～ Fの 6タ イプに分類され、最も多いタイプはAタ イプで20個のうち16個が該当する。Aタ イプは

深堀遺跡の 9～ 10世紀の在地型の土師器の甕 と郭が主体となる。明野村土師器は Dタ イプが主体で深堀遺跡の

土師器とはタイプが異なる。

2)第 4表に示すように深堀遺跡の土師器と明野村の土師器は鉱物組成も化学組成も異なる。

深堀 :土師器 I:Si0 2小 ・Qt小で、10世紀の深堀遺跡の土師器 3個で構成される。

深堀 :土師器 I:Si0 2小 ・Qt小 。Cao大で、 7世紀の深堀遺跡の上師器の邪 2個で構成 される。

深堀 :土師器Ⅱ iSi0 2中 ・Qt小で、深堀遺跡の10世紀のロクロ甕で構成される。

深堀 :土師器Ⅲ IS10 2大・Qt小で、深堀遺跡の 9～ 10世紀の在地の甕で構成される。明野-6の甲斐型郭が含まれ

る。

深堀 :土師器Ⅲ :S102大 ・Qt大で、深堀遺跡の 7世紀の土師器郭で構成される。

深堀 “その他" :深堀-4、 12、 17、 23は深堀遺跡の上師器とも明野村の土師器とも組成が異なり、各土器がそれぞ

れ集団を代表している。

明野村土師器 I IS10 2中 ・Qt中 で、 9～ 10世紀の甲斐型土器のイで構成 される。

明野村土師器Ⅱ :Si0 2中 。Cao大・Qt中 で、 9世紀の甲斐型甕と信州型の邪で構成 される。

明野村 “その他" :明野-4は K20が高く異質。明野-8の ロクロ整形甕は深堀遺跡の土師器とも、明野村の土師

器とも異なる組成を示す。

V 須恵器

l X線回折試験結果

1-1 タイプ分類

第 1表胎土性状表には深堀遺跡Ⅲ・Ⅳより出土 した須恵器のX線回折試験結果が記載 してある。

第 3表 タイプ分類一覧表に示すように土器胎土はA～Dの 4タ イプに分類された。

Aタ イプ :Hbl成分を含み、Mont,Mica,Chの 3成分に欠ける。

Bタ イプ :Mica,Hbの 2成分を合み、Mont,Chの 2成分に欠ける。

Cタ イプ :Mica,Hbの 2成分を合み、Mont,Chの 2成分に欠ける。

組成はBタ イプと類似するが検出強度が異なる。

Dタ イプ I MOnt,Mica,Hb,Chの 4成分に欠ける。高温で焼成 されているため、鉱物はガラスに変質 し、 4成分 は検

出されない。

最も多いタイプはDタ イプで、21個 の須恵器のうち16個が該当する。次いで、Aタ イプの 3個、Bと Cタ イプが各

1個である。



1-2 石英 (Qt)一斜長石 (Pl)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。土器を制作す

る過程で、ある粘上にある量の砂を混合 して素地上を作るということは個々の集団が持つ土器制作上の固有の技術で

あると考えられる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石比を有 している。この比は後背地の地質条件によって各々異

なってくるものであり、言い換えれば、各地の砂はおのおの固有の石英と斜長石比を有していると言える。

第 5図 Qt一 Pl図 に示すように、Qt(石英)の強度が低い領域から高い領域にかけて 3グループと “その他"に分類

した。

(化学分析結果に基づいて、Sio 2-A1203の 分類で、深堀遺跡の須恵器は I～ Ⅲの 3タ イプに分類 されてお り、記

述ではこの分類を使用 した。)

Qt小 :Qtが 800～ 2200、 Plが 0～ 500の領域に集中する。

須恵器 I～ Ⅲのタイプが共存する。

Qt中 :Qtが 2000～ 2300、 PIが 100～200の領域に集中する。

須恵器Ⅲの深堀-30と 31の 2個が該当する。

Qt大 :Qtが 3700～ 4200、 PIが 0～ 150の領域に集中する。

須恵器Ⅲの深堀 -34、 37、 41の 3個が集中する。

“その他" :深堀-20の陶邑 ?で、どのグループにも属 さない。

2 化学分析結果

第 2表化学分析表に示すように、深堀遺跡皿・Ⅳより出土 した須恵器を化学分析 した。

分析結果に基づいて第 6図 S102-A1203図 、第 7図 Fe2 0 3-MgO図 、第 8図 K20-CaO図 を作成 した。

2-l Si0 2-A1203の 相関について

第 6図 Si0 2-A1203図 に示すように、深堀遺跡の須恵器は S102が低い領域から高い領域に須恵器 I～ 皿の 3グル

ープと"その他"に分類された。

須恵器 I iSi02が 59～ 63%、 A1203が 19～ 22%の領域に集中する。

須恵器 Ⅱ iSi0 2が 64～ 67%、 A1203が 18～ 23%の領域に集中する。

8世紀と 9世紀の有台郭が集中する。

須恵器Ⅲ :Si0 2が67～73%、 A1203が 16～ 22%の領域に集中する。

8世紀の郭と必奉、 9世紀の有台邦と邦番が共存する。

“その他" :深堀-28は A1203が 27%+と 高く、異質である。

2-2 Fe203-MgOの 相関について

第 7図 醍203-MgO図 に示すように、深堀遺跡の須恵器は高い領域から低い領域に向かって須恵器 I～ 皿の 3グル

ープと “その他"に分類 された。

須恵器 I I Fe203が 9～ 13%、 MgOが 0～ 0.5%の領域に集中する。
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須恵器 Ⅱ :腱203が 7～ 11%、 MgOが 0～0.5%の 領域に集中する。

須恵器Ⅲ :Fe203が 3～ 8%、 MgOが 0。 1～ 1.0%の領域に集中する。

“その他" :深堀-38は MgOの値が 2%十 と高く、異質である。

2-3 K20-CaOの 相関について

第 8図 K20-CaO図に示すようにK20が低い領域から高い領域にかけて 2グループに分類される。

須恵器 I・ Ⅱ :K20が 0。 9～ 2.5%、 CaOが 0。 4～ 1.7%の領域にあり、須恵器 I・ Ⅱの上器が集中する。

須恵器Ⅲ :K20が 1.0～ 3.0%、 CaOが 0,0～ 0.5%の領域にある。

3 まとめ

X線回折試験と蛍光 X線分析による土器胎土の分析結果に基づく分類では、深堀遺跡出土須恵器は大きくは須恵器 I

～Ⅲの 3タ イプに分類され、Qt―Plの相関からQt大～小の 3タ イプに細分された。その結果を取 りまとめたものが

第 4表土器分類表である。

1)土器胎土はA～ Dの 4タ イプに分類され、高温で焼成されているためにガラスに変質 したものが21個の須恵器の

うち16個が該当する。

2)第 4表による分類では

須恵器 I Si0 2小・Qt小 :特にSi0 2が低く異質である。

須恵器 Ⅱ S10 2中・Qt小 :在地の 8～ 9世紀の須恵器の郭で構成 される。

7個の須恵器が該当し、最も多いタイプである。

須恵器Ⅲ Si02大・Qt中 :8世紀の在地の須恵器・郭 2個で構成 される。

須恵器Ⅲ Si02大・Qt小 :8～ 9世紀の在地の須恵器・邪、不益、有台不各 1個で構成される。

須恵器Ⅲ Si02大・Qt大 :8～ 9世紀の在地の須恵器・邦、杯益、有台邪各 1個で構成 される。

“その他" :深堀-28は A1203の値が高く、異質である。深堀-20は どのグループにも属さず、異質である。

陶邑窯跡群 (第 9図～第12図)と 対比すると大庭寺窯跡の組成 と類似する。深堀-38は MgOの値 が高

く、異質である。

3)深堀遺跡出土須恵器を佐久市周辺の窯跡出土須恵器と下曽根遺跡出土須恵器 (図 1～図 4)と対比したが成分が

一致するものがなく、異なる窯跡の須恵器である可能性が推察される。
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第 1図 三角ダイヤグラム位置分類図  第 2図 菱形ダイヤグラム位置分類図



記載不能 深堀-1～ 8、 5～ 23、 明野-1
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第 3図 土師器 Mo一 Mi― Hb三角ダイヤグラム  第 4図 土師器 Mo― Ch、 Mi― Hb菱形ダイヤグラム
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記載不能 深掘…lS、 20、 24～ 42

100%

第 9図 須恵器 Mo一 Mi― Hb三角ダイヤグラム  第10図  須恵器 Mo― Ch、 Mi― Hb菱形ダイヤグラム

206



PI(1)
第11図須恵器Qt― PI図

1500

AI 200(Wi%)     
第12図須恵器Si02~A1203図

25

呻

心
0                    1000                   2000                   3000                   4000                   5000

Qt(I)

m
1須意器 II

↓

(11:1)

55                           60                           65                           70                           75

Si02(Wi%)

207



MgO(Wt%)

25

CaO(Wt%)

25

第13図須恵器 F e203~MgO図

第14図須恵器K20~CaO図

150

Fe200(Wi%)

50

K20(Wi%)

脚

↓

囲 卿

/f_1、 ＼

ヽ

ヽ

口
　
　
　
　
　

ヽ

］‐

208



PI

1000

800

600

400

200

0

図-1 須恵器Qt― PI図 (佐久市 )

5000

0t(I)

A1200(Wt%) 図-2 須恵器Si02~A1203図 (佐久市 )

30

●下曽根 :須憲器

●と準 :須 麓器
口原山

回函秦

口幸上

田姥ケ沢

口梨木沢

■看附

;lメ|∬許■―姿 げ跡群

75

Si02(Wl%)



Mg
12

10

08

Fe209(Wt%)

CaO(W19/o)

lS

図-4 須恵器 K20~CaO図 (佐久市 )

30
K20(Wt%)

蜘

.   ぉ
。
.  11ロ

ゴ. 
ざ

星『 □ f:ぜ iュと__tL
【ミと ゴ!ロジ

'=/
＼

‐
ノ

210



試
料

No
タ
イ
フ

分
類

組
成
分
類

粘
土
鉱
物
お
よ
び
造
岩
鉱
物

備
考

Mo
一
Mi
 H
b

Mo
 C
hM
 H
b

Ⅵ
on
l

Mi
ca

Hb
Cl
t

PI
Ct
ts
t

Ⅵ
ui
 t
〔

耳
eに

Ka
ol

Py
ri
te

Au
形

 
式

器
 

種
時

 
代

地
域
分
類

深
堀
-1

C
6

1 
34
1

上
  

師
 

器
郭

10
世

紀
在
  

地

深
堀
-2

C
6

土
師

器
小

型
姿

10
世

紀
甲

斐
系

深
堀
-3

A
5

1,
60
9

土
師

器
ロ
ク

ロ
甕

10
世

紀
在

 
地

深
堀
-4

B
6

10
1,
72
6

土
師

器
武

蔵
甕

9世
紀

在
 

地

深
堀
-5

A
5

土
師

器
羽
  

釜
9世

紀

深
堀
-6

A
5

1.
20
6

土
師

命
甕

0世
紀

甲
斐

系

深
堀
-7

A
5

1,
34
9

土
師

器
ロ
ク

ロ
甕

0世
紀

在
 

地

深
堀
-8

A
5

1,
57
8

土
師

器
邪

0世
紀

在
 

地

深
堀
-9

A
5

土
師

器
ロ
ク
ロ
小
型
菱

0世
紀

在
  

地

深
堀

―
0

A
5

14
69

土
器

甕
0世

紀
甲

斐
系

深
堀

―
F

3,
17
0

1,
04
1

土
師

器
邦

7世
紀

在
  

地

深
堀

―
2

A
5

1,
31
5

土
師

器
甕

7世
紀

在
  

地

深
堀

―
3

A
5

1.
26
5

土
師

器
甕

7世
紀

在
  

地

深
堀

―
A

5
土

師
器

邦
10
世

紀
在
  

地

深
堀

―
5

A
5

]
1,
09
1

土
師

器
碗

10
世

紀
在
  

地

深
堀

―
7

A
5

55
6

上
  

師
  

器
双

耳
重

10
世

紀

深
堀

―
8

F
2.
61
1

58
6

土
器

邪
7世

紀
在

 
地

深
堀

―
9

E
8

1,
84
5

土
器

不
7 
tr
 
糸
己

在
 

地

深
堀
-2
1

E
8

1,
30
4

土
器

甕
7世

紀
在
  

地

深
堀
-2
2

C
6

1,
14
8

土
師

器
甕

7世
紀

在
  

地

深
堀
-2
3

A
5

土
師

器
邦
  

蓋
9 
tL
 
糸
己

明
野
-1

A
5

1,
73
3

甲
斐

型
jI
N

lT
N

9C
M

村
之

内

明
野
-2

B
6

1,
73
1

甲
斐

型
甕

甕
9C
M

村
之

内

明
野
-3

C
6

15
1,
53
5

甲
斐

型
イ

TT
h

9C
M

屋
敷

添

明
野
-4

D
7

1,
76
7

甲
斐

型
甕

甕
10
 C
 M

村
之

内

明
野
-5

D
7

13
1,
56
0

甲
斐

型
郭

郭
9～

10
C 
M

村
之

内

明
野
-6

5
1,
33
2

甲
斐

型
不

邪
9C
M

村
之

内

明
野
-7

D
7

17
51

信
 
州
 

系
 

郭
郷

9C
M

村
之

内

明
野
-8

5
1,
04
0

ロ
ク
ロ
整
形
土
師
器
斐

甕
9C
M

村
之

内

第
1表

 
胎

土
性

状
表

MO
nt
!毛

レ
墨

り
ロ
ナ
イ

ト
 M
tt
a 
l雲

母
類
 H
b!

角
関
石
Ch
:緑

泥
石

(C
hi
Fe
 
一
次
反
射

、
Ch
:M
g 

二
次
反
射
) 
Qt
:石

英
PI
:斜

長
石
 C
ns
t:
ク

リ
ス

ト
バ

ラ
イ

ト

Mu
‖
he
:ム

ラ
イ

ト
 K
―

fd
s:
カ

リ
長
石

 H
a‖

oy
:ハ

ロ
イ
サ
イ

ト
Ka
d:
カ

オ
リ
ナ

イ
ド
 P
yn
te
:責

鉄
鉱

Au
:普

通
輝
石

Py
:紫

蘇
輝
石

遺
物

番
号

H4
-1

H4
-3

H4
-5

H1
0-
3

H1
0-
7

H1
5-
4

H1
5-
5

H1
6-
2

H1
6-
4

H1
6-
6

H1
7-
1

H1
7-
8

H1
7-
11

H3
6-
2

H3
6-
4

H3
6-
6

H4
0-
2

H4
0-
3

H4
0-
17

H4
0-
18

H5
6-
34

大
小
久
保

タ
イ
プ

大
小
久
保
タ
イ
プ

］ ド ド



中 μ ］
第

2表
 

化
学

分
析

表

遺
物

番
号

H4
-1

H4
-3

H4
-5

H1
0-
3

H1
0-
7

H1
5-
4

H1
5-
5

H1
6-
2

H1
6-
4

H1
6-
6

H1
7-
1

H1
7-
8

H1
7-
11

H3
6-
2

H3
6-
4

H3
6-
6

H4
0-
2

H4
0-
3

H4
0-
17

H4
0-
18

H5
6-
34

9号
住

居

7号
住

居

2号
住

居

6号
住

居

7号
住

居

9号
住

居

9号
住

居

試
料

番
号

Na
20

Mg
O

A1
20
3

Si
02

K2
0

Ca
O

Ti
02

Mn
O

Fe
20
3

Ni
O

To
ta
l

形
  

式
器

 
種

時
 

代
地

域
分
類

深
堀
-1

1 
78

0.
34

23
 5
9

57
 9
8

3 
36

1 
70

1 
09

8 
83

10
0 
00

土
中 命

不
10
 t
L 

糸
己

在
  

地

深
堀
-2

0.
38

24
 3
5

64
 6
3

0 
76

1 
52

0,
63

4 
89

99
,9
9

土
器

小
型

賢
10
世

紀
甲

斐
系

深
堀
-3

11
8

0 
77

21
.3
6

63
 8
1

1 
22

0 
93

14
1

1,
10

81
3

01
0

10
0 
01

土
器

ロ
ク

ロ
奏

10
世

紀
在
  

地

深
堀
-4

1 
47

21
.3
1

61
 6
8

2 
37

1 
23

0.
98

8 
57

0 
22

99
 9
9

土
師

器
武

蔵
甕

9 
tヒ

 
糸己

在
  

地

深
堀
-5

0 
42

20
 9
5

66
 6
1

1 
60

1 
38

11
0

0,
28

6 
16

0 
00

土
師

器
羽
  

釜
9世

紀

深
堀
-6

0 
57

0 
29

24
 3
0

58
 4
9

17
1

0 
86

17
1

10
 7
8

0 
00

10
0 
00

上
師

器
甕

10
世

紀
甲

斐
系

深
堀
-7

0 
28

23
 6
0

62
 3
4

1 
38

0 
99

1 
37

0 
97

8 
35

0 
00

99
 9
9

土
師

器
ロ
ク

ロ
甕

10
世

紀
在

 
地

深
堀
-8

0 
88

0 
83

21
 8
5

64
 7
1

1 
78

13
1

0,
86

6 
85

0 
22

00
 0
0

上
師

器
邦

10
世

紀
在
  

地

深
堀
-9

0 
44

0 
20

24
 3
1

61
21

1 
36

0 
87

1 
35

0 
88

9.
40

0 
00

00
.0
2

土
  

師
  

器
ロ
ク
ロ
小
型
菱

10
世

紀
在
  

地

深
堀
-1
0

0 
73

0 
28

21
 2
5

65
 2
3

1 
20

0 
70

0 
95

81
8

0 
00

00
.0
0

土
  

師
  

器
甕

10
世

紀
甲

斐
系

深
堀
-1
1

1 
44

22
 9
4

66
 0
7

0 
70

0 
99

4 
69

0,
04

00
 0
0

土
  

師
  

器
不

7世
紀

在
  

地

深
堀
-1
2

1.
40

2 
70

21
24

58
 0
3

1 
78

1,
03

10
.6
6

0 
03

00
 0
0

土
  

師
  

器
甕

7世
紀

在
  

地

深
堀
-1
3

1.
43

0.
32

23
 0
8

59
 6
1

15
1

2,
06

01
6

99
 9
9

土
  

師
  

器
甕

7世
紀

在
  

地

深
堀
-1
4

1 
00

23
.6
8

58
17

21
2

1 
07

10
 2
3

0.
38

10
0 
00

土
  

師
 

器
邪

10
 t
し

 
糸己

在
  

地

深
堀
-1

5
01
4

23
 2
2

66
 6
4

1.
33

0 
63

0 
87

0.
62

01
8

10
0 
00

土
  

師
 

器
碗

10
世

紀
在

 
地

深
堀
-1
7

1 
23

0.
23

24
 8
5

56
.0
0

1 
47

11
.5
7

0 
00

10
0 
01

土
  

師
 

器
双

耳
壷

10
世

紀
?

深
堀
-1
8

0 
35

20
 9
2

65
 6
9

21
0

0 
82

0 
68

65
]

01
9

10
0 
00

土
  

師
  

器
邪

7世
紀

在
  

地

深
堀
-1
9

1.
36

06
1

21
57

64
.5
4

0 
79

0 
68

7 
67

0.
18

99
 9
9

土
  

師
  

器
不

7世
紀

在
  

地

深
堀
-2
1

0 
80

0 
33

21
 8
8

65
 8
9

0 
89

0 
83

99
,9
9

土
 

師
  

器
甕

7世
紀

在
  

地

深
堀
-2
2

0 
06

24
 4
1

60
 9
1

1.
64

0 
67

8 
12

0.
37

10
0 
00

土
  

師
  

器
甕

7世
紀

在
  

地

深
堀
-2
3

0 
86

0 
28

23
 5
9

62
 7
0

1 
35

11
2

8 
07

0 
09

10
0 
00

土
  

師
  

器
不
  

蓋
9世

紀
?

明
野
-1

1 
22

0.
21

25
,7
8

62
 6
2

17
1

0 
93

0,
94

0 
76

99
 9
9

甲
斐

型
不

不
9C
M

村
之

内

明
野
-2

11
8

27
 0
0

59
 5
1

0 
84

2 
03

0 
86

0 
76

6 
75

0 
00

10
0 
00

甲
斐

型
奏

変
9C
M

村
之

内

明
野
-3

11
5

0 
00

26
40

59
 2
8

1.
19

0 
95

0,
97

8 
08

0 
48

10
0 
00

甲
斐

型
郭

不
9C
M

屋
敷

添

明
野
-4

0 
37

0 
18

23
 6
8

63
 6
8

4.
58

11
2

0 
88

0 
80

4 
70

0 
00

99
 9
9

甲
斐

型
奏

甕
10
 C
 M

村
之

内

明
野
-5

01
5

27
 3
5

61
18

1.
58

11
1

0 
78

0 
38

10
0 
00

甲
斐

型
不

啄
9～

10
CM

村
之

内

明
野
-6

11
0

0.
23

24
43

66
.6
8

0 
98

1 
00

0_
33

4 
02

0 
00

10
0.
00

甲
斐

型
邪

不
9C
M

村
之

内

明
野
-7

11
3

24
 8
7

62
 0
2

0,
98

1 
86

0 
73

6.
38

0.
00

10
0 
00

信
 
州
 
系
 

イ
啄

9C
M

村
之

内

明
野
-8

01
6

34
,2
0

52
 7
9

20
7

11
0

1.
27

0 
85

0 
00

99
 9
9

ロ
ク
ロ
整
形
土
師
器
斐

甕
9C
M

村
之

内

0,
00



第 3表 タイプ分類表

訓
Ｎ。

タイプ

分類

備 考

形 式 器  種 時  代 地域分類

深堀-3 A 土 師 器 ロ ク ロ甕 10 世 紀 在 地

深堀-5 A 土 師 器 釜 9世 紀

深堀-6 A 土 師 器 甕 10 世 紀 甲 斐 系

深堀-7 A 土 師 器 ロ ク ロ甕 10世 紀 左 地

深堀-8 A 土 師 器 不 10世 紀 在 地

深堀-9 A 土 器 ロクロ小型甕 10 世 紀 在 地

深堀-10 A 上 師 器 甕 10 世 紀 甲 斐 系

深堀-12 A 土 師 器 甕 7世 紀 在 地

深堀-13 A 土 師 器 甕 7世 紀 在 地

深堀-14 A 土 師 器 ITN 10世 紀 在 地

深堀-15 A 土 師 器 碗 10世 紀 在 地

深堀-17 A 土 師 器 双 耳 豆 10 世 紀 ?

深堀-23 土 師 器 郷 蓋 9世 紀 ?

明野-1 甲 斐 型 邪 添 9 C M 村 之 内

明野-6 A 甲 斐 型 邦 雰 9 C M 村 之 内

明野-8 A ロクロ整形土師器甕 甕 9 C M 村 之 内

深 堀 -4 B 土 師 器 武 蔵 甕 9世 紀 在 地

明野-2 B 甲 斐 型 奏 甕 9 C M 村 之 内

深堀-1 C 土 師 器 邦 10 世 紀 在 地

深堀-2 C 土 師 器 ガヽ 型 奏 10 世 紀 甲 斐 系

深堀-22 C 土 師 器 甕 7世 紀 在 地

明野-3 C 甲 斐 型 邪 邪 9 C M 屋 敷 添

明野-4 D 甲 斐 型 甕 奏 10 C M 村 之 内

明野-5 D 甲 斐 型 不 不 9～ 10CM 村 之 内

明野-7 D 信 系 不 邪 9 C M 村 之 内

深堀-19 E 土 師 器 必 7世 紀 在 地

深堀-21 E 土 師 器 甕 7世 紀 在 地

深堀―■ F 土 師 器 邪 7世 紀 在 地

深堀-18 F 土 師 器 不 7世 紀 在 地



第 4表 組成分類表

料

ｏ

試

Ｎ

備 考

形 式 器  種 時  代 地域分類

深堀 :土師器・Si0 2小 ・Qt小

深堀-1 土 師 器 邦 10世 紀 在 地

深堀-6 土 器 奏 10 世 紀 甲 斐 系

深堀-14 土 器 不 10 世 紀 在 地

深堀 :土師器・Si0 2小 ・Cao大・Qt小

深堀 -13 土 師 器 奏 7世 紀 在 地

深堀-22 土 器 奏 7世 紀 在 地

深堀 :土師器 。Si0 2中 ・Qt小

深堀-3 土 師 器 ロ ク ロ 甕 10 世 紀 在 地

深堀-7 土 師 器 ロ ク ロ奏 10 世 紀 在 地

深堀-9 土 器 ロクロ小型密 10 世 紀 在 地

深堀 :上師器・Si0 2大  Qt小

深堀-2 土 師 器 Jヽ 型 甕 10 世 紀 甲 斐 系

深堀-5 土 師 器 釜 9世 紀 ?

深堀-8 土 師 器 郷 10世 紀 在 地

深堀-10 土 師 器 甕 10 世 紀 甲 斐 系

深堀-15 土 器 碗 10 世 紀 在 地

深堀 -21 土 師 器 甕 7世 紀 在 地

明野-6 甲 斐 型 邪 郷 9 C M 村 之 内

深堀 :土師器・Ы02大・Qt大

深堀―H 土 器 邪 7世 紀 在 地

深堀-18 土 師 器 不 7世 紀 在 地

深堀 -19 土 器 郷 7世 紀 在 地

深 堀 :そ の他

深堀-4 土 師 器 武 蔵 甕 9 世  紀 在 地

深堀-12 土 器 甕 7世 紀 在 地

深堀 -17 土 師 器 双 耳 壷 10世 紀 ?

深堀-23 土 師 器 邦 蓋 9世 紀 ?

明野村 :土師器 。Si0 2中 ・Qt中

明野-1 甲 斐 型 不 郵 9 C M 村 之 内

明野-3 甲 斐 型 不 郷 9 C M 屋 敷 添

明野-5 甲 斐 型 郭 邦 9～ 10C M 村 之 内

明野村 :土師器 。Si0 2中 ・Cao tt Qt中

明野-2 甲 斐 型 甕 甕 9 C M 村 之 内

明野-7 信  州  系  イ 郷 9 C M 村 之 内

明野村 :そ の他

明野-4 甲 斐 型 甕 甕 10 C M 村 之 内

明野-8 ロクロ整形土師器甕 甕 9 C M 村 之 内
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第 7表 タイプ分類表

訓
Ｎ。

タイプ

分類

備 考

形  式 器  種 時  代 地域分類

深堀 -27 A 須 恵 器 邪 9世 紀 在   地

深堀 -28 A 須 恵 器 邪 8世 紀 在  地

深堀-29 A 須 恵 器 邪 9世 紀 在  地

深堀-16 B 須 恵 器 有 台 不 10世 紀 在  地

深堀 -26 C 須 恵 器 不 9世 紀 在  地

ツ要ツΞ―-20 D 須 恵 器 郭   蓋 7世 紀 陶邑と比較

深堀-24 D 須 恵 器 邦 9世 紀 在  地

深堀-25 D 須 恵 器 不 9世 紀 在  地

深堀-30 D 須 恵 器 不 8世 紀 在  地

深堀-31 D 須 恵 器 不 8世 紀 在  地

深堀 -32 D 須 恵 器 邦 8世 紀 在  地

深堀-33 D 須 恵 器 邪 8世 紀 在  地

深堀-34 D 須 恵 器 邪 9世 紀 在  地

深堀-35 D 須 恵 器 有 台 郷 8世 紀 在   地

深堀-36 D 須 恵 器 有 台 不 9世 紀 在  地

深堀-37 D 須 恵 器 有 台 不 9世 紀 在  地

深堀-38 D 須 恵 器 有 台 邪 9世 紀 在  地

深堀 -39 D 須 恵 器 イ   蓋 8世 紀 在   地

深堀 -40 D 須 恵 器 不   蓋 9世 紀 在  地

深堀-41 D 須 恵 器 不  蓋 8世 紀 在  地

深堀-42 D 須 恵 器 邪  蓋 9世 紀 在  地

第 8表 組成分類表

酬
Ｎ。

備 考

形  式 器  種 時  代 地域分類

深堀 :須恵器・Si0 2小 ・Qt:月ヽ

深堀 -27 須 恵 器 邪 9世 紀 在   地

深堀-16 須 恵 器 有 台 不 10世 紀 在  地

深堀-40 須 恵 器 不   蓋 9世 紀 在  地

深堀 :須恵器・Si0 2中 ・Qt:」ヽ

深堀 -29 須 恵 器 邪 9世 紀 在   地

深堀-26 須 恵 器 イ 9世 紀 在  地

深堀-24 須 恵 器 不 9世 紀 在  地

深堀-25 須 恵 器 邦 9世 紀 在  地

深堀-32 須 恵 器 邦 8世 紀 在   地

深堀-35 須 恵 器 有 台 不 8世 紀 在  地

深堀-39 須 恵 器 邪   蓋 8世 紀 在  地

深堀 :須恵器・Si0 2大 ・Qt:中

深堀-30 須 恵 器 不 8世 紀 在   地

深堀-31 須 恵 器 邦 8世 紀 在   地

深堀 :須恵器 ,Si0 2大 ,Qt:河

深堀-33 須 恵 器 不 8世 紀 在  地

深堀-36 須 恵 器 有 台 郭 9世 紀 在   地

ツ罠ツΞ―-42 須 恵 器 ITh 蓋 9世 紀 在   地

深堀 :須恵器・罰02大・Qti大

深堀-34 須 恵 器 不 9世 紀 在  地

深堀-37 須 恵 器 有 台 不 9世 紀 在  地

深 堀 -4孔 須 恵 器 不  蓋 8世 紀 在   地

深堀 :須恵器・A1203大・Qti 4

深堀-28 須 恵 器 郭 8世 紀 在  地

深堀 :須恵器 大庭寺 ?

深 堀 -20 須 恵 器 郭  蓋 7世 紀 陶邑と比較

深堀 :須恵器・Si0 2中 ・MgOtt Qtiガ ヽ

深堀-38 須 恵 器 有 台 不 9世 紀 在  地

Qt:小

Qt:小

Qt:小

Qt:小

Qt:小

Qt:小

Qt:/jヽ

Qt:/」ヽ

Qti打 ヽ

Qti/」ヽ

Qt:中

Qt:中

Qt:4ヽ

Qt:打ヽ

Qt i/1｀

Qti大

Qti大

Qt i大

Qt i/」 ヽ

Qt:中

Qt i/」ヽ



2.佐久市、深堀遺跡の自然科学分析
株式会社 古環境研究所

I.深堀遺跡 における種実同定

1日 はじめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその群集の構成や組

成を調べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能である。また、出土 した単体試

料等を同定 し、栽培植物や固有の植生環境を調べることができる。

2.試 料

試料は、深堀遺跡のH27号住居址堀方 (平安時代)よ り検出された選別済み植物遺体 1点である。

3.方 法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行った。結果は同定

レベルによって科、属、種の階級で示す。

4.結 果

草本 1が同定された。学名、和名および粒数を表 1に示し、分類群を写真に示す。以下に同定の根拠となる形態的

特徴を記す。

〔草本〕

キク科 Co m positae 果実

長楕円形を呈する。黒褐色で扁平である。背腹両面の正中線上には、それぞれ 1個の縦隆条がある。アキノノゲシ

に類似 している。

5口 所 見

同定の結果、深堀遺跡の H27号住居址堀方 (平安時代)よ り検出された選別済み植物遺体はキク科の果実であった。

キク科の植物は、陽当たりのよい乾燥地を好み、人里植物の性格を持つ。このことから、周辺に比較的乾燥した人為

環境が分布 していたと考えられる。

参考文献

笠原安夫 (1985)日 本雑草図説、養賢堂、494p。

笠原安夫 (1988)作物および田畑雑草種類。弥生文化の研究第 2巻生業、雄山閣 出版、p131-139.
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I.深堀遺跡における樹種同定

1.は じめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、その構造は年輪が形成され針葉樹材や広葉樹材で特徴

ある組織をもつ。そのため、解剖学的に概ね属レベルの同定が可能となる。木材は大型の植物遺体であるため移動性
が少なく、堆積環境によっては現地性の森林植生の推定が可能になる。考古学では木材の利用状況や流通を探る手が

かりになる。

2.試料

試料は、深堀遺跡のH30号住居址 (平安時代)お よびH45号住居址I区 (平安時代)よ り出土した炭化材16点であ
る。

3日 方 法

試料を割折して新鮮な横断面 (木口と同義)、 放射断面 (柾 目と同義)、 接線断面 (板 目と同義)を作製 し、落射顕

微鏡によって75～750倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

4日 結 果

結果は表 1に示 し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

サワラ  Cham aecyparis pisifera Endl.  ヒノキ科  図版 1・ 2

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は、ヒノキ型からややスギ型を示 し、 1分野に 2個存在するのもがほとんどであ

る。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よリサワラに同定される。サワラは岩手県以南の本州、四国、九州に分布する。日本特産の常緑高木で、

高さ30m、 径 lmに達する。材は木理通直、肌目緻密であるが、ヒノキより軽軟でもるいが、広く用いられる。

コナラ属コナラ節  Quercus sed.Prinus  ブナ科  図版 3,4
横断面 :大型の道管が、年輪のはじめに 1～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張った小道管が、散

在ないし火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よリコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、ヨナラ、ナラガシワ、ミズナラな

どがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ15m、 径60cmに 達する。材は強朝で弾力性に富

み、建築材などに用いられる。

エノキ属  Celtis  ニレ科  図版 5・ 6

横断面 :中型から大型の道管が、年輪のはじめに 1～ 3列配列する環孔材である。孔圏部外の小道管は多数複合 し

て、円形ないし斜線状に配列する。早材部から晩材部にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平伏細胞であ

るが、上下の縁辺部に方形細胞が見られる。

接線断面 :放射組織は異性放射組織型で、 1～ 2細胞幅の小型のものと、 8～ 10細胞幅ぐらいで鞘細胞をもつ大型
のものからなる。

以上の形質よリエノキ属に同定される。エノキ属にはエゾエノキ、エノキなどがあり、北海道、本州、四国、九州、

沖縄に分布する。落葉の高木で、高さ25m、 径1.5mに達する。材は、建築、器具、薪炭などに用いられる。



5.所見

同定の結果、深堀遺跡出土の炭化材は、サワラ 5、 ヨナラ属コナラ節 6、 エノキ属 5であった。サワラは、日本特

産の常緑高本で、信州や東海地方において地域的に使われる。コナラ属ヨナラ節は、温帯上部の冷温帯に主に分布す

る落葉広葉樹である。エノキ属は、温帯に広く分布し谷あいなどの適潤地に生育する落葉高木である。いずれの樹種

も本遺跡の周辺地域に分布する樹本である。

参考文献

佐伯浩 。原田浩 (1985)針 棄樹材の細胞。木材の構造、文永堂出版、p20-48.

佐伯浩・原田浩 (1985)広 葉樹材の細胞。木材の構造、文永堂出版、p49-100.

島地謙・伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧、雄山閣、296p.

深堀遺跡の種実写真
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2、 キク科果実

―

・ 1・ Omm
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深堀遺跡の木材 I
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l、 H30号住居址 恥12 サワラ

横断面 ―――――
2、 H45号住居址

:0.211ull

I区 サワラ

横断面 ――――― :0.41nln      放〕
3、 H30号住居址 血17 コナラ属コナラ節

放射断面 ――――― :0.lllul 接線断面 ――――― :0.211ull

放射断面 …………… :0。 lllun

―

‐す

奪
炉
共
…どｈ
機
引
■
ｉｆ
干
Ｉ

竜

ゝ
Ｉ
Ｅ
要
尋
ｒ
　
・１

接線断面 ――――― :0.lllun

放射断面 ――――― :0。 44un 接線断面 ――――― :0。 41nln

221



深llL追跡の本 14且

横断面 山一――――
4、 H30号住居虹L

:0 4mm       放射断面 Ⅲ…………… :0.2mm

Nto21 ヨナラ属ヨナラ節

横断面 ―――――
5、 H30号住居址

.0.4mln

Nl115エ ノキ属

横断面 Ⅲ……………

6、 H30号何1居丸|:
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N013エ ノキ属

接線断面 ‐――――― :0.2mm

放射四〒両

―

:0.2mm 接線 l‐ 面 ――――― :0.2mm

放射断面 山一―――― :0.2mm 核線 ll千
「七i………………… :0.l mm



3、 長野県佐久市深堀遺跡から出上した

近世およびそれ以前の古人骨について

長野県看護大学 多賀 谷  昭

長野県佐久市大字瀬戸の深堀遺跡において、平成10年度から平成12年度にかけて佐久市教育委員会によって行われ

た発掘調査により、 5基の上坑 (D14号、D46号 、D47号 、D52号 、D67号 )か ら人骨各 1体計 5体が出上した。これ

らの人骨は、中世以前と推定されるもの (D14号、D67号 出土)か ら、平安時代以降 (D46号、D47号 出土)、 さらに、

江戸時代以降 (D52号 出土)の ものを合んでいる。これらの人骨について記載 し、性と年齢を推定 し、さらにうち保

存の良い一体 (D52号 出土)についてマルチン式計測(Martin― saller、 1957)を行い、計浪1値を他の資料と比較分析

し、時代的特徴を検討した。

D14号上坑出上人骨

長骨の骨体の破片 5個で、何れも風化が著 しい。そのうち最も大きい長さ13cm、 幅 2 cmの ものは、ヒト左大腿骨内

側上部と推定されるが、表面の風化が著しいため、確実な同定はできない。これ以外にも、大腿骨の骨体の一部と思

われる破片が 2個存在する。年齢は、大きさからみて、いずれも成人あるいはそれに近いと推定される。性別は判定

できない。

D46号土坑出土人骨

小児の骨で、残存部位は、頭骨では左上顎骨歯槽部、下顎骨体の前部、左右の側頭骨の錐体で、乎L歯 は右上顎側切

歯以外のすべてが残存 し、下記の永久歯冠が存在する。乳歯は、すべて歯根が完成 しており、永久歯は中切歯と第一

大臼歯は歯冠がほぼ完成 し、側切歯と犬歯は歯冠の下部1/4程度が未形成である。

―-3-1
edcba

頭蓋以外では、左右の大腿骨および胚骨の骨体が残存する。年齢は、歯の萌出状態から、 3歳程度と推定される。

性別は判定できない。

D47号土坑出土人骨     '
小児の骨で、頭骨では、下顎骨の左下顎体後半部から下顎枝、後頭骨の左右外側部と鱗部下半分、左右の側頭骨錐

体、蝶形骨の右大翼が残存 し、歯は、下の歯式に示すものが残存する。乳臼歯は、歯根の先端が開いており、永久歯

の歯冠は中切歯と第 1大臼歯では半分、犬歯と第 2大臼歯では咬頭の先端付近のみが形成されている、永久歯のうち、

上顎犬歯は右であるかも知れない。胴骨では、椎骨と肋骨の破片が多数残存 し、四肢骨では左の腸骨、右大腿骨骨体

上部が残っている。

-76十 一~~1

edcb―

一-6-― ――― 一一―一-6-
― :不明

年齢は、歯の萌出状態から、生後 1年から1年半と推定される。性別は判定できない。



D52号土坑出土人骨 (227P)

保存状態は良好で、ほぼ全身にわたる骨が残っている。

残存部位 :頭蓋骨は頭蓋底と左の前頭結節付近、下顎骨の左右関節突起以外は、顔面を含めてほぼ完全に残っている。

歯は、次の歯式に示すものが釘立して存在する。

一-0● 432● 103●―一一一

―-6543● ―

一 :不明、● :脱落

―-34567●

胴骨では、下位の胸椎とすべての腰椎および仙骨、少量の肋骨片が残っている。上肢骨では、左右肩甲骨の関節寓

から肩甲棘基部および肩峰にかけての部分、右鎖骨の全体、左鎖骨の肩峰端付近、左右の上腕骨、撓骨、尺骨が残っ

ている。下肢骨では、右の恥骨以外の左右寛骨、左右の大腿骨と胚骨、右〃:骨の骨体上部、左の踵骨と距骨、左右の

第 1中足骨が残っている。

性別 :大坐骨切痕、恥骨下角ともに狭く、明らかに男性と判定される。

年齢 :3主縫合は、矢状縫合の内板のみ閉鎖している。歯の咬耗は、第 1、 第 2大臼歯とも歯冠の半ばまで摩減し、

象牙質が広 く面状に露出している。腰椎の椎体には、骨嘴の形成が見られる。これらのことから、40な いし50歳代と

推定される。

特記事項 :上顎右第 2小臼歯および第 1大臼歯は歯槽骨の吸収が進んでおり、死亡時にはすでに脱落寸前であったと

思われる。また、腰椎の椎体は全体に高さが低く扁平椎の状態になっており、特に、第 1腰椎では椎体前部が圧迫骨

折を起こして楔状椎になっている。

計測値 :頭蓋計測値を表 1に、四肢骨計測値を表 2に示す。左の上腕骨、大腿骨、胚骨からピアソン式により推定し

た身長は、それぞれ152.O cm、  155,O cm、  153.8 cm、 これらの平均は153.6 cmで 、男性としてはやや小柄で

ある。頭蓋骨計測値からみた特徴については後で触れる。

D67号土坑出土人骨

一体分の成人骨であるが、骨質は脆く、破片になっているものが多い。

残存部位 :頭骨では、左側頭骨の錐体、右側頭骨の頬骨突起基部から乳様突起までと錐体の先端部、蝶形骨体の一部、

後頭骨鱗部の右上項線内側半を含む部分、下顎骨の骨体左後外側部、右下顎頸付近のほか、頭蓋冠の一部と思われる

破片が 4個存在する。歯は、下記の永久歯が残存 し、これ以外に他の個体の右上顎第 1大臼歯が存在する。

4-67-
一-654
-:不 明

1-345-78

胴骨では、椎骨の破片が少量存在 し、環椎の右外側塊と軸椎の歯突起が含まれる。上肢骨では、左鎖骨中央やや肩

峰端寄りの部分、右肩甲骨外側部、右上腕骨下1/3が残っている。下肢骨では、右寛骨の寛骨臼外側部から大坐骨切

痕にかけての部分、左寛骨の寛骨臼の一部と、大坐骨切痕の一部、左右大腿骨頭、左大腿骨体上1/3、 右大腿骨体上

半分、右胚骨骨体中央部、右〃,骨体下部、左右の胚骨下端部と距骨および踵骨の距骨関節面付近、左右不明の舟状骨

の一部と足の中節骨 2本が残っており、これら以外に四肢骨の破片が多数存在する。

性別 :大坐骨切痕は狭く、男性と判定できる。乳様突起の大きさ、乳突上隆線の発達度、大腿骨の太さもこれと矛盾

しない。

年齢 :第 1大臼歯は咬耗により咬頭が消失し、歯冠面積の約半分にわたり象牙質が露出している。第 2大臼歯の象牙

質露出は点状ないし小班状である。これらのことから、30歳代と推定される。

特記事項 :左の上顎第 2大臼函および下顎第 2大臼歯の歯頸部頬側に綿食が認められる。歯髄腔には達していないが、

深さは歯冠径の1/4程度に達している。大腿骨に柱状性は認められない。
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顔面計測値からみた D52号土坑出土人骨の位置づけ

D52号土坑出土人骨の時代的特徴を明らかにするために、その顔面計測値を、報告されている諸集団の平均値と比

較した。使用したのは以下のマルチン計測値 7項 目である。

45 頬骨弓幅

46 中顔幅

48 上顔高

51 眼寓幅 (左 )

52 眼害高 (左 )

54 鼻幅

55 鼻高

平均値を比較に用いた集団 (時代、報告者、年)は次の通りである。

津雲 (縄文時代、清野・宮本、1925)

土井ヶ浜 (弥生時代、永井 。他、1984)

吉母浜 (中世、中橋・永井、1985)

畿内江戸 (江戸後期、欠田、1959)

畿内現代 (現代、宮本、1924)

形状の主成分分析の結果を図 1に示す。変異の大部分 (78.3%)は横軸で説明され、この軸は顔面の幅径と高径、

特に頬骨弓幅と鼻高および上顔高の割合に関係 しており、右に行くほど幅に比べて高さが低い。津雲縄文人の顔面は

幅に比べて低 く、現代近畿人はその逆で、土井ヶ浜弥生人、吉母浜中世人、畿内江戸後期人はその中間で、畿内現代

人に比較的近い。D52号土坑出土人骨 (図 中の「深堀」)は吉母浜中世人や畿内江戸後期人に近く位置する。

以上のことから、この人骨は、縄文人とはかなり異なり、西日本の中世以降の人々に一般的にみられる現代日本人

に近い顔面形態を持っているといえる。
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表 l D52号土坑出上の近世人骨(男性)の頭蓋計測値と示数  表 2 D52号土坑出上の近世人骨(男性)の四肢骨計測値と示数

番号 計 測 項 目 測定値・示数

1

8

9

10

11

13

20

23

24

26

27

29

30

8/1

20/1

9/10

9/8

9/26

0/27

44

45

46

45/8

47

48

50

51

52

54

55

57

F

7/45

8/45

4/55

2/51

0/44

50/F

66

68

71

74

最大長

最大幅

最小前頭幅

最大前頭幅

両耳幅

基底幅

頭耳高

水平周

横弧長

前頭弧長

頭項弧長

前頭弦長

頭項弦長

頭蓋長幅示数

長耳ブレグマ高示数

横前頭示数

横前頭頭項示数

矢状前頭示数

矢状頭項示数

両眼富幅

頬骨弓幅

中顔幅

横頭顔示数

顔高

上顔高

前眼寓間幅

眼窟幅 (左 )

眼害高 (左 )

鼻幅

鼻高

鼻骨最小幅

鼻根横弧長

コルマン顔示数

コルマン上顔示数

鼻示数

眼富示数 (左 )

前眼富間示数

鼻根湾曲示数

下顎角幅

下顎骨長

下顎枝幅

歯槽側面角

178

140

82

109

109

(106)

105

(503)

296

109

136

98

119

78.7

59,0

75。 2

58.6

89.9

87.5

90

129

93

92.1

110

65

16

38

31

23

45

5

21

85.3

50。 4

51.1

81.6

17.8

76.2

(104)

(65)

左 31、 右30

67

計 測 項 目
計 測 値

左 右

上腕骨

1 最大長

4 下端幅

5 中央最大径

6 中央最小径

7 骨体最小周

7a 中央周

7/1 長厚示数

6/5 骨体横断示数

梼骨

3 骨体最小周

4 骨体横径

5 骨体矢状径

5/4 骨体横断示数

尺骨

3 骨体最小周

11 骨体矢状径

12 骨体横径

11/12 骨体横断示数

大腿骨

1 最大長

2 全長

6 中央矢状径

7 中央横径

8 中央周

9 上部横径

10 上部矢状径

8/2 長厚示数

6/7 中央横断示数

10/9 上骨体横断示数

匹骨

1 全長

la 最大長

8 中央最大径

8a 栄養孔位最大径

9 中央横径

9a 栄養孔位横径

10 骨体周

10a 栄養孔位周

10b 最小周

10b/1 長厚示数

9/8 中央横断示数

9a/8a 栄養孔位横断示数

284

21

19

61

65

21.5

90.5

40

19

12

63.2

35

12

17

70.6

392

387

27

29

89

33

23

23.0

93.1

69.7

311

316

28

33

20

21

76

89

71

22.8

71.4

63.6

59

(21)

(18)

61

(65)

(85.7)

38

17

12

70.6

12

16

75.0

397

392

27

29

89

34

22

22.7

93.1

64.7

(29)

36

(21)

21

(8動

92

(72.4)

58.3
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図 1. 7項 目の顔部計測値に基づく形状の比較
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